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章 章

1節 共通事項
 1.1.1 一般事項 １．この特記事項以外は下記に準拠する。但し、本工事に関係しない事項は適用しない。 １．仕様書に基づき監督職員に報告等を行う書面で電子データによるものについては、以下を基本とするが、監督

１）安城市契約規則及び安城市工事等施行に関する事務取扱要領 　　員の指示がある場合はその指示による。
２）工事請負契約書 　　（１）電子媒体（ＣＤ－ＲまたはＤＶＤ－Ｒ）で完了検査時に１部提出する。
３）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（建築工事編） （最新版） 　　（２）「あいち電子納品運用ガイドライン」に準拠することとし、格納フォルダは「愛知県建築局発注工事における
４） 〃 公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編） （最新版） 　　　　　情報共有システム運用の手引き（案）」における表６を参考とする。
５） 〃 公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編） （最新版）
６） 〃 公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編） （最新版）
７） 〃 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編） （最新版）
８） 〃 公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編） （最新版）  *工事写真 *工事写真の撮影時期、内容、枚数等は下記のとおりとする。
９） 〃 建築物解体工事共通仕様書 （最新版） １ 1）着手前 工事の着手に先だち、敷地、隣地及び周辺道路、建築物、工作物等の現況を撮影する。
１０）関係法令及び諸工事基準 １１）愛知県建築工事品質管理要領 2）工事中 ①黒板（白板）に所定事項を明記し、工事の進捗状況を撮影、記録すると共に、特に施工後隠ぺい

２．特記事項の適用優先順位　１． ⦿ 　　２．※　　　　 　又は埋設される部分は、被写体に幅広テープを添え撮影する。
　　ただし 　⦿　と 　※　　 のある場合は共に適用する。 　記載事項：件名（工事名）、名称（工種）、位置、工程、備考、撮影年月日
３．設計図書に関する疑義は原則として、入札執行前に質問書の提出によって確かめるものとする。 ②監督職員の指示により、適宜提出する。
４．本工事特記仕様書は公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)に対応している。 章 ※デジタルカメラの撮影素子の有効画素数は130万画素を標準とする。

１ ※デジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、工事契約後、監督職員の承諾を得た上で、「デジタル
　工事写真の小黒板情報電子化について」（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/kenchiku-
　kijyun.htmlを参照）により行うことができる。

 1.1.3 官公署その他への *工事の着手、施工、完成に当たり、関係官公署その他の関係組織への必要な届出手続等を遅滞なく行う。 *竣工写真 *竣工時　　外部（カラー　　　　　箇所）　　　　内部（カラー　　　　箇所）
届出手続等

章  1.1.4 工事実績情報シス *請負代金額が500万円以上の工事は、(一財)日本建設情報総合センター(JACIC)の工事実績情報サービス 3節 工事現場管理
テムへの登録 (コリンズ)に、工事実績情報の登録を、その内容について監督職員の確認を（JACICの様式「登録のための確認  1.3.1 施工管理 *主任技術者、監理技術者、特例監理技術者及び特例監理技術者の職務を補佐する者（以下、「監理技術者補佐」

のお願い」に従って）受けた上、行う。（受注時、変更時、竣工時）また、登録後にJACICが発行する「登録内容確 という。）の設置及びその他制度の運用については、最新版の「監理技術者制度運用マニュアル」に
認書」を、監督職員へ提出する。 各 よるものとする。

 1.1.5 書面の書式及び * 情報共有システムの適用　　※利用する　　・利用しない  1.3.3 電気保安技術者 * ・ 配置する ・ 配置しない
取扱い なお、「利用しない」となっている工事において、受注者が利用を希望する場合、監督員と協議のうえ、受注者の  1.3.5 施工条件 * 1） 施工日・施工時間　制限　　・ 有（　　　　　　　）　　・ 無仮設計画図による )

費用負担により、利用することができる。 2） 工事車両の駐車場所　　場所制限　　　※ 有　（駐車場所：　※ 敷地内　　・（　　　　　　））　 　・ 無　
* 情報共有システムの適用要件は以下のとおりとする。 3） 資機材置場所　　　置場制限　　※ 有 （置場所： ※ 敷地内　　　・（　　　　　　　））　 　・ 無

1）本工事における情報共有システムは、(公財)愛知県都市整備協会が運営する「あいち建設情報共有システム」 章 4） その他（　　　　　　　）
各 　　 を利用すること。(https://akjs-ps.aichi-toshi.or.jp/)

2)情報共有システムは「愛知県情報共有運用ガイドライン」及び「愛知県建築局発注工事における情報共有シス * *週休２日制工事実施対象工事 ※ 発注者指定 ・ 受注者希望 ・ その他
　　 テム運用の手引き（案）」に基づき利用すること。
　 　(https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/kenchiku-kijyun.html)

3）本システムを用いて作成及び提出等を行った工事関係図書については、システムにより電子納品することとし、 共
章 　　 別途紙に出力して提出しないものとする。  1.3.11 施工中の環境保全等 *「土壌汚染対策法」､「県民の生活環境の保全等に関する条例」、「市民の健康と安全を確保する環境の保全に

4）成果品の提出について、CADデータは情報共有システムへ登録し、電子納品をする。また監督員の指示があ 関する条例」による措置　 　・ 無　 　・ 有（詳細は図示による）
　　 る場合は、その指示による。  1.3.12 発生材の処理等 １．引き渡しを要するものは監督職員の指定する場所に整理し、発生物件調書を作成し、施設管理者へ引き渡す。

 1.1.7 関連工事等の調整 工　　事　　区　　分 ２．引き渡しを要しないものはすべて場外に搬出し、下記建設副産物の項及び関係法令等に従い適正に処理する。
通 ３．本工事で発生する産業廃棄物のうち愛知県内の最終処分場に搬入する産業廃棄物については、愛知県産業

共 　　廃棄物税が課税されるので適正に取り扱うこと。
設備スリーブ箱入 ※ ※ ※ 水槽・その他マンホール ※ ４．ＰＣＢを使用している機器材料は、適切な容器に収めた上で引渡しを要する。撤去した機器のﾒｰｶｰ名・型番・
同上用構造体補強 ※ 厨房機器接続 ※ ※ 　　製造年月日を記載したリストを作成して発注者へ提出する。
　〃　　　　防水処理 ※ 化粧棚及び鏡 ５．次の物品はＰＣＢの混入が疑われるため、専門の分析機関に依頼し、その有無を確認する。
天井・壁埋込器具切込補強 ※ 天井下地共 実験台設備接続 事 昭和47年以前の建築物：ポリサルファイド（チオコール）系コーキング

通 設備機器基礎・防水処理 ※ 防水処理又は配管 ワイランド用受台 ※ 平成元年以前の製造機器：蛍光灯安定器、コンデンサ、リアクトル、コンデンサ用放電コイル、
設備機器用アンカーボルト ※ ※ ※ 機器類に伴うもの 防煙シャッター、同用煙感知器、  変圧器（絶縁油中の濃度0.5mg/kg以下のものは対象外）
(外部)空気取入･換気ガラリ ※ 防火戸自閉装置及び ※ 　　上記以外においても、PCB混入の恐れがある場合は、監督職員と協議の上、確認すること。
(内部)空気取入･換気ガラリ ※ 各間の配線 ６．ＰＣＢ含有物以外で引渡を要するもの　（　　　　　　　　　）
換気扇取付枠 ※ 同上盤までの電源送り ※ 項 * 特別管理産業廃棄物 *分析調査　（　　　　　　　）

事 建物内外配線配管ピット蓋 ※ 排煙口開放装置 * 建設副産物 １．契約金額100万円以上の工事の発生材については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、
建物内排水溝 ※ 排煙口手動開放装置 ※ 　　「資源の有効な利用の促進に関する法律」及び「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」
たて樋接続用横引管 ※ 消火栓組込発信器類及び取付 ※ 　　（以下「建設リサイクル法」という。）その他関係法令の規定を遵守し、適正に処理する。
発電機用 冷却用給水排水 ※ 減圧水槽以降 不燃性ｶﾞｽ消火設備への電源送り ※ ２．事前に建設副産物情報交換システム等（以下「ｺﾌﾞﾘｽ・ﾌﾟﾗｽ」と言う。）に登録及び必要事項を入力し、ｺﾌﾞﾘｽ・ﾌﾟﾗｽ

〃 燃料用油配管 ※ 燃料小出槽以降 同上制御盤及び制御配線 ※ 　　より出力される、「リサイクルガイドライン」に定める計画書（①、②）を監督職員に提出する。
項 〃 通気管 ※ 電動黒板・電動バリマスク ※ 　　① 再生資源利用計画書（実施書）（様式1） ② 再生資源利用促進計画書（実施書）（様式2）

〃 オイルタンク ※ への電源送り 3．建設リサイクル法第9条第1項の対象建設工事に該当する工事は、再資源化等が完了したとき、同法第18条第
動力制御盤及び配線 ※ 受水槽・高架水槽基礎 ※ 　　１項に基づく報告として、監督職員に「再資源化等報告書」を提出すること。
自動制御盤及び配線 ※ 　〃　　・　　〃　　　架台 ※ 4．産業廃棄物管理表（以下「マニフェスト」という。）集計表を作成し、監督職員に提出する。マニフェスト集計表
自動制御盤への電源送り ※ 天井・壁改め口 ※ 　　は任意様式とし、交付した全てのマニフェストについて、交付年月日、交付番号、車両ナンバー、廃棄物の内訳
ファンコイルへの電源送り ※ 床・改め口 ※ 　　(ｔ又はｍ

3
)、マニフェストの照合･確認日（電子マニフェストの場合は、引渡し年月日、マニフェスト番号（連絡

液面電極体リレー及び配線 ※ 汚水桝 ※ 　　番号）、車両ナンバー、廃棄物の内訳、運搬・処分・最終処分の終了日）が記載され、受注者の記名があるもの
床排水金物 ※ 　　とする。また、紙マニフェストの場合は伝票を整理して保管し、必要に応じて検査員等に提示する。
流し台排水金物 ※ 雑排水桝 ※

　　〃　　　設備接続 ※ 雨水桝 ※

*撤去・更新時のﾌﾛﾝ等の取扱い *「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」に基づいて行うこと。
*分別収集 *「リサイクルガイドライン」　別表３に従い、分別収集を行う。
*再資源化施設への *工事に伴い発生する指定副産物のうち、次のものは再資源化施設へ搬出する。

搬出 ※ コンクリート塊　　　※ アスファルトコンクリート塊　　　※ 建設発生木材　　　・（　　　　　　　）
 1.1.9 工事の一時中止 *工事の一時中止の場合の措置は、契約書による。 *再利用を図るもの *・（　　　　　　　）　　　・ 図示による

に係る事項 1）安城市工事請負契約約款第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、「工事一時中止に伴う工事現場の *せっこうﾎﾞｰﾄﾞ処理 *ひ素・カドミウム含有せっこうボードの処理・ 製造業者に回収を委託 ・ 管理型最終処分場で埋立処分
 　維持管理等に関する基本計画書」（以下「基本計画書」という。）を提出し、発注者の承諾を得るものとする。 *上記及び石綿含有せっこうボード以外の処理・再資源化 ・ 管理型最終処分場で埋立処分
　 なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来高、職員の体制、労働者数、搬入材料及び建設機械 4節 材　　　料
　 器具等の確認に関すること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかにする。
2）工事を一時中止する場合は、工事の続行に備え、工事現場を保全すること。

 1.4.2 材料の品質等 １．本工事に使用する資材等は、品質が規格値を満足しかつ価格が適正である場合には、県内産の優先使用に
　　努めるものとする。　　

2節 工事関係図書 ２．本工事において愛知県内で産出された木材（愛知県内で産出された木材を使用した製材加工品を含む。以下、
 1.2.1 実施工程表 *概成工期   ・ 有（ 図示による ）　　　　　　※ 無 　　「県産材」という。）を使用する場合は、以下による。
 1.2.2 施工計画書 *つり足場を使用するすべての工事において、つり足場の組立・解体作業中の墜落・転落による労働災害防止の H22.7.23付22建企 図面番号

方法等の記入及び愛知労働局労働基準部安全課長事務連絡（平成22年7月6日）の注意事項をふまえた 第332号建設企画 株式会社デザインボックス名古屋オフィス 安城こども園中規模及び保全改修主体工事
施工計画書を作成し、監督職員に提出する。 課長通知

 1.2.4 工事の記録等 縮尺
一級建築士　第334761号　河村康弘 建築改修工事特記仕様書　１／１０

No.1a No.1b

建　築　改　修　工　事　特　記　仕　様　書 2025年10月1日改定
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章 章

*県産材を使用する部位は、設計図書で定められた部位のほか、次のとおりとする。 * 事故報告 *工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督職員に通報するとともに、事故発生報告書を監督職員に速
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　 やかに提出すること。

*使用する県産材は、愛知県産材認証機構に登録された認定事業者（以下、単に「認定事業者」という。）が「あい * 南海トラフ地震臨時 *南海トラフ沿いの大規模な地震発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まった旨の「南海トラフ地震臨時情報」
ち認証材」として証明し、出荷したものとする。 情報発表時の対応 発表時の防災対応について、受注者は、継続的に地震関連情報の収集に努め、工事中の建築物及び仮設物等

*受注者は、工事現場に搬入した県産材が「あいち認証材」であることの確認を、出荷事業者が交付する、認定事 に対し、必要な安全対策措置が実施されているかの確認、及び作業員や必要に応じ第三者に対する安全の再確認を行う
業者登録番号等（図－１）が明記された出荷伝票等により行う。 など、有事に際しての備えを行うとともに、本工事の施工場所が、南海トラフ地震防災対策推進地域に含まれる場合は、

*受注者は、出荷伝票に記載された出荷事業者が認定業者であることの確認を、愛知県産材認証機構が運営管 「その他事項」の「南海トラフ地震防災対策推進地域における対応」を参照し、必要事項を施工計画書に記載の上、適切に
理するＷebページ（http://www.aichi-wood.com）にて公表される認定事業者一覧により行う。 対応すること。
図－１ * 施工場所

南海トラフ地震防災対策推進地域　　　　　　　※含まれる（愛知県内全市町村）　　　　　　・含まれない

３．本工事において使用する材料のホルムアルデヒド放散量等の適用に関する区分は、「F☆☆☆☆」、「接着剤 住民事前避難対象地域　　　　　　　　　　　　　　・含まれる　　　　　・含まれない
　　等不使用」、「ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用」、「非ホルムアルデヒド系接着剤使用」、「非ホルム * 工事の下請負 *受注者は、下請負に付する場合には、次の各号に掲げる要件をすべて満たさなければならない。
　　アルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用」又は「非ホルムアルデヒド系接着剤及び １）受注者が、工事の施工につき総合的に企画、指導及び調整するものであること。
　　ホルムアルデヒドを放散しない材料使用」のいずれかとする。 ２）下請負者は、当該下請負工事の施工能力を有すること。

１ *再生資源の利用の *使用する資材は、リサイクル資材の率先利用を図るため、「愛知県あいくる材率先利用方針」を遵守し、あいくる ３）下請負者は、建設業法に基づく営業停止の期間中でないこと。
指定 材として認定されている資材の利用に努める。 １

1）愛知県あいくる材率先利用方針第3のAAｸﾞﾙｰﾌﾟ及びAｸﾞﾙｰﾌﾟの認定資材を優先的に使用する。
2）指定材一覧

章 ・指定しない ・
・指定しない ・ 章 * 施工体制台帳 *建設業法第24条の８第１項の規定により作成した施工体制台帳（同項の規定により記載すべきものとされた事

　　あいくる材の指定があるものについて、上記一覧以外のものを使用する場合は、監督職員の承諾を要する。 項に変更が生じたことに伴い新たに作成されたものを含む。）の写しを監督職員に提出すること。
3）指定材以外の使用に努める品目は、次のとおりとする。 (公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律第15条）
　・ 再生加熱アスファルト混合物　　・ 再生路盤材　　・ ＰＣ製品　　・ 舗装用ブロック　　※（　　　　　　　）　 * 施工体系図 *下請契約を締結する場合においては、下請金額に関わらず施工体系図を作成し、工事現場の工事関係者及び

公衆が見やすい場所（仮囲いなど）に掲示する。

5節 石綿含有建材の調査
各  1.5.1 事前調査 *大気汚染防止法に基づき、適正に対応すること 各 　

*調査範囲 ・ 図示による ・ (　　　　　　　　　　　　　　　　　) *本工事における木材利用状況に関する調査に協力すること。 
*既存の設計図書、調査報告書の貸与 ・ 有（　　　　　　　　）　　　・ 無
*石綿含有分析調査 ※ 行わない ・ 行う（調査範囲：　　　　　　　分析方法：　　　　　　　　）

6節 施工調査
章  1.6.2 施工数量調査 *調査範囲 ※図示による ・ 外壁 ・ 屋上防水 ・ 内装 ・ 塗装 ・（　　　　　　　） 章

*調査方法 ※図示による ・ 打診法 ・ 赤外線法 ・ 反射法 ・（　　　　　　　） *契約約款第3条第1項の規定による「工程表」は、発注者から請求があった時に提出すること。
 1.6.3 調査破壊部分の補修 *補修方法 （　　　　　　　） * 騒音・振動対策 *｢建設工事に伴う騒音振動対策技術指針（建設大臣官房技術審議官通達）」及び関連法規の規定を厳守し施工
7節 施　　　工 する。また、騒音規制法、振動規制法の規制の対象となる作業（特定建設作業）及び下記に指定した建設機械に
 1.7.2 技能士 * ※ 適用する ・ 適用しない ついては、「低騒音型、低振動型建設機械の指定に関する規程」（建設大臣告示）により指定された建設機械を使

共 共 用する。
※ 鉄筋工事 加工及び組立て １級鉄筋施工技能士 適用工事は下記による 作業名： 建設機械名：
※ コンクリート工事 型枠 １級型枠施工技能士 ※延べ5,000㎡ 作業名： 建設機械名：
※ 床コンクリートこて仕上げ １級左官技能士 　以上の工事 *排出ガス対策型 *排出ガス対策型建設機械の適用　 ※ 有り ・ なし
※ 防水工事 アスファルト防水 １級防水施工技能士 ・その他特に必要と 建設機械 （対象機種：バックホウ、車輪式トラクターショベル、ブルドーザー、発動発電機、空気圧縮機、油圧ユニット、

通 ※ シート防水 　認められる工事 通 ローラー類、ホイルクレーン（いずれもディーゼルエンジン出力7.5～260KW））
※ 塗膜防水 （対象規制値：排出ガス対策型建設機械指定要領（国土交通省総合政策局）の別表１（１次基準値））
※ シーリング *貨物自動車等の車種 *工事場所が「自動車ＮＯｘ・ＰＭ法」の規制対象地域内においては、「貨物自動車等の車種規制非適合車の使用

*その他必要と認められる技能検定の職種及び作業の種別（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 規制非適合車の使用 抑制等に関する要綱」（愛知県：https://www.pref.aichi.jp/soshiki/ondanka/0000034411.html）に基づき、対象
 1.7.5 施工の検査等 *見本施工 ※ 行わない　　　・ 行う（　　　　　　）　　　 抑制等に関する要綱 地域外からの流入車も含め、車種規制非適合車の使用抑制に努めるものとする。

事  1.7.9 化学物質の濃度測定 *下記の室の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監 事 *特定特殊自動車の *受注者は、軽油を燃料とする特定特殊自動車の使用にあたって、燃料を購入して使用するときは、当該特定特殊
督職員に報告すること。 燃料 自動車の製作等に関する事業者または団体が推奨する軽油（ガソリンスタンド等で販売されている軽油をいう）を

*測定時期　（　　　　　　　） 選択しなければならない。また、監督職員から特定特殊自動車に使用した燃料の購入伝票を求められた場合、提
*対象物質 ※ ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン　　 示しなければならない。なお、軽油を燃料とする特定特殊自動車の使用にあたっては、下請負者等に関係法令等
*測定方法 ※ パッシブ型採取法　　　・ 文部科学省「学校環境衛生の基準」による　　　・（　　　　　　　） を遵守させるものとする。

項 *測定する室/測定箇所数 （保育室3・保育室4・保育室7・保育室９/４箇所） *薬液注入工法 *薬液注入工法により地盤の改良を行う場合は、「薬液注入工法による建設工事の施工に関する暫定指針」（建設
8節 工事検査及び技術検査 項 省事務次官通達）による。
 1.8.2 技術検査 *中間技術検査 ・ 行わない ・ 行う （実施回数：　　　　　　、実施時期： 　　　　　　　　　　） *石綿含有仕上塗材 *既存の壁等に対して作業（仕上塗材の除去・補修、コア抜きやアンカーボルト打設作業など仕上塗材の破断を伴う全ての作業）
9節 完成図等 の除去・補修、 をする場合は、既存壁等の石綿含有仕上塗材使用の有無を確認し、石綿が含有されている場合は、除去工法、
 1.9.1 完成時の提出図書 *工事完了前に次の図書を作成し監督職員に提出する。 既存壁等への作業 作業方法等について関係法令所管部局及び監督職員と協議の上、適切な石綿飛散防止措置を講じること。

1) 完成原図（施工図を除く）　１部（1.9.2により作成する場合のみ） 2） 完成図（施工図を除く）の２つ折り製本　１部
3）契約図のＡ3版２つ折り製本（合本作成）　３部
4）契約図の２つ折り製本　1部 5） 保全に関する資料　1部
6）施設台帳の作成又は整備 (高等学校及び特別支援学校を除く) 7） その他必要書類　1部
8）契約図・完成図（施工図を除く）のPDFﾌｧｲﾙ（公共建築課PDFﾌｧｲﾙ作成ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝによる）　　　CD-RまたはDVD-R　　2部

 1.9.2 完成図等 *完成図の種類は下記とする。 9）竣工図Ａ3版２つ折り製本　3部
１．配置図　　２．平面図・求積図　　３．仕上表　　４．施工図　　５．その他監督職員の指示するもの

ＣＡＤデータ ※ 提出する（　※ 愛知県電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに基づく　    　・ 監督職員との協議による  )
・ 提出しない

CAD図面の作成にあたっては国土交通省「建築CAD図面作成要領（案）」に基づいて作成する。
* 原図の作成　　　　・ 作成する　　　　　　※ 作成しない サイズ ※ 設計原図と同じ ・（　　　　　　　　　）
*原図作成方法 ※ CAD作成し紙出力 紙の種類 ※ PPC用ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙｻﾝﾄﾞ和紙同等品 ・ﾄﾚｰｼﾝｸﾞﾍﾟｰﾊﾟｰ
*複写図作成方法　　・ 1.9.1完成時の提出図書3）に代える　　　・ （　　　　　　　　　）

 その他
* 光熱水費 *建物引き渡しまでの電気、水道、ガス等の料金（基本料金を含む）は、協議の上、各工事受注者が負担する。
* 現場代理人等

*契約約款第11条に規定する現場代理人、主任技術者（監理技術者）の通知は、所定の様式（現場代理人等通知書）により、 *CCUSの活用 *建設キャリアアップシステムの活用に関して、工事成績評定において評価を希望する場合は、工事着手まで
監督員を通じて発注者に提出しなければならない。また建設業法に基づく監理技術者補佐、専門技術者を定めたときも に工事打合せ簿により申し出るとともに、工事完了時に活用状況を確認できる資料を監督員に提出すること。
同様とする。 1節 共通事項

*受注者は、主任技術者について建設業法施行令第27条第2項の規定に基づき他の工事と兼務させる場合や、主任技術者又は ２  2.1.3 騒音･粉じん等の対策 *騒音・粉じん等の対策　　・防音パネル　　　・防音シート　　　※ 図示による
監理技術者について建設業法第26条第3項ただし書き第1号による技術者配置の特例を活用する場合、並びに監理技術者に 章 *防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲等　　　※図示による　　　・（　　　　　　　）
ついて建設業法第26条第3項ただし書き第2号の規定に基づき監理技術者補佐を専任で配置することにより他の工事と兼務
させる場合にあっては、所定の様式により兼務届を作成の上、新たに契約した工事については工事請負契約締結後５日以内 図面番号
に、現に施工中の工事については原則兼務期間の始期より前に、監督職員を通じて発注者に提出すること。 株式会社デザインボックス名古屋オフィス 安城こども園中規模及び保全改修主体工事

*配置技術者の専任要件等については、愛知県建設企画課のWebﾍﾟｰｼﾞを参照すること。
（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/haichigijyutsusyanosennin.html） 縮尺

* 火災保険等加入 *改修工事の保険の種類は、建設工事保険、火災保険又は組み立て保険とする。（建築工事事務の手引 参考2 一級建築士　第334761号　河村康弘 建築改修工事特記仕様書　２／１０
方法等 「愛知県建築工事に係る火災保険等の加入方法」による）期間は、工事資材の現場搬入の日から工事目的物の

引渡しの日までとする。（特に定めのない限り、契約上の工事完成期日経過後１４日間とする。）保険金受取人
（被保険者）は、受注者とする。

* 法定外の労災保険 *本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。
No.2a No.2b
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項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考

この木材は、＜あいち認証材＞です。
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章 章

2節 足場等 *屋根露出防水断熱工法に用いる断熱材（発泡ﾌﾞﾗｽﾁｯｸ断熱材）の種類及び厚さ　　・ 図示による　　・（　　　　　）
 2.2.1 足場等 *足場を設ける場合は、「「手すり先行工法等に関するガイドライン」について」（令和5年12月26日厚生労働省労働基  3.4.3 種類及び工程 *新規防水層の種別 ・（　　　　　　　）　　　　・ 図示による [表3.4.1]

準局長　基発1226第2号）に規定する「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感の *仕上塗料の種類　　・（　　　　　）　　　・ 図示による ～[表3.4.3]
ある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は 使用量　※ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の仕様による　　　・ 図示による　　　　・（　　　　　　）
変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」の２の（１）手すり据置方式又は２の（２） *工程２に先立ち設ける防湿用シートの設置[M3ASI工法、M4ASI工法及びP0ASI工法] ・図示による　　・（　　　　）
手すり先行専用足場方式により行う。 *脱気装置の種類、設置数量 ※ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ製造所の仕様による ・ 図示による

*屋根面からの墜落事故防止対策として、必要に応じて、JIS A8971（屋根工事用足場及び施工方法）に基づき、建 5節 合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水
方作業台、渡り廊下、墜落防護さく等の足場及び装備機材を設置する。  3.5.2 材　　料 *ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ種類及び厚さ ・ 図示による　　　※ 表3.5.1～表3.5.3までによる　　　・（　　　　　　　）

*外部足場 *絶縁用シート及び可塑剤以降防止用シートの材質 ※ 発泡ポリエチレンシート　　　　・ 図示による　　　　　・（　　　　　　　　）
※ 枠組足場またはくさび緊結式足場　・ 単管本足場　・ 仮設ゴンドラ　・ 移動式足場　・（ 　　　 　　） *固定金具の材質、形状及び寸法

設置するシート等 ・ 防護シート(JISA8952)　・ 防護ネット(JISA8960)　・ 防音シート　・（　　　　　　）ネット養生シート） ※防錆処理した鋼板､ｽﾃﾝﾚｽ鋼板又はそれら鋼板の片面若しくは両面に樹脂を積層加工したもので厚さ0.4㎜以上
２ 足場、防護シート等の設置範囲　　※ 図示による ・ 図示による　　　　　・（　　　　　　　　　　　）

*内部足場 ※ 脚立・足場板等 ・ 枠組足場またはくさび緊結式足場 ・ （　　　　　　　） *断熱工法に用いる断熱材　　種類及び厚さ　　　　・ 図示による　　　　・（　　　　　　　　　）
*材料、撤去材等の運搬方法 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 ・ Ｅ種 ・（　　　　　　　） [表2.2.1]  3.5.3 種類及び工程 *新規防水層の種別 ・（　　　　　　　）　　　　・ 図示による [表3.5.1]
*高さが５ｍ以上の箇所での作業を行う場合、労働安全衛生規則の各規定により使用する要求性能墜落制止用器具は ３ *脱気装置の種類、設置数量 ※ ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ製造所の仕様による　　　・ 図示による ～[表3.5.2]

フルハーネス型とし、「墜落制止用器具の規格」（平成３１年１月２５日厚生労働省告示第１１号）によるものとする。 *仕上塗料の種類　　・（　　　　　　）　　　　・ 図示による
章 3節 養　　生 使用量 ※ ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ製造所の仕様による　　　・ 図示による

 2.3.1 既存部分の養生 *既存部分の養生 ※ ﾋﾞﾆﾙシート、合板等により適切に行う　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
*既存部分の既存家具、既存設備等の養生方法　　　※監督職員の承諾を受けてﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ等で行う　　　・図示による *SI-M1及びSI-M2の場合の防湿用ﾌｨﾙﾑの設置　　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　）
*既存ブラインド、カーテン等の養生方法　　・図示による　　・ビニルシート等　　　・保管場所（　　　　） 章 *S-C1の場合の保護ﾓﾙﾀﾙの塗厚　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　）
*固定された備品、机・ロッカー等の移動　　・図示による　　　・移動しない  3.5.4 施　　工 *接着工法の場合で下地がﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄの場合の目地処理　　　　　※ 図示による　　　　・（　　　　　　）

 2.3.2 仮設間仕切り *種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 [表2.3.1] 設置箇所 ※ 図示による *S-F1又はSI-F１の場合のﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地の入隅部の増張り　　　※ 図示による　　　・（　　　　　）
Ａ種、Ｂ種の場合の材料 ・ 合板（厚さ　 ※ 9㎜　　・（　　　　）㎜）　※ せっこうボード（厚さ　 ※ 9.5㎜　　・（　　　　）㎜） *一般部のﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ張付(機械式固定法)で建築基準法に基づく風圧力に対応した工法　　※ 図示による　
間仕切りへの仕上げ ※ 無　　　・ 有（範囲及び仕上げは図示による） *屋内保護密着工法の場合の保護層の施工[立上り部の保護ﾓﾙﾀﾙ塗厚]　　　　・ 図示による　 ・（　　　　）

仮 *仮設扉 *仕様 ※ 合板張り木製扉程度　　・（　　　　　　　）・(アルミ製既製品鍵付） 設置箇所　　※ 図示による　　・（　　　　　　） 6節 塗膜防水
4節 仮設物  3.6.3 種別及び工程 *新規防水層の種別 ※ 表3.6.1による（P0X工法の場合は種別X-1、L4X工法の場合は種別X-2）　・（　　　　　）　　・ 図示による
 2.4.1 *仕上塗料の種類　　・（　　　　　　　　）　　　　・ 図示による

防 使用量　　　　・ 図示による　　　　※ 主材料製造所の仕様による　　　　　・（　　　　　　）
*絶縁工法における脱気装置の種類及び設置数量　　・ 図示による　　※ 主材料製造所の仕様による　　・（　　　　　　）

設 *保護層の仕様[ P1Y工法及びP2Y工法] ・ 図示による　　　　　・（　　　　　　　　）
*受注者事務所、 7節 シーリング

材料置場その他 *受注者事務所（設ける場合） ※ 構内（従業員宿舎除く） ・ 構外 水  3.1.4 改修方法の種類 *改修工法の種類 ※ 図示による　　　・ ｼｰﾘﾝｸﾞ充填工法　　　　・ ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法　　　 [表3.1.2]
仮設物の設置場所 *材料置場 ※ 構内 ・ 構外 及び工程 ・ 拡幅ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法　　　　　・ ﾌﾞﾘｯｼﾞ工法

*その他仮設物 ※ 構内（従業員宿舎除く） ・ 構外  3.7.2 材　　料 *ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類 ・ 図示による　　　※ [表3.7.1]による　　　・（　　　　　） *シーリング材表面の仕上 ・仕上げなし
工 * ※事務所等は建築基準法関係法令を遵守し、基礎を設置するなど適切に建築すること。  3.7.3 目地寸法 *目地寸法 ・図示による　　　　・（　　　　　　　）

建設現場標識の設置 *建設現場標識 ※ 設ける（他工事と共同設置を可とする）・ 設けない 改  3.7.8 シーリング材の試験 * 接着性試験 ※ 簡易接着性試験　　　・ 引張接着性試験　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
8節 と　　い
 3.8.2 材　　料 *材種等 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　） [表3.8.1]

*表面処理鋼板の場合 表面及び裏面の塗膜の種類 ※図示による・（　　　　　　　） 耐酸被覆鋼板　・ 使用する　　・ 使用しない
事 修 *とい受金物､足金物の材種､形状及び取付け間隔　　・ 図示による　　※ 表3.8.2により溶融亜鉛めっきを行ったもの

多雪地域 ・ 適用する　　　　　　・ 適用しない
 3.8.3 工　　法 *既存とい、その他の撤去及び降雨等に対する養生方法 ・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）

*鋼管製といの防露巻き ・ 図示による　　　※ 表3.8.4による　　　・（　　　　　　　　）
工 *たてどい受金物の取付け ・ 図示による　　　・（　　　　　　）

*ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝの取付工法 ・ 図示による　　　※ 3.8.3(6)による　　　・（　　　　　　　　）

9節 アルミニウム製笠木
1節 一般事項 事  3.9.2 材　　料 *部材の種類 ・ 押出250形 ・ 押出300形 ・ 押出350形 ・ 板材折り曲げ形（・ ｵｰﾌﾟﾝ形式　　・ ｼｰﾙ形式）

* 保証期間 *防水の保証期間は工事目的物引渡しからモルタル防水５年、その他防水１０年とする。 板材折曲げ形の場合 本体幅　　※ 図示による　　・（　　　　　　）
 3.1.3 施工一般 *降雨等に対する養生方法 ※ 3.1.3(5) による ・ 図示による ・（　　　　　　　） 板厚　　・ 図示による　　※ 2.0㎜　　･（　　　　　）

*表面処理の種別 ・（　　　　　　　　）　　　　・ 図示による [表5.2.2]
1節～6節　防水工事 *防水改修工法･種別 ・ 図示による  3.9.3 工　　法 *既存笠木撤去及び新規笠木の下地補修の工法 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　）

３  3.1.4 改修工法の種類 *立上り部等の既存防水層及び保護層の撤去 ・ 撤去しない　　　・ 図示による *板材折曲げ形笠木の取付け方法 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　）
･工程 *屋内防水で、新規防水工法にて保護層を新設　・ 新設する　・ 図示による *建築基準法に基づく風圧力に対応した工法 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　）

 3.2.5 ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ回りの処理 *P0AS、P0ASI、P0D、P0DI、P0S、P0SI、P0X工法における改修用ドレンの設置　　
工法（　　　　）　　・ 設置する　　　・ 設置しない　　・ 図示による 1節 一般事項

章  3.2.6 既存下地の処理 *既存下地　補修箇所の形状、長さ、数量等　　　　　※ 図示による　　　　・（　　　　　　　）  4.1.4 外壁改修工法の種類 外壁仕上 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ モルタル塗り仕上げ タイル張り仕上げ
*既存防水層の処理[M4AS工法、M4ASI工法、M4C工法及びM4DI工法] 仕上げ塗装の除去　※ 図示による　　・（　　　 　　　） ４ 　部 位

[L4X工法] 仕上げ塗装の除去　※ 図示による　　・（　　 　　　　） ひび割れ部 ・ 樹脂注入工法 ・ 樹脂注入工法 ・ 樹脂注入工法
*P0S工法及びP0SI工法(機械)における 既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした場合の既存防水層の処理 章 ・ Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法 ・ Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

・ 図示による　　　　※ 3.2.6(4)(ｳ)(g)による　　　　・（　　　　　　） ・ シール工法 ・ シール工法
*設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環取付部、塔屋出入口部及び 外 ・ 図示による ・ 図示による

防 *防水層末端部等の収まり部の処理　　　・ 図示による　　　・ 監督職員と協議 欠　損　部 ・ 充填工法 ・ 充填工法 ・ タイル部分張替え工法
3節 アスファルト防水 壁 ・ モルタル塗替え工法 ・ タイル張替え工法
 3.3.2 材料 *改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ　　　・ 図示による　　　※ 表3.3.3～表3.3.9による　　　　・（　　　　　） 浮　き　部 ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

水 *部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類､厚さ　・ 図示による　※表3.3.3、表3.3.4、表3.3.8、表3.3.9による　　・（　　　　　） 改 ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
*押え金物　材質及び形状寸法　　・ 図示による　　※ アルミニウム製Lー30×15×2.0㎜程度　　・（　　　　　） ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法
*屋根保護防水断熱工法に用いる断熱材厚さ　　　・ 図示による　　　　・（　　　　　） 修  　注入工法 ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

改 *屋根露出防水断熱工法に用いる断熱材の種類及び厚さ　　　　・ 図示による　　　　　・（　　　　　　） ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
*絶縁用シート材料　　・ 図示による　・ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ@0.15㎜以上　・ ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ(70g/㎡程度)　・（　　　　　） 工 　 樹脂注入工法 ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰ
*立上り部の保護の乾式保護材　　　　　　　・ 図示による　　　　　　・（　　　　　　　） ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ ｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

修 *立上り部の保護のれんが　　　　　　　　　　・ 図示による　　　　・（　　　　　　） 事 　 樹脂注入工法 ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂
 3.3.3 種類及び工程 *屋根保護防水　　新規防水層の種類及び工程　種別　　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による [表3.3.3] ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰ 注入ﾀｲﾙ固定工法

*立上り部への断熱材及び絶縁用シートの設置　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　） ～[表3.3.6]  　ｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 ・ タイル部分張替え工法
工 *立上り部における保護工法　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　） ・ 充填工法 ・ モルタル塗替え工法 ・ タイル張替え工法

*屋根露出防水、屋根露出防水絶縁断熱工法　新規防水層の種別　　・（　　　　　）　　　・ 図示による [表3.3.7] ～[表3.3.9] 目　　　地 ・ 目地ひび割れ部改修工法
*仕上塗料の種類　・（　　　　　　）　　　・ 図示による　 ・ 伸縮目地改修工法

事 使用量　※ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様による　　　・ 図示による　　　　・（　　　　　　）  4.1.5　 改修後の塗り *改修後の新規仕上げの種類 ※図示による ・薄付け仕上塗材塗り ・厚付け仕上塗材塗り
*脱気装置の種類、設置数量　　　・ 図示による　　　※ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の指定による 仕上げの種類 ・複層仕上塗材塗り（外壁：吹付凸凹　内部：吹付凸凹小模様）・各種塗料塗り
*屋内防水　　新規防水層の種類及び工程　種別 ・（　　　　　　　）　　　　・ 図示による [表3.3.10] ・マスチック塗材塗り ・ 外壁用塗膜防水材塗り ・可とう形改修用仕上塗材塗り
*保護層の設置 ・（　　　　　　　）　　　　・ 図示による

E-1の工程３ ・ 図示による　　　　※ 常時水に接する部位に適用　　　　　・（　　　　　） 図面番号
 3.3.4 施　　工 *ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類のﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ回り及び立上り部周辺の断熱材張りじまい位置　　・ 図示による　　　・（　　　　　　） 株式会社デザインボックス名古屋オフィス 安城こども園中規模及び保全改修主体工事
 3.3.5 保護層等の施工 *平場の保護ｺﾝｸﾘｰﾄ　　　厚さ　　・ 図示による　　　※ こて仕上げ80㎜以上、床タイル張り等仕上げ60㎜以上

こて仕上げの場合の平たんさの種別 ・a種　　・b種　　・ｃ種 [表8.1.5] 縮尺
*立上り部保護方法 ・ 図示による　　　　・（　　　　　　　　） れんが押さえの場合　工法　　　　　・ 図示による 一級建築士　第334761号　河村康弘 建築改修工事特記仕様書　３／１０
*屋上排水溝 ※ 図示による　 　・（　　　　　　　）

4節 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水
 3.4.2 材　　料 *改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ 種類及び厚さ ・ 図示による　　 ※ 表3.4.1～表3.4.3までによる　　 ・（　　　　　　　）

*押え金物 材質、形状及び寸法 ・ 図示による　 ※ アルミニウム製L-30×15×2.0㎜程度　 ・（　　　　　）
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2節 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ外壁の改修  5.1.5 建具見本の製作等 *建具見本の製作 ・有 ※ 無
3節 ﾓﾙﾀﾙ塗り仕上げ外壁の改修 *特殊な建具の仮組 ・実施する ・ 実施しない
 4.2.4 材　　料 *Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法に使用するｼｰﾘﾝｸﾞ材 ※ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材（ ・ 1成分形　 ・ 2成分形）　 ・（　　　　　　）  5.1.6 取り付け調整等 *ブラインドボックス等の再使用　　・ 有　　・ 無 再使用するもの　・（　　　　　　　）　　・ 図示による
(4.3.5 　材　　料） *ｼｰﾙ工法材料 ・ パテ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂 ・ 可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による  5.1.7 その他 *防犯建物部品の使用 ・ 使用しない ・ 使用する（使用箇所　　　　　　　）

*充填工法材料 ・ ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ ・ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による
 4.2.5 樹脂注入工法 *種類 ※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法（注入間隔　※ 200～300㎜　・（　　　　　　）、樹脂注入量：　　　　　） 2節 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具
（4.3.2 ひび割れ部改修 ・ 手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　（注入口間隔：　　　　　　、樹脂注入量：　　　　　　　）  5.2.2 性能及び構造 *耐風圧性、気密性、水密性、枠の見込み寸法
 4.4.2 共通事項 ・ 機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　（注入口間隔：　　　　　　、樹脂注入量：　　　　　　　） ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種［見込み寸法　　　㎜］ ・図示による　　　・（　　　　　　　　　　） [表5.2.1]
 4.3.6 樹脂注入工法） *ひび割れ部の注入状況の確認方法 ※ コア抜き取り ・（　　　　　　　　）　　　　 ５ *防音ドア、防音サッシとする場合の遮音性の等級 ・図示による　　　・（　　　　　　　　　　）
 4.4.6 コアの抜き取り個数 ※ 1個/長さ500mごと及びその端数 ・（　　　　　　　） *断熱ドア、断熱サッシとする場合の断熱性の等級 ・図示による　　　・（　　　　　　　　　　）

抜取り部分補修方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）  5.2.3 材　　料 *網戸 防虫網 材質 ※ 合成樹脂製　　・ ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製　　・ ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS316）　　・ 図示による
 4.3.5 材　　料 *モルタル塗替え工法用材料 モルタル　　・現場調合材料　　 ・既調合材料（　　　　　）　　 ・（　　　　　） 線径､網目　※ 線径0.25㎜以上、網目16～18ﾒｯｼｭ(合成樹脂) 　 ・（　　　　　　）　 ・ 図示による
（4.4.5 材　　料） 既製目地材 ・ 使用する（形状　　　　　　）　　　・ 使用しない  5.2.4 形状及び仕上げ 表面処理の種別 ・（　　　　　　　）　・ 図示による　　　C種における常温乾燥形の塗装　・（　　　　　　）　・図示による [表5.2.2]

４ *ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ注入工法用材料 色 ※ 標準色　　　・ 特注色 結露水の処理方法　・（　　　　　　　　）・図示による
ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ ※図示による ・（　　　　　　　） ｽﾃﾝﾚｽ製くつずりを使用する場合の仕上げ ※HL　　　・図示による　　　・（　　　　　　　）
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ材質等 ※ｽﾃﾝﾚｽ鋼SUS304　呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの　　　・（　　　　　　　） 章  5.2.5 工　　法 *水きり板 ・ 図示による　　　・（　　　　　　　　） ぜん板　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）

*注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ注入工法材料　　注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ材質等 ※SUS304　呼び径外径6㎜ ・（　　　　　　） 3節 樹脂製建具
 4.3.10 モルタル塗替え工法 *下地処理　　仕上げ厚又は全塗厚25㎜を超える場合の処置 ※ 図示による　　　　・（　　　　　　　）  5.3.2 性能及び構造 *耐風圧性、機密性、水密性 ・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ 図示による　　・（　　　　　　　　　　） [表5.3.1]

章  4.3.11 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分 *浮き部分に対するｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数 ※ 16本/㎡（一般部分）、25本/㎡（指定部分）、5本/m（狭幅部） 枠の見込み寸法 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　　）
 4.4.9 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・（　　　　　　　） ・ 図示による *防音ﾄﾞｱ､防音ｻｯｼとする場合の遮音性の等級 ・ 図示による　 ・ T-1　 ・ T-2　 ・（　　　　　　　）

*ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定用樹脂注入量（挿入孔１か所当たり） ※ 25ml ・（　　　　　　）ml *断熱ﾄﾞｱ､断熱ｻｯｼとする場合の断熱性の等級 ・ 図示による ・H-4 ・H-5 ・H-6 ・H-7 ・Ｈ-8 ・（　　　　） [表5.3.2]
 4.3.12 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 *浮き部分に対するｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数及び注入口の数 ※ 表4.3.5及び図4.3.2による ・ （　　　　　　　） *外壁に面する建具の日射熱取得性の等級 ・ 図示による　　　・（　　　　　　　）
 4.4.10 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 *注入量（注入口１か所当たり） ※ 25ml ・（　　　　　　）ml 建  5.3.3 材　　料

*網戸 防虫網 材質 ※ 合成樹脂製　　・ ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製　　・ ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS316）　　・ 図示による
 4.3.13 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘ *浮き部分に対するｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数及び注入口の数 ※ 表4.3.5及び図4.3.2による ・ （　　　　　　　） 線径､網目　 ※ 線径0.25㎜以上、網目16～18ﾒｯｼｭ(合成樹脂)　　 ・（　　　　　　　）

外  4.4.11 ﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 *注入量（注入口１か所当たり） ※ 50ml ・（　　　　　　）ml ・ 図示による
*ガラス ※ 複層ｶﾞﾗｽ　　　・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による

 4.3.14 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ *浮き部分に対する注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数 ※ 9本/㎡（一般部分）、16本/㎡（指定部分）、5本/m（狭幅部）  5.3.4 形状及び仕上げ *ｽﾃﾝﾚｽ製くつずりを使用する場合の仕上げ ※HL　　　・図示による　　　・（　　　　　　　）
 4.4.12 部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・（　　　　　　　） ・ 図示による *表面色　　※ 標準色　　・ 特注色

*注入量（注入口１か所当たり） ※ 25ml ・（　　　　　　）ml 具  5.3.5 工　　法 *水きり板　　・ 図示による　　・（　　　　　　　　）　　　　　ぜん板　　・ 図示による　　・（　　　　　　　）
 4.3.15 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ *浮き部分に対する注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数 ※ 表4.3.6及び図4.3.4による ・（　　　　　　　） 4節 鋼製建具

壁  4.4.13 全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 *注入量（注入口１か所当たり） ※ 25ml ・（　　　　　　）ml  5.4.2 性能及び構造 *簡易気密型ドアセットの気密性、水密性の等級 ※ 気密性A-3、水密性W-1 ・ （　　　　　　　）
(5.4.6 標準型鋼製建具) 耐風圧性の等級 ・ S-4 ・ S-5 ・ S-6 ・ 図示による [表5.2.1]

 4.3.16 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ *浮き部分に対する注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数 ※ 表4.3.6及び図4.3.4による ・（　　　　　　　） 耐震ドアとする場合の面内変形追随性の等級 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）
 4.4.14 全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ *注入量（注入口１か所当たり） ※ 50ml ・（　　　　　　）ml *防音ドア、防音サッシとする場合の遮音性の等級 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）

注入工法 *断熱ドア、断熱サッシとする場合の断熱性の等級 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）
4節 ﾀｲﾙ張り仕上げ外壁の改修 改  5.4.3 材　料 *点検口の類のくつずりの材料 ・図示による ・（　　　　　　　　　　）

改  4.4.5 材　　料 *タイル（部分）張替え工法用材料 接着剤の種類 ・ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ ・ 外装ﾀｲﾙ接着剤 (5.4.6 標準型鋼製建具)
外装ﾀｲﾙ接着剤張りの場合の目地詰め ・行う　　　　・行わない  5.4.4 形状及び仕上げ *鋼板類の厚さ ※ 表5.4.2による　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
タイルの形状、寸法、耐凍害性の有無、耐滑り性等　　※ 図示による　　・（　　　　　） (5.4.6 標準型鋼製建具) * くつずりの仕上げ ・ＨＬ（ステンレス鋼板の場合） ・図示による ・（　　　　　　　　　　）
標準色･特別色の別 ※ 図示による　　・（　　　　　）
タイル役物 ・ 使用する ・ 使用しない  5.4.6 標準型鋼製建具 * 形状及び寸法 ・図示による ・（　　　　　　　　　　） [表5.4.5]
既調合モルタル ※ 図示による　　　　　・（　　　　　　　　） 5節 鋼製軽量建具

修 *外壁ﾀｲﾙ接着剤張りのｼｰﾘﾝｸﾞ材 修  5.5.2 性能及び構造 *簡易気密型ドアセット（気密性：A-3)　　・ 適用する　　・ 適用しない　　・ 図示による　　・（　　　　　　　）
シーリング材の種類 打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地 ※ ポリウレタン系 ・（　　　　　　　　） (5.5.6 標準型鋼製軽量建具)*耐震ドアとする場合の面内変形追随性の等級 ・ 図示による　　　・（　　　　　　　）

伸縮調整目地及びその他目地 ※ 変成シリコーン系 ・（　　　　　　　　） *防音ドア、防音サッシとする場合の遮音性の等級 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）
4.4.7 ﾀｲﾙ部分張替え工法 *既存の下地ﾓﾙﾀﾙ等を撤去せず、1カ所当たりの張替え面積が0.25㎡を超える場合の工法・ 図示による　　　　　・（　　　　　　　　） *断熱ドア、断熱サッシとする場合の断熱性の等級 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）
4.4.8 ﾀｲﾙ張替え工法 *伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置 ※ 表4.4.2による ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による  5.5.3 材　　料 *鋼板類の種類 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）

*見本焼 ・ 有 ※無 試験張り ・ 有 ※無 (5.5.6 標準型鋼製軽量建具) ステンレス鋼板 ※ SUS304　　※ SUS430J1L　　※ SUS443J1　　・ 図示による　　・（　　　　　　　）
工 *セメントモルタルによるタイル張りの工法 *召合せ、縦小口包み板等 ※ 鋼板 ・ ステンレス鋼板 ・ アルミニウム合金

下地ﾓﾙﾀﾙ塗りを行うｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理 ・ 図示による ・（　　　　　　　） 工
下地ﾓﾙﾀﾙ塗りの接着力試験 ・（　　　　　　　）　　　　・ 図示による  5.5.4 形状及び仕上げ *鋼板類の厚さ ※ 表5.5.1による　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
セメントモルタルによるタイル張りの工法 (5.5.6 標準型鋼製軽量建具)* ｽﾃﾝﾚｽ製くつずりを使用する場合の仕上げ ・ＨＬ ・図示による ・（　　　　　　　　　　）

外装タイル ・ 密着張り ・ 改良圧着張り [表4.4.5] 5.5.6 標準型鋼製軽量建具* 形状及び寸法 ・図示による ・（　　　　　　　　　　） [表5.4.5]
ユニットタイル ・ マスク張り ・ モザイクタイル張り 6節 ステンレス製建具

事 *有機系接着剤によるタイル張り
下地ﾓﾙﾀﾙ塗りを行うｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理 ・ 図示による ・（　　　　　　　）
下地ﾓﾙﾀﾙ塗りの接着力試験 ・（　　　　　　　）　　　　・ 図示による 事
タイルの種類等 ・ 外装タイル ・ ユニットタイル [表4.4.6]
外装タイル接着剤張りの目地詰めを行わない場合 ・ 図示による　　　　・（　　　　　　　　）

 4.4.15 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎ*゚注入口付アンカーピンの本数 （　　　　）本/㎡ ・ 図示による  5.6.3 材　　料 *ステンレス鋼板 ※ SUS304　　※ SUS430J1L　　※ SUS443J1　　・ 図示による　　・（　　　　　　　）
ｷｼ樹脂注入ﾀｲﾙ固定工法*注入量（注入口１か所当たり） ※ 25ml ・（　　　　　　）ml  5.6.4 形状及び仕上げ *板ガラスをはめ込む溝の大きさ ※ 建具の製造所の仕様による　　　・（　　　　　　　） 

 4.4.16 目地改修工法 *伸縮調整目地 位置及び寸法 ※ 図示による ・（　　　　　　　） *表面仕上げ ※ HL　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による
*ｽﾃﾝﾚｽ製くつずりを使用する場合の仕上げ ※HL　　　・図示による　　　・（　　　　　　　）

5節 仕上塗材仕上げ外壁等の改修  5.6.5 工　　法 *曲げ加工 ※ 普通曲げ　　　・ 角出し曲げ　　　・ 図示による
 4.5.2 材　料 *塗り仕上げ用材料（仕上塗材） 種類、仕上げ形状、工法　　　・（　　　　　　　　）　　　・図示による [表4.5.1]

外装厚塗材Si、Eにおける上塗材　　　　・ 塗る　　　・ 塗らない 7節 木製建具
外装厚塗材Cの上塗材がセメントスタッコ以外の場合　　　・（　　　　　　）　　　・ 図示による 5.7.2 材　料 *種別 ※ Ａ種 ・ Ｂ種

*複層仕上塗材及び可とう形改修塗材の耐候性 ※ 耐候形３種　　　・（　　　　　　）　　　　・ 図示による *フラッシュ戸の材料 表面材の種類 ・ 普通合板 ・ 天然木化粧合板 ・ 特殊加工化粧合板
*複層仕上塗材及び可とう形改修塗材の上塗材の種類 ※ 水系ｱｸﾘﾙのつやあり ・（　　　　　　　　　　　） [表4.5.2] ・ ＭＤＦ ・図示による ・（　　　　　　　　　　　　）

 4.5.4 既存塗膜等の除去、 *工法 ・ サンダ-工法 ・ 高圧水洗工法 ・ 塗膜はく離剤工法 ※ 水洗い工法（高圧水洗機（10～15MPa）） 表面材の品質等 ※5.7.2.(2)(ｲ)による　　・図示による　　　・（　　　　　）
下地処理及び下地調整 *下地調整 下地調整塗材に代えてﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを使用 ・使用する ・使用しない MDFの表裏面の状態による区分、曲げ強さによる区分、耐水性による区分及び難燃性

(4.6.2 材料及び工法 *処理範囲(水洗い工法以外) ※既存仕上面全体　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による による区分 ・図示による ・（　　　　　　　　　　　　）
 4.7.4 既存塗膜等の除去、 *水洗い工法の処理範囲 ※他の工法で処理する範囲以外の既存仕上面全面　　　　　・図示による * かまち戸及び鏡板の材種 ・（　　　　　　　　　）　　　　　　　　　・ 図示による

下地処理及び下地調整)*下地のひび割れ部等の補修 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による * ふすまの種別及びふすま紙の上張りの種類 ・（　　　　　　　　　）　　　　　　　　　・ 図示による
6節 ﾏｽﾁｯｸ塗材塗り仕上げ外壁等の改修 * 枠及びくつずりの材料 ・（　　　　　　　　　）　　　　　　　　　・ 図示による
 4.6.2 マスチック塗材塗り 種別 ・ A種 ・ B種 5.7.3 形状及び仕上げ * 表面板の厚さ ※表5.7.6による　　　　　　　　　　・ 図示による
7節 外壁用塗膜放水材による改修 * 見込み寸法 ※表5.7.7による　　　　　　　　　　・ 図示による
4.7.2 材　料 *塗り仕上げ用材料（外壁用塗膜防水材） 仕上げの形状及び工法 ・（　　　　　　　　）　　　　・図示による [表4.7.1] 5.7.4 工　法 * フラッシュ戸　引き戸　召合せかまち ・いんろう付き

模様材の種類　　　　　　※図示による　　　　・（　　　　　　） * ふすまの縁の仕上げ ・（　　　　　　　　　）　　　　　　　　　・ 図示による
仕上げを砂壁状、じゅらく状等とする場合の模様材の種類　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　）
仕上塗料の種類　　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　） 図面番号

*仕上塗料の耐候性　　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　） 株式会社デザインボックス名古屋オフィス 安城こども園中規模及び保全改修主体工事
4.7.3 施工一般 下地挙動緩衝材 ・ 使用する　　　　　　・ 使用しない　　　　　・ 図示による
1節 一般事項 縮尺

５  5.1.3 改修工法 *改修工法 ・ かぶせ工法 ・ 撤去工法 一級建築士　第334761号　河村康弘 建築改修工事特記仕様書　４／１０
*新規建具を設ける壁部分の開口の開け方及び新規建具周囲の補修工法並びにその範囲 ※ 図示による

章 *補修範囲 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　　）
 5.1.4 防火戸 *防火戸の適用 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　　）

*防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸と連動させるもの
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8節 建具用金物 3節 既存壁の撤去及び下地補修
 5.8.2 材質、形状及び寸法 *金物の種類及び見え掛り部の材質 ※ 表5.8.1による（表の特記の適用は図示による）　　・（　　　　　　　）  6.3.2 工　　法 *間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修 ※ モルタル塗り［4.3.10］　　　・（　　　　　　　） 　　　・ 図示による

*金属製建具用丁番の枚数及び大きさ ※ 表5.8.2による　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による 5節 木下地等 ※間伐材　樹種　〇杉（愛知県内産、長野県下伊那郡根羽村産、その他安城市交流自治体地域産）
*樹脂製建具用丁番の枚数及び大きさ ※ 表5.8.3による　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による  6.5.1 一般事項 *超自動機械かんな、サンダー等による表面仕上げの場合　　　・（　　　　　　　　）　　・図示による
*木製建具用丁番の枚数及び大きさ ※ 表5.8.4による　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による  6.5.2 木　　材 *含水率 ※ A種 ・ B種 [表6.5.1]
*戸車及びレール ※ 表5.8.5による　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による *製材

 5.8.3 取付け施工 *握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセント等の取付け位置 ・ 図示による ・（　　　　　　　） (2)(ア) 「JAS 1083(製材)」による製材
 5.8.4 鍵 *マスターキー ・ 製作する ・ 製作しない ６ 下地用製材 寸法、含水率及び保存処理 ※ 図示による

*鍵 ※ 3本1組とし、室名札を付ける　　・（　　　　　　　）　　　　　　　鍵箱　　・ 要　　・ 不要 等級 ・ 図示による ※ 2級
9節 自動ドア開閉装置 造作用製材 等級、寸法、含水率及び保存処理 ※ 図示による
 5.9.2 性能・機構 *戸の開閉方式 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による 板材における等級 ※ 枠､額縁､敷居､鴨居､框の類の見掛り面は上小節､それ以外は小節以上

５ *自動ドアの開閉装置の性能 ・ 図示による
駆動装置の性能 ※ 表5.9.1による（引き戸用） ・（　　　　　　　） ・ 図示による 広葉樹製材 寸法及び保存処理 ※ 図示による
車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能 ※ 表5.9.2による ・（　　　　　　　） ・ 図示による 章 等級 ※１等 ・ 図示による ・（　　　　　　　）
検出装置の性能 ※ 表5.9.3による（引き戸用） ・（　　　　　　　） ・ 図示による 含水率 ※ 10％以下 ・ 図示による ・（　　　　　　　）
引き戸用駆動装置及び引き戸用検出装置の防錆の適用 ・ 適用する ・ 適用しない ・ 図示による (2)(イ) 「JAS 1083(製材)」以外の製材

*引き戸用検出装置の種類 　・（　　　　　　　）　・ 図示による [表5.9.4] 下地、造作及び仕上げに用いる製材 寸法、材面の品質、含水率及び防虫処理 ※ 図示による
タッチスイッチの種類 ・ 無線式タッチスイッチ ・ 光線式タッチスイッチ 造作材の材面の品質の基準 ※ A種 ・ B種 [表6.5.2]

章 車椅子使用者用便房用操作スイッチ ・ 大形(開・閉)押しボタンスイッチ ・非接触スイッチ *造作用集成材等
*凍結防止措置 ・要 ・不要 (3)(ア) 「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

10節 自閉式上吊り引戸装置 内 造作用集成材 品名、樹種名、見付け材面、寸法 ※ 図示による
 5.10.3 性能等 *自閉式上吊り引戸装置の性能 ※ 表5.10.1による ・ （　　　　　　　） ・ 図示による 見付け材面の品質 ※１等 ・ 図示による ・（　　　　　　　）
11節 重量シャッター 化粧ばり造作用集成材 品名、樹種名、化粧薄板の厚さ、見付け材面、寸法　　　　　※ 図示による
 5.11.2 形式及び機構 *シャッター種類 ・ 管理用ｼｬｯﾀｰ　　・ 外壁用防火ｼｬｯﾀｰ　　・ 屋内用防火ｼｬｯﾀｰ　　・ 防煙ｼｬｯﾀｰ　　・ 図示による 見付け材面の品質 ※１等 ・ 図示による ・（　　　　　　　）

*耐風圧強度（外壁開口部に設ける重量ｼｬｯﾀｰ） ・ （　　　　　　　）　　　・ 図示による (3)(イ) 3(ｱ)以外の造作用集成材等
建 *開閉機能による種類 ※ 電動式（手動併用） ・ 手動式 ・ 図示による [表5.11.1] 造作用集成材 樹種名、寸法、見付け材面の品質 ※ 図示による

*安全装置 電動ｼｬｯﾀｰにおける不測の落下に備えた急降下制動装置又は急降下停止装置設置箇所 含水率 ※ 15％以下 ・ 図示による ・（　　　　　　　）
・ 図示による ・（　　　　　　　） 装 化粧ばり造作用集成材 樹種名、寸法、化粧薄板の厚さ、見付け材面の品質 ※ 図示による

電動式シャッターにおける障害物感知装置設置箇所 ・ 図示による ・（　　　　　　　） 含水率 ※ 15％以下 ・ 図示による ・（　　　　　　　）
屋内用防火ｼｬｯﾀｰ若しくは防煙ｼｬｯﾀｰの危害防止機構 ※ (a)かつ(ｃ) ・(b)かつ(ｃ) ・ 図示による *造作用単板積層材

設置箇所 ・ 図示による ・（　　　　　　　） (4)(ア) 「JAS 07011(単板積層材)」に規定する造作用単板積層材
*シャッターケース[管理用ｼｬｯﾀｰ] ・ 設置する ・ 設置しない ・ 図示による 品名、寸法、表面の品質及び防虫処理 ※ 図示による

具  5.11.3 材　　料 *ｽﾗｯﾄ及びｼｬｯﾀｰｹｰｽ用鋼板 鋼板の種類 ・（　　　　　　　）　　　・  図示による (4)(イ) 「JAS 0701」以外の造作用単板積層材
鋼板のめっき付着量 ※Z12またはF12を満足するもの ・（　　　　　　　） 寸法、表面の品質及び防虫処理 ※ 図示による

12節 軽量シャッター 改 含水率 ※ 14％以下 ・ 図示による ・（　　　　　　　）
 5.12.2 形式及び機構 *開閉形式 ※ 手動式　　　　　　　　　　　　・ 電動式(手動併用)　　　　　　 [表5.12.1] (5) *直交集成板 品名、強度等級、種別、接着性能（使用環境）、樹種名及び寸法 ※ 図示による

*耐風圧強度 ・ 図示による　　　　　　　　　　・（　　　　　　） (6) *合板等
*安全装置 電動式ｼｬｯﾀｰにおける不測の落下に備えた急降下停止装置 ・設置する　　　・設置しない　　　・ 図示による 下地用合板 品名、単板の樹種名、防虫処理 ※ 図示による

電動式シャッターにおける障害物感知装置設置箇所 ・ 図示による ・（　　　　　　　） 厚さ ※ 5.5㎜ ・ 図示による 接着の程度 ※ 1類　　　・ 図示による
改  5.12.3 材　　料 *ｽﾗｯﾄの材質の種類 ・ JIS G 3312　　　・ JIS G 3322　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　） 板面の品質 ※ 2等以上（広葉樹）　　　※ C-D以上（針葉樹）　　　・ 図示による

ｽﾗｯﾄのめっき付着量 ※ JIS G3312の場合はZ06又はF06を､JIS G3322の場合はAZ90を満足　　　・ 図示による 構造用合板 品名、単板の樹種名、保存処理、防虫処理、強度等級 ※ 図示による
 5.12.4 形状及び仕上げ *スラットの形状 ・ インターロッキング形　　・ オーバーラッピング形　　・ 図示による　　・（　　　　 　　） 修 厚さ ※ 12㎜ ・ 図示による
13節 オーバーヘッドドア 接着の程度 ※ 1類以上（湿潤箇所を除く）　　　※ 特類（湿潤箇所）　　　・ 図示による
 5.13.2 形式及び機構 *ｾｸｼｮﾝ材料による区分 ※ ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ ・ ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ ・ 図示による 等級 ※ 2級以上 ・（　　　　　　）　　　　　板面の品質　※ C-D以上　・（　　　　　　）

*JIS A 4715による風圧力による強さの区分 ・（　　　　　　　　） 　　　・ 図示による 化粧ばり構造用合板 品名、厚さ、単板の樹種名、接着の程度、防虫処理 ※ 図示による
*開閉方式 ※ バランス式　　　・ チェーン式　　　・ 電動式　　　・ 図示による 湿潤状態となる場所に使用する場合の接着の程度 ※ 特類 ・ 図示による

修 *収納形式 ・ スタンダード形 ・ ローヘッド形 ・ ハイリフト形 ・ バーチカル形 ・ 図示による 天然木化粧合板 厚さ、接着の程度、化粧板に使用する単板の樹種名、防虫処理 ※ 図示による
*電動式シャッターにおける障害物感知装置設置箇所 ・ 図示による ・（　　　　　　　） 特殊加工化粧合板 品名、厚さ、接着の程度、表面性能、単板の樹種名、化粧加工の方法、防虫処理 ※ 図示による

 5.13.3 材　　料 *ガイドレールの材料 ※ 溶融亜鉛めっき鋼板　　・ ステンレス鋼板　　・ 図示による　　・（　　　　　　　） 工 パーティクルボード 表裏面の状態による区分 ※ 図示による
14節 ガラス 曲げ強さによる区分､耐水性による区分､厚さ ※ 15㎜､13ﾀｲﾌﾟ、耐水性１（Ｍﾀｲﾌﾟ）
 5.14.2 材　　料 *フロート板ガラス 品種及び厚さによる種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） ※ 15㎜､13ﾀｲﾌﾟ、耐水性２（Ｐﾀｲﾌﾟ）　　・（　　　　　　　）

型板ガラス 厚さによる種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 構造用パネル 品名、厚さ ※ 図示による
網入及び線入板ｶﾞﾗｽ 網又は線の形状､板の表面の状態及び厚さの呼びによる種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨｰﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ(MDF)

工 合わせｶﾞﾗｽ 材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さの組合せ並びにｶﾞﾗｽの合計厚さ ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 表裏面の状態による区分､曲げ強さによる区分､耐水性による区分､難燃性による区分､厚さ　　　※ 図示による
特性による種類 ・ Ⅰ類 ・ Ⅱ-1類 ・ Ⅱ-2類 ・ Ⅲ類 ・ 図示による  6.5.3 接合具等 * 造作材の化粧面の釘打ち　　　　※ 隠し釘打ち　　　・ 釘頭埋め木　　　・ つぶし頭釘打ち　　　・ 釘頭現し

強化ガラス 形状による種類及び材料板ガラスの種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 事 * 諸金物の形状、寸法、材質　　　 ※ 6.5.3(2)(ア)による　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による
厚さの呼びによる種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）  6.5.5 防腐･防蟻･ *下地木材への防腐・防蟻処理 適用部材、処理の種類 ※ 図示による　　・（　　　　　　）
特性による種類 ・ Ⅰ類　　　　・ Ⅲ類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 防虫処理等 工場における薬剤の加圧注入処理等の適用部材及び保存処理性能区分 ※ 図示による　　・（　　　　　　　　）

熱線吸収板ガラス 材料板ガラスの種類、厚さによる種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 薬剤の塗布等による防腐･防蟻処理 表面処理用木材保存剤による処理　　　　・ 行う　　　　・ 行わない
性能による種類 ・ １種 ・ ２種 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 薬剤の種類、適用部材　　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　　）

事 複層ガラス 材料板ガラスの種類、厚さの組合せ、複層ｶﾞﾗｽ厚さ ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 処理の方法　※薬剤の製造所の仕様による　・（　　　　　　） ・ 図示による
断熱性による区分 ・ T1　 　・ T2　 　・ T3　 　・ T4　 　・ T5　 　・ T6　　　 ・ 図示による 薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理 ・ 図示による　　　・ 行う（　　　　　　　　）　　　・ 行わない
日射取得性、日射遮蔽性による区分 ・G　　　・S　　　・  図示による 合板等の加圧注入による防腐・防蟻処理 ・ 図示による　　　・ 行う（　　　　　　　　）　　　・ 行わない
封入気体の種類 ・ 空気　 　・ ｱﾙｺﾞﾝ　 　・ ｸﾘﾌﾟﾄﾝ　 　・ ﾈｵﾝ　 　・ 図示による *防虫処理 ・ 図示による　　　・ 行う（　　　　　　　　）　　　・ 行わない

熱線反射ｶﾞﾗｽ 材料板ガラスの種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） * 不燃材料、準不燃材料又は難燃材料の使用　　　※図示による　　　・（　　　　　　　）
厚さによる種類 ・ 6㎜ ・ 8㎜ ・ 10㎜ ・ 12㎜ ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）  6.5.6 RC造等の内部間仕 *間仕切軸組に用いる木材 ・ 杉　　　・ 松　　　・（　　　　　　　）
日射熱遮蔽性による種類 ・ １種 ・ ２種 ・ ３種 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 切軸組及び床組 *床組に用いる木材(土間ｽﾗﾌﾞ類の土台､転ばし大引､転ばし根太)  　・ ひのき　・ 保存処理木材　・（　　　　　　　）

倍強度ガラス 材料板ガラスの種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 床組に用いる木材（上記以外） ・ 杉　　　・ 松　　　・（　　　　　　　）
厚さの呼びによる種類 ・6㎜ ・8㎜ ・10㎜ ・12㎜ ・ 図示による  6.5.7 窓、出入口その他 *窓、出入口その他に用いる木材 吊元枠、水掛りの下枠、敷居 ※ ひのき　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による

*ｶﾞﾗｽ留め材 ・ シーリング材　・ ガスケット（用途による区分・（　　　　）　・図示による） ・ 図示による ・（　　　　　） その他 ・ 松　　　・ 杉　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による
 5.14.3 ｶﾞﾗｽ溝の寸法、形状等 *板ガラスをはめ込む溝の大きさ ※ 建具の製造所の仕様による　　　・（　　　　　　　）  6.5.8 床板張り *縁甲板、上がりがまちに用いる木材 ※ ひのき　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による

 6.5.9 壁及び天井下地 *木材 ・ 杉　　　・ 松　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による
 5.14.5 ガラスブロック積み *材料 ガラスブロック 表面形状、呼び寸法及び厚さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　　） 6節 軽量鉄骨天井下地

壁用金属枠及び補強材 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　）  6.6.2 材　　料 *野縁等の種類 屋内 ※ 19形 　 ・ 25形 ・ 図示による [表6.6.1]
力骨の材質、寸法及び形状 ※ ｽﾃﾝﾚｽ鋼（SUS304）製径5.5㎜のはしご状複筋及び単筋　・（　　　　　　）　・ 図示による 屋外 ・ 19形 ※ 25形 ・ 図示による
シーリング材の種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）  6.6.3 形式及び寸法 *屋外の野縁受、吊りボルト、インサートの間隔 ・（　　　　）㎜　　　・ 図示による
金属製化粧カバーの材質、寸法及び形状 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） *屋外の野縁間隔 ・（　　　　）㎜　　　・ 図示による

*工法 建築基準法に基づく風圧力に対応した工法 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）  6.6.4 工　　法 *既存埋込インサートの使用 ・ 使用する　　　・ 使用しない　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
目地幅 平積み ・（　　　　）㎜ ※ 8㎜以上15㎜以下 ・ 図示による * あと施工ｱﾝｶｰの引抜き試験 ・ 行う ・ 行わない ・ 図示による

曲面積み ・（　　　　）㎜ ※ 外側15㎜以下、内側6㎜以上 ・ 図示による *引張試験の箇所数及び確認強度 ※ 6.6.4(1)(ｳ)による　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
伸縮調整目地位置 ・（　　　）m以下ごと　　　※ 6m以下ごと *開口部等の補強方法 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
伸縮調整目地部の横力骨の納まり ※ ガラスブロック製造所の仕様 ・ 図示による 図面番号

株式会社デザインボックス名古屋オフィス 安城こども園中規模及び保全改修主体工事
1節 一般事項

６  6.1.3 他の部位との取合い等 *既存間仕切壁の撤去に伴う天井、壁、床の改修範囲 ※ 壁厚程度 ・図示による 縮尺
*天井内の既存壁撤去に伴う天井改修範囲 ※ 壁面から両側600㎜程度 ・図示による 一級建築士　第334761号　河村康弘 建築改修工事特記仕様書　５／１０
*天井撤去に伴う壁面の改修 ※ 既存のまま ・図示による

章 2節 既存床の撤去･下地補修
 6.2.2 工　　法 *ビニル床シート等の除去における下地モルタルの撤去 ※図示による ・（　　　　　　　　）

*合成樹脂塗床材の除去等の工法 ・機械的除去工法 ・目荒し工法 ・ 図示による
No.5a No.5b
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*天井のふところが3mを超える場合の補強方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 14節 壁紙張り
*天井下地材の耐震性を考慮した補強方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）  6.14.2 材　　料 *壁紙の種類 ※ 図示による　　 ・（　　　　　　　　　）
*耐風圧性を考慮した補強方法（屋外軒天井、ピロティ天井等） ※ 図示による ・（　　　　　　　　） *防火性能 ・ 図示による　　　・（　　　　　　　）

7節 軽量鉄骨壁下地  6.14.3 施　　工 *ﾓﾙﾀﾙ面及びせっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面の素地ごしらえ 種別 ・ A種 ※ B種 [表6.14.1]
 6.7.3 形式及び寸法 *ｽﾀｯﾄ,ﾗﾝﾅｰの種類 ・ 50形 ・ 65形 ・ 90形 ・ 100形 ※ ｽﾀｯﾄﾞの高さに応じた種類 　・（　　　　　） *ｺﾝｸﾘｰﾄ面の素地ごしらえ 種別 ・ A種 ※ B種 [表6.14.2]

*ｽﾀｯﾄﾞ高さが5.0mを超える場合　　　　・（　　　　　　　　　　）　・図示による *せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面の素地ごしらえ及びけい酸ｶﾙｼｳﾑ板面の素地ごしらえ
 6.7.4 工　　法 *出入口及びこれに準ずる開口部の補強　　　 ※ 6.7.4（5）による　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による 種別 ・ A種 ※ B種 [表6.14.3]

６ 15節 モルタル塗り
8節 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ等張り （ビニル床シート、ビニル床タイル及びゴム床タイル張り）  6.15.3 材　　料 *モルタル ・ 現場調合材料　　　・ 既調合材料（　　　　　　　　）　　　・ 図示による
 6.8.2 材　　料 *ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 種類の記号 ※ ＦＳ　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による *既製目地材 ・ 使用する（形状：　　　　　　　　　）　　　・ 使用しない　　　・図示による

厚さ ※ 2.0㎜　　・（　　　　　　　　） 　　・ 図示による 章  6.15.5 下地処理 *壁面の場合で、仕上げ厚又は全塗り厚が6.15.4(3)の規定を満足しない場合 ・図示による
色柄 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による  6.15.6 工　　法 *床の目地割り ※ 目地割2㎡程度、最大目地間隔3ｍ程度　　　　・（　　　　　　　）　　　　・ 図示による

６ *ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ 種類の記号 ※ K T　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による 種類 ※ 押し目地 　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による
寸法 ・（　　　　　　　） 　　 ・ 図示による 16節 タイル張り
厚さ ※ 2.0㎜　　・（　　　　　　）　　・ 図示による 内  6.16.2 施工一般 *伸縮目地の位置 ※ 縦横4m以内ごと（床タイル）　　　・（　　　　　　　　　　　　）　　　・ 図示による
色柄 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による *タイルの見本焼き ・ 有 ※無 試験張り ・ 有 ※無

*特殊機能床材  6.16.3 ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙによる *タイル ・
帯電防止床シート 種類、性能、厚さ等 ・ 図示による ・（　　　　　　　） 装 　ﾀｲﾙ張り ※ 図示による

章 帯電防止床タイル 種類、性能、寸法、厚さ等 ・ 図示による ・（　　　　　　　）
視覚障害者用床タイル 種類、形状 ・ 図示による ・（　　　　　　　）
耐動荷重性床シート 種類、厚さ等 ・ 図示による ・（　　　　　　　） 改 *役物 ・ 有 ・ 無
防滑性床シート 種類、厚さ等 ・ 図示による ・（　　　　　　　） *張付けモルタル 既調合モルタル ・（　　　　　　　　　　）　・図示による
防滑性床タイル 種類、寸法、厚さ等 ・ 図示による ・（　　　　　　　） *下地ﾓﾙﾀﾙ塗りのｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の下地処理 ・ 目荒し工法　　　・（　　　　　　　　　）　　　・ 図示による

*ビニル幅木 種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　） 修 *壁タイル張りの工法 内装タイル ・ 密着張り　　　　　・ 改良圧着張り
厚さ ※1.5mm以上 ・ 図示による ・（　　　　　　　） ユニットタイル（内装タイル以外） ・ マスク張り　　　　・ モザイクタイル張り

内 高さ ※ 60㎜ ・ 図示による ・（　　　　　　　）  6.16.4 有機系接着剤による *タイル ・
*ゴム床タイル 色柄、種類、厚さ、寸法等 ・ 図示による ・（　　　　　　　） 工 ﾀｲﾙ張り ※ 図示による
* ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ用の接着剤種別[下地がセメント系及び木質系以外の場合]

・ 図示による ・（　　　　　　　　）
* ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ用の接着剤種別[下地がセメント系及び木質系以外の場合]　　・ 図示による　　・（　　　　　　　　） 事 *役物 ・ 有 ・ 無

 6.8.3 工　　法 * 6.8.3(1)(ア)～(ウ)以外の下地の工法 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） 17節 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材塗り
* 接合部の処理　　※ 熱溶接工法　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による  6.17.3 調合及び塗厚 *セルフレベリング材塗厚　　　　・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による

装 9節 カーペット敷き
 6.9.2 材　　料 *織じゅうたん 織り方、パイルの形状 ・ 図示による ・（　　　　　　　　）

色柄 ・（　　　　　　　　）　　　　※ 模様のない無地　　　　・ 図示による
パイル糸の種類 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 [表6.9.1] 2節 下地調整
帯電性 ※ 人体帯電圧3ｋV以下 ・（　　　　　　　） ７  7.2.1 施工一般 *RB種塗替えの場合の既存塗膜の撤去範囲 ※ 劣化部分 ・ 図示による

*ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ パイルの形状、パイル長 ・ 図示による ・（　　　　　　　　）  7.2.2 木部の下地調整 *木部の下地調整種別 ・ RA種 ※ RB種[不透明塗料塗り] ・ RC種 ・ 図示による [表7.2.1]
帯電性 ※ 人体帯電圧3ｋV以下 ・（　　　　　　　）  7.2.3 鉄鋼面の下地調整 *鉄鋼面の下地調整種別 ・ RA種 ※ RB種 ・ RC種 ・ 図示による [表7.2.2]

改 *タイルカーペット 種類 ※ 第一種　　　・ 第二種　　　・ 図示による  7.2.4 亜鉛めっき鋼面の *亜鉛めっき鋼面の下地調整種別 ・ RA種 ※ RB種 ・ RC種 ・ 図示による [表7.2.3]
パイルの形状 ※ ループパイル　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による 章 下地調整
寸法 ※ 500㎜角 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による  7.2.5 ﾓﾙﾀﾙ面及びﾌﾟﾗｽﾀｰ *ﾓﾙﾀﾙ面及びﾌﾟﾗｽﾀｰ面の下地調整種別 ・ RA種 ※ RB種 ・ RC種 ・図示による [表7.2.4]
総厚さ ※ 6.5㎜ ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による 面の下地調整  ひび割れ部の補修 ・（　　　　　　　）　　・図示による

*下敷き材 ※ JIS L 3204(反毛フェルト)の第２種２号、呼び厚さ8㎜　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による  7.2.6 ｺﾝｸﾘ面、ALC面、 *ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ALCﾊﾟﾈﾙ面の下地調整種別[DP塗り以外] ・ RA種 ※ RB種 ・ RC種 ・ 図示による [表7.2.5]
*取付け用付属品 見切り材、押え金物の材質、種類、形状 ※図示による ・（　　　　　　　　　　） 押出成形ｾﾒﾝﾄ面の ひび割れ部の補修 ・（　　　　　　　）　　・図示による

 6.9.4 工　　法 *ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄの工法 ・ グリッパー工法 ・ 全面接着工法 ・ 図示による 下地調整 *ｺﾝｸﾘｰﾄ面[DP塗り]、押出成形ｾﾒﾝﾄ板面の下地調整種別 ・ RA種 ・ RB種 ・ RC種 ・ 図示による [表7.2.6]
修 * 織じゅうたんの接合方法[ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法]　　　　※ ﾋｰﾄﾎﾞﾝﾄﾞ工法　　　　・手縫い ひび割れ部の補修 ・（　　　　　　　）　　・図示による

* タイルカーペットの敷き方[全面接着工法] 平場 ※ 市松敷き ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による  7.2.7 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面,その他 *せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面の下地調整種別 ・ RA種 ※ RB種 ・ RC種 ・ 図示による [表7.2.7]
階段 ※ 模様流し ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による 塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面の下地調整

10節 合成樹脂塗床 3節 素地ごしらえ
 6.10.3 工　　法 *弾性ウレタン樹脂系 仕上げの種類 ※ 平滑　　　・ 防滑　　　・ つや消し　　　・ 図示による [表6.10.4]  7.3.2 木部の素地ごしらえ *木部の素地ごしらえ種別 不透明塗料塗りの場合 ※ A種 ・ B種 ・ 図示による [表7.3.1]

*エポキシ樹脂系 工法 ・ 薄膜流しのべ　　・ 厚膜流しのべ　　・ 樹脂ﾓﾙﾀﾙ　　・ 図示による 透明塗料塗りの場合 ・ A種 ※ B種 ・ 図示による
仕上げの種類 ・ 平滑　　　・ 防滑 装  7.3.3 鉄鋼面の素地ごしらえ*鉄鋼面の素地ごしらえ種別 DP塗り以外 ・ A種 ・ B種 ※ C種 ・ 図示による [表7.3.2]

工 11節 フローリング張り DP塗り ・ A種 ※ B種 ・ C種 ・ 図示による
 6.11.2 材　　料 *種類 ・ 単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ（・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ１等　　・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ１等 ）　　・ 複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ　　・ 図示による  7.3.4 亜鉛めっき鋼面の *亜鉛めっき鋼面の素地ごしらえ種別 ・ A種 ・ B種 ・ 図示による [表7.3.3]
 6.11.3 工法一般 *工法 ・ 釘留め（根太張り）工法 ・ 釘留め（直張り）工法 ・ 接着工法 ・ 図示による 素地ごしらえ
 6.11.4 釘留め工法 *根太張り工法 改  7.3.5 ﾓﾙﾀﾙ面及びﾌﾟﾗｽﾀｰ *ﾓﾙﾀﾙ面及びﾌﾟﾗｽﾀｰ面の素地ごしらえ種別 ・ A種 ※ B種 ・ 図示による [表7.3.4]

フローリング ・ フローリングボード（根太張用） ・ 複合フローリング（根太張用） 面の素地ごしらえ
フローリングボードの樹種 ・（　　　　　　）　　　・ 図示による  7.3.6 ｺﾝｸﾘ面、ALC面、 *ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ALCﾊﾟﾈﾙ面の素地ごしらえ種別[DP塗り以外] ・ A種 ※ B種 ・ 図示による [表7.3.5]
複合フローリングの種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 [表6.11.2] 押出成形ｾﾒﾝﾄ面の *ｺﾝｸﾘｰﾄ面[DP塗り]、押出成形ｾﾒﾝﾄ板面の素地ごしらえ種別 ・ A種 ・ B種 ・ 図示による [表7.3.6]

事 複合フローリングの樹種 ・（　　　　　　）　　　・ 図示による 修 素地ごしらえ
*直張り工法  7.3.7 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面,その他 *せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面の素地ごしらえ種別 ・ A種 ※ B種 ・ 図示による [表7.3.7]

フローリング ・ フローリングボード（直張用） ・ 複合フローリング（直張用） ﾎﾞｰﾄﾞ面の素地ごしらえ

樹種 ・（　　　　　　）　　　・ 図示による 4節 錆止め塗料塗り
複合フローリングの種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 [表6.11.4] 工  7.4.2 塗料種別 *鉄鋼面錆止め塗料種別[EP-G塗りの場合] ・ Ａｓ種 ※ Ｂｓ種 ・ 図示による [表7.4.1]
複合フローリングの樹種 ・（　　　　　　）　　　・ 図示による *亜鉛めっき鋼面錆止め塗料種別[SOP塗りの場合] 鋼製建具等 ※ Ａｚ種 ・ Bｚ種 ・ Ｃｚ種 ・ 図示による [表7.4.2]

 6.11.5 接着工法 *フローリング ・ フローリングボード（直張用） ・ 複合フローリング（直張用） その他 ・ Ａｚ種 ※ Bｚ種 ・ Ｃｚ種 ・ 図示による
*フローリングボードの樹種 ・（　　ブナ　　）　　　・ 図示による  7.4.3 錆止め塗料塗り *鉄鋼面錆止め塗料塗り
*複合フローリングの種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 [表6.11.6] 事 [SOP、EP-G塗り、及び錆止め塗装のままの場合] 見え掛り部（新規） ※ Ａ種 ・ B種 ・ Ｃ種 ・ 図示による [表7.4.3]
*複合フローリングの樹種 ・（　　　　　　）　　　・ 図示による 見え隠れ部（新規） ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による
*フローリングブロックの樹種、厚さ、幅及び長さ ・ 図示による ・（　　15mm　　　） 塗替え ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ※ Ｃ種 ・ 図示による
*フローロング裏面の不陸緩衝材 ※ 合成樹脂発泡シート　　　・（　　　　　　）　　　・ 図示による *鉄鋼面錆止め塗料塗り[DP塗り（新規）の場合] ※ Ａ種 ・ B種 ・ Ｃ種 ・ 図示による [表7.4.4]

 6.11.6 現場塗装仕上げ *下地調整及び塗装 下地調整 ※ 6.11.7による ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） *亜鉛めっき鋼面錆止め塗料塗り[SOP及びEP-G塗りの場合]　鋼製建具等※ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による [表7.4.5]
塗装 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） その他 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による

12節 畳敷き 塗替え ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ※ Ｃ種 ・ 図示による
 6.12.2 材　　料 *畳の種別 ・ Ａ種（畳表の記号：　　　）・ Ｂ種　　・ Ｃ種（畳床の記号：　　　　）　・ Ｄ種（畳床の記号：　　　　） [表6.12.1]

*衝撃緩和型畳の畳表 ・ Ｃ１　　　　　　　　・ Ｃ２　　　　　　　・図示による 5節 合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り（SOP）
13節 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ等張り  7.5.2 木部SOP *種別 [新規] ・ 図示による 屋外　　※ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種 [表7.5.1]
 6.13.2 材　　料 *ボード類の種類、厚さ等 ※ 図示による 屋内　　・ Ａ種　　※ Ｂ種　　・ Ｃ種

ボード表面の化粧張り仕上等 ※ 図示による [塗替え] ・ Ａ種　　　※ Ｂ種　　　・ Ｃ種　　　・ 図示による
*普通合板 品名、単板の樹種名 　※図示による　　　・（　　　　　　　　　）  7.5.3 鉄鋼面SOP *種別 ・ Ａ種　　　※ Ｂ種　　　・ Ｃ種　　　・ 図示による [表7.5.2]

厚さ　　※5.5mm    ・図示による　　・（　　　　　　） 図面番号
板面の品質　[広葉樹の場合]※２等以上　[針葉樹の場合]※Ｃ－Ｄ以上　　・図示による　 株式会社デザインボックス名古屋オフィス 安城こども園中規模及び保全改修主体工事

*天然木化粧合板 厚さ、化粧板に使用する単板の樹種名 ※ 図示による　　 ・（　　　　　　　）
*特殊加工化粧合板 品目、厚さ、接着の程度、単板の樹種名、化粧加工の方法　　※図示による　　　・（　　　　　　　　　） 縮尺
*防虫処理 ※図示による　　　・（　　　　　　　　　） 一級建築士　第334761号　河村康弘 建築改修工事特記仕様書　６／１０

 6.13.3 工　　法 *天井のボードの重ね張り（ロックウール吸音板を除く）　　・ 図示による　　・（　　　　　　）
*合板の張付け種別 ・ Ａ種 ・Ｂ種 [表6.13.3]
*せっこうボードの目地工法の種類 ・ 継目処理工法 ・ 突付け工法 ・ 目透し工法 [表6.13.5]
*せっこうボードのエッジの種類（突き付け工法及び目透し工法の場合） ・ ベベルエッジ　　　・ スクェアエッジ　　　・ 図示による
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 7.5.4 亜鉛めっき鋼面SOP *種別 鋼製建具塗替え ※ Ａ種　　　・ Ｂ種　　　・ Ｃ種　　　・ 図示による [表7.5.3] *スリーブの材種 ・ 鋼管　 ・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管　 ・ 溶融亜鉛めっき鋼板　 ・ つば付き鋼板　 ・ 図示による [表8.2.6]
７ それ以外の塗替え及び新規塗り ・ Ａ種　　　※ Ｂ種　　　・ Ｃ種　　　・ 図示による  8.2.8 鋼　　材 *種類、形状、寸法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6節 クリヤラッカー塗り(CL)  8.2.9 高力ボルト *種類 ※ トルシア形高力ボルト　　 ・ JIS形高力ボルト　　 ・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト　　 ・ 図示による
 7.6.2 クリヤラッカー塗り *種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ 図示による [表7.6.1] ねじの呼び ※ 図示による ・（　　　　　　　）

A種の場合、工程２の適用及び着色に用いる塗料の種類 ・ 溶剤形着色剤 ・ 油性染料着色剤 ・適用しない ・ 図示による  8.2.10 溶接材料 *8.2.10(1)、(2)以外の溶接材料 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による
章 7節 アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（NAD）  8.2.11 スタッド *スタッドの種類 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による

 7.7.2 NAD *種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ 図示による [表7.7.1]  8.2.12 柱底均しﾓﾙﾀﾙ *柱底均しモルタル ※ 無収縮モルタル（8.2.12（1）による）　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による
8節 耐候性塗料塗り（DP） ８ 及びｸﾞﾗｳﾄ材
 7.8.2 鉄鋼面DP *上塗り塗料の等級　　 ※ 1級　　・ 2級　　・ 3級 [表7.8.1]  8.2.13 連続繊維ｼｰﾄ及び *材料、工法、引張強度、ヤング係数 ・ 図示による　　　・（　　　　　　　）

塗  7.8.3 亜鉛めっき鋼面DP *上塗り塗料の等級　　 ※ 1級　　・ 2級　　・ 3級 [表7.8.2] 含浸接着樹脂等
 7.8.4 ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出 *種別 ・ A-1種 ・ A-2種 ・ B-1種 ・ B-2種 ・ C-1種 ・ C-2種 ・ 図示による [表7.8.3]  8.2.14 鋼材の材料試験等 *板厚方向に引張力を受ける鋼板の試験 ・ 行う ・ 行わない

成形ｾﾒﾝﾄ板面DP  8.2.15 基礎工事に用いる *砂利地業に使用する砂利 ・ 再生クラッシャラン ・ 切込砂利 ・ 切込砕石 ・ 図示による
9節 つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（EP-G） 材料 *砂地業に使用する砂 ・ 山砂　　　 ・ 川砂　　　 ・ 砕砂　　　 ・（　　　　　　　）　　 ・ 図示による

装  7.9.2 ｺﾝｸﾘｰﾄ、 *種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による [表7.9.1] *捨コンクリート地業に使用するコンクリート ※表8.1.1のコンクリート ・図示による　　　・（　　　　　　）
押出成形ｾﾒﾝﾄ板、 *塗替えのしみ止め ・ 図示による　　・（　　　　　　　）　　 章 *杭の材料 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　）
ﾓﾙﾀﾙ、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ、  ※[B種又はC種の場合]工程１の下塗りをしみ止めｼｰﾗｰ(塗料の製造所の指定するもの)とする *杭に継手を設ける場合の継手の箇所数、材料、工法等 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　）
せっこうﾎﾞｰﾄ面等EP-G 3節 鉄筋の加工及び組立

改  7.9.3 木部EP-G *種別 新規 ※ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による [表7.9.2]  8.3.2 加　　工 *90°未満の折曲げの内法直径 ・（　　　　　　）
塗替え ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による  8.3.4 継手及び定着 *種類 ※ 図示による ・ 重ね継手 ・ ガス圧接継手 ・ 機械式継手 ・ 溶接継手

 7.9.4 鉄鋼面EP-G *種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による [表7.9.3] *継手位置 ※ 図示による
 7.9.5 亜鉛めっき鋼面EP-G *種別 ※ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による [表7.9.4] *耐力壁の鉄筋の重ね継手長さ　

修 10節 合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ） ※ 40d(軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合50d)又は表8.3.2の重ね継手の長さのいずれか大きい値　　　・ 図示による　　
 7.10.2 合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ *種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による [表7.10.1] *先組み工法等で、柱及び梁の主筋にうち、隣り合う継手を同一箇所に設ける場合の継手の位置 ・ 図示による ・（　　　　　　）

ﾍﾟｲﾝﾄ塗り *塗替えのしみ止め ・ 図示による　　・（　　　　　　　）　　 耐 *鉄筋の定着長さ ※ 表8.3.4による　　　・ 図示による　　　・（　　　　　 　　）
※[B種又はC種の場合] 工程１の下塗りをしみ止めｼｰﾗｰ(塗料の製造所の指定するもの)とする 定着長さを確保できない場合の折曲げ定着の方法　　※ 8.3.4(5)(イ)による　　・ 図示による　　・（　　　　 　）

工 11節 ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り(UC) 機械式定着工法の適用箇所及び種類 ・ 図示による ・（　　　　　　）
 7.11.2 ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り *種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ 図示による [表7.11.1] *帯筋組立の形、継手及び定着 ※ 図示による ・（　　　　　　　）

工程1の着色の適用 ・ 溶剤形着色剤 ・ 油性染料着色剤 ・適用しない ・ 図示による  8.3.5 鉄筋のかぶり厚さ *鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ　　　※ 表8.3.6による　　　・ 図示による　　　・（　　　　　 　　）
13節 木材保護塗料塗り(WP) 及び間隔

事  7.13.2 木材保護塗料塗り *種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ 図示による [表7.13.1]  8.3.7 壁の配筋及び補強 *壁の配筋 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による
震 *壁開口部の補強 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による

1節 共通事項  8.3.8 ガス圧接 *超音波探傷試験 ※ 行う ・ 行わない
*本章適用上の注意 *耐震改修工事標準図が添付されている場合はこれを優先する。 4節 鉄筋の機械式･溶接継手

 8.1.2 基本要求品質 *受注者は、レディーミクストコンクリートを用いる場合の工場選定は以下による。  8.4.2 機械式継手 *適用箇所、性能、種類、鉄筋相互のあき　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　）
(1) Ｊ Ｉ Ｓマーク表示認証製品を製造している工場（工業標準化法の一部を改正する法律（平成16年6月9日公布） *施工完了後の試験

８ に基づき国に登録された民間の第三者機関（登録認証機関）により製品にＪ Ｉ Ｓ マーク表示する認証を受けた 外観試験 試験項目、試験方法 ・（　　　　　　　　　） ・ 図示による
製品を製造している工場）で、かつ、コンクリートの製造、施工、試験、検査及び管理などの技術的業務を実施す 不合格となった場合の措置 ・（　　　　　　　　　） ・ 図示による
る能力のある技術者（コンクリート主任技士等）が常駐しており、配合設計及び品質管理等を適切に実施できる、 改 超音波測定試験 試験対象 ・（　　　　　　　　　） ・ 図示による
全国品質管理監査会議の策定した統一監査基準に基づく監査に合格した工場（以下｢ 適マークを取得した工場｣ 不合格となった場合の措置 ・（　　　　　　　　　） ・ 図示による

章 という。） から選定し、JIS A 5308（ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ）に適合するものを用いなければならない。  8.4.3 溶接継手 *適用箇所、性能、工法、鉄筋相互のあき　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　）
(2) Ｊ Ｉ Ｓマーク表示認証製品を製造し、適マークを取得した工場が工事現場近くに見当たらない場合は、使用す *施工完了後の試験

る工場について、設計図書に指定したコンクリートの品質が得られることを確かめたうえ、その資料により監督 外観試験 試験項目、試験方法 ・（　　　　　　　　　） ・ 図示による
職員の確認を得なければならない。なお、コンクリートの製造、施工、試験、検査及び管理などの技術的業務を 不合格となった場合の措置 ・（　　　　　　　　　） ・ 図示による
実施する能力のある技術者（コンクリート主任技士等）が常駐しており、配合設計及び品質管理等を適切に実施 超音波測定試験 試験対象 ・（　　　　　　　　　） ・ 図示による

耐 できる工場から選定しなければならない。 修 不合格となった場合の措置 ・（　　　　　　　　　） ・ 図示による
 8.1.3 コンクリートの種類 *コンクリートの類別 ※ Ⅰ類 ・ Ⅱ類 ・ 大臣認定コンクリート（　　　　　　　） [表8.1.1] 7節 ｺﾝｸﾘｰﾄの運搬･打込･締固

*コンクリートの種類 ・ 普通コンクリート ・ 軽量コンクリート  8.7.7 養　生 *普通エコセメント使用時の湿潤養生の期間 （　　　　　）日以上
 8.1.4 コンクリートの品質 *設計基準強度（Fc） ・ 普通コンクリート（　　　）N/mm2　 ・ 軽量コンクリート（　　　）N/mm2　 ・ 図示による  8.7.8 型枠工事 *外部に面するコンクリートの打増し厚さ （　　　　　）㎜　　　・ 図示による

震 *コンクリートの荷卸し地点におけるスランプ ※ 表8.1.2による　　　・（　　　　　 　）　　　・ 図示による *シアコネクタをセパレーターとして使用する場合 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による
*合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ ・ A種 ※ B種 ・ C種 ・ 図示による [表8.1.4] *普通エコセメント使用時の型枠の最小存置期間 ・（　　　　　　　　　　　）
* コンクリートの仕上がりの平たんさの種別 ・ a種 ・　b種 ・ c種 ・ 図示による [表8.1.5] 9節 軽量コンクリート

 8.1.5 鉄骨製作工場 *鉄骨製作工場の加工能力等 ・（　　　　　　　）　　・図示による 工  8.9.1 一般事項 *軽量コンクリートの適用箇所　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
改  8.1.6 鉄骨製作工場におけ*施工管理技術者の配置 ※ 必要　　　・ 不要  8.9.2 種類及び品質 *軽量コンクリートの種類　　　・ １種　　　・ ２種 気乾単位容積質量　 ・（　　　　　　　）ｔ/ｍ3 [表8.9.1]

る施工管理技術者 *スランプ ※ 21㎝　　　・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による
2節 材　　料 10節 暑中コンクリート
 8.2.1 鉄　　筋 *鉄筋種類等 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） [表8.2.1]  8.10.2 材料及び調合

修  8.2.2 溶接金網 *鉄線の形状、網目寸法、鉄線の径　　　　※ 図示による　　　　　・（　　　　　　　　　　） *構造体強度補正値（S） ※表8.10.1による　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
 8.2.4 あと施工アンカー *あと施工アンカー ・ 金属系アンカー ・ 接着系アンカー ・ 図示による 11節 無筋コンクリート

*　金属系アンカーの仕様 引張耐力、せん断耐力 ・ 図示による ・（　　　　　　　） 事  8.11.1 一般事項 *コンクリートの種類　　　　　※ 普通コンクリート　　　・ 図示による　　　　・（　　　　　　　　　）
ｱﾝｶｰ本体の径、埋込み長さ ・ 図示による ・（　　　　　　　） *設計基準強度 ※ 18N/mm2 ・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）

工 セット方式 ※ 本体打込み式改良型　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による *スランプ ・ 15cm　　　・ 18cm　　　・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による
接合筋の種類、径、長さ ・ 図示による ・（　　　　　　　） 12節 あと施工アンカー工事

*接着系アンカーの仕様 引張耐力、せん断耐力 ・ 図示による ・（　　　　　　　）  8.12.4 穿　　孔 *埋込み配管等の探査の方法 ・（　　　　　　　　）
アンカーの種類 ※ ｶﾌﾟｾﾙ方式回転･打撃式　　　・（　　　　　　　）　　 ・ 図示による  8.12.7 施工確認試験 *ｱﾝｶｰ施工後の確認試験 ※ 引張試験機による引張試験 ・（　　　　　　　　）

事 ｱﾝｶｰ筋の径、埋込み長さ ・ 図示による ・（　　　　　　　） １ロット ※ 1日に施工されたものの径及び仕様ごと ・（　　　　　　　　）
アンカー筋の種類 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による 試験の箇所数 ※ １ロットに対して３本 ・（　　　　　　　　）
アンカー筋の新設壁内への定着長さ ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による 確認強度 ・（　　　　　　　　）　・図示による

*あと施工アンカーの性能確認試験 ・ 行う ・ 行わない 13節 鉄骨工作
 8.2.5 ｺﾝｸﾘｰﾄの材料及び調合*ｾﾒﾝﾄの種類 ※ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　・ 高炉ｾﾒﾝﾄ(A種)　　・ ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ(A種)　　・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄ(A種)　　・ ｴｺｾﾒﾝﾄ [表8.2.3]  8.13.2 鉄骨の工作図 *高力ﾎﾞﾙﾄ、普通ﾎﾞﾙﾄ及びｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの縁端距離、ﾎﾞﾙﾄ間隔、ｹﾞｰｼﾞ等　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　）

・（　　　　　　　）　　　・ 図示による  8.13.8 ボルト孔 *母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ﾎﾞﾙﾄ孔径　　※ ねじの呼び径+1.0㎜　　・ 図示による　　・（　　　　　　）
*高炉ｾﾒﾝﾄB種の適用箇所 ・（　　　　　　　） ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種の適用箇所 ・（　　　　　　　）  8.13.10 仮　　組 *仮組の実施 ・ 行う ※ 行わない
*骨材の種類 ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ細骨材 ・ 使用　※ 使用しない 銅ｽﾗｸﾞ細骨材　　　　　 ・ 使用　※ 使用しない 14節 高力ボルト接合

電気炉酸化ｽﾗｸﾞ骨材 ・ 使用　※ 使用しない 再生骨材H(ｴｺｾﾒﾝト使用) ・ 使用　※ 使用しない  8.14.2 摩擦面の性能･処理 *すべり試験　　　※ 実施しない　　　　・ 実施する（試験方法等：　　　　　　　　）　　　　・ 図示による
*砕石、砕砂、ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ骨材、銅ｽﾗｸﾞ細骨材、電気炉酸化ｽﾗｸﾞ骨材、再生骨材H、砂利、砂のｱﾙｶﾘｼﾘｶ反応性区分  8.14.7 締付け *ﾅｯﾄ回転法の場合で､｢JIS形高力ﾎﾞﾙﾄ長さ｣＞｢ねじの呼びの5倍｣の場合の回転量　　※ 図示による　　・（　　　 　）

※ Ａ ・ Ｂ 15節 溶接接合
*混和剤 種類 ・ 図示による ・ AE剤 ・ AE減水剤 ・ 高性能AE減水剤 ・（　　　　　　　　）  8.15.3 技能資格者 *技量付加試験 ・ 行う ※ 行わない ・ 図示による

混和材 種類 ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭ（Ⅰ種） ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭ（Ⅱ種） ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭ（Ⅳ種） ・ 高炉ｽﾗｸﾞ微粉末 ・ ｼﾘｶﾌｭｰﾑ  8.15.4 溶接の準備 *開先の形状 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　）
・ 膨張材 ・ 図示による  8.15.7 溶接施工 *エンドタブを切断する箇所及び切断範囲　　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　）

*構造体強度補正値（S）　　　・ 図示による　　　※ 表8.2.4による　 切断面の仕上げ　  ※ ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ仕上[粗さ100µmRz程度以下､ﾉｯﾁ深さ1㎜程度以下]　・ 図示による　・（　　 　　）
*8.2.5(5)(ｲ)(f)①～③以外の混和材料　使用方法及び使用量　　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　） *完全溶込み溶接 板厚が異なる場合における低応力高ｻｲｸﾙ疲労を受ける部位　　※ 図示による　・（　　　　　）

 8.2.6 構造体用ﾓﾙﾀﾙの調合 *ﾓﾙﾀﾙの圧縮強度 ・（　　　　　　　）　　・ 図示による フロー値 ・（　　　　　　　）　　・ 図示による スカラップの形状　　　※図示による　　　　・（　　　　　　　　）
 8.2.7 型枠の材料 *せき板の材料 ※ 8.2.7（1）による　　　・（　　　　　　）　　　・ 図示による 図面番号

合板の厚さ ※ 12㎜　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による 株式会社デザインボックス名古屋オフィス 安城こども園中規模及び保全改修主体工事
*ラス型枠については、下記の仕様により使用できるものとする。

１）使用可能部位 独立基礎、地中梁（ただし、見えがかり部、ピット内部は合板型枠とする。） 縮尺
２）鉄筋の最小かぶり厚さ ラス型枠を使用した部分の鉄筋の最小かぶり厚さは、公共建築工事標準仕様書 一級建築士　第334761号　河村康弘 建築改修工事特記仕様書　７／１０

（建築工事編）5.3.6表に示す数値＋10㎜するものとする。
３）コンクリートのスランプ スランプは15㎝又は18㎝とする。バイブレーターを使用するときには、ラス型枠に

及び打込み 直接当てないように注意する。
４）その他 各メーカーで仕様が異なるため、それぞれの施工要領書等で確認する。
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章 章

 8.15.12 溶接部の試験 *｢鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件｣第二号に関する試験方法等　　・ 図示による　　　・（　　　　 　） 27節 制振改修工事
*｢鉄骨精度検査基準｣の付表3｢溶接｣に関する試験方法等　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）  8.27.2 既存部分の撤去等 *既存鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ及び既存鉄筋鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄの撤去等
*完全溶込み溶接部の超音波探傷試験 ※ 行う　　　・ 行わない ８ 既存仕上の撤去範囲 ※ 本工事に支障となる最小限の範囲 ・ 図示による ・（　　　　　　　　）

17節 鉄骨の錆止め塗装 工事に支障となる設備機器、配管等の撤去、移設 ・ 図示による ・（　　　　　　　　）
 8.17.2 塗装の範囲 *耐火被覆材の接着する面の塗装範囲　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） 既存構造体の撤去範囲 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）

耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲　 ※ 8.17.2(1)(ｱ)～(ｵ)以外の範囲　　・ 図示による　　・（　　　　 　） はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）
 8.17.4 塗料の種別 *SRC造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内面 ・ 図示による　　※ 表7.4.1のＡｓ種　　・（　　　　　　　） *既存鉄骨の撤去範囲及び撤去方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）

*耐火被覆材が接着する面 ・（　　　　　　　　）　・図示による *既存鉄骨の処置 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）
18節 耐火被覆

８  8.18.2 耐火被覆の種類等 *耐火被覆の種類 ※ 図示による　　　・ 耐火材吹付け　　　・ 耐火板張り 章
・ 耐火材巻付け　　　・ ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り　　　・ 耐火塗料　　　・（　　　　　）

*材料及び工法等　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　　）  8.27.3 既存部分の処理 *打継ぎ面となる範囲の既存構造体コンクリート面の目荒しの程度 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）
 8.18.3 耐火被覆の性能､品質等*耐火被覆の耐火性能　　　　※ 図示による　　　　・（　　　　　　　　）

 8.27.4 減衰材 *減衰材の材質、諸元 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）
20節 溶融亜鉛めっき工法 *性能確認試験の項目及び数量 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による
 8.20.5 溶融亜鉛めっき *摩擦面の処理方法等　　　・ ブラスト処理　　　・ りん酸塩処理　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による *製品検査における項目、内容、判定基準、検査頻度等 ・ 図示による ・（　　　　　　　　）

章 高力ボルト接合  8.27.6 減衰材の設置 *防錆処置 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による 設置位置の寸法許容差 ・ 図示による ・（　　　　　　　　）
*割裂補強筋の適用 ・ 適用する(仕様　※図示による) ・ 適用しない

21節 現場打ちＲＣ壁の増設工事 耐 *コンクリート打込み工法 ・ 流込み工法 ・ 圧入工法 ・ 図示による
 8.21.2 既存部分の撤去等 *既存仕上の撤去範囲 ※ 本工事に支障となる最小限の範囲　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）  8.27.8 仕上げ *減衰材設置後の仕上げ ・ 図示による ・（　　　　　　　　）

*工事に支障となる設備機器、配管等の撤去、移設 ・ 図示による ・（　　　　　　　　）  8.27.9 検　　査 *検査の項目及び数量 ・ 図示による ・（　　　　　　　　）
*既存構造体の撤去範囲 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 28節 土工事及び地業工事
*はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）  8.28.2 既存杭の撤去等 *既存杭の撤去範囲及び撤去方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）

 8.21.3 既存部分の処理 *打継ぎ面となる範囲の既存構造体コンクリート面の目荒しの程度 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） *既存杭の杭頭部等の処理 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）
 8.21.6 鉄筋の加工及び組立 *割裂補強筋の仕様 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　）  *既存杭の補強 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）

耐  8.21.8 コンクリートの打込み *コンクリート打込み工法 ・ 流込み工法 ・ 圧入工法 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） 震  *既存杭の健全性を確認する試験 ・ 行う ・ 行わない
 8.21.9 既設構造体との取合い *既存構造体と増設壁との取合いの処理方法 ※ グラウト材の注入 ・ 図示による ・（　　　　　　　　）  8.28.3 土工事 *埋戻し及び盛土の材料、工法 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 ・ 図示による [表8.28.1]
 8.21.10 仕上げ *増設壁工事後の仕上げ ※ 図示による ・（　　　　　　　　） *処分にあたっては「リサイクルガイドライン」に基づき、適正に処理する。

*建設発生土の有無 ・有　　　　　　・無
22節 鉄骨ﾌﾞﾚｰｽの設置工事 *建設発生土の処理 ・ 構外搬出（関係法令に従い適切に処理）
 8.22.2 既存部分の撤去等 *既存仕上の撤去範囲 ※ 本工事に支障となる最小限の範囲　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　） 　（搬出先名称（所在地）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

*工事に支障となる設備機器、配管等の撤去、移設 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） 　（片道運搬距離(km）：　　　　　　　　　　）（片道運搬時間(時間)：　　　　　　　　　　）
震 *既存構造体の撤去範囲 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） 改 　（搬出先条件（土質試験、その他建設発生土の発生抑制や適正処分に必要な情報）

*はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） 　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 8.22.3 既存部分の処理 *目荒しの程度 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） ・ 場内敷き均し
 8.22.7 既存構造体との取合い *割裂補強筋の仕様 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） 建設発生土を構外へ搬出する場合は、搬出先等の承諾を得たうえで、搬出先及び処分状況(高さ、勾配等)がわかる写真
 8.22.9 仕上げ *ﾌﾞﾚｰｽ設置工事後の仕上げ ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） 並びに運搬を証明する書類等を監督職員に提出する。

 8.28.4 地業工事 *試験杭 位置 　　※ 図示による 本数 　　※ 図示による　　　・（　　 　　）本 寸法　　・（　　　　　）m
23節 柱補強工事 *試験杭の施工方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　）

改  8.23.2 既存部分の撤去等 *既存仕上の撤去範囲 ※ 本工事に支障となる最小限の範囲　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　） 修 *杭の載荷試験 ・ 鉛直載荷試験 ・ 水平載荷試験
*工事に支障となる設備機器、配管等の撤去、移設 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） 試験杭の位置、本数、積載荷重 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　）
*既存構造体の撤去範囲 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） 8.28.4(2)(ｴ)以外の報告書の記載事項 ・（　　　　　　　　　）
*はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） *地盤の載荷試験 ・ 平板載荷試験 ・ 行わない

 8.23.3 既存部分の処理 *目荒しの程度 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） 試験位置 ※ 図示による 載荷荷重　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　）
 8.23.5 溶接金網巻工法及び *コンクリート及び構造体用モルタルの打ち込み ・ 流込み工法 ・ 圧入工法 ・ 図示による 8.28.4(2)(ｴ)以外の報告書の記載事項 ・（　　　　　　　　　）

溶接閉鎖ﾌｰﾌﾟ巻工法 *杭地業の工法 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　）
修  8.23.6 鋼板巻･帯板巻付工法 *鋼板等の加工 柱頭及び柱脚に隙間を設ける場合 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） 工 *支持層の位置、土質、杭の根入れ長さ、水平方向の位置ずれの精度　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　　）

 8.23.7 仕上げ *補強工事後の仕上げ ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） *杭の寸法 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　）
*技能資格者の技量及び溶接部の確認 ・（　　　　　　　　　）　　・図示による

24節 連続繊維補強工事 *杭頭処理 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　）　　　・ 無し
 8.24.4 既存部分の撤去等 *既存仕上の撤去範囲 ※ 本工事に支障となる最小限の範囲　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　） *本杭の施工方法 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　）

*工事に支障となる設備機器、配管等の撤去、移設 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） *記録する施工状況等 ・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・図示による
*既存構造体の撤去範囲 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） *砂利及び砂地業　　範囲 ※ 図示による 厚さ ※ 60㎜　　　・（　　　　　）㎜　　　・ 図示による

工 *はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 事 *捨コンクリート　　範囲 ※ 図示による 厚さ ※ 50㎜　　　・（　　　　　）㎜　　　・ 図示による
 8.24.6 施　工 *下地処理 ひび割れ部の改修工法種類 ・ 4.1.4による樹脂注入工法 ・ 図示による ・（　　　　　　　　）

面取りの大きさ（柱及び梁の隅角部） ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 1節 石綿含有建材の除去工事 *大気汚染防止法に基づき、適正に対応すること
*引張強度試験  ・ 行う（試験数量：　　　　　　　）　　　・ 行わない ９  9.1.1 一般事項
*付着強度試験  ・ 行う（試験数量：　　　　　　　）　　　・ 行わない *石綿含有建材除去後の仕上げ工事 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）

 8.24.7 仕上げ *補強工事後の仕上げ ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 章
*石綿粉じん濃度測定 ・ 行う ・ 行わない

事 25節 耐震スリット新設工事
 8.25.2 施　　工 *スリット幅及び深さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 処理作業前 ① 施工区画周辺又は敷地境界 ４方向各１点 注１）注４）

*既存仕上の撤去範囲 ※ 本工事に支障となる最小限の範囲 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） 環 ② セキュリティーゾーン入口 １点 空気の流れを確認
*工事に支障となる設備機器、配管等の撤去、移設 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） 注１）
*充填材の挿入及び周囲補修等 耐火材の使用箇所及び仕様 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 境 処理作業中 ③ 集じん・排気装置の排出口 １点 集じん・排気装置の性能確認

遮音材の使用箇所及び仕様 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） （処理作業室外の場合） 注１）
*既存部分の撤去部の補修 ※ 撤去材と同一材で補修 ・ 監督職員との協議による ・（　　　　　　　　） 配 ④ 施工区画周辺又は敷地境界 ４方向各１点 注１）

処理作業後 ⑤ 処理作業室（隔離された区域）内 ２点 注３）
26節 免震改修工事 慮 隔離シート撤去前 注２）
 8.26.5 既存部分の撤去等 *既存部分がRC又はSRCの場合の既存仕上の撤去範囲 ※ 本工事に支障となる最小限の範囲 ・ 図示による 注１）速報値で10f/L以上検出された場合は、直ちに作業を中止し、その原因を確認すること。

*工事に支障となる設備機器、配管等の撤去、移設 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） 改 注２）各施工箇所ごとの室面積が10㎡以下の場合は１点、50㎡までは２点、300㎡以下までは３点とする。
*既存構造体の撤去範囲 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 　　　300㎡を超えるものは、300㎡ごとに１測定点を追加する。
*はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 修 注３）粉じん測定は、粉じん飛散抑制剤を散布した翌日とし、速報値で10ｆ/L以下であることを確認した後、
*既存杭の撤去範囲及び撤去方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 　　　シートの撤去を行うこと。

 8.26.6 既存部分の処理 *打継ぎ面となる範囲の既存構造体コンクリート面の目荒しの程度 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 工 注４）処理作業前の測定については、監督員との協議による。
*既存杭の杭頭部等の処理 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） *石綿則第6条による隔離措置と「同等以上の効果を有する措置」により除去等作業を行う場合、上表のうち、

 8.26.7 支承材・減衰材 *支承材又は減衰材の材質、諸元 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 事 ①及び④を実施する。
*性能確認試験の項目及び数量 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による *粉じん濃度測定結果報告書の提出部数 ※ ２部 ・（　　　　部）
*製品検査における項目、内容、判定基準、検査頻度等 ・ 図示による ・（　　　　　　　　）  9.1.2 除去工事共通事項 *石綿作業主任者は、法令に基づき、労働者の指揮、作業方法の指導等、必要な措置を行うこと。

 8.26.10 支承材又は *防錆処置 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による 特に、主たる工事が石綿対策工事の場合は、自社所属の石綿作業主任者を選任すること。
減衰材の設置 *支承材又は減衰材の設置位置の寸法許容差 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による *監督職員等の保護具、保護衣等は、受注者が無償で準備すること。

*割裂補強筋の適用 ・ 適用する ・ 適用しない 図面番号
*コンクリート打込み工法 ・ 流込み工法 ・ 圧入工法 ・ 図示による 株式会社デザインボックス名古屋オフィス 安城こども園中規模及び保全改修主体工事

 8.26.13 仕上げ *支承材又は減衰材設置後の仕上げ ・ 図示による ・（　　　　　　　　）
 8.26.14 耐火被覆 *支承材への耐火被覆の適用 ・ 適用しない　　　・ 適用する （仕様：　　　　　　　 　）　　　・ 図示による 縮尺
 8.26.15 免震EXP.J *免震部分周囲のｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄの仕様、工法等 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 一級建築士　第334761号　河村康弘 建築改修工事特記仕様書　８／１０
 8.26.16 検　　査 *検査の項目及び数量 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による
 8.26.17 維持管理要領 *記載する項目 ※ 8.26.17(2)による　　　・（　　　　　　　　）

*地震計、下げ振り、けがき板、別置き試験体等の設置及び仕様 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）
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章 章

 9.1.3 石綿含有吹付け材 *除去工法 ※ 図示による ・ 9.1.3(2)(ｱ)による ・（　　　　　　　　） *別表２　建築物に係る新築工事等（新築・増築・修繕・模様替）
の除去 *除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置 ※ 湿潤化 ・ 固形化 ・ 図示による

*除去した石綿含有吹付け材等の処分方法 ・ 9.1.3(3)(ｴ)(a)による　　　・ 9.1.3(3)(ｴ)(b)による そ 　・ 造成等 　・ 手作業
 9.1.4 石綿含有保温材等 *除去工法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 　・ 手作業と機械作業の併用

の除去 *除去した石綿含保温材等の飛散防止措置 ※ 湿潤化 ・ 固形化 ・ 図示による 　・ 基礎、基礎ぐい 　・ 手作業
*除去した石綿含有保温材等の処分方法 ・ 9.1.3(3)(ｴ)(a)による　　　・ 9.1.3(3)(ｴ)(b)による 　※ 手作業と機械作業の併用

 9.1.5 石綿含有成形板等 *養生シート ・ 使用する ・ 使用しない 　・ 上部構造部分、外装 　・ 手作業
の除去 *除去した石綿含有成形板（石綿含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞを除く）の処分 　※ 手作業と機械作業の併用

・ 埋立処分 ・ 中間処分 ・ 図示による 　・ 屋根 　※ 手作業
 9.1.6 石綿含有仕上塗材 *除去方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 　・ 手作業と機械作業の併用

の除去 *除去した石綿含有成形板の処分 ・ 埋立処分 ・ 中間処分 ・ 図示による 　・ 建築設備、内装等 　※ 手作業
*汚泥としての処理の必要有無 ・ 無 ・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 　・ 手作業と機械作業の併用

９ 　・ その他 　・ 手作業
（　　　　　　　　　　　　　） 　・ 手作業と機械作業の併用

2節 外断熱改修工事
 9.2.2 材　　料 *断熱材の種類及び厚さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） *別表３　建築物以外のものに係る解体工事又は新築工事等（外構・工作物等）

章 *外装材の種類及び防火性能 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　）
 9.2.3 既存外壁の処置 *仕上材の撤去 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） の 　・ 仮設 　※ 手作業

*下地面の清掃 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 　・ 手作業と機械作業の併用
*断熱材設置部分の下地に欠損部がある場合の改修工法の種類 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） （4.1.4) 　・ 土工 　※ 手作業

 9.2.4 工　　法 *建築基準法に基づく風圧力に対応した工法 ・（　　　　　　　　　） 　・ 手作業と機械作業の併用
*不陸等の下地調整 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 　・ 基礎 　・ 手作業

環 *断熱材の施工 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 　※ 手作業と機械作業の併用
*外装材の施工 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 　・ 本体工事 　※ 手作業
*通気層の有無、厚さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 　・ 手作業と機械作業の併用
*外装材の外壁への取り付け ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 　・ 本体付属品 　※ 手作業

境 3節 断熱・防露改修工事 　・ 手作業と機械作業の併用
 9.3.2 断熱材打込み工法 *断熱材の種類及び厚さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 　・ その他 　※ 手作業
 9.3.3 断熱材現場発泡工法 *断熱材の種類 ・ 図示による　　　・（　　　　　　　　　　）　　　・ A種１　　　・ A種１H （さく、照明器具　　　　　　） 　・ 手作業と機械作業の併用

*吹付け厚さ ・（　　　　　　）㎜　　　・ 図示による
配  9.3.4 断熱材後張り工法 *断熱材の種類及び厚さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） *別表４　再資源化等をする施設の名称及び所在地

断熱材に石膏ボード等を張り付けたパネルを使用する場合 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　）
*工法 後張りした断熱材に直接ﾎﾞｰﾄﾞの張付けを行う場合の断熱材への張付け工法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 他 　・ コンクリート

断熱材に石膏ボード等を張り付けたパネルを使用する場合 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　）
慮 4節 屋上緑化改修工事 　・ 鉄及びコンクリート

 9.4.2 材　　料 *芝及び地被類の種類等 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 　　 から成る建設資材
*見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 　・ アスファルト･ 

 9.4.3 工　　法 *建築基準法に基づく風圧力に対応した工法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 　　 コンクリート
改 *かん水装置の設置及び種類 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 　・ 木材

*既存保護層等の撤去工法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 　・ 発生土 　・ リサイクルプラント
 9.4.4 新植芝及び地被類 *枯補償の期間 ※ 引渡しの日から1年 ・（　　　　　　　　）

の枯補償 化学物質を発散する建築材料 本工事に使用する資材は、次の建築材料等の適正な選択による対策を講じること。
修 等の使用制限の原則 1） ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレン（以下「ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等」という。）を発散する建築材料等の使用制限の原則

5節 透水性アスファルト舗装改修工事 対策をとる建築材料等 使用制限の原則
 9.5.2 既存舗装の撤去 *既存舗装の撤去 ・ 行わない ・ 行う ※ 図示による ・（　　　　　　　　） ① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材単板 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等を発散しないか、発散が極めて少ない

及び再利用 *既存舗装の再利用 ・ 行わない ・ 行う ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 積層材、MDF、パーティクルボード、その他木質建材 JAS又はJISの規格品とする。
工  9.5.3 路　　床 *凍上抑制層の適用及び厚さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　） ② 家具、書架、実験台、その他の什器等 ①⑤⑦に掲げる建築材料等を使用している場合には、ﾎﾙﾑ

*透水性舗装に用いるフィルター層厚さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 事 ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等を発散しないか、発散が極めて少ないものとする。
*路床安定処理の適用及び方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） ③ ユリア樹脂板 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等を発散しないか、発散が極めて少ないものとする。
*盛土材料の種別 ・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種　　・ 図示による　　・（　　　　　　　　） [表8.28.1] ④ 壁紙 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等を発散しないか、発散が極めて少ないJAS又は

事 *凍上抑制層の材料 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） ⑤ 壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート及び幅木等の JISの規格品とする。
*砂の粒度試験 ・ 行わない ・ 行う 施工時に使用する接着剤
*路床安定処理用添加材料 ・ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ・ 高炉ｾﾒﾝﾄB種 ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種 [表9.5.2] ⑥ 保温材、緩衝材、断熱材

・ 図示による ・ 生石灰特号 ・ 生石灰１号 ・ 消石灰特号 ・ 消石灰１号 ⑦ 塗料
*添加材料による路床安定処理 ＣＢＲ ※図示による　　　・（　　　　　　　） ⑧ 仕上塗材
*路床土のＣＢＲ試験 ・ 行わない ・ 行う 2） トルエン、キシレン及びエチルベンゼン（以下「トルエン等」という。）を含有する塗料及び接着剤の使用制限の原則
*路床締固め度試験 ・ 行わない ・ 行う 対策をとる建築材料等 使用制限の原則
*現場ＣＢＲ試験 ・ 行わない ・ 行う ① 壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート及び幅木等の トルエン等の

 9.5.4 路　　盤 *路盤の厚さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 施工時に使用する接着剤 含有量が少ないＪＡＳ又はＪＩＳの規格品とする。
*路盤材料 種別 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） [表9.5.3] ② 塗料

 9.5.5 舗装の構成及び仕上り *舗装の構成 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 3） クロルピリホス、ダイアジノン及びフェノブカルブ（以下「ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ等」という。）を含有する防腐・防蟻剤の使用制限
*舗装の平たん性 ※ 著しい不陸がないもの ・（　　　　　　　　　） 対策をとる建築材料等 使用制限

 9.5.9 試　　験 *開粒度アスファルト混合物等の抽出試験 ・ 行う ・ 行わない 項 木材保存（木材の防腐・防蟻処理）剤 クロルピリホス等を含有しない、非有機リン系の薬剤とし、加圧式防腐・防蟻
処理等は工場で行い、十分乾燥した後に現場へ搬入する。

4） 可塑剤を使用している建築材料等の使用制限の原則
特定建設資材の再資源化等 *建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律{（平成12年法律第104号）以下「建設リサイクル法」という。｝に基づき、特定建設 対策をとる建築材料等 使用制限の原則

資材の分別解体等及び再資源化等の実施について適正な措置を講ずることとする。 ① 壁紙用接着剤 フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有
そ 　なお､本工事における特定建設資材の分別解体等・再資源化等については､別表1又は2､及び3の積算条件を設定しているが､ しない難揮発性の可塑剤を使用しているＪＡＳ又はＪＩＳの規格品とする。

工事請負契約書の「解体工事に要する費用」等に定める事項は契約締結時に発注者と受注者の間で確認されたものであるため､ ② 木工用接着剤 フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有
発注者が積算上条件明示した別表の事項と別の方法であった場合でも変更の対象としない。ただし､現場条件の変更等､受注者 しない難揮発性の可塑剤を使用しているものとする。

の の責によるものではない事項については､この限りでない。また､受注者は､特定建設資材の分別解体等・再資源化等が完了した
ときは､建設リサイクル法第18条第１項に基づく報告として､監督職員に「再資源化等報告書」を提出すること。 ｢再資源化等報告 工事で使用する資材・機材 　本工事に使用する資材・機材は、令和７年版国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の各標準仕様書、本特記仕様書、並びに
書｣は、https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/kenchiku-kijyun.html[建築工事事務の手引･関連様式]から入手可能。 図面で指定された品質、性能を有するもののほか、以下のものとする。

他 （注）別表4については積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。なお受注者の提示する施設と異なる場合 1） (一社)公共建築協会の「建築材料・設備器材等品質性能評価事業」により評価を受けた建築材料・設備機材等（以下「評価
　　　においても、設計変更の対象としない。 名簿登載品」という）。ただし、評価書の「納入地区及びアフターサービス地区」に当該工事場所が含まれる場合に限る。

2） (一財)ベターリビングが認定した優良住宅部品（ＢＬ部品）。ただし、現場においてＢＬマーク表示が確認できるものに限る。
事 *別表１　建築物に係る解体工事 3） その他、各標準仕様書の仕様規定及び試験方法に適合することが証明書等で確認でき、監督職員の承諾を得られたもの。

(定期的なﾒﾝﾃﾅﾝｽが必要になる機材については、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ(ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ)の体制についても監督職員に承諾が得られること。)
　・ 建築設備、内装材等 　※ 手作業

項 　・ 手作業と機械作業の併用 　なお「評価名簿登載品」は、(一社)公共建築協会の「建築材料・設備器材等品質性能評価事業」の評価書の写しを提出する
　・ 屋根ふき材 　※ 手作業 ことにより、その評価を受けたこと及びメンテナンスの体制があることについて証明することができる。

　・ 手作業と機械作業の併用 図面番号
　・ 外装材、上部構造部材 　・ 手作業 株式会社デザインボックス名古屋オフィス 安城こども園中規模及び保全改修主体工事

　※ 手作業と機械作業の併用
　・ 基礎、基礎ぐい 　・ 手作業 縮尺

　※ 手作業と機械作業の併用 一級建築士　第334761号　河村康弘 建築改修工事特記仕様書　９／１０
　・ その他 　・ 手作業

（　　　　　　　　　　　　　） 　・ 手作業と機械作業の併用

No.9a No.9b

A-9

2025年10月1日改定

所　     在　     地

・ 無
・ 有
・ 無
・ 有
・ 無

廃棄物の種類

項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

検
図

製
図

設　計

施設の名称

工
程
ご
と
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法

工　　　　　　程 作業内容 分別・解体等の方法
・ 有
・ 無

工
程
ご
と
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法

工　　　　　　程 作業内容 分別・解体等の方法
・ 有
・ 無
・ 有
・ 無
・ 有
・ 無
・ 有
・ 無
・ 有
・ 無

・ 無

工
程
ご
と
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法

工　　　　　　程 作業内容 分別・解体等の方法
・ 有
・ 無
・ 有
・ 無
・ 有
・ 無
・ 有

・ 有
・ 無
・ 有
・ 無
・ 有
・ 無
・ 有
・ 無
・ 有

備　　考



章 章
 8.28.3 土工事 *埋戻し及び盛土の材料、工法 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 ・ 図示による [表8.28.1]

*処分にあたっては「リサイクルガイドライン」に基づき、適正に処理する。
*建設発生土の有無 ・有　　　　　　・無
*建設発生土の処理 ・ 構外搬出（関係法令に従い適切に処理）

　（搬出先名称（所在地）：　三水工業(株)（安城市新田町稲恵83ｰ9　）
そ 　（片道運搬距離(km）：2.1ｋｍ　　　　　　　）（片道運搬時間(時間)：　10分程度　）

　（搬出先条件（土質試験、その他建設発生土の発生抑制や適正処分に必要な情報）

南海トラフ地震防災対策 1) 受注者は、本工事の施工条件、施工内容を踏まえ、南海トラフ地震臨時情報【巨大地震警戒、巨大地震注意】の発表時に
推進地域における対応 おける、後発地震による揺れの影響が大きい作業又は津波による影響を受ける作業に対する措置の内容及び津波避難

の を含む作業員等の安全確保の方法について施工計画書に記載するものとする。なお、南海トラフ地震津波避難対策特別
強化地域における工事にあっては、津波避難に関して施工計画書に記載するものとする。

2-1) 本工事の施工場所に住民事前避難対象地域が含まれる場合
受注者は、南海トラフ地震臨時情報【巨大地震警戒】が気象庁から発表された場合には、契約約款第21条の規定に基づく
発注者からの一時中止の通知があったものとして、住民事前避難対象地域での工事を中断し、直ちに退避するものとし、
警戒する措置が解除されるまでの間（１週間）は当該箇所での工事を一時中止するものとする。また、住民事前避難対象
地域以外の施工場所についても、本工事の施工条件、施工内容を踏まえ、あらかじめ定めた施工計画書の措置内容に
基づき、後発地震による揺れの影響が大きい作業又は津波による影響を受ける作業について、警戒する措置が解除され
るまでの間（１週間）は一時中止するものとする。その他の作業について、受注者は、改めて後発地震又は津波に備え作業

他 の一時中止か継続を判断するものとし、その結果を、監督職員に連絡し、その後の対応について監督職員の指示を受ける
ものとする。工事等を継続する場合に受注者は、本工事等に必要な安全対策の措置を速やかに講じ、建築工事安全施工
技術指針等に基づき適切に作業員等の安全確保に努めなければならない。

2-2) 本工事の施工場所に住民事前避難対象地域が含まれない場合
受注者は、南海トラフ地震臨時情報【巨大地震警戒】が気象庁から発表された場合には、本工事の施工条件、施工内容を
踏まえ、あらかじめ定めた施工計画書の措置内容に基づき、後発地震による揺れの影響が大きい作業又は津波による影響
を受ける作業について、契約約款第21条の規定に基づく発注者からの一時中止の通知があったものとして、警戒する措置が
解除されるまでの間（１週間）は一時中止するものとする。その他の作業について、受注者は、改めて後発地震又は津波に
備え作業の一時中止か継続を判断するものとし、その結果を、監督職員に連絡し、その後の対応について監督職員の指示

事 を受けるものとする。工事等を継続する場合に受注者は、本工事等に必要な安全対策の措置を速やかに講じ、建築工事安全
施工技術指針等に基づき適切に作業員等の安全確保に努めなければならない。

3) 受注者は、南海トラフ地震臨時情報【巨大地震注意】が気象庁から発表された場合には、受注者は、本工事の施工条件、
施工内容を踏まえ、改めて後発地震による揺れの影響が大きい作業又は津波による影響を受ける作業の一時中止か継続
を判断するものとし、その結果を、監督職員に連絡し、その後の対応について監督職員の指示を受けるものとする。工事等
を継続する場合に受注者は、本工事等に必要な安全対策の措置を速やかに講じ、建築工事安全施工技術指針等に基づき
適切に作業員等の安全確保に努めなければならない。

4) 受注者は、南海トラフ地震臨時情報を受けて措置を行った場合においては、実施した内容について監督職員に報告するもの
とする。

項 5) なお、南海トラフ地震臨時情報の発表があった場合は、後発地震又は津波の発生に備えるため必要に応じて、受注者は
施工計画書の記載にかかわらず、工事の一時中止について監督職員と協議できるものとする。

図面番号
株式会社デザインボックス名古屋オフィス 安城こども園中規模及び保全改修主体工事

縮尺
一級建築士　第334761号　河村康弘 建築改修工事特記仕様書　１０／１０

No.10a No.10b

A-10

検
図

製
図

設　計

2025年10月1日改定

項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

Ｎ

錦町小学校
安城市立

明治用水東井筋

付近見取図　S=1/2500 計画地：安城市相生町１８番７号
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H=6000　400φ
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H=3500　250φ

H=2500　100φ
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H=2500　100φ
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H=1400　100φ
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⑪
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安城市道：5139
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園舎
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▲工事車両搬入口
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+260

-320
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+180

+310 +300 +280

-200
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1FL＝GL+630（居室）

-170

KBM±0

畑〈撤去〉

植栽・フェンス〈撤去〉

築山〈撤去〉

倉庫１

4

5 12

13
14 15

16
17

18

切株〈伐根〉

植栽〈伐採・伐根〉

飼育小屋〈基礎共撤去〉

遊具①：複合遊具〈基礎共撤去〉

遊具②：雲梯〈基礎共撤去〉

遊具③：鉄棒〈基礎共撤去〉

19

20

21

22

23

24

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

1
2
,
0
0
0

プレハブ倉庫〈撤去〉

スチールメッシュフェンス〈撤去〉

スチールメッシュフェンス〈撤去〉

6 7 8 9 1110

3,744

門扉・門壁〈撤去〉

〇〇

Ｌ型側溝桝

街路灯

Ｕ字型側溝 W＝600

凡例

現況地盤(GL=0)

利用者出入口▼

撤去範囲

配置図（改修前）　1/200

歩車道境界ブロック＋ガードレール：一部撤去

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

Ｃ

Ａ

Ｂ

工事名称・

建築場所・

防火地域・

用途地域・

主要用途・

構造・

階数・

準防火地域

商業地域

認定こども園

鉄筋コンクリート造

地上 ２階建て

愛知県安城市相生町１８番７号
（地名地番：愛知県安城市相生町231、232、233、233-1の一部、234の一部）

安城こども園中規模及び保全改修等工事

敷地面積・

建築面積・

延床面積・

基準建ぺい率/容積率

計画建ぺい率/容積率 ％ /

％ / ％

％

㎡

㎡

㎡

80 400

備 考 ・

2771.29

1572.39

 853.96

30.81 56.74

Ⅰ）保全改修工事

　１.屋根改修工事

　２.外壁改修工事

　３.外部建具改修工事

Ⅱ）中規模改修工事

　２.トイレ改修工事

　３.2階廊下改修工事

　５.テラス改修工事

Ⅲ）周辺整備改修工事

　１.正門改修工事

　１.保育室改修工事

　２.倉庫新築工事（飼育小屋撤去、プレハブ倉庫撤去）

　３.遊具設置工事

■建物概要・

■工事概要・

配置図（改修前）・付近見取図・工事概要・建物概要

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-11

1/200・1/2500

複合遊具

④

　４.階段室、下足室改修工事

　４.工事用乗入口設置に伴う撤去・復旧工事（道路構造物・遊具・植栽）



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

Ｎ

配置図（改修後）
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畑〈新設〉

倉庫２〈新設〉
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配置図（改修後）　1/200
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遊具①：複合遊具〈新設〉

遊具②：雲梯〈新設〉

遊具③：鉄棒〈新設〉

門扉・門壁〈新設〉
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〇〇

Ｌ型側溝桝

街路灯

Ｕ字型側溝 W＝600

凡例

現況地盤(GL=0)

利用者出入口▼

新設範囲

歩車道境界ブロック・ガードレール：一部復旧

7,000

メッシュフェンスH600〈新設〉

スチールメッシュフェンス H1500×W2000〈新設〉

スチールメッシュフェンス H1500×W2100〈新設〉

Ｄ

記号

施設管理棟/保育室棟

建物名称

倉庫１

816.13

24.00

-6.25

Ａ

Ｂ

Ｃ 飼育小屋〈撤去〉

合　　計

13.83倉庫２〈新設〉

853.96

1534.56

24.00

-6.25

13.83

1572.39

建築面積（㎡） 延床面積（㎡） 構造 階数 建築年度

ＲＣ

Ｓ

２

１ Ｈ10

Ｓ53/Ｈ09

ＣＢ １ Ｈ10

10.147

最高高さ（m）

2.400

3.500

Ｓ １ 2.485 新設

改修後建物面積表

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-12

1/200

複合遊具

④

スチールメッシュフェンス H1500×W600 〈新設〉



SUSノンスリップ（アンカー）

掲示板：Ｔ１ベニア t=5.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地・枠共撤去〉

〈既設のまま〉

〈既設のまま〉

〈既設のまま〉

〈既設のまま〉

昇降口２

スロープ

モルタルほうき目仕上げ

磁器質タイル貼 150×150

磁器質タイル貼 150×150
昇降口１

プラットホーム

スロープ

モルタル金コテ 目地切

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

硬質木片セメント板 t=20 ＋ アスファルトルーフィング 
屋根

（勾配屋根）

（陸屋根）

屋根 ウレタン塗膜複合防水 〈既設のまま〉

外部仕上表・・・

部位・ 改修前 改修後 部位・ 改修前 改修後 改修後改修前部位・

Ｃ

凡例

コンクリート下地

Ｍ

Ｗ

ＬＣ

ＣＢ

Ｓ

モルタル下地

木製床組下地、木製下地

軽量コンクリート

コンクリートブロック

鋼製床下地、軽量鉄骨下地

ＬＧＳ

ＳＷ

ＳＵＳ

ｔ

軽量鉄骨

小幅

ステンレス

板厚

ＯＰ

ＳＯＰ

ＥＰ

ＶＰ

ＵＣ

ＤＰ

油性調合ペイント塗

合成樹脂調合ペイント塗

合成樹脂エマルジョンペイント塗

塩化ビニル樹脂塗料塗

水性ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料３回塗（最終２液）

耐候性塗料塗

ＣＰ

ＮＡＤ

ＥＰ-Ｇ

ＷＰ

ＥＰ-Ｔ

ＦＥ

クリアラッカー塗

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗

つや合成樹脂エマルジョンペイント塗

木製保護塗料塗

合成樹脂エマルジョン模様塗料塗

フタル酸樹脂エナメル

・石膏ボード t=12.5

・石膏ボード t=9.5

・化粧石膏ボード t=9.5

・強化石膏ボード t=15

・ケイ酸カルシウム板

・合成樹脂エマルジョンペイント

不　燃　NM-8619

準不燃　QM-9828

準不燃　QM-0524

不　燃　NM-8615

不　燃　NM-8578

不　燃　NM-8585

【共通一般事項】

・内装仕上げ、建具及び天井裏使用材料は全てＦ☆☆☆☆とする。また、使用材料は無石綿とする。

・アスベスト撤去作業時は撤去範囲を区画し、床・壁養生を行うこと。

・特記なき限り床見切はＳＵＳ製とする。

・床下及び天井点検口の位置については、監督員と協議すること。

・ 特記なき限り複層塗材Siはローラー仕上とする。

【特記事項】

水洗いの上、弱溶剤系屋根用塗料〈新設〉

シーリング各所打ち替え

・ 防汚・防滑性ビニル床シート　東リ：NSトワレNW 同等品とする。

軒裏

勾配屋根

X3～X10
ベニア板枠コンクリート打ち放し ＋ リシン吹付

ケイ酸カルシウム板 t=6 ＋ ＶＰ

東面Y0～Y2

西面Y1～Y3

Ｃ ＋ リシン吹付 目地切

下地処理（下地ひび割れ等の補修）、水洗い・清掃、下地調整

アルミ製建具：(建具周囲)シーリング<撤去><新設>（MS-2)

外部に面する鉄部：全て　下地調整(RB種)の上 DP塗替

外部に面する金属-躯体取り合い部：全て　シーリング<撤去><新設＞（MS-2)

化粧目地部：シーリング<新設>（PU-2)

巾木部：シーリング<撤去><新設>（PU-2)

防水・塗装改修面は全て水洗い(15MPa程度)のこと。

高圧洗浄は30MPa程度とする。<劣化部除去>

特記なき限りDP塗装は１級(フッ素)とする。

　※特記なき限り、防水型複層塗材、可とう型改修塗材及び

　　シリコントップコートは耐候型1種(セラミックシリコン)とする。

既設塗膜の剥がれ箇所は、模様合わせの上、塗替えとする。

・ ＷＰは大谷塗料　水性ＶＡＴＯＮプラス　同等品とする。

・ メラミン化粧合板　アイカ：セラール　同等品とする。

・ 階段用防滑性ビニル床シート　タキロン：タキステップ７Ｆ及びＧＫ 同等品とする。

改修前

改修後

階段室２

S53新築

ＬＧＳ －

改修前

保育室３

H10園舎改修 改修後

2400

保育室４

H09増改築

改修前

改修後

2400

ＬＧＳ

ＬＧＳ

保育室５

H09増改築

改修前

改修後

2400

ＬＧＳ

2390

改修前

トイレ２

H09増改築

改修後

2450

改修前 ＬＧＳ

トイレ３

S53新築

改修後H10便所改修

化粧石膏ボード t=9

－ＬＧＳ

ＬＧＳ

ＬＧＳ

ＬＧＳ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ ＬＧＳ

2360

2420

ライニング〈撤去〉、ライニング面台：人造石研出し〈撤去〉

2400

2400

2400

モルタル金コテ〈残置〉

モルタル金コテ〈残置〉

モルタル金コテ〈残置〉

踏込　人造石研出し〈残置〉

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

掲示板：Ｔ１ベニア t=5.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地・枠共撤去〉

サンダー掛け

サンダー掛け

＋ 磁器モザイクタイル貼 50×50〈撤去〉

モルタル金コテ t=30〈撤去〉

モルタル金コテ t=60〈新設〉

モルタル金コテ t=60〈新設〉

ガラリ撤去部分：木下地 石膏ボードt=12.5＋12.5 ＋ 複層塗材Si 

共通

１階

内部仕上表・・・

階 室名・ 床下地改修 床 天井天井下地 天井高さ 備考

園児ロッカー〈撤去〉、ＴＶ台〈撤去〉、ホワイトボード〈撤去〉

＋ 防汚・防滑性ビニルシート t=2〈新設〉

＋ 防汚・防滑性ビニルシート t=2〈新設〉

踏面　モルタル金コテ〈残置〉＋ 長尺塩ビシート〈撤去〉

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

ガラリ撤去部分：木下地 石膏ボードt=12.5＋12.5 ＋ 複層塗材Si 

北面・東面・西面

南面X4～X11

柱型・梁型

南面X0～X4一部

南面X0～X4一部

モザイクタイル貼 50×50（一部デザインパターン）

巾木

段鼻

踏面・蹴上

外壁

天端：防水モルタル金コテ 目地切

天端：防水モルタル 下地シート防水（歩行用)＋ 歩行用コンクリート

軒裏：ケイ酸カルシウム板 t=6 ＋ ＶＰ

倉庫

プラットホーム

天端：防水モルタル金コテ 目地切

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

防水モルタル金コテ 目地切

防水モルタル金コテ 目地切

テラス

手摺壁

鋼製建具：(建具周囲)ｼｰﾘﾝｸﾞ<撤去><新設>(MS-2)、下地調整(RB種)の上DP塗替

外部の塗装改修はﾛｰﾗｰ塗装を基本とする。

昇降口１

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉 下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

下地処理（下地ひび割れ等の補修）、水洗い・清掃、下地調整

モルタル金コテ t=20〈劣化部補修〉 モルタル金コテ t=20〈水洗い、清掃〉

＋ 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）

サンダー掛け

＋ 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）

床見切：ＳＵＳ製見切り材〈新設〉

モルタル補修（t=10）の上

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

陶器質100角タイル貼〈劣化部補修〉

メラミン化粧合板 t=3 張（接着張工法）〈新設〉

メラミン化粧合板 t=3 張（接着張工法)〈新設〉

吹付タイルＥ

ＬＧＳ

Ｃ

ＬＧＳ

Ｃ

化粧石膏ボード t=9.5〈一部再取付〉

化粧石膏ボード t=9.5〈一部取外し〉

化粧石膏ボード t=9.5〈一部取外し〉

化粧石膏ボード t=9.5〈一部再取付〉

化粧石膏ボード t=9.5〈一部取外し〉

化粧石膏ボード t=9.5〈一部再取付〉

＋ 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

モルタル金コテ t=30〈撤去〉

＋ 磁器モザイクタイル貼 25×25〈下地共撤去〉

床見切：人造石研出し〈撤去〉
人造石研出し〈撤去〉＋ビニルマット t=15〈撤去〉

・ カーテンレール　ＴＯＳＯ： アルミニウム合金押出材　固定吊棒セット　同等品とする。

・・・アスベスト含有建材を示す（以降各図共通）※机上調査結果も含む

・・・アスベスト含有建材を示す（以降各図共通）※机上調査結果も含む

■外部・内部改修　共通事項

内・外壁補修仕様は、以下の通りとする。（外壁及び内部廊下壁等）

　・モルタル浮き補修：アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

モルタル金コテ コテ目地切　段鼻：ノンスリップタイル貼〈残置〉

・ ﾄｲﾚﾌﾞｰｽｶｰﾃﾝ　ｻﾝｹﾞﾂ：(生地本体）シャワーカーテン PK9554～9559（上部）メッシュＡ/Ｍサイズ PK9041～9045　1.5倍ヒダ 同等品とする。

＋フローリングブロック t=15＋ＯＳＷ〈残置・一部撤去〉

＋フローリングブロック t=15＋ＯＳＷ〈残置・一部撤去〉

＋フローリングブロック t=15＋ＯＳＷ〈残置・一部撤去〉

水洗いの上、弱溶剤系金属屋根用塗料〈新設〉破風板・鼻隠し・けらば水切り：カラー鋼板

軒裏：Ｃ ＋ リシン吹付　一部 ケイ酸カルシウム板 t=6＋ＶＰ

水性アクリルシリコン樹脂系軒天用仕上材〈新設〉

水性アクリルシリコン樹脂系軒天用仕上材〈新設〉

屋外

階段

庇

〈既設のまま〉

シーリング各所打ち替え

軒裏（ＶＰ部）：下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

軒裏（リシン吹付部）：下地処理、水洗い・清掃、下地調整の上

　　　　　　　　　　　水性アクリルシリコン樹脂系軒天用仕上材

　　　　　　　　　　　〈新設〉

踏面・蹴上：水洗いの上 エポキシ系ポリマーセメントモルタル塗布

　　　　　　ウレタン塗膜防水（X-2）（踏面のみ防滑）

〈既設のまま〉

軒樋

人造石 研出し t=120
手洗い場・足洗い場

ＳＵＳ製吊金物＠600〈新設〉ＳＵＳ製吊金物＠600〈撤去〉

硬質塩ビ製 W=150〈撤去〉 硬質塩ビ製 W=150〈新設〉 

ゴムマット t=15〈撤去〉

階段部：下地調整の上、階段用防滑性ビニル床シート〈新設〉

下地調整の上、防滑性ビニル床シート〈新設〉

テラス

土間

モルタル補修 t=20の上、防滑性ビニル床シート〈新設〉

硬質塩ビパイプ Φ100 ＋ ＶＰ（カラー）〈ＧＬ以上撤去〉 ＶＰ100φ カラー塩ビ製〈ＧＬ以上新設〉

掴み金物：SUS製＠1000以下 下り止め共

ガラリ（１階）

ガラリ（２階）
ガラリ〈残置〉

ガラリ〈残置〉 アルミ複合パネル t=3〈新設〉

金属・コンクリート用接着材の上 コンクリートビス取付（４ヶ所）

４周シーリングＭＳ-２〈新設〉

竪樋

ドレン管接続部復旧共

水洗いの上 エポキシ系ポリマーセメントモルタル塗布

ウレタン塗膜防水（X-2）防滑
バルコニー１・２床

　・クラック補修（1.0mm以上）：自動低圧エポキシ樹脂注入工法

　・クラック補修（0.2mm以上～1.0mm未満）：自動低圧エポキシ樹脂注入工法

※　特記なき設備配管及び盤は下地処理（RB種）の上DP塗替えとする。

　　既設設備配管合計：142,000mm

■周辺整備

・門扉（正門）：鋼製両開き大型門扉　W=4200　H=1160〈撤去〉

　　　　　　　　アルミ製大型片引き門扉　H=1400〈新設〉

・飼育小屋〈撤去〉

・物置 2ヶ所〈撤去〉

・プレハブ物置 〈新設〉

・北側駐車場：ＣＢ＋スチールメッシュフェンス〈撤去〉

・東側フェンス：スチールメッシュフェンス〈撤去〉

　　　　　　　　スチールメッシュフェンス〈新設〉

　　　　　　　スチールメッシュフェンス〈新設〉

　・欠損部補修：エポキシ樹脂モルタル充填　ハツリ鉄筋補修共

　・塗装撤去箇所は模様合わせを行う

防水：

・ウレタン塗膜防水（X-2）のトップコートは　高反射仕上シリコンとする。

・庇塗膜防水（X-2）のトップコートは指定色とする。

・遊具（複合遊具・雲梯・鉄棒)〈撤去〉

　遊具（複合遊具・雲梯・鉄棒)〈新設〉

・仮設工事に伴う外構工事

・畑〈移設〉

段鼻：ノンスリップ（真鍮製)〈撤去〉

（一部）無垢フローリングブロック（無塗装品）t=15〈新設〉

Ｃ

Ｃ

±0

±0

±0

－

-30

-30

既設巾木クリーニング

－

±0

±0

±0

±0

±0

ビニル巾木 H＝100〈新設〉

ビニル巾木 H＝100〈新設〉

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ＳＯＰ塗替

ＳＯＰ塗替

ＬＧＳ

Ｃ

ＦＬ 巾木 壁下地

Ｃ

Ｃ

下地調整（RB種）の上

下地調整（RB種）の上

下地調整（RB種）の上

ＳＯＰ塗替

人造石研出し H=100〈撤去〉

腰壁同材〈残置〉

壁同材〈残置〉

陶器質100角タイル貼〈劣化部補修〉

メラミン化粧合板 t=3 張（接着張工法)〈新設〉

木製 H=100 ＋ ＳＯＰ

〈残置・一部撤去〉

〈残置・一部撤去〉
木製 H=100 ＋ ＳＯＰ

〈残置・一部撤去〉

木製 H=100 ＋ ＳＯＰ

木製 H=100 ＋ ＳＯＰ〈新設〉

木製 H=100 ＋ ＳＯＰ〈新設〉

木製 H=100 ＋ ＳＯＰ〈新設〉

人造石 研出し H=100〈残置〉

腰壁 壁

（一部）無垢フローリングブロック（無塗装品）t=15〈新設〉

（一部）無垢フローリングブロック（無塗装品）t=15〈新設〉

石膏ボード t=9.5＋12.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈壁紙撤去〉

木下地 Ｔ１ベニア t=5.5 ＋ 壁紙貼〈木下地共撤去〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

ガラリ撤去部分：木下地 石膏ボードt=12.5＋12.5 ＋ 複層塗材Si 

壁紙〈新設〉

Ｃ

Ｃ

ＬＧＳ

Ｃ

木下地 石膏ボード t=9.5 ＋ 掲示用壁紙 ＋ 木枠〈木下地共新設〉

掲示板：木下地 石膏ボード t=9.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共新設〉

掲示板：木下地 石膏ボード t=9.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材Ｅ

ケイ酸カルシウム板 t=6 ＋ ＶＰ〈下地共撤去〉

ケイ酸カルシウム板 t=6 ＋ ＶＰ〈下地共撤去〉

化粧石膏ボード t=9.5〈下地共新設〉

化粧石膏ボード t=9.5〈下地共新設〉

階段手摺：（内側）集成材 32φ＋ ＣＬ〈撤去〉

カーテン〈取外し〉、カーテンレール〈残置〉

階段手摺：（両側）半硬質樹脂（木目）34φ 2段〈新設〉

カーテン〈再取付〉

カーテンボックス・額縁 木部：ＯＰ塗装、掃除具入れ〈撤去〉

カーテン〈再取付〉

カーテン〈取外し〉・カーテンレール〈残置〉、ガラリ〈残置〉

カーテンボックス・額縁 木部：ＯＰ塗装、掃除具入れ〈撤去〉

園児ロッカー〈撤去〉、黒板〈撤去〉、カーテン〈取外し〉・カーテンレール〈残置〉

ガラリ〈残置〉

掃除具入れ〈新設〉、園児ロッカー〈新設〉、ホワイトボード〈新設〉

掃除具入れ〈新設〉、園児ロッカー〈新設〉、ホワイトボード〈新設〉

カーテンボックス（レール取付部以外）・額縁 木部：下地調整の上ＳＯＰ塗装

カーテンボックス（レール取付部以外）・額縁 木部：下地調整の上ＳＯＰ塗装

カーテン〈再取付〉

カーテンボックス・額縁 木部：ＯＰ塗装、掃除具入れ〈撤去〉

園児ロッカー〈撤去〉、黒板〈撤去〉、カーテン〈取外し〉・カーテンレール〈残置〉

ガラリ〈残置〉

掃除具入れ〈新設〉、園児ロッカー〈新設〉、ホワイトボード〈新設〉

カーテンボックス（レール取付部以外）・額縁 木部：下地調整の上ＳＯＰ塗装

カーテン〈再取付〉

トイレブース〈新設〉、ビニールカーテン〈新設〉

SUS沓摺〈撤去〉、SUS3方枠〈撤去〉、SUS手洗い〈撤去〉、床点検口〈撤去〉、天井点検口〈撤去〉

SUS沓摺〈新設〉、SUS3方枠〈新設〉、SUS手洗い〈新設〉、床点検口〈新設〉、天井点検口〈新設〉

ライニング〈新設〉、ライニング面台：ポストフォーム製〈新設〉、掃除具フック〈新設〉

人造石研出し製手洗い〈撤去〉、床点検口〈撤去〉、天井点検口〈撤去〉、掃除具入れ〈撤去〉

SUS3方枠〈撤去〉

トイレブース〈撤去〉、ビニールカーテン 〈レール共撤去〉

掃除具入れ〈撤去〉トイレブース〈撤去〉、ビニールカーテン 〈レール共撤去〉

トイレブース〈新設〉、ビニールカーテン〈レール共新設〉、掃除具フック〈新設〉

ライニング〈新設〉、ライニング面台：ポストフォーム製〈新設〉

SUS手洗い〈新設〉、床点検口〈新設〉、天井点検口〈新設〉、吊戸棚〈新設〉

・ 防滑性ビニル床シート　タキロン：プラスケアCJ 同等品とする。(テラス階段部（段鼻・蹴込共）は専用部材を用いること)

＋ 平形彩色スレート材　平棟包役物：同材

Ｃ ＋ 吹付タイルＲＥ〈劣化部補修〉

モルタル金コテ ＋ 吹付タイルＲＥ〈劣化部補修〉

〈劣化部補修〉

Ｃ ＋ ＶＰ（カラー）〈劣化部補修〉

Ｃ ＋ 吹付タイルＲＥ〈劣化部補修〉

見付：Ｃ ＋ 吹付タイル 化粧目地切〈劣化部補修〉

見付：防水モルタル金コテ 目地切〈劣化部補修〉

軒裏：Ｃ ＋ リシン吹付〈劣化部補修〉

見付：Ｃ ＋ ＶＰ（カラー）〈劣化部補修〉

天端：水洗い補修の上、

　　　エポキシ系ポリマーセメントモルタル塗布

　　　ウレタン塗膜防水（X-2）〈新設〉

見付：水洗いの上

　　　可とう型改修塗材Ｅ厚付け（ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ）〈新設〉

水洗いの上　可とう型改修塗材Ｅ厚付け（ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ）〈新設〉

水洗いの上 透明樹脂外壁防水〈新設〉

水洗いの上　可とう型改修塗材Ｅ厚付け（ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ）〈新設〉

踏面・蹴込：下地調整の上

段鼻：下地調整の上

　　　　　　階段用防滑性ビニル床シート t=2 張〈新設〉

　　　階段用防滑性ビニル床シート段鼻専用材〈新設〉

モルタル金コテ ＋ 吹付タイル〈劣化部補修〉

　・タイル浮き補修（トイレ内）：撤去の上、モルタル塗 t=10

　　　　　　 　　　　　　　　 ランナーは合成樹脂製（20個）とし、各カーテン両端にマグネットキャッチを設けること。

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

外部仕上表・内部仕上表１（改修前・改修後）

A-13

-

・ 弱溶剤系屋根用塗装　エスケー化研：ヤネフレッシュSi 同等品とする。

・ カーテンボックス（レール取付部以外）・額縁・見切縁 木部は、下地調整（RB種）の上SOP塗替とする。

・ 「フローリングサンダー掛け」の仕様は「＃30 ＃50 ＃80　３回掛け」とすること。

・ ピクチャーレール〈新設〉はランナーフック（1辺あたり20個）共新設とする。

・ フローリングブロック/フローリングボード〈新設〉部分は１階：モルタル補修 t=30、２階：木下地 45角　共新設とする。

・ 取替部分の天井材厚さは、既設部分と同じとする。

・ 掲示板用クロス　サンゲツ：サンフォームベーシック（準不燃）　同等品とする。

・ 照明器具、空調機器取替部分の天井材の施工内容は図示による。

・ 天井塗替え部において、既存劣化部分は、<撤去><新設>とする。

・ トイレブース用カーテンは全て<撤去><新設>とする。

・ 特記なき限り、化粧石膏ボードはトラバーチン模様とする。

・ 既存タイル下地の場合、メラミン化粧合板は接着張工法とする。

・ 壁の〈劣化部補修〉は劣化調査報告書をもとに、ひび割れ・浮き補修を示す。

・ トイレ壁タイル〈劣化部補修〉について、ひび割れ部は〈撤去〉の上、モルタル塗り t=10とすること。

・ モルタル壁〈劣化部補修〉について、上記「共通事項」を参照の上、補修すること。

・ 飛散防止フィルム　リンテック：ＷＩＮＣＯＳ1501UH 飛散防止対策（透明） 同等品とする。

・ 水性アクリルシリコン樹脂系軒天用仕上材　エスケー化研：ノキフレッシュセラ 同等品とする。

　・タイル浮き補修（外壁）：アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

・ フローリングブロック/フローリングボードについて、割れ、欠損等劣化部分は部分張り替えを行うこと。（参考数量床面積3%程度）

　　対象箇所：各保育室、2階廊下

耐

【

火
認
定
等

【

・ 倉庫２の確認申請、完了検査の事務手続き及び費用は本工事に含む。



実測箇所

倉庫・保健室

職員トイレ・湯沸：

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

階 室名・ 床下地改修 床 天井天井下地 天井高さ 備考

内部仕上表・・・

Ｃ

凡例

コンクリート下地

Ｍ

Ｗ

ＬＣ

ＣＢ

Ｓ

モルタル下地

木製床組下地、木製下地

軽量コンクリート

コンクリートブロック

鋼製床下地、軽量鉄骨下地

ＬＧＳ

ＳＷ

ＳＵＳ

ｔ

軽量鉄骨

小幅

ステンレス

板厚

ＯＰ

ＳＯＰ

ＥＰ

ＶＰ

ＵＣ

ＤＰ

油性調合ペイント塗

合成樹脂調合ペイント塗

合成樹脂エマルジョンペイント塗

塩化ビニル樹脂塗料塗

水性ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料３回塗（最終２液）

耐候性塗料塗

ＣＰ

ＮＡＤ

ＥＰ-Ｇ

ＷＰ

ＥＰ-Ｔ

ＦＥ

クリアラッカー塗

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗

つや合成樹脂エマルジョンペイント塗

木製保護塗料塗

合成樹脂エマルジョン模様塗料塗

フタル酸樹脂エナメル

・石膏ボード t=12.5

・石膏ボード t=9.5

・化粧石膏ボード t=9.5

・強化石膏ボード t=15

・ケイ酸カルシウム板

・合成樹脂エマルジョンペイント

不　燃　NM-8619

準不燃　QM-9828

準不燃　QM-0524

不　燃　NM-8615

不　燃　NM-8578

不　燃　NM-8585

【共通一般事項】

・内装仕上げ、建具及び天井裏使用材料は全てＦ☆☆☆☆とする。また、使用材料は無石綿とする。

・アスベスト撤去作業時は撤去範囲を区画し、床・壁養生を行うこと。

・特記なき限り床見切はＳＵＳ製とする。

・床下及び天井点検口の位置については、監督員と協議すること。

モルタル金コテ〈残置〉 パーライト吹付 t=10〈撤去〉 2170

改修前 Ｃ ＋ 防滑性ビニル床シート〈撤去〉 ＬＧＳ

2170

カーテン・カーテンレール〈再取付〉S53新築 改修後 Ｃ ＬＧＳ

１階

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替 額縁 木部：ＳＯＰ塗装、下足入れ〈新設〉、掃除具入れ〈新設〉

改修前

改修後

2400

2400

ＬＧＳ

ＬＧＳ

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

モルタル金コテ ＋ ＥＰ〈劣化部補修〉

・・・アスベスト含有建材を示す（以降各図共通）※机上調査結果も含む

改修前

改修後

ＬＧＳ

ＬＧＳ

2400

2400

下足室

ゴムマット t=15〈枠共撤去〉

ＦＬ 巾木 壁下地

-100 Ｃ

既設巾木クリーニング

-100 Ｃ

人造石研出し H=100〈残置〉

腰壁 壁

下地調整の上　防滑性ビニル床シート t=5 張〈新設〉

モルタル補修 t=20の上　防滑性ビニル床シート t=5 張〈新設〉

ゴムマット撤去部：

掃除具入れ〈撤去〉
下足入れ〈撤去〉、カーテン〈取外し〉・カーテンレール〈残置〉、額縁〈残置〉

トイレ１・洗濯場・配膳室
職員トイレ・湯沸

湯沸：塩化ビニル床シート〈撤去〉

　石綿ケイ酸カルシウム板 t=6＋ＥＰ〈下地共撤去〉

その他：ケイ酸カルシウム板 t=6＋ＶＰ〈下地共撤去〉

保健室：化粧石膏ボード t=9〈下地共撤去〉

倉庫：石膏ボード t=9 ＋ ＥＰ〈下地共撤去〉

化粧石膏ボード t=9〈下地共新設〉

ケイ酸カルシウム板 t=6＋ＶＰ〈下地共新設〉

石膏ボード t=9.5 ＋ t=12.5 ＋ ＡＥＰ〈残置〉

H10園舎改修

S53新築

H10・26便所改修

S53新築

S53新築

H10・26便所改修

S53新築

S53新築

保育室６

保育室７

保育室８

保育室９

トイレ４

トイレ５

2400

2400

2400

2400

2430

2430

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

ＬＧＳ

ＬＧＳ

ＬＧＳ

ＬＧＳ

ＬＧＳ

ＬＧＳ

Ｗ

S53新築

H10園舎改修

廊下

改修前

改修後

2400

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｃ

Ｃ

Ｗ ＬＧＳ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

2400

2400

2400

2400

Ｃ

Ｃ

2400

2400

ＬＧＳ

ＬＧＳ

ＬＧＳ

2400

Ｗ

ＬＧＳ

ＬＧＳ

掲示板：Ｔ１ベニア t=5.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地枠共撤去〉

掲示板：Ｔ１ベニア t=5.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地枠共撤去〉

掲示板：Ｔ１ベニア t=5.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地枠共撤去〉

掲示板：Ｔ１ベニア t=5.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地枠共撤去〉

２階

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

サンダー掛け

サンダー掛け

サンダー掛け

サンダー掛け

サンダー掛け

＋ 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）

フローリング t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置〉

＋ 防汚・防滑性ビニルシート t=2〈新設〉

＋ 防汚・防滑性ビニルシート t=2〈新設〉

ガラリ撤去部分：木下地 石膏ボードt=12.5＋12.5 ＋ 複層塗材Si

ガラリ撤去部分：木下地 石膏ボードt=12.5＋12.5 ＋ 複層塗材Si

ガラリ撤去部分：木下地 石膏ボードt=12.5＋12.5 ＋ 複層塗材Si

カーテンボックス・額縁 木部：ＯＰ塗装、掃除具入れ〈撤去〉、園児ロッカー〈撤去〉

園児ロッカー〈新設〉、ホワイトボード〈新設〉、ピクチャーレール〈新設〉

カーテンボックス・額縁 木部：ＯＰ塗装、掃除具入れ〈撤去〉、園児ロッカー〈撤去〉

園児ロッカー〈新設〉、ホワイトボード〈新設〉、ピクチャーレール〈新設〉

カーテンボックス・額縁 木部：ＯＰ塗装、掃除具入れ〈撤去〉、園児ロッカー〈撤去〉

園児ロッカー〈新設〉、ホワイトボード〈新設〉、ピクチャーレール〈新設〉

カーテンボックス・額縁 木部：ＯＰ塗装、掃除具入れ〈撤去〉、園児ロッカー〈撤去〉

一部ＬＧＳの上 石膏ボード t=9.5 ＋ t=12.5 ＋ 吹付タイル〈残置〉

モルタル金コテ t=60〈新設〉

モルタル金コテ t=60〈新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

＋ 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）

＋ 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）

＋ 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）

＋ 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）

床見切：ＳＵＳ製見切り材〈新設〉

床見切：ＳＵＳ製見切り材〈新設〉

メラミン化粧合板 t=3 張（接着張工法)〈新設〉

モルタル金コテ ＋ ＥＰ〈劣化部補修〉

モルタル金コテ ＋ ＥＰ〈劣化部補修〉

モルタル補修（t=10）の上

メラミン化粧合板 t=3 張（接着張工法）〈新設〉

モルタル補修（t=10）の上

化粧石膏ボード t=9.5〈一部再取付〉

化粧石膏ボード t=9.5〈一部取外し〉

化粧石膏ボード t=9 ＋ ＡＥＰ〈一部取外し〉

化粧石膏ボード t=9〈一部再取付〉

化粧石膏ボード t=9〈一部再取付〉

化粧石膏ボード t=9 ＋ ＡＥＰ〈一部取外し〉

化粧石膏ボード t=9 ＋ ＡＥＰ〈一部取外し〉

化粧石膏ボード t=9〈一部再取付〉

モルタル金コテ t=30〈撤去〉

＋ 磁器モザイクタイル貼 25×25〈下地共撤去〉

床見切：人造石研出し〈撤去〉
人造石研出し〈撤去〉＋ビニルマット t=15〈撤去〉

モルタル金コテ t=30〈撤去〉

＋ 磁器モザイクタイル貼 25×25〈下地共撤去〉

床見切：人造石研出し〈撤去〉
人造石研出し〈撤去〉＋ビニルマット t=15〈撤去〉

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

掲示板：木下地 石膏ボード t=9.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈新設〉

掲示板：木下地 石膏ボード t=9.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈新設〉

掲示板：木下地 石膏ボード t=9.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈新設〉

カーテン〈取外し〉、カーテンレール〈残置〉、ガラリ〈残置〉

ホワイトボード〈撤去〉、ピクチャーレール〈撤去〉、ＳＵＳ手摺〈撤去〉

カーテン〈再取付〉

カーテンボックス（レール取付部以外）・額縁 木部：下地調整の上ＳＯＰ塗装、掃除具入れ〈新設〉

黒板〈撤去〉ピクチャーレール〈撤去〉、スチール手摺〈撤去〉

カーテンボックス（レール取付部以外）・額縁 木部：下地調整の上ＳＯＰ塗装、掃除具入れ〈新設〉

カーテン〈再取付〉

黒板〈撤去〉ピクチャーレール〈撤去〉、スチール手摺〈撤去〉

カーテンボックス（レール取付部以外）・額縁 木部：下地調整の上ＳＯＰ塗装、掃除具入れ〈新設〉

カーテンボックス（レール取付部以外）・額縁 木部：下地調整の上ＳＯＰ塗装、掃除具入れ〈新設〉

園児ロッカー〈新設〉、ホワイトボード〈新設〉、ピクチャーレール〈新設〉

カーテン〈再取付〉

カーテン〈再取付〉

人造石研出し製手洗い〈撤去〉、天井点検口〈撤去〉、掃除具入れ〈撤去〉

トイレブース〈撤去〉、ビニールカーテン〈撤去〉

SUS手洗い〈新設〉、天井点検口〈新設〉、吊戸棚〈新設〉

トイレブース〈新設〉、ビニールカーテン〈新設〉、掃除具フック〈新設〉

人造石研出し製手洗い〈撤去〉、天井点検口〈撤去〉、掃除具入れ〈撤去〉

トイレブース〈撤去〉、ビニールカーテン〈撤去〉

SUS手洗い〈新設〉、天井点検口〈新設〉、吊戸棚〈新設〉

トイレブース〈新設〉、ビニールカーテン〈新設〉、掃除具フック〈新設〉

SUS手摺〈撤去〉、スチール手摺〈撤去〉

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

±0

±0

±0

±0

-30

-30

±0

Ｃ

±0

±0

±0

±0

Ｃ

Ｃ

ビニル巾木 H=100〈新設〉

ビニル巾木 H=100〈新設〉

Ｃ

Ｃ

±0

±0

±0

Ｃ

ＬＧＳ

Ｃ

ＬＧＳ

ＬＧＳ

ＳＯＰ塗装塗替

Ｃ

Ｃ

ＬＧＳ

Ｃ

下地調整（RB種）の上

下地調整（RB種）の上

下地調整（RB種）の上

ＳＯＰ塗替

ＳＯＰ塗替

ＳＯＰ塗替

下地調整（RB種）の上

ＳＯＰ塗替

Ｃ

腰壁同材〈残置〉

人造石研出し H=100〈撤去〉

腰壁同材〈残置〉

人造石研出し H=100〈撤去〉

木製 H=100 ＋ ＳＯＰ〈残置〉

〈残置・一部撤去〉

木製 H=100 ＋ ＳＯＰ

木製 H=100 ＋ ＳＯＰ〈新設〉

木製 H=100 ＋ ＯＰ
〈残置・一部撤去〉

木製 H=100 ＋ ＳＯＰ〈新設〉

木製 H=100 ＋ ＯＰ

〈残置・一部撤去〉

木製 H=100 ＋ ＳＯＰ〈新設〉

木製 H=100 ＋ ＯＰ
〈残置・一部撤去〉

木製 H=100 ＋ ＳＯＰ〈新設〉

改修前

改修後

ＬＧＳ

ＬＧＳ 化粧石膏ボード t=9.5〈一部再取付〉

化粧石膏ボード t=9.5 ＋ ＡＥＰ〈一部取外し〉 2400

2400

コミュニティールーム
昇降口１・２・保育室１・２

トイレ６・パントリー

改修前

改修後

改修前

改修後

ＬＧＳ

ＬＧＳ

化粧石膏ボード t=9.5 ＋ ＡＥＰ〈一部取外し〉

化粧石膏ボード t=9.5〈一部再取付〉

ＬＧＳ

ＬＧＳ

ケイ酸カルシウム板 t=6＋ＶＰ〈下地共撤去〉

ケイ酸カルシウム板 t=6＋ＶＰ〈下地共新設〉

2400

2400

2400

2400

外壁引張試験結果

採取場所 建材名称
定性分析結果
含有の有無

採取場所
定性分析結果
含有の有無

スレート葺（1998年）

吹付タイルＲＥ 仕上層（1991年）

吹付リシン 仕上層（1978年）

吹付リシン 下地層（1978年）外壁
（管理保育室棟）

外壁
（管理保育室棟）

外壁
（管理保育室棟）

屋根
（保育室棟）

無

無

有（Tre）

有（Chr）

建材名称 採取場所
定性分析結果
含有の有無

建材名称

トイレ壁（上壁） 無仕上げ塗材（モルタル下地）

階段２裏 無パーライト吹付 仕上層（1978年）

吹付タイル 下地層（1998年）

吹付タイル 仕上層（1998年）外壁

外壁
（保育室棟）

（保育室棟） 無

有（Chr）

給排水管

磁器タイル（モルタル下地）

エルボ保温材（珪藻土）

トイレ床 無

無

磁器タイル（モルタル下地）トイレ壁（腰壁） 無

建材アスベスト含有分析調査結果

3.25 2.03

3.13

1.43

1.95

0.89

1.08

0.681.10

1.74

南面 壁

東面 柱

東面 壁

南面 柱

北面 壁

（管理保育室棟）

（管理保育室棟）

（管理保育室棟）

（管理保育室棟）

（管理保育室棟）

○

○

○

○

×

6.01 3.75
北面 柱

（管理保育室棟）

（保育室棟）
東面 壁

5.03 3.14 ○

○

（保育室棟）

（保育室棟）

東面 柱

西面 壁

4.17 2.60

4.58 2.86

○

○

（保育室棟）
西面 柱

4.39 2.74 ○

（保育室棟）

（保育室棟）

北面 壁

北面 柱

3.50

3.37

2.18

2.10

○

○

（保育室棟）

（保育室棟）

南面 壁

南面 柱

3.71 2.31

5.10 3.18

○

○

合否付着強度実測値実測箇所合否付着強度実測値 付着強度 合否 実測箇所 実測値

カーテン〈取外し〉・カーテンレール〈残置〉、ガラリ〈残置〉

カーテン〈取外し〉・カーテンレール〈残置〉、ガラリ〈残置〉

黒板〈撤去〉ピクチャーレール〈撤去〉、スチール手摺〈撤去〉

カーテン〈取外し〉・カーテンレール〈残置〉、ガラリ〈残置〉

ケイ酸カルシウム板 t=6 ＋ ＶＰ〈下地共撤去〉

ケイ酸カルシウム板 t=6 ＋ ＶＰ〈下地共撤去〉

化粧石膏ボード t=9.5〈下地共新設〉

化粧石膏ボード t=9.5〈下地共新設〉

化粧石膏ボード t=9.5〈一部取外し〉

化粧石膏ボード t=9〈一部再取付〉

ＡＥＰ部：下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

掲示板：木下地 石膏ボード t=9.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈新設〉

ガラリ撤去部分：木下地 石膏ボードt=12.5＋12.5 ＋ 複層塗材Si

メラミン化粧合板 t=3（接着張工法)〈新設〉

メラミン化粧合板 t=3（接着張工法)〈新設〉

陶器質タイル貼 100×100〈劣化部補修〉

陶器質タイル貼 100×100〈劣化部補修〉

（一部）フローリングボード（無塗装品）t=15〈新設〉

（一部）フローリングボード（無塗装品）t=15〈新設〉

（一部）フローリングボード（無塗装品）t=15〈新設〉

（一部）フローリングボード（無塗装品）t=15〈新設〉

湯沸：塩化ビニル床シート〈新設〉

フローリングボード t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置〉

フローリングボード t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置・一部撤去〉

フローリングボード t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置・一部撤去〉

フローリングボード t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置・一部撤去〉

物入１・２
ホール・ステージ

内部仕上表２（改修前・改修後）

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

-
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昇降口１

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

テラス

駐車場

洗濯場

保育室２

保育室１

配膳室

トイレ２

保育室３

職員トイレ

倉庫
職員室

保健室

保育室４ 保育室５

トイレ１

保育室棟 管理保育室棟

PS

湯沸

食器物入

多目的
トイレ

リフト

コミュニティルーム

5,500 5,500 3,200 4,000 7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700 7,200

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

8
,
1
0
0

2
,
1
0
0

Y2

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y3

Y2

Y1

Y0

56,400

2
7
,
0
0
0

Ｎ

昇降口２

トイレ３

室外機置場 プラットホーム

トイレ改修【床・壁・天井・トイレブース・設備】を示す

部分改修【床】を示す

内部改修【床・壁・天井・家具・扇風機】を示す 【外部建具（管理保育室棟）】更新（カバー工法）

【外部建具（保育室棟）】金物の交換・オペレーターの交換

【内部建具】２階保育室・２階廊下物入

【外壁改修】すべて対象

【屋根改修】勾配屋根のみ対象

 Y3'

 Y2'

１階平面図（改修前）

設備改修を示す

撤去部分を示す

部分改修【天井】を示す

１階平面図（改修前）　S=1/100

下足室トイレブース〈撤去〉
大便器・小便器・手洗い〈取外し〉(管工事）

棚・枕棚〈撤去〉

手洗い・鏡〈撤去〉(管工事）

ミニキッチン・吊戸棚〈撤去〉(管工事）

目洗い水栓〈撤去〉(管工事）

避難用ｽﾍﾞﾘ台

湯沸し器〈取外し〉(管工事）
床：塩化ビニル床シート〈撤去〉

下足入れ〈撤去〉
※詳細図参照

下足入れ W1770×H790×D250

階段下
収納

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-15

1/100
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　例

〈下部モルタル共撤去〉

職員室内仮設間仕切
〈③工区：トイレ４施工時〉



昇降口１

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

テラス

駐車場

洗濯場

保育室２

保育室１

配膳室

トイレ２

保育室３

職員トイレ

倉庫
職員室

保健室

保育室４ 保育室５

トイレ１

保育室棟 管理保育室棟

PS

湯沸

食器物入

多目的
トイレ

リフト

コミュニティルーム

5,500 5,500 3,200 4,000 7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700 7,200

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

8
,
1
0
0

2
,
1
0
0

Y2

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y3

Y2

Y1

Y0

56,400

2
7
,
0
0
0

Ｎ

昇降口２

トイレ３

室外機置場 プラットホーム

トイレ改修【床・壁・天井・トイレブース・設備】を示す

部分改修【床】を示す

内部改修【床・壁・天井・家具・扇風機】を示す

 Y3'

 Y2'

避難用ｽﾍﾞﾘ台

１階平面図（改修後）

設備改修を示す

撤去部分を示す

部分改修【天井】を示す

【外部建具（管理保育室棟）】更新（カバー工法）

【外部建具（保育室棟）】金物の交換・オペレーターの交換

【内部建具】２階保育室・２階廊下物入

※LED照明更新は建物全体・敷地全体を対象とする。

【外壁改修】すべて対象

【屋根改修】勾配屋根のみ対象

物干し金物〈新設〉

１階平面図（改修後）　S=1/100

下足室

2列×2段 フック〈新設〉 2列×1段 フック〈新設〉

2列×1段 フック〈新設〉

丸カン〈新設〉
H1600

下足入れ〈新設〉 既設下足入れ〈塗替え〉

ミニキッチン・吊戸棚〈新設〉(管工事）

トイレブース〈新設〉
大便器・小便器・手洗い〈再取付〉(管工事）

棚・枕棚〈新設〉

床〈補修〉

温水シャワー〈新設〉(管工事）

フック金物〈新設〉（スガツネ工業/EN-R80 同等品）

丸カン Φ25〈新設〉

湯沸し器〈再取付〉(管工事）
床：塩化ビニル床シート〈新設〉

階段下
収納

温水シャワー〈新設〉(管工事）

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-16

1/100

凡

　例

・丸カン〈新設〉

　テラス庇見付 X4～X11 @3500（11箇所）



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

5,500 5,500 3,200 4,000 7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700 7,200

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

8
,
1
0
0

2
,
1
0
0

56,400

2
7
,
0
0
0

保育室棟 管理保育室棟

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y3

Y2

Y1

Y0

トイレ６

ホール

保育室６ 保育室７ 保育室８ 保育室９

廊下

トイレ５トイレ４

遊戯室

ステージ

屋外
階段

避難用ｽﾍﾞﾘ台

パントリー

バ
ル

コ
ニ

ー
２

バ
ル
コ
ニ
ー
１

 Y3'

 Y2'

Y2

Ｎ

２階平面図（改修前）

トイレ改修【床・壁・天井・トイレブース・設備】を示す

部分改修【床】を示す

内部改修【床・壁・天井・家具・扇風機】を示す 【外部建具（管理保育室棟）】更新（カバー工法）

【外部建具（保育室棟）】金物の交換・オペレーターの交換

【内部建具】２階保育室・２階廊下物入

※LED照明更新は建物全体・敷地全体を対象とする。

【外壁改修】すべて対象

【屋根改修】勾配屋根のみ対象設備改修を示す

撤去部分を示す

部分改修【天井】を示す

２階平面図（改修前）　S=1/100

木製建具〈撤去〉

木製建具・ＲＣ腰壁〈撤去〉 木製建具・ＲＣ腰壁〈撤去〉 木製建具〈枠共撤去〉

階段室２階段室１

庇

庇

物入１

物入２

物入３

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

1/100
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工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

5,500 5,500 3,200 4,000 7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700 7,200

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

8
,
1
0
0

2
,
1
0
0

56,400

2
7
,
0
0
0

保育室棟 管理保育室棟

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y3

Y2

Y1

Y0

トイレ６

ホール

保育室６ 保育室７ 保育室８ 保育室９

廊下

トイレ５トイレ４

遊戯室

ステージ

屋外
階段

避難用ｽﾍﾞﾘ台

パントリー

バ
ル

コ
ニ

ー
２

バ
ル
コ
ニ
ー
１

 Y3'

 Y2'

Y2

Ｎ

２階平面図（改修後）

トイレ改修【床・壁・天井・トイレブース・設備】を示す

部分改修【床】を示す

内部改修【床・壁・天井・家具・扇風機】を示す 【外部建具（管理保育室棟）】更新（カバー工法）

【外部建具（保育室棟）】金物の交換・オペレーターの交換

【内部建具】２階保育室・２階廊下物入

※LED照明更新は建物全体・敷地全体を対象とする。

【外壁改修】すべて対象

【屋根改修】勾配屋根のみ対象設備改修を示す

撤去部分を示す

部分改修【天井】を示す

２階平面図（改修後）　S=1/100

木製建具〈新設〉

スチール間仕切り〈カバー工法〉 スチール間仕切り〈カバー工法〉 スチール建具〈新設〉

物入１

物入２

物入３

庇

庇

階段室２階段室１

1/100

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-18

凡

　例



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

保育室棟 管理保育室棟

5,500 5,500 3,200 4,000 7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700 7,200

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

8
,
1
0
0

2
,
1
0
0

Y2

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y3

Y2

Y1

Y0

56,400

2
7
,
0
0
0

Ｎ

1
,
0
0
0

1,6501,650

1
,
5
0
0

1
,
6
5
0

記号 [改修後] 記号[改修前] [改修前] [改修後]

屋根：硬質木片セメント板 t=20 ＋ アスファルトルーフィング ＋ 平形彩色スレート材 水洗いの上 弱溶剤系屋根用塗料〈新設〉

竪樋：硬質塩ビパイプ Φ100 ＋ ＶＰ（カラー)〈撤去〉 ＶＰ Φ100 カラー塩ビ製〈新設〉掴み金物：ＳＵＳ製＠1000以下 下り止め共〈新設〉

１

２

３

４

５

屋根：ウレタン塗膜複合防水

平棟包役物：屋根同材

〈既設のまま〉

水洗いの上 弱溶剤系屋根用塗料〈新設〉

破風板・鼻隠し・けらば水切役物：カラー鋼板 水洗いの上 弱溶剤系金属屋根用塗料〈新設〉

笠木：アルミ製笠木 〈既設のまま〉

６

７

８

９

10

１

２

３

４

５

５

６

　Y2’

　Y3’

改修用ドレン〈既設のまま〉

置基礎〈既設のまま〉

配管〈既設のまま〉

SUS脱気筒 8ヶ所〈既設のまま〉

EXP.J〈既設のまま〉

アンテナ基礎ロ660〈既設のまま〉

SUS脱気筒 8ヶ所〈既設のまま〉

７ ７ ７７

７

改修用ドレン〈既設のまま〉
置基礎〈既設のまま〉

６

６

４

３

３

屋根伏図（改修前・改修後）

屋根伏図（改修前・改修後）　S=1/100

軒樋：硬質塩ビ製 W=150〈撤去〉ＳＵＳ製吊金物＠600〈撤去〉 硬質塩ビ製 W=150〈新設〉ＳＵＳ製吊金物＠600〈新設〉

リフト立上り1670×1730〈既設のまま〉

A-19

1/100

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

凡

　例



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

立面図（改修前）

記号

１

シーリング各所打ち替え

[改修後] 記号[改修前] [改修前] [改修後] ■共通事項（シーリング打替）

・打継目地：シーリング打替（PU-2）　・建具周囲：シーリング打替（MS-2）

・伸縮目地：シーリング打替（PU-2）　・金物取合部：シーリング打替（MS-2）

　・欠損部補修：エポキシ樹脂モルタル充填　ハツリ鉄筋補修共

　・塗装撤去箇所は模様合わせを行う

２）特記なき設備配管及び盤は下地処理（RB種）の上DP塗替えとする。

９

10

11

12

13

14

15

16

屋根：硬質木片セメント板 t=20 ＋ アスファルトルーフィング ＋ 平形彩色スレート材 水洗いの上 弱溶剤系屋根用塗料〈新設〉

テラス段鼻：ノンスリップタイル貼

竪樋：硬質塩ビパイプ Φ100 ＋ ＶＰ（カラー)〈撤去〉 ＶＰ Φ100 カラー塩ビ製〈新設〉掴み金物：ＳＵＳ製＠1000以下 下り止め共〈新設〉

ガラリ（２階)〈残置〉 面台〈撤去〉 アルミ複合パネル t=3〈新設〉金属・コンクリート用接着剤の上 コンクリートビス取付（４ヶ所）

２

５

４

３

６

８

７

２

１ １ １

５１６９４１１

１

９ ９ ９１

１

３ １

１

１ ３

９ １ ９ ９ ９１

８

８

８１ １ １ ３１

９ １ ９ ６ ９ １

１ 1011 11 10 1011

７

４

４

９ ９ ９ １11 10 ４

４

４

３ 12 12 ３

12

12 12

破風板・鼻隠し・けらば水切り：カラー鋼板 水洗いの上 弱溶剤系金属屋根用塗料〈新設〉平棟包役物：屋根同材

南側立面図（改修前）　S=1/100

北側立面図（改修前）　S=1/100

西側立面図（改修前）　S=1/100 東側立面図（改修前）　S=1/100

硬質塩ビ製 W=150〈新設〉ＳＵＳ製吊金物＠600〈新設〉軒樋：硬質塩ビ製 W=150〈撤去〉ＳＵＳ製吊金物＠600〈撤去〉

ガラリ（１階)〈残置〉 アルミ複合パネル t=3〈新設〉金属・コンクリート用接着剤の上 コンクリートビス取付（４ヶ所）

■特記事項

　・モルタル浮き補修：アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

１）内部・外壁劣化部補修仕様は以下の通りとする。

　・クラック補修（0.2mm以上～1.0mm未満）：自動低圧エポキシ樹脂注入工法

　・クラック補修（1.0mm以上）：自動低圧エポキシ樹脂注入工法

下地調整の上　階段用防滑性ビニル床シート段鼻専用材〈新設〉

昇降口庇見付：Ｃ ＋ 吹付タイル 化粧目地切〈劣化部補修〉 水洗いの上　可とう型改修塗材Ｅ厚付け（ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ）〈新設〉

１ １ １１

水洗いの上　可とう型改修塗材Ｅ厚付け（ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ）〈新設〉テラス庇見付：Ｃ ＋ ＶＰ（カラー）〈劣化部補修〉

外壁：吹付タイルＲＥ〈劣化部補修〉

水洗いの上　可とう型改修塗材Ｅ厚付け（ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ）〈新設〉

外壁：モザイクタイル貼 50×50（一部デザインパターン）〈劣化部補修〉 水洗いの上 透明樹脂外壁防水〈新設〉

巾木：モルタル金コテ t=20〈劣化部補修〉 モルタル金コテ t=20〈水洗い、清掃〉

A-20

1/100

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

凡

　例
　・タイル浮き補修（外壁）：アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

２

１ １ １

５１６９４１１

１

９ ９ ９１

１

３ １

１

１ ３

９ １ ９ ９ ９１

８

８

８１ １ １ ３１

９ ９ ６ ９ １

１ 1011 11 10 1011

７

４

４

９ ９ ９ １11 10 ４

４

４

12 12

12

12 12 ３３

南側立面図（改修後）　S=1/100

北側立面図（改修後）　S=1/100

西側立面図（改修後）　S=1/100 東側立面図（改修後）　S=1/100

記号

１

シーリング各所打ち替え

[改修後] 記号[改修前] [改修前] [改修後] ■共通事項（シーリング打替）

・打継目地：シーリング打替（PU-2）　・建具周囲：シーリング打替（MS-2）

・伸縮目地：シーリング打替（PU-2）　・金物取合部：シーリング打替（MS-2）

　・欠損部補修：エポキシ樹脂モルタル充填　ハツリ鉄筋補修共

　・塗装撤去箇所は模様合わせを行う

２）特記なき設備配管及び盤は下地処理（RB種）の上DP塗替えとする。

９

10

11

12

13

14

15

16

屋根：硬質木片セメント板 t=20 ＋ アスファルトルーフィング ＋ 平形彩色スレート材 水洗いの上 弱溶剤系屋根用塗料〈新設〉

テラス段鼻：ノンスリップタイル貼

竪樋：硬質塩ビパイプ Φ100 ＋ ＶＰ（カラー)〈撤去〉 ＶＰ Φ100 カラー塩ビ製〈新設〉掴み金物：ＳＵＳ製＠1000以下 下り止め共〈新設〉

ガラリ（２階)〈残置〉 面台〈撤去〉 アルミ複合パネル t=3〈新設〉金属・コンクリート用接着剤の上 コンクリートビス取付（４ヶ所）

２

５

４

３

６

８

７

破風板・鼻隠し・けらば水切り：カラー鋼板 水洗いの上 弱溶剤系金属屋根用塗料〈新設〉平棟包役物：屋根同材

硬質塩ビ製 W=150〈新設〉ＳＵＳ製吊金物＠600〈新設〉軒樋：硬質塩ビ製 W=150〈撤去〉ＳＵＳ製吊金物＠600〈撤去〉

ガラリ（１階)〈残置〉 アルミ複合パネル t=3〈新設〉金属・コンクリート用接着剤の上 コンクリートビス取付（４ヶ所）

■特記事項

　・モルタル浮き補修：アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

１）内部・外壁劣化部補修仕様は以下の通りとする。

　・クラック補修（0.2mm以上～1.0mm未満）：自動低圧エポキシ樹脂注入工法

　・クラック補修（1.0mm以上）：自動低圧エポキシ樹脂注入工法

下地調整の上　階段用防滑性ビニル床シート段鼻専用材〈新設〉

昇降口庇見付：Ｃ ＋ 吹付タイル 化粧目地切〈劣化部補修〉 水洗いの上　可とう型改修塗材Ｅ厚付け（ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ）〈新設〉

水洗いの上　可とう型改修塗材Ｅ厚付け（ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ）〈新設〉テラス庇見付：Ｃ ＋ ＶＰ（カラー）〈劣化部補修〉

外壁：吹付タイルＲＥ〈劣化部補修〉

水洗いの上　可とう型改修塗材Ｅ厚付け（ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ）〈新設〉

外壁：モザイクタイル貼 50×50（一部デザインパターン）〈劣化部補修〉 水洗いの上 透明樹脂外壁防水〈新設〉

巾木：モルタル金コテ t=20〈劣化部補修〉 モルタル金コテ t=20〈水洗い、清掃〉

１ １１ １１

A-21安城こども園中規模及び保全改修主体工事

立面図（改修後） 1/100

凡

　例
　・タイル浮き補修（外壁）：アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法



バルコニー床（東側）：均しモルタル金コテの上、下地シート防水（歩行用）

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

▽パラペット天端

▽水下コンクリート天端

▽２ＦＬ

▽１ＦＬ

4
5
0

3
,
2
5
0

3
,
1
0
0

3
5
0

7
,
1
5
0

8
0▽駐車場

300 900

1,200

1
5
01
5
01
5
0

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

保育室８

保育室４

2,100

　Y3’

廊下

テラス

　Y2’ Y2

1,200

木製建具〈撤去〉

フローリング t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置〉

フローリングブロック t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置〉

化粧石膏ボード t=9〈残置〉

フローリング t=15
＋ ＯＳＷ〈残置〉

木製巾木 H＝100 ＋ ＳＯＰ〈残置〉

木製巾木 H＝100 ＋ ＳＯＰ〈残置〉

アルミ製建具
〈カバー工法による入替〉

化粧石膏ボード t=9.5〈残置〉

1
,
1
5
0

1
,
2
4
0

1
,
1
5
0

1
,
2
4
0

アルミ製建具
〈カバー工法による入替〉

アルミ製建具
〈カバー工法による入替〉

8,100

40×25 ＯＰ

55×25 ＯＰ

スタイロフォーム t=25 打込60240 60240

60240 60240

60240

60240

▽パラペット天端

▽水下コンクリート天端

▽２ＦＬ

▽１ＦＬ

4
5
0

3
,
2
5
0

3
,
1
0
0

3
5
0

7
,
1
5
0

8
0 ▽駐車場

300 900

1,200

1
5
01
5
01
5
0

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

保育室８

保育室４

2,100

　Y3’

廊下

テラス

　Y2’ Y2

1,200

アルミ製建具

アルミ製建具

アルミ製建具

8,100

60240 60240

60240 60240

60240

60240

ゴムマット〈枠共撤去〉 モルタル補修

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

木下地 石膏ボードt=12.5＋12.5 ＋ 複層塗材Si〈新設〉

木下地 石膏ボードt=12.5＋12.5 ＋ 複層塗材Si〈新設〉

〈カバー工法〉

〈カバー工法〉

〈カバー工法〉

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

55×25 ＳＯＰ塗替

40×25 ＳＯＰ塗替

スチール製パーテーション〈新設〉

サンダー掛け 

家具撤去部床：サンダー掛け
＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）

既設巾木 下地調整（RB種）の上 ＳＯＰ塗替

既設巾木 下地調整（RB種）の上 ＳＯＰ塗替

1/30

6
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0

1
0
0

4
6
0

1
0
0

1
,
0
2
0

1
,
8
0
0

6
0

4
0

5
0
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1
,
9
2
0

5
5

1
2
5

3
0
0

サンダー掛け
＋水性ポリウレタン樹脂塗装
　３回塗り（最終２液）

1
,
4
0
0

1
0
0

1
,
8
0
0

1
0
0

4
9
0

通気管 ＶＰΦ50
ＳＯＰ塗替

通気管 ＶＰΦ50〈残置〉

１

通気管 ＶＰΦ50
ＳＯＰ塗替

通気管 ＶＰΦ50〈残置〉

通気管 ＶＰΦ50〈残置〉

通気管 ＶＰΦ50〈残置〉

通気管 ＶＰΦ50
ＳＯＰ塗替

通気管 ＶＰΦ50 ＳＯＰ塗替

４

５

６

１

１

10

11

１

１

１

１

１

１

１

４

５

６

１

１

10

11

化粧石膏ボード t=9.5
〈残置〉

55×25 ＯＰ

アルミ製建具
〈カバー工法による入替〉

アルミ製建具
〈カバー工法〉

55×25 ＳＯＰ塗替

下地調整（RB種）の上
ＥＰ塗替

1
4
0

7
6
0

▽ＧＬ２ ▽ＧＬ２

園児ロッカー
〈撤去〉

園児ロッカー
〈撤去〉

1
,
8
9
0

1
0
0
3
0
0

1
,
2
0
0

1
,
1
4
0

1
,
2
0
0

1
,
1
4
0

1
5
0

1
5
0

1
5

1
2
0

1
5
0

1
5
0

1
5

1
2
0

改修前 改修後

笠木：アルミ笠木〈既設のまま〉 笠木：アルミ笠木〈既設のまま〉
屋根：ウレタン塗膜複合防水〈既設のまま〉 笠木：アルミ笠木〈既設のまま〉 屋根：ウレタン塗膜複合防水〈既設のまま〉 笠木：アルミ笠木〈既設のまま〉

ＬＧＳ下地〈残置〉

ＬＧＳ下地〈残置〉

フローリング t=15 ＋ ＯＳＷ〈一部撤去〉

下枠〈撤去〉

ＬＧＳ下地〈既設のまま〉

ＬＧＳ下地〈既設のまま〉

＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）

複合フローリング t=15（無塗装)〈一部新設〉
＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）

テラス床：防水モルタル 下地シート防水（歩行用）＋歩行用コンクリート

記号

外壁：吹付タイルＲＥ

１

シーリング各所打ち替え

水洗いの上　可とう型改修塗材Ｅ厚付け（ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ）〈新設〉

[改修後] 記号[改修前] [改修前] [改修後] ■共通事項（シーリング打替）

・打継目地：シーリング打替（PU-2）　・建具周囲：シーリング打替（MS-2）

・伸縮目地：シーリング打替（PU-2）　・金物取合部：シーリング打替（MS-2）

■特記事項

　・モルタル浮き補修：アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

屋根：硬質木片セメント板 t=20 ＋ アスファルトルーフィング ＋ 平形彩色スレート材

破風板・鼻隠し：屋根同質役物

ウレタン塗膜防水（X-2）指定色〈新設〉

テラス庇見付：Ｃ ＋ ＶＰ（カラー）

ウレタン塗膜防水（X-2）指定色〈新設〉

昇降口庇見付：Ｃ ＋ 吹付タイル 化粧目地切

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

テラス段鼻：ノンスリップタイル貼 下地調整、階段用防滑性ビニル床シート段鼻専用材〈新設〉

２

３

６

９

10

11

水洗いの上 弱溶剤系屋根用塗料〈新設〉

４

５

７

８

テラス庇軒裏・西面軒裏：Ｃ ＋ リシン吹付

昇降口軒裏・バルコニー軒裏：ケイ酸カルシウム板 t=6 ＋ ＶＰ

巾木：モルタル金コテ t=20〈劣化部補修〉 モルタル金コテ t=20〈水洗い、清掃〉

12

　　　　　　　＋ 押えコンクリート ＋ 防水モルタル金コテ 目地切

昇降口庇天端：均しモルタル金コテの上、下地シート防水（歩行用）

軒樋：硬質塩ビ製（鋼板）W=150〈撤去〉ＳＵＳ製吊金物＠600〈撤去〉

竪樋：硬質塩ビパイプ Φ100 ＋ ＶＰ（カラー)〈撤去〉 ＶＰ Φ100 カラー塩ビ製〈新設〉掴み金物：ＳＵＳ製＠1000以下 下り止め共〈新設〉

硬質塩ビ製（鋼板）W=150〈新設〉ＳＵＳ製吊金物＠600〈新設〉

ガラリ〈残置〉 アルミ複合パネル t=3〈新設〉金属・コンクリート用接着剤の上 コンクリートビス取付（４ヶ所）

13

14

15

16

　　　　　　　　　　　＋ 押えコンクリート ＋ 防水モルタル金コテ 目地切

バルコニー床（西側）：防水モルタル金コテ 目地切 △

15

16

16 16

15

ＬＧＳ下地〈残置〉 ＬＧＳ下地〈既設のまま〉

カーテンボックス〈残置〉

100×60 ＯＰ〈撤去〉

カーテンボックス〈残置〉

カーテンボックス〈残置〉

カーテンボックス〈残置〉

３ ３

劣化部補修

下地処理、水洗い・清掃、下地調整の上 水性アクリルシリコン樹脂系軒天用仕上げ材〈新設〉

水洗い補修の上 エポキシ系ポリマーセメントモルタル塗布

水洗い補修の上 エポキシ系ポリマーセメントモルタル塗布

水洗い補修の上 エポキシ系ポリマーセメントモルタル塗布

ウレタン塗膜防水（X-2）指定色〈新設〉

水洗い補修の上 エポキシ系ポリマーセメントモルタル塗布

水洗い補修の上 エポキシ系ポリマーセメントモルタル塗布

ウレタン塗膜防水（X-2）指定色〈新設〉

ウレタン塗膜防水（X-2）指定色〈新設〉 １）内部・外壁劣化部補修仕様は以下の通りとする。

　・クラック補修（0.2mm以上～1.0mm未満）：自動低圧エポキシ樹脂注入工法

　・クラック補修（1.0mm以上）：自動低圧エポキシ樹脂注入工法

　・欠損部補修：エポキシ樹脂モルタル充填　ハツリ鉄筋補修共

　・塗装撤去箇所は模様合わせを行う

２）特記なき設備配管及び盤は下地処理（RB種）の上DP塗替えとする。

下地調整、一部モルタル補修 防滑性ビニル床シート（階段部：階段用防滑性ビニル床シート)〈新設〉

無垢フローリングブロック
t=15〈新設〉

カーテンボックス（レール取付部以外）ＳＯＰ塗替

カーテンボックス（レール取付部以外）ＳＯＰ塗替

カーテンボックス（レール取付部以外）ＳＯＰ塗替
カーテンボックス（レール取付部以外）ＳＯＰ塗替

下枠〈新設〉

家具撤去部床：

16

フローリングボード t=15〈新設〉

４４

テラス庇天端・梁型天端：防水モルタル金コテ 目地切

▽パラペット天端
3
5
0

笠木：アルミ笠木〈既設のまま〉

６

１

１

６

１

屋根：ウレタン塗膜複合防水〈既設のまま〉
▽パラペット天端

3
5
0

笠木：アルミ笠木〈既設のまま〉

６

１

１

６

１

屋根：ウレタン塗膜複合防水〈既設のまま〉

24060 24060

1,000 1,000

X3-X4 X9-X10庇部断面詳細図 X3-X4 X9-X10庇部断面詳細図

15 15

ＧＬ以下〈残置〉 ＧＬ以下〈残置〉

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-22

断面詳細図１（改修前・改修後）

凡

　例 　・タイル浮き補修（外壁）：アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

▽２ＦＬ

▽ＧＬ

▽１ＦＬ

3
3
0

3
,
3
7
0

3
,
6
0
0

3
3
0

7
,
6
3
0

▽鉄骨天端

▽ＲＦＬ

X0

遊戯室

保育室１

遊戯室

アルミ製建具
〈建具調整〉

アルミ製建具
〈建具調整〉

アルミ製建具
〈建具調整〉

アルミ製建具
〈建具調整〉

３

１

１

９

９

12 ７

６

アルミ手摺〈残置〉 アルミ手摺〈残置〉

2
,
5
0
0

2
,
5
2
0

1,450

1,500 1,500

1,300 1,800

X2

1,500 1,600

▽２ＦＬ

▽ＧＬ

▽１ＦＬ

3
3
0

3
,
3
7
0

3
,
6
0
0

3
3
0

7
,
6
3
0

▽鉄骨天端

▽ＲＦＬ

X0

遊戯室

保育室１

遊戯室

アルミ製建具
〈建具調整〉

アルミ製建具
〈建具調整〉

アルミ製建具
〈建具調整〉

アルミ製建具
〈建具調整〉

３

１

９

９

12 ７

６

2
,
5
0
0

2
,
5
2
0

1,450

1,500 1,500

1,300 1,800

X2

1,500 1,600

アルミ手摺
〈既設のまま〉

アルミ手摺〈既設のまま〉

275 75 75 275 275 75 75 275

325 75 325 75 175 325 75 325 75 17560 60 60 60125125

昇降口１ 昇降口１

１１
磁器質タイル貼 150×150〈残置〉 磁器質タイル貼 150×150〈既設のまま〉

８８

９ ９

１ １

7
7
5

1
5
0

1
5
0

3
0

75 325 325 75 75 325 325 75

２ ２

２ ２

改修前 改修後

〈内部改修対象外〉 〈内部改修対象外〉

〈内部改修対象外〉 〈内部改修対象外〉

〈内部改修対象外〉 〈内部改修対象外〉

〈内部改修対象外〉 〈内部改修対象外〉

14141414

15 15 15 15

硬質塩ビパイプΦ100＋ＶＰ（カラー)〈撤去〉

硬質塩ビ製W=150〈撤去〉
ＳＵＳ製吊金物＠600〈撤去〉

段積軒先役物（カラー)〈既設のまま〉 段積軒先役物（カラー)〈既設のまま〉

硬質塩ビ製W=150〈新設〉
ＳＵＳ製吊金物＠600〈新設〉

硬質塩ビパイプΦ100＋ＶＰ（カラー)〈新設〉
掴み金物：ＳＵＳ製＠1000以下 下り止め〈新設〉

■軒先詳細図（改修前） ■軒先詳細図（改修後）

バルコニー床（東側）：均しモルタル金コテの上、下地シート防水（歩行用）

テラス床：防水モルタル 下地シート防水（歩行用）＋歩行用コンクリート

記号

１

シーリング各所打ち替え

[改修後] 記号[改修前] [改修前] [改修後] ■共通事項（シーリング打替）

・打継目地：シーリング打替（PU-2）　・建具周囲：シーリング打替（MS-2）

・伸縮目地：シーリング打替（PU-2）　・金物取合部：シーリング打替（MS-2）

■特記事項

　・モルタル浮き補修：アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

屋根：硬質木片セメント板 t=20 ＋ アスファルトルーフィング ＋ 平形彩色スレート材

破風板・鼻隠し：屋根同質役物

ウレタン塗膜防水（X-2）指定色〈新設〉

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

テラス段鼻：ノンスリップタイル貼 下地調整、階段用防滑性ビニル床シート段鼻専用材〈新設〉

２

３

６

９

10

11

水洗いの上 弱溶剤系屋根用塗料〈新設〉

４

５

７

８

昇降口軒裏・バルコニー軒裏：ケイ酸カルシウム板 t=6 ＋ ＶＰ

巾木：モルタル金コテ t=20〈劣化部補修〉 モルタル金コテ t=20〈水洗い、清掃〉

12

　　　　　　　＋ 押えコンクリート ＋ 防水モルタル金コテ 目地切

昇降口庇天端：均しモルタル金コテの上、下地シート防水（歩行用）

軒樋：硬質塩ビ製（鋼板）W=150〈撤去〉ＳＵＳ製吊金物＠600〈撤去〉

竪樋：硬質塩ビパイプ Φ100 ＋ ＶＰ（カラー)〈撤去〉 ＶＰ Φ100 カラー塩ビ製〈新設〉掴み金物：ＳＵＳ製＠1000以下 下り止め共〈新設〉

硬質塩ビ製（鋼板）W=150〈新設〉ＳＵＳ製吊金物＠600〈新設〉

ガラリ〈残置〉 アルミ複合パネル t=3〈新設〉金属・コンクリート用接着剤の上 コンクリートビス取付（４ヶ所）

13

14

15

16

　　　　　　　　　　　＋ 押えコンクリート ＋ 防水モルタル金コテ 目地切

バルコニー床（西側）：防水モルタル金コテ 目地切 △

下地処理、水洗い・清掃、下地調整の上 水性アクリルシリコン樹脂系軒天用仕上げ材〈新設〉

水洗い補修の上 エポキシ系ポリマーセメントモルタル塗布

水洗い補修の上 エポキシ系ポリマーセメントモルタル塗布

ウレタン塗膜防水（X-2）指定色〈新設〉

水洗い補修の上 エポキシ系ポリマーセメントモルタル塗布

ウレタン塗膜防水（X-2）指定色〈新設〉 １）内部・外壁劣化部補修仕様は以下の通りとする。

　・クラック補修（0.2mm以上～1.0mm未満）：自動低圧エポキシ樹脂注入工法

　・クラック補修（1.0mm以上）：自動低圧エポキシ樹脂注入工法

　・欠損部補修：エポキシ樹脂モルタル充填　ハツリ鉄筋補修共

　・塗装撤去箇所は模様合わせを行う

２）特記なき設備配管及び盤は下地処理（RB種）の上DP塗替えとする。

下地調整、一部モルタル補修 防滑性ビニル床シート（階段部：階段用防滑性ビニル床シート)〈新設〉

テラス庇天端・梁型天端：防水モルタル金コテ 目地切

７ ７

１

手摺支柱根本：
シーリング〈撤去〉

13

手摺支柱根本：シーリング〈撤去〉 手摺支柱根本：シーリング〈新設〉

１

手摺支柱根本：

13

シーリング〈新設〉

１

13

１

13

15

ＧＬ以下〈残置〉

15

ＧＬ以下〈残置〉

外壁：吹付タイルＲＥ〈劣化部補修〉

水洗いの上　可とう型改修塗材Ｅ厚付け（ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ）〈新設〉

水洗いの上　可とう型改修塗材Ｅ厚付け（ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ）〈新設〉

水洗いの上　可とう型改修塗材Ｅ厚付け（ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ）〈新設〉テラス庇見付：Ｃ ＋ ＶＰ（カラー）〈劣化部補修〉

昇降口庇見付：Ｃ ＋ 吹付タイル 化粧目地切〈劣化部補修〉

テラス庇軒裏・西面軒裏：Ｃ ＋ リシン吹付〈劣化部補修〉

A-23

1/30断面詳細図２（改修前・改修後）

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

凡

　例 　・タイル浮き補修（外壁）：アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法



j

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

改修前

改修後

保育室３

3
,
0
7
0

1
,
2
0
0

3
,
8
3
0

8
,
1
0
0

1,130 1,600 70 1,600 70 1,600 1,130

7,200

物入

EPG

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

1
3
0

1
3
0

2
,
4
4
0

980 1,700 70 1,700 70 1,700 980

X4 X5

　Y3’

Y2

保育室３（改修前・改修後）平面詳細図・展開図

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

7,200

X4 X5

8,100

Y2Y3’

7,200

X4X5

8,100

Y2 Y3’

　▽1FL

　▽1FL

保育室３

保育室３

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

保育室３

3
,
0
7
0

1
,
2
0
0

3
,
8
3
0

8
,
1
0
0

7,200

物入

EPG

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

1
3
0

1
3
0

2
,
4
4
0

X4 X5

　Y3’

Y2

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

k

l

m

n

o

a

ホワイトボード：木製枠〈枠共撤去〉 ホワイトボード：アルミ枠〈枠共新設〉

g

a

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

7,200

X4 X5

8,100

Y2Y3’

7,200

X4X5

8,100

Y2 Y3’

　▽1FL

　▽1FL

保育室３

保育室３

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

b

c

g c

bb

bbb

6
2
5

1
,
2
0
02,500

±0

CH=2400

±0

CH=2400

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

b b

室

室

i

i

i

i i

i

e

e

e

f f

f

d

d
e

e

h

h h

h

hh

h h

d

【特記事項】

※消火器：取外し・再取付

※木部見え掛り材の破損部、劣化部については
　補修とすること。

【凡例】

：〈撤去〉部分を示す

h

消 ：消火器

【凡例】

　を示す

　補修〈新設〉部分を示す

：軽量鉄骨壁下地を示す

消 ：消火器b

d

i

h

h

d

h

e

j

園児ロッカー・掃除具入れ・テレビ台：〈撤去〉

園児ロッカー・掃除具入れ・テレビ台：〈撤去〉

j

i j

床：モルタル金コテ ＋ フローリングブロック t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置〉

巾木：木製 H=100 ＋ ＯＰ〈残置〉 下地調整（RB種）の上 ＳＯＰ塗替

サンダー掛けの上 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈新設〉を示す

　　＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉

g

i 家具Ａ-1

家具Ａ-2

i 家具Ａ-1

j

掲示板枠：木製 ＋ＷＰ〈新設〉

下地調整の上 ＳＯＰ塗替（カーテンレール取付部以外）

園児ロッカー・掃除具入れ・収納：〈新設〉壁紙〈新設〉

e e

e

e

hde

i

e e

e e

hh

h

e

d

e

d

d

家具Ａ-2

i 家具Ａ-1e

b

e

e

g

i 家具Ａ-1

6
2
5

1
,
2
0
02,400

木製巾木〈撤去〉 木製巾木〈撤去〉

h

ガラリ〈残置〉 壁：木下地 T1ベニア t=5.5＋壁紙貼〈木下地共撤去〉 ガラリ撤去周囲：木下地 石膏ボード t=12.5＋12.5＋複層塗材Si

：既設家具撤去跡下地

※カーテン：取外し・再取付

※スピーカー：撤去・新設（電気工事）

備品家具

備品家具

：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ〈新設〉を示す

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈撤去〉を示す

：〈撤去〉部分を示す

木製巾木 H=100＋ＳＯＰ〈新設〉

棚３段〈撤去〉
※部分詳細図参照

※部分詳細図参照
棚３段〈新設〉

フローリングブロック〈下地共撤去〉

＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液)〈新設〉
モルタル補修 t=30の上、無垢フローリングブロック(無塗装品)t=15〈新設〉

ステンレス製手摺〈撤去〉

梁型：シナ合板 t=6 ＋ ＳＯＰ〈残置〉 下地調整（RB種）の上 ＳＯＰ塗替

壁：木下地 Ｔ１ベニア ｔ=5.5 ＋ 壁紙貼〈木下地共撤去〉 木下地 石膏ボード t=9.5 ＋ 掲示用壁紙〈新設〉

壁:ＬＧＳ下地 石膏ボード t=9.5+12.5 ＋ 壁紙〈壁紙撤去〉

e

e

：石膏ボード t=9.5張〈新設〉

d c

cee

木製見切り材＋ＳＯＰ〈新設〉 木製見切り材＋ＳＯＰ〈新設〉

d

電気盤〈残置〉

長押：木部 ＯＰ塗〈撤去〉 ー

k

kk

k

k k

k

消

カーテンボックス・額縁・見切り縁：木部 ＯＰ塗

3方枠：ＳＵＳ製〈撤去〉

沓摺：ＳＵＳ製〈撤去〉

1,640 1001001,030 1,650 1,0301,650

消火器ブラケット〈新設〉

床：下地調整の上 無垢フローリングブロック（無塗装品） t=15〈新設〉

100 1001,540 1,550 1,1801,180 1,550

電気盤〈残置〉

木製巾木〈撤去〉

木下地 Ｔ１ベニア ｔ=5.5 ＋ 壁紙貼〈木下地共撤去〉

b

木製巾木〈撤去〉
木下地 Ｔ１ベニア ｔ=5.5 ＋ 壁紙貼〈木下地共撤去〉

b

e 木製巾木〈撤去〉 i
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引き戸：アルミ４本引違いフラッシュ戸〈一時取外し〉 〈復旧〉

l

l



園児ロッカー・掃除具入れ：〈撤去〉

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

改修前

改修後

8
,
1
0
0

1,130 1,600 70 1,600 70 1,600 1,130

7,200

　Y3’

Y2

5
3
5

2
,
0
6
0

3
4
0

2
,
2
2
0

3
0

2
,
7
0
0

3
0

2
,
2
6
0

5
2
0

1,130 701,600 1,130701,600 1,600

X8 X9

保育室４（改修前・改修後）平面詳細図・展開図

保育室４

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

　▽1FL

　▽1FL

保育室４

保育室４

7,200 8,100

X9 X8 Y2 Y3’

7,200 8,100

X8 X9 Y3’ Y2

Ａ Ｂ

ＤＣ

8
,
1
0
0

7,200

　Y3’

Y2

5
3
5

2
,
0
6
0

X8 X9

保育室４

1
,
1
6
0

1
,
5
4
0

1
,
2
0
0

6
2
0

3
3
0

1
,
2
0
0

5
1
0

1
,
5
4
0

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

ホワイトボード：アルミ枠〈枠共新設〉

a

a

g

g

c c

c

c

c

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

　▽1FL

　▽1FL

保育室４

保育室４

7,200 8,100

X9 X8 Y2 Y3’

7,200 8,100

X8 X9 Y3’ Y2

Ａ Ｂ

ＤＣ

園児ロッカー・掃除具入れ：〈新設〉

掲示板：Ｔ１ベニア ｔ=5.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共撤去〉
枠：木製 ＋ＯＰ〈撤去〉 枠：木製 ＋ＷＰ〈新設〉

カーテンボックス・額縁・見切り縁：木部 ＯＰ塗

黒板：木製枠〈枠共撤去〉

e

e

e

e

i

i

i

b

cc e cc

i

b

b

cc

b

e

i

c cc

g

b

cc

e

ec c

ii

b

h

h

h

h

【特記事項】

※消火器：取外し・再取付

※木部見え掛り材の破損部、劣化部については
　補修とすること。

【凡例】

：〈撤去〉部分を示す

if f

室

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

室

消

消火器ブラケット〈新設〉

±0

CH=2400

±0

CH=2400

k

l

m

n

o

消 ：消火器

【凡例】

　を示す

：既設家具撤去跡モルタル塗

：軽量鉄骨壁下地を示す

消 ：消火器

h

h

f

i

i

b

消

2,700

1
,
2
0
0

2,700

1
,
5
0
0

h

h

7
0
0

ピクチャーレール〈撤去〉

園児ロッカー・掃除具入れ：〈撤去〉

k

k

k

k

j

j

j

ji

i

床：モルタル金コテ ＋ フローリングブロック t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置〉

巾木：木製 H=100 ＋ ＯＰ〈残置〉 下地調整（RB種）の上 ＳＯＰ塗替

サンダー掛けの上 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉

家具Ｂ

家具Ｂ 家具Ｂ

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈新設〉を示す

：フローリング新設範囲

家具Ｂ

家具Ｂ

家具Ｂ

ガラリ〈残置〉 ガラリ撤去周囲：木下地 石膏ボード t=12.5＋12.5 ＋ 複層塗材Si

下地調整の上 ＳＯＰ塗替（カーテンレール取付部以外）

　　＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉

スピーカー〈撤去〉(電気工事）

※スピーカー：撤去・新設（電気工事）

※カーテン：取外し・再取付

cc

　補修 t=20〈新設〉部分を示す

b

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈撤去〉を示す

：〈撤去〉部分を示す

木製巾木 H=100
＋ＳＯＰ〈新設〉

木製巾木 H=100
＋ＳＯＰ〈新設〉

木製巾木 H=100
＋ＳＯＰ〈新設〉

f

木製巾木 H=100＋ＳＯＰ〈新設〉

木製巾木〈撤去〉

木製巾木〈撤去〉

b

壁:ＬＧＳ下地 石膏ボード t=9.5+12.5 ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

壁：モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

ピクチャーレール（壁付）〈新設〉

100 1001,540 1,1801,5501,180 1,550

＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液)〈新設〉
モルタル補修 t=30の上、無垢フローリングブロック(無塗装品)t=15〈新設〉

：石膏ボード t=9.5張〈新設〉

木製見切り材＋ＳＯＰ〈新設〉 木製見切り材＋ＳＯＰ〈新設〉

フローリングブロック〈下地共撤去〉

掲示板：石膏ボード t=9.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共新設〉 床：下地調整の上 無垢フローリングブロック（無塗装品） t=15〈新設〉

100100 1,5401,180 1,550 1,550 1,180

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈残置〉

木製巾木〈撤去〉
モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈撤去〉 g

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈撤去〉
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木製巾木〈撤去〉

i

i

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

改修前

1,130 1,600 70 1,600 70 1,600 1,130

7,200

Y2

2
,
0
6
0

1,130 701,600 1,130701,600 1,600

3
4
0

3
,
3
8
0

3
0

2
,
7
0
0

3
0

3
,
3
8
0

3
4
0

X10 X11

1
0
,
2
0
0

2
,
1
0
0

8
,
1
0
0

　Y3’

　Y2’

保育室５

±0

CH=2400

ＤＣ

ＢＡ

保育室５

保育室５

Y3’Y2’ Y2

8,1002,100

Y2’Y3’X11X10

10,2007,200

X10X11

7,200
2
,
4
0
0

▽1FL

2
,
4
0
0

▽1FL

【凡例】

：〈撤去〉部分を示す

hc

b

cc h e

b b b

b

h

ff i g

c

b
消

室

e

c

a

e

c

g

e
e

c

i

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

h

消 ：消火器

2,700

1
,
5
0
0

k

k

j

j

保育室５（改修前）平面詳細図・展開図

園児ロッカー・掃除具入れ：〈撤去〉

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

ホワイトボード：アルミ枠〈枠共新設〉

園児ロッカー・掃除具入れ：〈新設〉

掲示板：Ｔ１ベニア ｔ=5.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共撤去〉
枠：木製 ＋ＯＰ〈撤去〉 枠：木製 ＋ＷＰ〈新設〉

カーテンボックス・額縁・見切り縁：木部 ＯＰ塗

黒板：木製枠〈枠共撤去〉

k

l

m

n

o

ピクチャーレール〈撤去〉

園児ロッカー・掃除具入れ：〈撤去〉

床：モルタル金コテ ＋ フローリングブロック t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置〉

巾木：木製 H=100 ＋ ＯＰ〈残置〉 下地調整（RB種）の上 ＳＯＰ塗替

サンダー掛けの上 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉 ガラリ〈残置〉 ガラリ撤去周囲：木下地 石膏ボード t=12.5＋12.5 ＋ 複層塗材Si

下地調整の上 ＳＯＰ塗替（カーテンレール取付部以外）

　　＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉

スピーカー〈撤去〉(電気工事）

木製巾木〈撤去〉

h

3
7
0

1
,
6
3
5

6
3
0

300

c

フローリングブロック t=15〈下地共撤去〉

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈撤去〉を示す

：〈撤去〉部分を示す

壁：モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

壁:ＬＧＳ下地 石膏ボード t=9.5+12.5 ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

ピクチャーレール（壁付）〈新設〉

掲示板：石膏ボード t=9.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共新設〉 床：下地調整の上 無垢フローリングブロック（無塗装品） t=15〈新設〉

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈撤去〉 モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈撤去〉

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈残置〉
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工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

7,200

Y2

2
,
0
6
0

X10 X11

1
0
,
2
0
0

2
,
1
0
0

8
,
1
0
0

　Y3’

　Y2’

保育室５

置き畳（備品）

1
,
6
3
5

3
7
0

6
3
0

a

e

g

e

c

【特記事項】

※消火器：取外し・再取付

※木部見え掛り材の破損部、劣化部については
　補修とすること。

▽1FL

2
,
4
0
0

▽1FL

2
,
4
0
0

7,200

X11 X10

7,200 10,200

X10 X11 Y3’ Y2’

2,100 8,100

Y2Y2’ Y3’

保育室５

保育室５

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

h

i i i

cc

b

h g e

b b b

e

b

h

消

【凡例】

　を示す

：既設家具撤去跡モルタル塗

：軽量鉄骨壁下地を示す

消 ：消火器

室

±0

CH=2400

改修後

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

ホワイトボード：アルミ枠〈枠共新設〉

園児ロッカー・掃除具入れ：〈撤去〉 園児ロッカー・掃除具入れ：〈新設〉

ガラリ〈撤去〉

掲示板：Ｔ１ベニア ｔ=5.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共撤去〉
枠：木製 ＋ＯＰ〈撤去〉 枠：木製 ＋ＷＰ〈新設〉

カーテンボックス・額縁・見切り縁：木部 ＯＰ塗 下地調整の上 ＳＯＰ塗替

黒板：木製枠〈枠共撤去〉

北側壁：木下地 石膏ボード t=12.5＋12.5 ＋ 複層塗材Si k

l

m

n

o

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

3
3
0

1
,
2
0
0

6
2
0

1
,
2
0
0

1
,
5
4
0

1
,
1
6
0

1
,
5
4
0

2
,
2
8
0

3
3
0

消火器ブラケット〈新設〉

i

i

h

e

2,700

1
,
2
0
0

6
6
0

f

ピクチャーレール〈撤去〉

園児ロッカー・掃除具入れ：〈撤去〉

k

k

j

j

巾木：木製 H=100 ＋ ＯＰ〈残置〉 下地調整（RB種）の上 ＳＯＰ塗替

床：モルタル金コテ ＋ フローリングブロック t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置〉 サンダー掛けの上 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉

保育室５（改修後）平面詳細図・展開図

家具Ｂ

家具Ｂ

家具Ｂ家具Ｂ

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈新設〉を示す

：フローリング新設範囲

家具Ｂ

※スピーカー：撤去・新設（電気工事）

※カーテン：取外し・再取付

　補修 t=20〈新設〉部分を示す

b

h h

f 木製巾木 H=100＋ＳＯＰ〈新設〉木製巾木 H=100
＋ＳＯＰ〈新設〉

木製巾木 H=100
＋ＳＯＰ〈新設〉

木製巾木 H=100
＋ＳＯＰ〈新設〉

h

c

＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液)〈新設〉

300

壁：モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

壁:ＬＧＳ下地 石膏ボード t=9.5+12.5 ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

ピクチャーレール（壁付）〈新設〉

c c c

掲示板：石膏ボード t=9.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共新設〉

モルタル補修 t=30の上、無垢フローリングブロック（無塗装品）t=15〈新設〉

　　＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉

c

c

床：下地調整の上 無垢フローリングブロック（無塗装品） t=15〈新設〉

：石膏ボード t=9.5張〈新設〉

木製見切り材＋ＳＯＰ〈新設〉 木製見切り材＋ＳＯＰ〈新設〉

100100 1,5401,180 1,550 1,1801,550

100 1001,5401,180 1,550 1,550 1,180
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凡

　例



壁：モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

c

c

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

改修前

改修後

8
,
1
0
0

1,130 1,600 70 1,600 70 1,600 1,130

7,200

X4 X5

　Y3’

Y2

500500 6,200

2
,
7
0
0

5
3
5

2
,
0
6
0

保育室６

保育室６（改修前・改修後）平面詳細図・展開図

　▽1FL

　▽1FL

2
,
4
0
0

保育室６

7,200 8,100

X4 X5 Y2Y3’

Ａ Ｂ

2
,
4
0
0

保育室６

7,200 8,100

X5 X4 Y2 Y3’

Ｃ Ｄ

Y2

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

8
,
1
0
0

1,130 1,600 70 1,600 70 1,600 1,130

7,200

X4 X5

　Y3’

Y2

500500 6,200

5
3
5

2
,
0
6
0

保育室６

Y2Y2

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

1
,
5
4
0

1
,
2
0
0

6
2
0

3
3
0

1
,
2
0
0

a

a

g

g

c

e

e

e

e

i

i

i

d d

dd

　▽1FL

　▽1FL

2
,
4
0
0

保育室６

7,200 8,100

X4 X5 Y2Y3’

Ａ Ｂ

2
,
4
0
0

保育室６

7,200 8,100

X5 X4 Y2 Y3’

Ｃ Ｄ

【特記事項】

※消火器：取外し・再取付

※木部見え掛り材の破損部、劣化部については
　補修とすること。

【凡例】

：〈撤去〉部分を示す

i

b b

c e c

i

b

g

e

i

cc

g

e

e

ii

b

h

h

h

if f

消

消火器ブラケット〈新設〉

c

dd

b

d

b

i

c

c

1
,
5
4
0

1
,
6
2
5

±0

CH=2400

±0

CH=2400

：消火器

【凡例】

　を示す

：既設家具撤去跡モルタル塗

：軽量鉄骨壁下地を示す

消 ：消火器

室

室

f

h

h

消

2,700

1
,
5
0
0

消

h

h

j

i j

k

k

k

j

j

家具Ｂ

家具Ｂ

家具Ｂ 家具Ｂ

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈新設〉を示す

家具Ｂ

家具Ｂi

園児ロッカー・掃除具入れ：〈撤去〉

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

ホワイトボード：アルミ枠〈枠共新設〉

園児ロッカー・掃除具入れ：〈新設〉

掲示板：Ｔ１ベニア ｔ=5.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共撤去〉
枠：木製 ＋ＯＰ〈撤去〉 枠：木製 ＋ＷＰ〈新設〉

カーテンボックス・額縁・見切り縁：木部 ＯＰ塗

黒板：木製枠〈枠共撤去〉

k

l

m

n

o

ピクチャーレール〈撤去〉

園児ロッカー・掃除具入れ：〈撤去〉

巾木：木製 H=100 ＋ ＯＰ〈残置〉 下地調整（RB種）の上 ＳＯＰ塗替

サンダー掛けの上 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉 ガラリ〈残置〉 ガラリ撤去周囲：木下地 石膏ボード t=12.5＋12.5 ＋ 複層塗材Si

下地調整の上 ＳＯＰ塗替（カーテンレール取付部以外）

　　＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉

床：モルタル金コテ ＋ フローリング t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置〉

ＳＵＳ手摺〈撤去〉

cc c

d

木製巾木〈撤去〉 木製巾木〈撤去〉

　補修 t=20〈新設〉部分を示す

※スピーカー：撤去・新設（電気工事）

※カーテン：取外し・再取付

ch

h

木製巾木 H=100＋ＳＯＰ〈新設〉f 木製巾木 H=100
＋ＳＯＰ〈新設〉

木製巾木 H=100
＋ＳＯＰ〈新設〉

木製巾木 H=100
＋ＳＯＰ〈新設〉

h

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈撤去〉を示す

：〈撤去〉部分を示す

：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ〈新設〉を示す

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉壁:ＬＧＳ下地 石膏ボード t=9.5+12.5 ＋ ＡＥＰ〈残置〉

ピクチャーレール（壁付）〈新設〉

床：下地調整の上 複合フローリングボード（無塗装品） t=15〈新設〉掲示板：石膏ボード t=9.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共新設〉

2,700

1
,
2
0
0

6
6
0

木製見切り材＋ＳＯＰ〈新設〉 木製見切り材＋ＳＯＰ〈新設〉

：石膏ボード t=9.5張〈新設〉

c

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈残置〉

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈撤去〉

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈撤去〉
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工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

改修前

改修後

8
,
1
0
0

1,130 1,600 70 1,600 70 1,600 1,130

7,200

　Y3’

Y2

1,130 701,600 1,130701,600 1,600

5
3
5

2
,
0
6
0

5
2
0

2
,
2
6
0

3
0

2
,
7
0
0

3
0

2
,
2
2
0

3
4
0

保育室７（改修前・改修後）平面詳細図・展開図

X6 X7

保育室７

2
,
4
0
0

▽2FL

2
,
4
0
0

▽2FL

7,200

X7

8,100

X6 Y2 Y3’

7,200

X7

8,100

X6 Y2’Y3’

保育室７ Ａ Ｂ

ＤＣ保育室７

8
,
1
0
0

7,200

　Y3’

Y2

5
3
5

2
,
0
6
0

X6 X7

保育室７

1
,
5
4
0

1
,
5
4
0

1
,
2
0
0

6
2
0

1
,
2
0
0

3
3
0

5
1
0

1
,
1
6
0

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

2
,
4
0
0

▽2FL
2
,
4
0
0

▽2FL

7,200

X7

8,100

X6 Y2 Y3’

7,200

X7

8,100

X6 Y2’Y3’

保育室７ Ａ Ｂ

ＤＣ保育室７

a

a

c c

c

e

i

cc e

b

cc

i

c

cc

b

c c

h

h

【特記事項】

※消火器：取外し・再取付

※木部見え掛り材の破損部、劣化部については
　補修とすること。

【凡例】

：〈撤去〉部分を示す

if f

i
c

e

e

g

i

i

e

g

f

b

i i

cc

e

b b

f i

b b

i i

消

消火器ブラケット〈新設〉

e c

h

e

g

b b

b
消

h

h

消 ：消火器

【凡例】

　を示す

：既設家具撤去跡モルタル塗
　補修〈新設〉部分を示す

：軽量鉄骨壁下地を示す

消 ：消火器

室

室

h

h

2,700

1
,
2
0
0

6
6
0

2,700

1
,
5
0
0

±0

CH=2400

±0

CH=2400

k

k

k

k

j

j

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈新設〉を示す

家具Ｂ

家具Ｂ

家具Ｂ 家具Ｂ

b

i 家具Ｂ

家具Ｂ

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈撤去〉を示す

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

h スチール手摺〈撤去〉

c c c

スピーカー〈撤去〉(電気工事）

既設木枠残し、スチール製建具〈新設〉

※スピーカー：撤去・新設（電気工事）

※カーテン：取外し・再取付

園児ロッカー・掃除具入れ：〈撤去〉

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

ホワイトボード：アルミ枠〈枠共新設〉

園児ロッカー・掃除具入れ：〈新設〉

掲示板：Ｔ１ベニア ｔ=5.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共撤去〉
枠：木製 ＋ＯＰ〈撤去〉 枠：木製 ＋ＷＰ〈新設〉

カーテンボックス・額縁・見切り縁：木部 ＯＰ塗

黒板：木製枠〈枠共撤去〉

k

l

m

n

o

ピクチャーレール〈撤去〉

園児ロッカー・掃除具入れ：〈撤去〉

巾木：木製 H=100 ＋ ＯＰ〈残置〉 下地調整（RB種）の上 ＳＯＰ塗替

サンダー掛けの上 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉 ガラリ〈残置〉 ガラリ撤去周囲：木下地 石膏ボード t=12.5＋12.5 ＋ 複層塗材Si

下地調整の上 ＳＯＰ塗替（カーテンレール取付部以外）

　　＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉

c

：〈撤去〉部分を示す

：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ〈新設〉を示す

木製巾木 H=100
＋ＳＯＰ〈新設〉

木製巾木 H=100＋ＳＯＰ〈新設〉

木製巾木 H=100
＋ＳＯＰ〈新設〉

木製巾木 H=100
＋ＳＯＰ〈新設〉

壁：モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

壁:ＬＧＳ下地 石膏ボード t=9.5+12.5 ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

ピクチャーレール（壁付）〈新設〉

掲示板：石膏ボード t=9.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共新設〉 床：木下地 45角の上 複合フローリングボード（無塗装品） t=15〈新設〉

100 1001,540 1,550 1,1801,180 1,550

1,1901,190 4,820

＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液)〈新設〉
木下地 45角の上、フローリングボード（無塗装品）t=15〈新設〉

木製見切り材＋ＳＯＰ〈新設〉 木製見切り材＋ＳＯＰ〈新設〉

h

h

h

h

h

h

h h

ＲＣ腰壁 t=120 D10@200シングル〈撤去〉

：石膏ボード t=9.5張〈新設〉

床：モルタル金コテ ＋ フローリングボード t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置〉

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈撤去〉 g 木製巾木〈撤去〉 モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈撤去〉

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈残置〉
フローリングボード〈撤去〉

フローリングボード〈撤去〉
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c

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

改修前

改修後

8
,
1
0
0

1,130 1,600 70 1,600 70 1,600 1,130

7,200

　Y3’

Y2

5
3
5

2
,
0
6
0

3
4
0

2
,
2
2
0

3
0

2
,
7
0
0

3
0

2
,
2
6
0

5
2
0

1,130 701,600 1,130701,600 1,600

X8 X9

保育室８

保育室８（改修前・改修後）平面詳細図・展開図

2
,
4
0
0

7,200 8,100

X8

▽2FL

X9 Y2Y3’

2
,
4
0
0

▽2FL

保育室８

保育室８

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

8
,
1
0
0

7,200

　Y3’

Y2

5
3
5

2
,
0
6
0

X8 X9

保育室８

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

±0

CH=2400

±0

CH=2400

1
,
1
6
0

1
,
5
4
0

1
,
2
0
0

6
2
0

3
3
0

1
,
2
0
0

5
1
0

1
,
5
4
0

2
,
4
0
0

7,200 8,100

X8

▽2FL

X9 Y2Y3’

2
,
4
0
0

▽2FL

保育室８

保育室８

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

a

a

g

g

c c

c

c

c

e

e

e

e

i

i

i

i

i

b b

cc e c

i

b

cc

b

g

e

i

c

g

b

cc

e

ec

ii

b

h

h

h

h

【特記事項】

※消火器：取外し・再取付

※木部見え掛り材の破損部、劣化部については
　補修とすること。

【凡例】

：〈撤去〉部分を示す

if f

f

消

消火器ブラケット〈新設〉

7,200

X8

8,100

Y2X9 Y2

7,200

X8

8,100

Y2X9 Y2

b
消

消 ：消火器

h

h

室

室

f

i

i

b

【凡例】

　を示す

：既設家具撤去跡モルタル塗

：軽量鉄骨壁下地を示す

消 ：消火器

2,700

1
,
2
0
0

6
6
0

2,700

1
,
5
0
0

h

h

h

j

j

k

k

k

k

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈新設〉を示す

家具Ｂ

家具Ｂ

家具Ｂ 家具Ｂ

家具Ｂ

家具Ｂ

園児ロッカー・掃除具入れ：〈撤去〉

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

ホワイトボード：アルミ枠〈枠共新設〉

園児ロッカー・掃除具入れ：〈新設〉

掲示板：Ｔ１ベニア ｔ=5.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共撤去〉
枠：木製 ＋ＯＰ〈撤去〉 枠：木製 ＋ＷＰ〈新設〉

カーテンボックス・額縁・見切り縁：木部 ＯＰ塗

黒板：木製枠〈枠共撤去〉

k

l

m

n

o

ピクチャーレール〈撤去〉

園児ロッカー・掃除具入れ：〈撤去〉

巾木：木製 H=100 ＋ ＯＰ〈残置〉 下地調整（RB種）の上 ＳＯＰ塗替

サンダー掛けの上 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉 ガラリ〈残置〉 ガラリ撤去周囲：木下地 石膏ボード t=12.5＋12.5 ＋ 複層塗材Si

下地調整の上 ＳＯＰ塗替（カーテンレール取付部以外）

　　＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈撤去〉を示す

：〈撤去〉部分を示す

：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ〈新設〉を示す

スピーカー〈撤去〉(電気工事）

　補修 t=20〈新設〉部分を示す

※スピーカー：撤去・新設（電気工事）

※カーテン：取外し・再取付

h スチール手摺〈撤去〉

既設木枠残し、スチール製建具〈新設〉

h c h

h h

h

c cc

木製巾木 H=100
＋ＳＯＰ〈新設〉

木製巾木 H=100＋ＳＯＰ〈新設〉

木製巾木 H=100
＋ＳＯＰ〈新設〉

木製巾木 H=100
＋ＳＯＰ〈新設〉

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

壁：モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

壁:ＬＧＳ下地 石膏ボード t=9.5+12.5 ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

ピクチャーレール（壁付）〈新設〉

100 1001,540 1,550 1,1801,180 1,550

1,1901,190 4,820

＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液)〈新設〉
木下地 45角の上、フローリングボード（無塗装品）t=15〈新設〉

：石膏ボード t=9.5張〈新設〉

木製見切り材＋ＳＯＰ〈新設〉 木製見切り材＋ＳＯＰ〈新設〉

ＲＣ腰壁 t=120 D10@200シングル〈撤去〉

床：木下地 45角の上 複合フローリングボード（無塗装品） t=15〈新設〉掲示板：石膏ボード t=9.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共新設〉

床：モルタル金コテ ＋ フローリングボード t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置〉

h

h

c

h

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈撤去〉

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈撤去〉

木製巾木〈撤去〉

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈残置〉

フローリングボード〈撤去〉

フローリングボード〈撤去〉
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工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

改修前

1,130 1,600 70 1,600 70 1,600 1,130

7,200

Y2

2
,
0
6
0

1,130 701,600 1,130701,600 1,600

3
4
0

3
,
3
8
0

3
0

2
,
7
0
0

3
0

3
,
3
8
0

3
4
0

X10 X11

1
0
,
2
0
0

2
,
1
0
0

8
,
1
0
0

　Y3’

　Y2’

保育室９

±0

CH=2400

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

保育室９

保育室９

　▽2FL

2
,
4
0
0

　▽2FL

X10X11

7,200

2
,
4
0
0

X11X10

7,200

Ａ

Ｃ

【凡例】

：〈撤去〉部分を示す
10,200

Y2’Y3’

Ｂ

Ｄ

Y2

8,1002,100

Y2’ Y3’

i

hc

b

cc h e

b b b

b

h

f

b

f i g

c

b
消

e

c

a

e

c

g

e
e

c

i

i

保育室９（改修前）平面詳細図・展開図

c

h

室

消 ：消火器

2,700

1
,
5
0
0

h

h

j
k

k

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈撤去〉を示す

スチール手摺〈撤去〉

スチール手摺〈撤去〉 スピーカー〈撤去〉(電気工事）

木製建具〈枠共撤去〉

園児ロッカー・掃除具入れ：〈撤去〉

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

ホワイトボード：アルミ枠〈枠共新設〉

園児ロッカー・掃除具入れ：〈新設〉

掲示板：Ｔ１ベニア ｔ=5.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共撤去〉
枠：木製 ＋ＯＰ〈撤去〉 枠：木製 ＋ＷＰ〈新設〉

カーテンボックス・額縁・見切り縁：木部 ＯＰ塗

黒板：木製枠〈枠共撤去〉

k

l

m

n

o

ピクチャーレール〈撤去〉

園児ロッカー・掃除具入れ：〈撤去〉

巾木：木製 H=100 ＋ ＯＰ〈残置〉 下地調整（RB種）の上 ＳＯＰ塗替

サンダー掛けの上 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉 ガラリ〈残置〉 ガラリ撤去周囲：木下地 石膏ボード t=12.5＋12.5 ＋ 複層塗材Si

下地調整の上 ＳＯＰ塗替（カーテンレール取付部以外）

　　＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉

600 600

：〈撤去〉部分を示す

壁：モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

壁:ＬＧＳ下地 石膏ボード t=9.5+12.5 ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

ピクチャーレール（壁付）〈新設〉床：モルタル金コテ ＋ フローリングボード t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置〉

掲示板：石膏ボード t=9.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共新設〉 床：木下地 45角の上 複合フローリングボード（無塗装品） t=15〈新設〉

c

h

c

h

c

cc

h

c

h

3
6
5

6
2
5

1
,
6
4
5

木製巾木〈撤去〉

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈残置〉

モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈撤去〉モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈撤去〉

フローリングボード〈撤去〉

A-31

1/50

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

凡

　例



木製巾木 H=100＋ＳＯＰ〈新設〉

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

7,200

Y2

2
,
0
6
0

X10 X11

1
0
,
2
0
0

2
,
1
0
0

8
,
1
0
0

　Y3’

　Y2’

保育室９

±0

CH=2400

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

保育室９

保育室９

　▽2FL

2
,
4
0
0

　▽2FL

X10X11

7,200

2
,
4
0
0

X11X10

7,200

Ａ

Ｃ

10,200

Y2’Y3’

Ｂ

Ｄ

Y2

8,1002,100

Y2’ Y3’

保育室９（改修後）平面詳細図・展開図

a

e

c

g

e

c

【特記事項】

※消火器：取外し・再取付

※木部見え掛り材の破損部、劣化部については
　補修とすること。

h

i i

b

c

b

g e

b b b

e

b

h

消

【凡例】

　を示す

：既設家具撤去跡モルタル塗

：軽量鉄骨壁下地を示す

消 ：消火器

c c

消火器ブラケット〈新設〉3
3
0

1
,
2
0
0

6
2
0

1
,
2
0
0

1
,
5
4
0

1
,
1
6
0

1
,
5
4
0

2
,
2
8
0

3
3
0

i

i

h

f

h

室

2,700

1
,
2
0
0

6
6
0

改修後

h

h

k

k

j

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈新設〉を示す

家具Ｂ

家具Ｂ

家具Ｂ家具Ｂ

園児ロッカー・掃除具入れ：〈撤去〉

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

ホワイトボード：アルミ枠〈枠共新設〉

掲示板：Ｔ１ベニア ｔ=5.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共撤去〉
枠：木製 ＋ＯＰ〈撤去〉 枠：木製 ＋ＷＰ〈新設〉

カーテンボックス・額縁・見切り縁：木部 ＯＰ塗

黒板：木製枠〈枠共撤去〉

k

l

m

n

o

ピクチャーレール〈撤去〉

園児ロッカー・掃除具入れ：〈撤去〉

巾木：木製 H=100 ＋ ＯＰ〈残置〉 下地調整（RB種）の上 ＳＯＰ塗替

サンダー掛けの上 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉 ガラリ〈残置〉 ガラリ撤去周囲：木下地 石膏ボード t=12.5＋12.5 ＋ 複層塗材Si

下地調整の上 ＳＯＰ塗替（カーテンレール取付部以外）

　　＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉

　補修 t=20〈新設〉部分を示す

※スピーカー：撤去・新設（電気工事）

※カーテン：取外し・再取付

h h

f
木製巾木 H=100＋ＳＯＰ〈新設〉

c c c

木製巾木 H=100
＋ＳＯＰ〈新設〉

i 家具Ｂ

スチール製建具〈新設〉

：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ〈新設〉を示す

＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液)〈新設〉

木製巾木 H=100
＋ＳＯＰ〈新設〉

c

c

600 600

壁：モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

壁:ＬＧＳ下地 石膏ボード t=9.5+12.5 ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

ピクチャーレール（壁付）〈新設〉

100 1001,540 1,550 1,1801,180 1,550

100 1001,540 1,1801,5501,180 1,550

6
2
5

3
6
5

1
,
6
4
5

木下地 45角の上、複合フローリングボード（無塗装品）t=15〈新設〉

木製見切り材＋ＳＯＰ〈新設〉 木製見切り材＋ＳＯＰ〈新設〉

：石膏ボード t=9.5張〈新設〉

h h

c

c

園児ロッカー・掃除具入れ：〈新設〉

床：木下地 45角の上 複合フローリングボード（無塗装品） t=15〈新設〉

床：モルタル金コテ ＋ フローリングボード t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置〉

掲示板：石膏ボード t=9.5 ＋ 掲示用壁紙貼〈木下地共新設〉
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±0

9
0
0

1
,
5
0
0

5
4
0

6
5
0

3
3
0

6
3
0

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

2,170

1,930 240

995 935

X4

6
,
3
6
5

1
,
7
3
5

8
,
1
0
0

 Y3'

Y2

2,170

1,930 240

X4

6
,
3
6
5

1
,
7
3
5

8
,
1
0
0

 Y3'

Y2

改修前

改修後

トイレ２

Y3’

1,930 240

X4

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

トイレ２（改修前・改修後）平面詳細図・展開図

995 935

ＰＳ

ＰＳ

色分け

9
0
0

トイレ２

±0

トイレ２ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1,930240

Y3’ X4

1,930 240

X4

▽1FL
△便所FL

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈新設〉を示す

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈撤去〉を示す

※木部見え掛り材の破損部、劣化部については
　補修とすること。

【特記事項】

【凡例】

　部分を示す
：モルタル塗補修〈新設〉

※カーテン・カーテンレール：撤去・新設

【凡例】

：〈撤去〉部分を示す

シャワーカーテンW500×H1100 2ヶ所〈レール共撤去〉

d

d

d

d

c c

1
,
1
0
0

7
9
0

6
5
0

4
0
0

2
2
0

4
7
0

1
,
7
3
0

1
6
0

m

▽1FL/便所FL

1
,
8
8
5

1
,
8
5
5

6,400

2
,
3
7
5

1,930240

X4

6,400

2
,
4
0
5

Y3’

6,400

d

m

m

d

m

d

m

m

c c c c c

〈新設〉(管工事）

Y3’

6,400

a

トイレ２

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

k

l

m

n

o

床：モルタル金コテ t=30〈撤去〉＋ 磁器モザイクタイル貼 50×50〈撤去〉 モルタル金コテ t=60〈新設〉＋ 防汚・防滑性ビニルシート t=2〈新設〉

ビニル巾木 H=100〈新設〉

モルタル金コテ t=45〈新設〉＋ 防汚・防滑性ビニルシート t=2〈新設〉床：人造石研出し〈撤去〉＋ ビニルマット t=15〈撤去〉

壁：陶器質100角タイル貼〈劣化部補修〉 メラミン化粧合板 t=3 張（接着張工法)〈新設〉

モルタル塗補修（t=10)の上 メラミン化粧合板 t=3 張（接着張工法)〈新設〉

ライニング壁面：陶器室100角タイル貼〈撤去〉
ライニング面台：人造石研出し〈撤去〉 ライニング面台：ポストフォーム t=20〈新設〉

ライニング壁面：ＬＧＳ下地 耐水合板 t=12 ＋ メラミン化粧合板 t=3〈新設〉

ー ライニング面台：ポストフォーム t=20〈新設〉
ライニング壁面：ＬＧＳ下地 耐水合板 t=12 ＋ メラミン化粧合板 t=3〈新設〉

トイレブース〈新設〉トイレブース〈撤去〉

額縁・見切縁 木部：ＯＰ塗装 下地調整の上 ＳＯＰ塗装

アルミ製建具〈扉のみ撤去〉 アルミ製建具〈扉のみ新設〉

壁：ＣＢ＋モルタル金コテ＋ＡＥＰ〈ＣＢ共撤去〉

壁：ＣＢ＋モルタル金コテ＋陶器質100角タイル貼〈ＣＢ共撤去〉

ＬＧＳ65下地＋耐水合板 t=12＋メラミン化粧合板 t=3〈新設〉

ＬＧＳ65下地＋耐水合板 t=12＋メラミン化粧合板 t=3〈新設〉 ＳＵＳ製流し台〈新設〉

巾木：磁器質100角タイル貼 H=100〈残置〉

壁：モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉 床見切り材：人造石研出し〈撤去〉 ＳＵＳ製床見切り〈新設〉
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l j

n

k

jm

l

k

n

n

k

k

l l

k

シャワーパン〈撤去〉(管工事) シャワーパン〈撤去〉
（管工事）

n

k

j

k

n n

l

k

ＳＵＳ製流し台〈撤去〉

ＳＵＳ製床見切り〈撤去〉

ＳＵＳ製床見切り〈新設〉

化粧鏡W300×H450×4ヶ所

1
2
0

1
2
0

120

±0

-30

床下点検口 ｱﾙﾐ製〈新設〉

a

床下点検口〈撤去〉
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1
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1
,
2
0
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,
3
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1
,
1
0
0

7
5
0

1
,
2
3
0

7
5
5

スチール製建具〈3方枠共新設〉3方枠：ＳＵＳ製〈撤去〉

g

スチール建具〈新設〉

g

dスチール建具
〈撤去〉

鏡〈撤去〉(管工事）

k

n

シャワーカーテン
W700×H1700（上部メッシュカーテン）
×2ヶ所〈レール共新設〉

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-33
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　例

シャワーパン〈撤去〉(管工事)

g

g

〈新設〉(管工事）
ＳＵＳ水切棚 L=600

上部吊戸棚（家具Ｃ-1)〈新設〉

上部吊戸棚
（Ｃ-1)〈新設〉



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

トイレ３（改修前・改修後）平面詳細図・展開図

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]
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色分け
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改修後
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△便所FL
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△便所FL

X9 X10

2,700 4,800 3,300

Y2Y3’

トイレ３

トイレ３

Ｂ-１
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Ｂ-２

Y2

±0

a

b

c

d

e

f
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o

モルタル金コテ t=60〈新設〉＋ 防汚・防滑性ビニルシート t=2〈新設〉

a

ビニル巾木 H=100〈新設〉

b b

b b
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2,700 4,800 3,300

Y2Y3’
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Ｂ-２
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※木部見え掛り材の破損部、劣化部については
　補修とすること。

【特記事項】

【凡例】

：〈撤去〉部分を示す

a

e e

e e

d

e e

鏡〈撤去〉(管工事）

　　　　×5ヶ所〈新設〉(管工事）

d

e e

dcnn d c

※カーテン・カーテンレール：撤去・新設

手摺〈新設〉(管工事）

X10

2,700

X9

4,8003,300 3,300

Y2 Y2

d

e eeee

Ｄ-１ Ｄ-２

X10

2,700

X9

4,8003,300 3,300

Ｄ-１ Ｄ-２

Y2 Y2

eeee

X10

2,700

X9

X10

2,700

X9

　　　　×5ヶ所
〈新設〉(管工事）

鏡〈撤去〉(管工事）

▽1FL/便所FL

▽1FL/便所FL

Ｃ-２Ｃ-１

Ａ

Ｃ-１ Ｃ-２

e

e

〈新設〉(管工事）

〈新設〉(管工事）

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す***

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈撤去〉を示す

室

±0

モルタル金コテ t=45〈新設〉＋ 防汚・防滑性ビニルシート t=2〈新設〉

c

c c

c

cd

1
,
2
0
0

1
,
3
0
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

±0

-30トイレ３

トイレ３

床下点検口〈撤去〉

600

床下点検口 ｱﾙﾐ製〈新設〉

d e

上部吊戸棚（家具Ｃ-1)〈新設〉

上部吊戸棚（家具Ｃ-2/3)〈新設〉 上部吊戸棚
（家具Ｃ-1)〈新設〉

床：人造石研出し〈撤去〉＋ ビニルマット t=15〈撤去〉

上部吊戸棚（Ｃ-3)〈新設〉

手摺〈新設〉(管工事）

上部吊戸棚
（Ｃ-2)〈新設〉

d e

シャワーカーテンW500×H1100 4か所〈レール共撤去〉

上部吊戸棚
（Ｃ-1)〈新設〉

上部吊戸棚（Ｃ-1)〈新設〉

壁：陶器質100角タイル貼〈劣化部補修〉 メラミン化粧合板 t=3 張（接着張工法)〈新設〉

モルタル塗補修（t=10)の上 メラミン化粧合板 t=3 張（接着張工法)〈新設〉

ライニング壁面：陶器室100角タイル貼〈撤去〉
ライニング面台：人造石研出し〈撤去〉 ライニング面台：ポストフォーム t=20〈新設〉

ライニング壁面：ＬＧＳ下地 耐水合板 t=12 ＋ メラミン化粧合板 t=3〈新設〉

ー ライニング面台：ポストフォーム t=20〈新設〉
ライニング壁面：ＬＧＳ下地 耐水合板 t=12 ＋ メラミン化粧合板 t=3〈新設〉

トイレブース〈新設〉トイレブース〈撤去〉

額縁・見切縁 木部：ＯＰ塗装 下地調整の上 ＳＯＰ塗装

アルミ製建具〈扉のみ撤去〉 アルミ製建具〈扉のみ新設〉

スチール製建具〈新設〉ＳＵＳ枠・木枠〈撤去〉

壁：ＣＢ＋モルタル金コテ＋ＡＥＰ〈ＣＢ共撤去〉

壁：ＣＢ＋モルタル金コテ＋陶器質100角タイル貼〈ＣＢ共撤去〉

ＬＧＳ65下地＋耐水合板 t=12＋メラミン化粧合板 t=3〈新設〉

ＬＧＳ65下地＋耐水合板 t=12＋メラミン化粧合板 t=3〈新設〉 人造石研出し流し台〈撤去〉 ＳＵＳ製流し台〈新設〉

巾木：磁器質100角タイル貼 H=100〈残置〉

壁：モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉
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壁点検口：スチール扉〈撤去〉

壁点検口：スチール扉〈新設〉

o

o

o

o

床見切り材：人造石研出し〈撤去〉 ＳＵＳ製床見切り〈新設〉

oo

oo

g

c

【凡例】

　部分を示す
：モルタル補修 t=10〈新設〉

：軽量鉄骨下地を示す

掃除用具フック〈新設〉

掃除用具フック〈新設〉

e

化粧鏡：W300×H450

化粧鏡：W300×H450

床：モルタル金コテ t=30〈撤去〉＋ 磁器モザイクタイル貼 25×25〈撤去〉
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ＳＵＳ水切棚 L=1500

ＳＵＳ水切棚 L=1500

j

o

170 1,130 100 1701,130

シャワーカーテン

×3ヶ所〈レール共新設〉
W700×H1800（上部メッシュカーテン）
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工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

トイレ４（改修前・改修後）平面詳細図・展開図
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展開方向
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展開方向
Ｃ
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Ｎ

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す***

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈撤去〉を示す
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シャワーカーテン
W500×H1100
×4ヶ所〈レール共撤去〉
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a

b b

※木部見え掛り材の破損部、劣化部については
　補修とすること。

【特記事項】

【凡例】

：〈撤去〉部分を示す

a

e e

e ee e

鏡〈撤去〉(管工事）

　　　　×5ヶ所〈新設〉(管工事）

d

e e

dcnn d c

※カーテン・カーテンレール：撤去・新設

手摺〈新設〉(管工事）

e eeee

eeee

　　　　×5ヶ所
〈新設〉(管工事）

鏡〈撤去〉(管工事）

e

e

〈新設〉(管工事）

〈新設〉(管工事）

c

c c

c

cd

d

d

c
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,
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,
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室

±0

-30トイレ４

トイレ４

X6 X5

X5 X6

X6 X5 X6 X5
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2
,
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2
,
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d e

上部吊戸棚（Ｃ-2/3)〈新設〉 上部吊戸棚
（Ｃ-1)〈新設〉

上部吊戸棚（Ｃ-1)〈新設〉

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

k

l

m

n

o

モルタル金コテ t=60〈新設〉＋ 防汚・防滑性ビニルシート t=2〈新設〉

ビニル巾木 H=100〈新設〉

モルタル金コテ t=45〈新設〉＋ 防汚・防滑性ビニルシート t=2〈新設〉床：人造石研出し〈撤去〉＋ ビニルマット t=15〈撤去〉

壁：陶器質100角タイル貼〈劣化部補修〉 メラミン化粧合板 t=3 張（接着張工法)〈新設〉

モルタル塗補修（t=10)の上 メラミン化粧合板 t=3 張（接着張工法)〈新設〉

ライニング壁面：陶器室100角タイル貼〈撤去〉
ライニング面台：人造石研出し〈撤去〉 ライニング面台：ポストフォーム t=20〈新設〉

ライニング壁面：ＬＧＳ下地 耐水合板 t=12 ＋ メラミン化粧合板 t=3〈新設〉

ー ライニング面台：ポストフォーム t=20〈新設〉
ライニング壁面：ＬＧＳ下地 耐水合板 t=12 ＋ メラミン化粧合板 t=3〈新設〉

トイレブース〈新設〉トイレブース〈撤去〉

額縁・見切縁 木部：ＯＰ塗装 下地調整の上 ＳＯＰ塗装

スチール製建具〈新設〉ＳＵＳ枠・木枠〈撤去〉

壁：ＣＢ＋モルタル金コテ＋ＡＥＰ〈ＣＢ共撤去〉

壁：ＣＢ＋モルタル金コテ＋陶器質100角タイル貼〈ＣＢ共撤去〉

ＬＧＳ65下地＋耐水合板 t=12＋メラミン化粧合板 t=3〈新設〉

ＬＧＳ65下地＋耐水合板 t=12＋メラミン化粧合板 t=3〈新設〉 人造石研出し流し台〈撤去〉 ＳＵＳ製流し台〈新設〉

巾木：磁器質100角タイル貼 H=100〈残置〉

壁：モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉 床見切り材：人造石研出し〈撤去〉 ＳＵＳ製床見切り〈新設〉
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木製建具〈扉のみ撤去〉 木製建具〈扉のみ新設〉

シャワーカーテン

上部吊戸棚

手摺〈新設〉(管工事）

色分け

×3ヶ所〈レール共新設〉

上部吊戸棚

上部吊戸棚（Ｃ-3)〈新設〉

（Ｃ-2)〈新設〉

（Ｃ-1)〈新設〉

上部吊戸棚
（Ｃ-1)〈新設〉

掃除用具フック〈新設〉

掃除用具フック〈新設〉

d e

b b

【凡例】

　部分を示す
：モルタル補修 t=10〈新設〉

：軽量鉄骨下地を示す

e

化粧鏡：W300×H450

化粧鏡：W300×H450

床：モルタル金コテ t=30〈撤去〉＋ 磁器モザイクタイル貼 25×25〈撤去〉
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ＳＵＳ水切棚 L=1500

ＳＵＳ水切棚 L=1500

壁点検口：スチール扉〈残置〉
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k

170 1,130 100 1701,130

壁点検口：下地調整の上 ＤＰ塗替（両面）W700×H1800（上部メッシュカーテン）
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工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

トイレ５（改修前・改修後）平面詳細図・展開図
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Ｄ-１ Ｄ-２

Y2 Y2X10

2,700

X9

▽1FL/便所FL

▽1FL/便所FL

Ｃ-１ Ｃ-２

1
,
2
0
0

1
,
3
0
0

2,700
X9 X10

1
,
0
0
0

9
0
0

9
0
0

9
0
0

120900

6
0
0

3
0
0

6
0
0

3
0
0

6
0
0

1
2
0

1
8
0

600

色分け

8
,
1
0
0

 Y3'

Y2

4
,
8
0
0

3
,
3
0
0

±0 ±0 ±0±0

120

1
,
0
0
0

4
0
0

6
5
0

6
5
0

6
5
0

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す***

　　　　×5ヶ所〈新設〉(管工事）

e e

dcnn d c

手摺〈新設〉(管工事）

eeee

　　　　×5ヶ所
〈新設〉(管工事）

e

e

〈新設〉(管工事）

〈新設〉(管工事）

c

c c

c

cd

c

a

e e

b b

【凡例】

：〈撤去〉部分を示す

a

e e

d

e e

鏡〈撤去〉(管工事）

d

d

e eeee

鏡〈撤去〉(管工事）

9
9
0

9
0
0

9
0
0

9
0
0

3
3
5

5
0
0

4
0
0

5
0
0

4
0
0

5
0
0

4
0
0

5
0
0

1
2
0

6
9
0

6
0
0

7
0
0

7
0
0

7
0
0

1,000

±0 ±0

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈撤去〉を示す

室

トイレ５

トイレ５

トイレ５

トイレ５

±0

-30トイレ５

トイレ５

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

展開方向
Ｃ

Ａ

ＢＤ

Ｎ

d e

上部吊戸棚
（Ｃ-1)〈新設〉

上部吊戸棚（Ｃ-2/3)〈新設〉

上部吊戸棚（Ｃ-1)〈新設〉

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

k

l

m

n

o

モルタル金コテ t=60〈新設〉＋ 防汚・防滑性ビニルシート t=2〈新設〉

ビニル巾木 H=100〈新設〉

モルタル金コテ t=45〈新設〉＋ 防汚・防滑性ビニルシート t=2〈新設〉床：人造石研出し〈撤去〉＋ ビニルマット t=15〈撤去〉

壁：陶器質100角タイル貼〈劣化部補修〉 メラミン化粧合板 t=3 張（接着張工法)〈新設〉

モルタル塗補修（t=10)の上 メラミン化粧合板 t=3 張（接着張工法)〈新設〉

ライニング壁面：陶器室100角タイル貼〈撤去〉
ライニング面台：人造石研出し〈撤去〉 ライニング面台：ポストフォーム t=20〈新設〉

ライニング壁面：ＬＧＳ下地 耐水合板 t=12 ＋ メラミン化粧合板 t=3〈新設〉

ー ライニング面台：ポストフォーム t=20〈新設〉
ライニング壁面：ＬＧＳ下地 耐水合板 t=12 ＋ メラミン化粧合板 t=3〈新設〉

トイレブース〈新設〉トイレブース〈撤去〉

額縁・見切縁 木部：ＯＰ塗装 下地調整の上 ＳＯＰ塗装

スチール製建具〈新設〉ＳＵＳ枠・木枠〈撤去〉

壁：ＣＢ＋モルタル金コテ＋ＡＥＰ〈ＣＢ共撤去〉

壁：ＣＢ＋モルタル金コテ＋陶器質100角タイル貼〈ＣＢ共撤去〉

ＬＧＳ65下地＋耐水合板 t=12＋メラミン化粧合板 t=3〈新設〉

ＬＧＳ65下地＋耐水合板 t=12＋メラミン化粧合板 t=3〈新設〉 人造石研出し流し台〈撤去〉 ＳＵＳ製流し台〈新設〉

巾木：磁器質100角タイル貼 H=100〈残置〉

壁：モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉 床見切り材：人造石研出し〈撤去〉 ＳＵＳ製床見切り〈新設〉

木製建具〈扉のみ撤去〉 木製建具〈扉のみ新設〉

上部吊戸棚（Ｃ-3）〈新設〉

手摺〈新設〉(管工事）

上部吊戸棚（Ｃ-1)〈新設〉

上部吊戸棚
（Ｃ-2)〈新設〉

上部吊戸棚
（Ｃ-1)〈新設〉

シャワーカーテンW500×H1100 4か所〈レール共撤去〉

シャワーカーテン

×3ヶ所〈レール共新設〉

k

k

j j

ll

i i

oo

o o

f g

oo

f g

n

n

k

n

n

jj

l l

i i

b b

d e

k k k j i

h

l ij

j j

h h

ii l l i j

h

k ji l

n n

k j i

h

n

ij l

j j i il l

h h h

i j

n n

k

n

ji l

※木部見え掛り材の破損部、劣化部については
　補修とすること。

【特記事項】

※カーテン・カーテンレール：撤去・新設

【凡例】

　部分を示す
：モルタル補修 t=10〈新設〉

：軽量鉄骨下地を示す
o

o

o

o

n

掃除用具フック〈新設〉

掃除用具フック〈新設〉

e

化粧鏡：W300×H450

化粧鏡：W300×H450

床：モルタル金コテ t=30〈撤去〉＋ 磁器モザイクタイル貼 25×25〈撤去〉

-30 -30

1
,
3
0
0

1
,
2
0
0

7
2
0

壁点検口：スチール扉〈残置〉e

d

e

d

ＳＵＳ水切棚 L=1500

ＳＵＳ水切棚 L=1500
170 1,130 100 1701,130

壁点検口：下地調整の上 ＤＰ塗替（両面）W700×H1800（上部メッシュカーテン）
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凡

　例



階段室

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

改修前

階段室（改修前）平面詳細図・展開図

Ａ

ＢＤ

▽2FL

▽1FL

階段・階段下

X8X7

4,000

2
,
4
0
0

9
5
0

2
,
4
0
0

X8X7

4,000

Y3’

8,100

Y2 Y3’

8,100

Y2

X8 X7

4,000

2
,
4
0
0

9
5
0

2
,
4
0
0

X8 X7

4,000 8,100

Y3’Y2

8,100

Y3’Y2

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

k

l

m

n

o

8
,
1
0
0

　Y3’

Y2

DN

物入３

2
,
0
5
0

4
,
4
3
0

1
,
6
2
0

1,990 2,010

1058001,105

565 701,400 1,400 565

4,000

X7 X8

8
,
1
0
0

　Y3’

Y2

1,990 2,010

565 701,400 1,400 565

4,000

X7 X8

２階　平面詳細図

１階　平面詳細図

玄関

5
5
0

6
,
3
5
0

1
,
2
0
0

2
,
0
0
0

3
,
4
0
0

2
,
7
0
0

120 3,760 120 【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

Ｎ

Ｃ

展開方向

床：モルタル金コテ〈残置〉 ＋ 防滑性ビニル床シート〈撤去〉

踏面：モルタル金コテ〈残置〉 ＋ 長尺塩ビシート〈撤去〉

蹴込：人造石研出し〈残置〉

巾木：人造石研出し H=100 既設巾木クリーニング

額縁：木部 ＯＰ塗 下地調整の上 ＳＯＰ塗装

階段・階段下 Ｃ-１ Ｃ-２ Ｄ-１ Ｄ-２

Ａ-１ Ａ-２ Ｂ-１ Ｂ-２

a

b

e e

g

g

f

階段手摺：(両側）集成材 32φ ＋ ＣＬ〈撤去〉

g

g

f

b

i

i

i

i

g

g

f

e

e

ゴムマット〈枠共撤去〉

j

j

e

e

笠木：人造石研出し〈既設のまま〉 既設笠木クリーニング

k

k

【凡例】

：〈撤去〉部分を示す

消 ：消火器

i i i

i i

e e e e

e

d d d d

g

dc

g

g

g

d

d

k

k

k

e

e

d d dd d d d

k

g

d

e

e

e

hh

h h

木製建具〈撤去〉

e

±0

±0

下足室

UPb

：室名札〈撤去〉を示す

室

▽2FL

▽1FL

撤去跡モルタル塗補修の上　複層塗材 Si〈新設〉

l

l

l

d

d

g

±0

±0

±0

建具枠：鋼製〈撤去〉

パーライト吹付 t=10〈撤去〉

パーライト吹付 t=10〈撤去〉

パーライト吹付 t=10〈撤去〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

下地調整の上　階段用防滑性ビニル床シート t=2 張〈新設〉

下地調整の上　階段用防滑性ビニル床シート t=2 張〈新設〉

段鼻：下地調整の上　階段用防滑性ビニル床シート段鼻専用材〈新設〉段鼻：真鍮製〈撤去〉

壁：モルタル金コテ ＋ 吹付タイル〈劣化部補修〉

下足収納・掃除具入れ〈撤去〉 下足収納〈新設〉

モルタル補修 t=20の上　防滑性ビニル床シート t=5　張〈新設〉

階段手摺：(両側）半硬質樹脂（木目）34φ 2段〈新設〉

d

e

e

e

e

e

d d

b

c

l

d
k

b

c

見切材：木製〈残置〉

A-37

1/50

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

下地調整の上、防滑性ビニル床シート〈新設〉



d

±0

±0

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

Ａ

ＢＤ

▽2FL

▽1FL

階段・階段下

X8X7

4,000

2
,
4
0
0

9
5
0

2
,
4
0
0

X8X7

4,000

Y3’

8,100

Y2 Y3’

8,100

Y2

X8 X7

4,000

2
,
4
0
0

9
5
0

2
,
4
0
0

X8 X7

4,000 8,100

Y3’Y2

8,100

Y3’Y2

8
,
1
0
0

　Y3’

Y2

DN

階段室

物入３

2
,
0
5
0

4
,
4
3
0

1
,
6
2
0

1,990 2,010

1058001,105

4,000

X7 X8

8
,
1
0
0

　Y3’

Y2

1,990 2,010

4,000

X7 X8

２階　平面詳細図

１階　平面詳細図

玄関

5
5
0

6
,
3
5
0

1
,
2
0
0

2
,
0
0
0

3
,
4
0
0

2
,
7
0
0

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

Ｎ

Ｃ

展開方向

階段・階段下 Ｃ-１ Ｃ-２ Ｄ-１ Ｄ-２

Ａ-１ Ａ-２ Ｂ-１ Ｂ-２

b

e e

g

g

f

g

g

f

b

g

g

f

e

j

j

e

e

k

k

改修後

【特記事項】【凡例】

i

i i

e e e e

d d

dc

g

g

d

d

k

k

e

e

d d dd d

k

k

g

d

e e

hh

h

g

ii

g

i

he

e

e

室

下足室

k

g

g

ee

UP

▽2FL

▽1FL

l

l

d

g

※木部見え掛り材の破損部、劣化部については
　補修とすること。

i

i

b

g

g

g

±0

±0

±0

36足36足

：室名札〈新設〉を示す

階段室（改修後）平面詳細図・展開図

36足

家具Ｅ-1家具Ｅ-1

家具Ｅ-2 家具Ｅ-2家具Ｅ-2家具Ｅ-2 k

下地調整（RB種)の上、ＥＰ塗替

下地調整（RB種)の上、ＥＰ塗替

下地調整（RB種)の上、ＥＰ塗替

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

k

l

m

n

o

床：モルタル金コテ〈残置〉 ＋ 防滑性ビニル床シート〈撤去〉

踏面：モルタル金コテ〈残置〉 ＋ 長尺塩ビシート〈撤去〉

蹴込：人造石研出し〈残置〉

巾木：人造石研出し H=100 既設巾木クリーニング

額縁：木部 ＯＰ塗 下地調整の上 ＳＯＰ塗装

階段手摺：(両側）集成材 32φ ＋ ＣＬ〈撤去〉

ゴムマット〈枠共撤去〉

笠木：人造石研出し〈既設のまま〉 既設笠木クリーニング

撤去跡モルタル塗補修の上　複層塗材 Si〈新設〉建具枠：鋼製〈撤去〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

下地調整の上　階段用防滑性ビニル床シート t=2 張〈新設〉

下地調整の上　階段用防滑性ビニル床シート t=2 張〈新設〉

段鼻：下地調整の上　階段用防滑性ビニル床シート段鼻専用材〈新設〉段鼻：真鍮製〈撤去〉

壁：モルタル金コテ ＋ 吹付タイル〈劣化部補修〉

下足収納・掃除具入れ〈撤去〉 下足収納〈新設〉

モルタル補修 t=20の上　防滑性ビニル床シート t=5　張〈新設〉

階段手摺：(両側）半硬質樹脂（木目）34φ 2段〈新設〉

家具Ｅ-1

家具Ｅ-1

b

c

b

c

e

見切材：下地調整の上　ＳＯＰ塗替 木製建具〈新設〉

100615 1,335 6151,335

100615 1,335 6151,335

170170 3,660

※カーテン：取外し・再取付：既設家具撤去跡モルタル塗
　補修 t=20〈新設〉部分を示す

i 家具Ｅ-2

a

i家具Ｅ-3

i 家具Ｅ-3

i 家具Ｅ-3 i 家具Ｅ-3

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-38
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下地調整の上、防滑性ビニル床シート〈新設〉



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

改修前

31,000

7,200 2,700 7,200 4,000
2
,
1
0
0

Y2

　Y2’

X4

7,200 2,700

X5 X6 X7 X8 X9 X10

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

k

l

m

n

o

d

a

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈撤去〉を示す

室

室

室室 室

テラス

-110

-270

-360

床：モルタル金コテ コテ目地切

壁：モルタル金コテ ＋ 吹付タイルＲＥ〈劣化部補修〉 水洗いの上、可とう型改修塗材Ｅ厚付け（シリコントップコート）〈新設〉

モルタル金コテ t=20〈水洗い、清掃〉巾木：モルタル金コテ t=20〈劣化部補修〉

床：モルタル金コテ ＋ ゴムマット敷 t=15〈枠共撤去〉

下地調整の上、防滑性ビニル床シート〈新設〉

d d

d d d d d

b b b b b b b

モルタル補修 t=20の上、防滑性ビニル床シート〈新設〉

b

d

Ｂ Ｄ

Ａ

X8

7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700

X4 X5 X6 X7 X9 X10

2
,
4
0
0

【凡例】

：〈撤去〉部分を示す

　▽1FL
c c c c

2
,
4
0
0

Y2 Y2’

2,100

Y2

2,100

　▽1FL

　Y2’

段鼻：ノンスリップタイル貼〈残置〉

下足入れ〈ＲＣ壁共撤去〉

下足入れ〈新設〉

モルタル補修 t=10の上、防滑性ビニル床シート〈新設〉

dd d d d d

c

f

e

e

e

e

e

ee

e

f

g

ゴムマット〈撤去〉

9
0
0

3
0
0

1
,
2
0
0

3
0
0

テラス

テラス

１階　平面詳細図

：〈撤去〉部分を示す

Ｎ

Ａ

ＢＤ

Ｃ

展開方向

d d

c

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

7001,6001,6003,8601,7001,700

1
,
6
6
5

4
7
5

木製下足入れW1770×H790×D250〈下部モルタル共撤去〉

600

フローリングブロック〈下地共撤去〉 フローリングブロック〈下地共撤去〉 フローリングブロック〈下地共撤去〉 フローリングブロック〈下地共撤去〉

ＲＣ壁＋木製下足入れ〈残置〉

6
0
0

1,600

c c

下地調整の上、階段用防滑性ビニル床シート段鼻専用材〈新設〉

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-39
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c

1
,
6
6
5

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

31,000

7,200 2,700 7,200 4,000
2
,
1
0
0

Y2

　Y2’

X4

7,200 2,700

X5 X6 X7 X8 X9 X10

d

a

室

室

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

600 600

室 室

テラス

-110

-270

-360

d d

d d d d d

b b b b b b b

b

既設木製下足入れ＋ＳＯＰ〈塗替〉

d

Ｂ Ｄ

Ａ

X8

7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700

X4 X5 X6 X7 X9 X10

2
,
4
0
0

　▽1FL
c c c c

2
,
4
0
0

Y2 Y2’

2,100

Y2

2,100

　▽1FL

　Y2’

１階　平面詳細図

Ｎ

Ａ

ＢＤ

Ｃ

展開方向

1
,
2
0
0

3
0
0

9
0
0

3
0
0

改修後

テラス

テラス

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈新設〉を示す

：既設家具・ゴムマット撤去跡
　モルタル塗補修〈新設〉部分を示す

24足

＋水性ポリウレタン樹脂塗料３回塗り（最終２液)〈新設〉 ＋水性ポリウレタン樹脂塗料３回塗り（最終２液)〈新設〉 ＋水性ポリウレタン樹脂塗料３回塗り（最終２液)〈新設〉
モルタル補修 t=30の上、

＋水性ポリウレタン樹脂塗料３回塗り
　（最終２液)〈新設〉

f

e

e

e

e

e

e

g

d d

c

f

d フック ２列１段〈新設〉 フック ２列２段〈新設〉 フック ２列１段〈新設〉d d

e

e

d d

c

色分け色分け

1,800

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

k

l

m

n

o

床：モルタル金コテ コテ目地切

壁：モルタル金コテ ＋ 吹付タイルＲＥ〈劣化部補修〉 水洗いの上、可とう型改修塗材Ｅ厚付け（シリコントップコート）〈新設〉

モルタル金コテ t=20〈水洗い、清掃〉巾木：モルタル金コテ t=20〈劣化部補修〉

床：モルタル金コテ ＋ ゴムマット敷 t=15〈枠共撤去〉

下地調整の上、防滑性ビニル床シート〈新設〉

モルタル補修 t=20の上、防滑性ビニル床シート〈新設〉

段鼻：ノンスリップタイル貼〈残置〉

下足入れ〈ＲＣ壁共撤去〉

下足入れ〈新設〉

モルタル補修 t=10の上、防滑性ビニル床シート〈新設〉

木製下足入れW1770×H790×D250〈下部モルタル共撤去〉

下地調整の上、階段用防滑性ビニル床シート段鼻専用材〈新設〉

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

7001,6001,6003,8601,7001,700

4
7
5

600

6
0
0

1,600

ＳＵＳ製見切り材 W=40〈新設〉

ＳＵＳ製見切り材 W=40〈新設〉

モルタル補修 t=30の上、無垢フローリングブロック（無塗装品）t=15〈新設〉 モルタル補修 t=30の上、無垢フローリングブロック（無塗装品）t=15〈新設〉 モルタル補修 t=30の上、無垢フローリングブロック（無塗装品）t=15〈新設〉
無垢フローリングブロック（無塗装品）t=15〈新設〉

丸カン １箇所〈新設〉

c

安城こども園中規模及び保全改修主体工事
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工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

改修前

31,000

7,200 2,700 7,200 4,000
2
,
1
0
0

Y2

　Y2’

X4

7,200 2,700

X5 X6 X7 X8 X9 X10

1,130 1,600 70 1,600 70 1,600 1,730 70 1,730 70 1,730 70 1,730 70 1,730 70 1,730 70 1,730 70 1,730 70 1,730 2,685 900 250

廊下

２階　平面詳細図

２階廊下（改修前）平面詳細図・展開図

廊下 Ａ Ｂ

廊下 Ｃ

±0

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

k

l

m

n

o

c

c

ccccd

c

a

Ｎ

Ａ

ＢＤ

Ｃ

展開方向

X8

7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700

X4 X5 X6 X7 X9 X10

Y2 Y2’

2,100

　▽2FL

2
,
4
0
0

cc c cdd

b b b b b b b b b

7,2002,7007,2004,0007,2002,700

X8 X4X5X6X7X9X10

　▽2FL

2
,
4
0
0

b

c c c

b

【凡例】

：〈撤去〉部分を示す

消 ：消火器

巾木：木製 H=100 ＋ ＯＰ〈残置〉

サンダー掛けの上 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉

下地調整（RB種）の上 ＳＯＰ塗替

室 室 室

室

室 室c

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

600 600

壁：モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

壁:ＬＧＳ下地 石膏ボード t=9.5+12.5 ＋ 吹付タイル〈残置〉

1,250 2,0151,700

スチール手摺〈撤去〉 スチール手摺〈撤去〉

床：木下地 ＋ フローリングボード t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置〉

【凡例】

：ＦＬからのレベルを示す

室

***

：室名札〈撤去〉を示す

：〈撤去〉部分を示す

ＳＵＳ手摺〈撤去〉

工事範囲外

工事範囲外

工事範囲外

フローリングボード〈撤去〉 フローリングボード〈撤去〉

フローリングボード〈撤去〉 フローリングボード〈撤去〉

フローリングボード〈撤去〉

A-41
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工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

31,000

7,200 2,700 7,200 4,000
2
,
1
0
0

Y2

　Y2’

X4

7,200 2,700

X5 X6 X7 X8 X9 X10

900 250

廊下

２階　平面詳細図

廊下 Ａ Ｂ

廊下 Ｃ

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

k

l

m

n

o

c

c

cccc

c

Ｎ

Ａ

ＢＤ

Ｃ

展開方向

X8

7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700

X4 X5 X6 X7 X9 X10

Y2 Y2’

2,100

　▽2FL

2
,
4
0
0

cc c cdd

b b b b b b b b b

7,2002,7007,2004,0007,2002,700

X8 X4X5X6X7X9X10

　▽2FL

2
,
4
0
0

b

c c c

b

改修後

２階廊下（改修後）平面詳細図・展開図

床：木下地 ＋ フローリング t=15 ＋ ＯＳＷ〈残置〉

巾木：木製 H=100 ＋ ＯＰ〈残置〉

サンダー掛けの上 水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液）〈新設〉

下地調整（RB種）の上 ＳＯＰ塗替

室 d 室 室

室

c

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

600 600

スチール製建具〈新設〉

既設木枠残し、スチール製建具〈新設〉既設木枠残し、スチール製建具〈新設〉

＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液)〈新設〉

木下地 45角の上、

＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り
　（最終２液)〈新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

下地調整（RB種）の上 複層塗材 Si〈新設〉

壁：モルタル金コテ ＋ ＡＥＰ〈劣化部補修〉

壁:ＬＧＳ下地 石膏ボード t=9.5+12.5 ＋ 吹付タイル〈残置〉

【凡例】

室

***

：室名札〈新設〉を示す

：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ〈新設〉を示す

：ＦＬからのレベルを示す

：軽量鉄骨壁下地を示す

【凡例】

木下地 45角の上、フローリングボード（無塗装品）t=15〈新設〉

フローリングボード（無塗装品）t=15〈新設〉

工事範囲外

工事範囲外

木下地 45角の上、フローリングボード（無塗装品）t=15〈新設〉
＋水性ポリウレタン樹脂塗装３回塗り（最終２液)〈新設〉

100 1001,540 1,5501,5501,180 1,350 1,600 1,7001001,7001001,7001001,7001002,080 1,700 100 1,700 100 1,700 100 1,700 100 2,7001,700

a

±0

安城こども園中規模及び保全改修主体工事
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Ⅰ

昇降口１

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

テラス

洗濯場

保育室２

保育室１

配膳室

トイレ２

保育室３

職員トイレ

倉庫
職員室

保健室

保育室４ 保育室５

トイレ１

PS

湯沸

食器物入

多目的
トイレ

リフト

コミュニティルーム

5,500 5,500 3,200 4,000 7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700 7,200

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

8
,
1
0
0

2
,
1
0
0

Y2

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y3

Y2

Y1

Y0

56,400

2
7
,
0
0
0

昇降口２

トイレ３

プラットホーム

 Y3'

 Y2'

Ｂ Ｂ Ｂ

CBCBCBCB

Ｃ
Ｃ

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

化粧石膏ボード t=9 CB

Ｐ

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替 下地処理（下地ひび割れ等の補修）、水洗い・清掃、下地調整

天井点検口 450×450〈新設〉

天井点検口 450×450〈残置〉

天井点検口 450×450〈撤去〉

〈既設のまま〉

パーライト吹付 t=10〈撤去〉 下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

化粧石膏ボード t=9.5/化粧石膏ボード t=9 ＋ ＡＥＰ

Ｆ ケイ酸カルシウム板 t=6 ＋ ＶＰ〈撤去〉 ケイ酸カルシウム板 t=6 ＋ ＶＰ〈新設〉

ケイ酸カルシウム板 t=6 ＋ ＶＰ 下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

ケイ酸カルシウム板 t=6 ＋ ＶＰ〈撤去〉 化粧石膏ボード t=9.5〈新設〉

化粧石膏ボード t=9.5〈撤去〉 化粧石膏ボード t=9.5〈新設〉

Ｆ Ｆ

Ｆ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ Ⅰ

Ｈ

Ｈ

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｇ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｇ

Ｈ

Ⅰ

１階天井伏図（改修前・改修後）　S=1/100

Ｄ

Ｎ

Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ

凡　例

［改修前］ ［改修後］

撤去部分（軽量鉄骨天井下地共） 新設部分（軽量鉄骨天井下地共）

電気工事に伴う化粧石膏ボード t=9.5〈取外し〉 化粧石膏ボード t=9.5〈再取付〉

建築改修工事範囲外

カーテン　撤去・取外しリスト

位置 種類 寸法（W×H） 数量
取外し
再取付

撤去 位置 種類 寸法（W×H） 数量 撤去
取外し
再取付

保育室３～５

保育室３～５

目隠しカーテン 5500×2300 ３箇所

5200×1400目隠しカーテン ３箇所

目隠しカーテン保育室６～９ 5200×1400 ４箇所

○

○

○

職員室 目隠しカーテン 5200×1600 １箇所 ○

目隠しカーテン

ブラインド

保健室

職員室 1600×1300 ３箇所

1700×1500 １箇所

○

○

○目隠しカーテン下足室、階段室２ 3000×900 ２箇所

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

位置 種類 寸法（W×H） 数量 参考品番(ｻﾝｹﾞﾂ同等品)

11

廊下

廊下

廊下

ホール

遮熱ﾚｰｽ〈ﾚｰﾙ共新設〉

遮熱ﾚｰｽ〈ﾚｰﾙ共新設〉

遮熱ﾚｰｽ〈ﾚｰﾙ共新設〉

遮熱ﾚｰｽ〈ﾚｰﾙ共新設〉

16200×1600

1800×1700

5000×1900

1900×1600 ２箇所

１箇所

１箇所

１箇所

PK9624

PK9624

PK9624

PK9624

CB

CB

CB

２ ２ ２

１ １

１

４

Ｃ

CB５ ５ ５６

７

カーテン　新設リスト（1.5倍ヒダ縫製、防炎仕様）

ピクチャーレール〈撤去〉 ピクチャーレール（壁付）〈新設〉

Ⅰ

Ｅ

ＥⅠ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ
Ｆ

Ｆ

Ｆ

カーテンボックス・カーテンレール〈残置〉 下地調整の上 ＳＯＰ塗替（レール取付部以外）

水性アクリルシリコン樹脂系軒天用仕上材〈新設〉

Ｃ ＋ 吹付タイルＲＥ〈劣化部補修〉

Ｃ ＋ 吹付タイル 化粧目地切〈劣化部補修〉

Ｃ ＋ リシン吹付 目地切〈劣化部補修〉

水洗いの上　可とう型改修塗材Ｅ厚付け（ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ）〈新設〉

１階天井伏図（改修前・改修後）

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-43

1/100



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

5,500 5,500 3,200 4,000 7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700 7,200

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

8
,
1
0
0

2
,
1
0
0

56,400

2
7
,
0
0
0

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y3

Y2

Y1

Y0

物入 トイレ６

物入

ホール

保育室６ 保育室７ 保育室８ 保育室９

廊下

トイレ５トイレ４

遊戯室

ステージ

物入

パントリー

バ
ル
コ
ニ
ー
２

バ
ル
コ
ニ
ー
１

 Y3'

 Y2'

Y2

Ｄ

ＤＤ

Ｄ

ＤＤ

CB

CBCBCB

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ

ＨＨ

ＢＢＢＢ

Ｆ

Ｆ

２階天井伏図（改修前・改修後）　S=1/100

Ｎ

Ｃ
Ｃ

Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ

凡　例

［改修前］ ［改修後］

撤去部分（軽量鉄骨天井下地共） 新設部分（軽量鉄骨天井下地共）

電気工事に伴う化粧石膏ボード t=9.5〈取外し〉 化粧石膏ボード t=9.5〈再取付〉

建築改修工事範囲外

カーテン　撤去・取外しリスト

位置 種類 寸法（W×H） 数量
取外し
再取付

撤去 位置 種類 寸法（W×H） 数量 撤去
取外し
再取付

保育室３～５

保育室３～５

目隠しカーテン 5500×2300 ３箇所

5200×1400目隠しカーテン ３箇所

目隠しカーテン保育室６～９ 5200×1400 ４箇所

○

○

○

職員室 目隠しカーテン 5200×1600 １箇所 ○

目隠しカーテン

ブラインド

保健室

職員室 1600×1300 ３箇所

1700×1500 １箇所

○

○

○目隠しカーテン下足室、階段室２ 3000×900 ２箇所

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

位置 種類 寸法（W×H） 数量 参考品番(ｻﾝｹﾞﾂ同等品)

11

廊下

廊下

廊下

ホール

遮熱ﾚｰｽ〈ﾚｰﾙ共新設〉

遮熱ﾚｰｽ〈ﾚｰﾙ共新設〉

遮熱ﾚｰｽ〈ﾚｰﾙ共新設〉

遮熱ﾚｰｽ〈ﾚｰﾙ共新設〉

16200×1600

1800×1700

5000×1900

1900×1600 ２箇所

１箇所

１箇所

１箇所

PK9624

PK9624

PK9624

PK9624

Ａ

CB CBCB３ ３ ３ ３CB ７

Ｂ ８９1011
11

カーテン　新設リスト（1.5倍ヒダ縫製、防炎仕様）

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後] 記号 [改修前] [改修後]

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

化粧石膏ボード t=9 CB

Ｐ

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替 下地処理（下地ひび割れ等の補修）、水洗い・清掃、下地調整

天井点検口 450×450〈新設〉

天井点検口 450×450〈残置〉

天井点検口 450×450〈撤去〉

〈既設のまま〉

パーライト吹付 t=10〈撤去〉 下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

化粧石膏ボード t=9.5/化粧石膏ボード t=9 ＋ ＡＥＰ

Ｆ ケイ酸カルシウム板 t=6 ＋ ＶＰ〈撤去〉 ケイ酸カルシウム板 t=6 ＋ ＶＰ〈新設〉

ケイ酸カルシウム板 t=6 ＋ ＶＰ 下地調整（RB種）の上 ＥＰ塗替

ケイ酸カルシウム板 t=6 ＋ ＶＰ〈撤去〉 化粧石膏ボード t=9.5〈新設〉

化粧石膏ボード t=9.5〈撤去〉 化粧石膏ボード t=9.5〈新設〉

Ｇ

Ｈ

Ⅰ

ピクチャーレール〈撤去〉 ピクチャーレール（壁付）〈新設〉

カーテンボックス・カーテンレール〈残置〉 下地調整の上 ＳＯＰ塗替（レール取付部以外）

水性アクリルシリコン樹脂系軒天用仕上材〈新設〉

Ｃ ＋ 吹付タイルＲＥ〈劣化部補修〉

Ｃ ＋ 吹付タイル 化粧目地切〈劣化部補修〉

Ｃ ＋ リシン吹付 目地切〈劣化部補修〉

水洗いの上　可とう型改修塗材Ｅ厚付け（ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ）〈新設〉

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

２階天井伏図（改修前・改修後） 1/100
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AW

昇降口１

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

避難用ｽﾍﾞﾘ台

テラス

洗濯場

保育室２

保育室１

配膳室

トイレ２

保育室３

職員トイレ

倉庫
職員室

保健室

保育室４ 保育室５

トイレ１

PS

湯沸

食器物入

多目的
トイレ

リフト

コミュニティルーム

5,500 5,500 3,200 4,000 7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700 7,200

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

8
,
1
0
0

2
,
1
0
0

Y2

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y3

Y2

Y1

Y0

56,400

2
7
,
0
0
0

Ｎ

昇降口２

トイレ３

2
AW

7
AW

2
AWAW

9
AWAW

7
AWAW

21
AD
4

13
AW

5
ADAW

14

15
AW

22
AW

AW
17

AW
23

AW
19

AW
20

AW
18

6
AD

AW
16

AW
12

AW
11

AD
3

AD
2

AW
4

AW
10

AW
3

AW
8

AW
1 1

AD
1
AD

AW
6

AW
1

室外機置場 プラットホーム

1
TB

TB
3

TB
2

23

１階建具符号図（改修前）

１階建具符号図（改修前）　S=1/100

WD WD
5 5

AD
9

6
WD

TB
5

SD
1

52

**
**

**
**

**
**

**
**

・・・〈撤去〉する建具を示す・・・改修する建具を示す（カバー工法） ・・・〈新設〉する建具を示す

・・・建具調整（金物更新・塗替）の建具を示す

SD
1

**
**

**
**

・・・扉のみ入替する建具を示す

（改修前）（改修後）

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

1/100
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工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

Ｎ

2
AW

7
AW

2
AWAW

9
AWAW

7
AWAW

21
AD
4

13
AW

5
ADAW

14

15
AW

22
AW

AW
17

AW
23

AW

AW
19

AW
20

AW
18

6
AD

AW
16

AW
12

AW
11

AD
3

AD
2

AW
4

AW
10

AW
3

AW
8

AW
1 1

AD
1
AD

AW
6

AW
1

1
TB TB

2

昇降口１

テラス

駐車場

洗濯場

保育室２

保育室１

配膳室

トイレ２

保育室３

職員トイレ

倉庫
職員室

保健室

保育室４ 保育室５

トイレ１

保育室棟 管理保育室棟

PS

湯沸

食器物入

多目的
トイレ

リフト

コミュニティルーム

5,500 5,500 3,200 4,000 7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700 7,200

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

8
,
1
0
0

2
,
1
0
0

Y2

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y3

Y2

Y1

Y0

56,400

2
7
,
0
0
0

昇降口２

トイレ３

室外機置場 プラットホーム

 Y3'

 Y2'

避難用ｽﾍﾞﾘ台

23

１階建具符号図（改修後）

１階建具符号図（改修後）　S=1/100

LSD
4

LSDLSD
3 3

AD
9

WD
6

SD
1

TB
5

52

**
**

**
**

**
**

**
**

・・・〈撤去〉する建具を示す・・・改修する建具を示す（カバー工法） ・・・〈新設〉する建具を示す

SD
1

・・・建具調整（金物更新・塗替）の建具を示す
**
**

**
**

・・・扉のみ入替する建具を示す

（改修前）（改修後）

A-46

1/100

安城こども園中規模及び保全改修主体工事



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

5,500 5,500 3,200 4,000 7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700 7,200

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

8
,
1
0
0

2
,
1
0
0

56,400

2
7
,
0
0
0

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y3

Y2

Y1

Y0

物入 トイレ６

物入

ホール

保育室６ 保育室７ 保育室８ 保育室９

廊下

トイレ５トイレ４

遊戯室

ステージ

物入

屋外
階段

避難用ｽﾍﾞﾘ台

パントリー

バ
ル
コ
ニ

ー
２

バ
ル
コ
ニ

ー
１

天窓

２階建具符号図（改修前）

２階建具符号図（改修前）　S=1/100

2
AW

2
AW

2
AW

AWAW

AW
7

AW
7

AW
92

AW

AWAW

AW

AW

AWAWAWAW

AW

AWAW

AW

AW

AD
8

AD
7

WD WD
1 1

WD
1

WD
1

WD
2

TB

TB

3

TB

TB
3

AW

WD
3

WD
3

WD
4

2 4

AW
26 24252429

30

32

34

35

33

31 36

28 28 28 28

27

WD
5

WD
5

WD WD
55

SD SD

**
**

**
**

**
**

**
**

・・・〈撤去〉する建具を示す・・・改修する建具を示す（カバー工法） ・・・〈新設〉する建具を示す

・・・建具調整（金物更新・塗替）の建具を示す
**
**

**
**

・・・扉のみ入替する建具を示す

（改修前）（改修後）

3 3

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-47
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WD

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

5,500 5,500 3,200 4,000 7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700 7,200

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

8
,
1
0
0

2
,
1
0
0

56,400

2
7
,
0
0
0

保育室棟 管理保育室棟

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y3

Y2

Y1

Y0

物入 トイレ６

物入

ホール

保育室６ 保育室７ 保育室８ 保育室９

廊下

トイレ５トイレ４

遊戯室

ステージ

物入

屋外
階段

避難用ｽﾍﾞﾘ台

パントリー

バ
ル

コ
ニ

ー
２

バ
ル
コ

ニ
ー
１

 Y3'

 Y2'

Y2

２階建具符号図（改修後）

２階建具符号図（改修後）　S=1/100

天窓

2
AW

2
AW

2
AW

AWAW

AW
7

AW
7

AW
92

AW

AWAW

AW

AW

AWAWAWAW

AW

AWAW

AW

AW

AD
8

AD
7

WD WD
1 1

WD
1

WD
1 2

TB TB

AW

2 4

AW
26 24252429

30

32

34

35

33

31 36

28 28 28 28

27

LSD
1

LSD
1

LSD
2

LSD
3 3

LSD
3

LSD LSD
3

SD SD

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

・・・〈撤去〉する建具を示す・・・改修する建具を示す（カバー工法） ・・・〈新設〉する建具を示す

・・・建具調整（金物更新・塗替）の建具を示す
**
**

・・・扉のみ入替する建具を示す

（改修前）（改修後）

3 3

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-48
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Ｔ４＋Ａ６＋Ｔ４、掃出腰部分：ＴＦ４＋Ａ６＋Ｔ４、腰壁部分：アルミパネル断熱ボード t=18

ｻ

空 外

 内

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

引違い戸３連＋欄間引違い窓

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

アルミ

ＦＬ３ 腰部分：ＰＷ６.８

▽ＦＬ

▽ＦＬ

▽ＦＬ

改修前 改修後

70

4,940

8
0
0

1
,
0
0
0

1
0
0
4
9
0

2
,
3
9
0

1,600 70 1,600 70 1,600

アルミ

▽ＦＬ

改修前 改修後

70

引違い窓３連

ＦＬ３

1,600 70 1,600 70 1,600

4,940

1
,
2
4
0

アルミ

▽ＦＬ

改修前 改修後

アルミ

▽ＦＬ

改修前 改修後

引違い窓３連

職員室 1

8
9
0

1
0
0

6
0
0

1
,
5
9
0

9
0
0

70

ＦＬ３

引違い窓＋欄間引違い窓

1

100

ＦＬ３ 腰部分：Ｔ４

保育室３

1
,
8
0
0

1
0
0
4
9
0

2
,
3
9
0

1,600 70 1,600 70 1,600

4,940

1,700 70 1,700 70 1,700

5,240

引違い窓３連

改修前 改修後

アルミ

ＦＬ３

70

1

1,600 70 1,600 70 1,600

1
,
2
4
0

4,940

保育室５

アルミ

ＦＬ３ 腰部分：ＰＷ６.８

改修前 改修後

引違い戸＋欄間引違い窓

1
0
03
4
0

2
,
2
4
0

1,635

8
0
0

1
,
0
0
0

アルミ

改修前 改修後

Ｆ３

70

1

70

4

引違い窓２連

1
,
1
5
0

1
,
1
8
0

8
8
0

1,195 70 1,195

2,460

建具表１（改修前・改修後）

1
,
1
5
0

１. 建築金物、ガラスは原則として見本提出の上、係員の承諾を得ること。

２. アルミパネル及びガラス部にはすべてシーリングを施すこと。

３. 建具金物は原則としてステンレス製とする。

４. 外部建具廻りはシーリング（ＭＳ-２）を充填のこと、下部は２回充填とする。

５. すべての建具において建具調整を行うこと。

６. 外れ止め〈新設〉は二重外れ止めとする。

８. 工事着手前に建具検査を行い、その調査結果を元に監督員と協議し、改修すること。

１０. 特記なき限り額縁は下地調整の上ＵＣとする。

１１. クレセント取付位置は、ＦＬ＋1500を基準とし、各々について監督員と協議をすること。

１２. カバー工法によりサッシ巾が小さくなる場合は窓部分で調整するものとし、扉部分の幅は確保すること。窓部分の寸法はサッシ巾の均等割とする。

Ｆ　　　型板ガラス

ＦＬ　　透明ガラス

ＦＷ　　網入り型板ガラス

ＰＷ　　網入り磨きガラス

ＴＦ　　強化型板ガラス

Ｔ　　　強化透明ガラス

7

アルマイト 70 アルマイト

〈カバー工法による入替〉 〈カバー工法による入替〉

アルマイト

職員室

70

1

70

7

アルマイト

保育室３

〈カバー工法による入替、下枠新設〉〈カバー工法による入替、下枠撤去〉〈カバー工法による入替〉 〈カバー工法による入替〉

1

100

1

70

1

70

4

70アルマイト

〈カバー工法による入替〉

アルマイト

保育室５

付属金物一式、フラットレール

アルマイト

〈カバー工法による入替〉〈カバー工法による入替〉

クレセント、網戸（合成樹脂製）

アルミ膳板、アルミ額縁、付属金物一式

クレセント、引違戸錠（扉部分）

クレセント、網戸（合成樹脂製）※掃出し部分除く、引違戸錠（扉部分）、付属金物一式

〈カバー工法による入替、下枠新設〉

クレセント、網戸（合成樹脂製）※掃出し部分除く、引違戸錠（扉部分）、付属金物一式

フラットレール

〈カバー工法による入替、下枠撤去〉

フラットレール

〈カバー工法による入替〉

AW

1

AW

2

AW

3

AW

4

AW

5

AW

6

AW

7

2
,
2
9
0

1
0
03
0
0

1
,
8
9
0

4,840

1,550 1,550

1
,
2
0
0

4,840

1,550

1
0
0

1,550

4,840

8
4
0

9
5
0

5
5
0

1
,
4
9
0

100 1001,540

100 1001,540

2
,
2
9
0

1
,
8
9
0

1
0
03
0
0

5,140

1,550 1,550

4,840

100 1001,540

1
,
2
0
0

1
,
1
4
0

2,360

1,1301,130 100

1
,
2
3
0

7
8
0

▽ＦＬ ▽ＦＬ

保育室４、保育室５ 2 2保育室４、保育室５

トイレ３～５、職員トイレ/湯沸 トイレ３～５、職員トイレ/湯沸

9
0
0

クレセント（ＦＬ＋1500以下）、網戸（合成樹脂製）、換気框（各部屋1箇所）、付属金物一式

Ｔ４＋Ａ６＋Ｔ４

Ｔ４＋Ａ６＋Ｔ４ Ｔ４＋Ａ６＋Ｔ４、腰部分：ＴＦ４＋Ａ６＋Ｔ４

７. ガラスビート〈撤去〉ガラスシーリング〈新設〉のとき、ガラス〈残置〉で施工すること。

9
0
0

クレセント（ＦＬ＋1500以下）、網戸（合成樹脂製）、換気框、付属金物一式

〈撤去〉 〈新設〉

9
0
0

1,635

2
,
2
4
0

1
0
03
0
0

9
4
0

９. 　　　　部は網戸〈新設〉部分を示す。　　　　　部は飛散防止フィルム〈新設〉部分を示す。

ｸ  内 ｸ  内 ｸ  内

ｸ  内 ｸ  内 ｸ  内

ｸ  内 ｸ  内 ｸ  内

 内ｻ

 外空

ｸ  内 ｸ  内

Ａ　　　空気層

クレセント錠

シリンダー錠

サムターン錠

空錠

内/外　 内側/外側

ｸ

ｼ

ｻ

空

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

2
0
01
0
0

8
4
0

ｸ  内 ｸ  内 ｸ  内

FIX FIX FIX

1
,
8
0
0

Ｔ４＋Ａ６＋Ｔ４ FIX部：ＴＦ４＋Ａ６＋Ｔ４

保育室３、保育室４、保育室５、保育室６、保育室７、保育室８、保育室９

職員室職員室

1
,
3
7
0

7
3
0

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

ｸ  内

 内ｻ

ｻ

 内

ｼ

ｻ

空 外（保育室５）

 内ｻ

ｼ  外

ｸ  内

 内ｻ

 外ｻ

2
0
0

2
0
0

ｸ  内

 内ｻ

 外ｻ

2
0
0

1,800 100 1,8001001,340

ｸ  内

 内ｻ

 外空

ｸ  内

ｸ  内

 内ｸ ｸ  内

ｸ  内

 外（保育室４）

1,8001001,800 100 1,040

Ｔ４＋Ａ６＋Ｔ４、掃出腰部分：ＴＦ４＋Ａ６＋Ｔ４、腰壁部分：アルミパネル断熱ボード t=18

 外

保育室３、保育室４、保育室５、保育室６、保育室７、保育室８、保育室９

クレセント、網戸（合成樹脂製）、付属金物一式

ＴＦ４＋Ａ６＋Ｔ４

引違い戸＋欄間引違い窓
AW

6

パネル

パネル

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-49

1/50凡
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特

記

事

項



2

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

アルミ

ＦＬ３ 腰部分：ＰＷ６.８

▽ＦＬ

▽ＦＬ

改修前

アルミ

▽ＦＬ

ＦＬ３

１. 建築金物、ガラスは原則として見本提出の上、係員の承諾を得ること。

２. アルミパネル及びガラス部にはすべてシーリングを施すこと。

３. 建具金物は原則としてステンレス製とする。

４. 外部建具廻りはシーリング（ＭＳ-２）を充填のこと、下部は２回充填とする。

５. すべての建具において建具調整を行うこと。

６. 外れ止め〈新設〉は二重外れ止めとする。

８. 工事着手前に建具検査を行い、その調査結果を元に監督員と協議し、改修すること。

１０. 特記なき限り額縁は下地調整の上ＵＣとする。

１１. クレセント取付位置は、ＦＬ＋1500を基準とし、各々について監督員と協議をすること。

１２. カバー工法によりサッシ巾が小さくなる場合は窓部分で調整するものとし、扉部分の幅は確保すること。窓部分の寸法はサッシ巾の均等割とする。

Ｆ　　　型板ガラス

ＦＬ　　透明ガラス

ＦＷ　　網入り型板ガラス

ＰＷ　　網入り磨きガラス

ＴＦ　　強化型板ガラス

Ｔ　　　強化透明ガラス

3枚引違い戸＋片袖ＦＩＸ＋欄間ＦＩＸ

1

100

改修後 改修前 改修後

70アルミ

引違い窓２連

1
0
0
4
9
0

2
,
4
9
0

9
0
0

1
,
0
0
0

70

3,760

1,400 70 1,400

2,870

1
,
2
5
0

8
8
0

改修後

70

改修前

アルミ

ＦＬ３

保健室 1

引違い窓＋欄間引違い窓

1,600

8
9
0

1
0
0

6
0
0

1
,
5
9
0

1

70

70715 715

1,500

ＦＩＸ２連

1
,
3
5
0

建具表２（改修前・改修後）

FIX FIX FIX FIX

1
0
0

2
,
0
0
0

アルマイト

〈カバー工法による入替、下枠新設〉

フラットレール

〈カバー工法による入替、下枠撤去〉

1

100

ＦＬ３

アルマイト

〈カバー工法による入替〉 〈カバー工法による入替〉

2

70

保健室

アルマイト

〈カバー工法による入替〉〈カバー工法による入替〉

クレセント、網戸（合成樹脂製）、付属金物一式

FIX FIX

クレセント、網戸（合成樹脂製）、付属金物一式

70

1

AW

8

AW

9

AW

10

AW

11

3,660

100

2
,
3
9
0

FIX 2
9
0

FIX FIX FIX

1,335 100

2,770

1,335

1
0
0

1,500

▽ＦＬ ▽ＦＬ

下足室、階段室 下足室、階段室

1
,
3
0
0

7
8
0

5
5
0

8
4
0 1
,
4
9
0

アルミ

1

100

３枚引違い窓

ＦＬ３

1
,
3
5
0

2,390

AW

12

▽ＦＬ

アルミ

1

引違い窓

配膳室

70

Ｆ４ 

920

8
0
0

AW

13

▽ＦＬ

飛散防止フィルム貼〈新設〉

〈建具調整〉 〈建具調整〉

戸車取替、クレセント取替、外れ止め取替、飛散防止フィルム貼〈新設〉 戸車取替、クレセント取替、外れ止め取替、飛散防止フィルム貼〈新設〉

▽ＦＬ

アルミ 70

1

Ｆ４

コミュニティルーム

引違い窓＋ＦＩＸ 連窓

1
,
0
0
0

4,640

70 1,800701,800 900

1
,
3
5
0

FIX

AW

14

アルミ 70

1コミュニティルーム

Ｆ４

引違い窓２連

1,740 70 1,740

3,550

1
,
3
5
0

AW

15

▽ＦＬ

〈建具調整〉

戸車取替、クレセント取替、外れ止め取替、飛散防止フィルム貼〈新設〉

1
,
8
0
0

1
0
0
4
5
0

16 17 18 19

1,700 70 1,700 70 1,700 70 653

2
,
3
5
0

5,963

引違い戸３連＋欄間引違い窓＋ＦＩＸ 引違い窓３連 引違い戸３連＋欄間引違い窓＋ＦＩＸ 引違い窓２連＋ＦＩＸ
AW AW AW AW

5,540

70 1,800701,800 1,800

1
,
0
0
0

1
,
3
5
0

FIX FIX FIX

FIX FIX

FIX FIX

▽ＦＬ

660 70 1,700 70 1,700 70 1,700

5,970

1
0
0

1
,
8
0
0 2
,
3
5
0

4
5
0

▽ＦＬ▽ＦＬ ▽ＦＬ

保育室２ 1 保育室２ 保育室１

70 1,77070 1,770

4,480

800

1
,
0
0
0

2
,
3
5
0

1
,
3
5
0

1 保育室１ 1

アルミ 100 アルミ 70 アルミ 100 アルミ 70

ＦＬ３ 腰部分：Ｔ４ ＦＬ３ ＦＬ３ 腰部分：Ｔ４ ＦＷ６.８

〈建具調整〉 〈建具調整〉 〈建具調整〉 〈建具調整〉

戸車取替、クレセント取替、ハンドル型クレセント取替、外れ止め取替 戸車取替、クレセント取替、外れ止め取替 戸車取替、クレセント取替、ハンドル型クレセント取替、外れ止め取替 戸車取替、クレセント取替、外れ止め取替

▽ＦＬ

戸車取替、クレセント取替、外れ止め取替、飛散防止フィルム貼〈新設〉

〈建具調整〉

1

飛散防止フィルム貼〈新設〉飛散防止フィルム貼〈新設〉飛散防止フィルム貼〈新設〉

下足室 下足室

Ｔ４＋Ａ６＋Ｔ４、腰部分：ＴＦ４＋Ａ６＋Ｔ４ Ｔ４＋Ａ６＋Ｔ４ ＴＦ４＋Ａ６＋Ｔ４、ランマ部分：Ｔ４＋Ａ６＋Ｔ４

９. 　　　　部は網戸〈新設〉部分を示す。　　　　　部は飛散防止フィルム〈新設〉部分を示す。

 内

ｼ

ｻ

 外

 内ｻ

 外

 内ｻ

 外空 空

ｸ  内 ｸ  内

ｸ  内

ｸ  内

引違戸錠（扉部分）、付属金物一式

Ａ　　　空気層

クレセント錠

シリンダー錠

サムターン錠

空錠

内/外　 内側/外側

ｸ

ｼ

ｻ

空

７. ガラスビート〈撤去〉ガラスシーリング〈新設〉のとき、ガラス〈残置〉をみること。

1
,
5
0
0

 内ｻ

 外

 内ｻ

 外

 内ｻ

 外ｻ ｻ ｻ

2
0
0

1
,
5
0
0

1
,
2
4
5

8
4
5

※既設建具メーカー：不二サッシ ※既設建具メーカー：不二サッシ ※既設建具メーカー：不二サッシ ※既設建具メーカー：不二サッシ ※既設建具メーカー：不二サッシ

※既設建具メーカー：不二サッシ ※既設建具メーカー：不二サッシ ※既設建具メーカー：不二サッシ ※既設建具メーカー：不二サッシ

昇降口２ 昇降口２

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-50

1/50
特

記

事

項

凡

例

飛散防止フィルム貼〈新設〉



1
0
0

6
0
0

6
0
0

1
,
2
0
5
(
1
2
0
0
)

2
,
5
0
5
(
2
5
0
0
)

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

１. 建築金物、ガラスは原則として見本提出の上、係員の承諾を得ること。

２. アルミパネル及びガラス部にはすべてシーリングを施すこと。

３. 建具金物は原則としてステンレス製とする。

４. 外部建具廻りはシーリング（ＭＳ-２）を充填のこと、下部は２回充填とする。

５. すべての建具において建具調整を行うこと。

６. 外れ止め〈新設〉は二重外れ止めとする。

８. 工事着手前に建具検査を行い、その調査結果を元に監督員と協議し、改修すること。

１０. 特記なき限り額縁は下地調整の上ＵＣとする。

１１. クレセント取付位置は、ＦＬ＋1500を基準とし、各々について監督員と協議をすること。

１２. カバー工法によりサッシ巾が小さくなる場合は窓部分で調整するものとし、扉部分の幅は確保すること。窓部分の寸法はサッシ巾の均等割とする。

Ｆ　　　型板ガラス

ＦＬ　　透明ガラス

ＦＷ　　網入り型板ガラス

ＰＷ　　網入り磨きガラス

ＴＦ　　強化型板ガラス

Ｔ　　　強化透明ガラス

建具表３（改修前・改修後）

▽ＦＬ

アルミ

ＦＬ３

70

1

701,635

3,340

1,635

1
,
0
0
0

1
,
3
5
0

引違い窓２連

保育室１

アルミ 70

1

すべり出し窓

600

6
0
0

Ｆ３

1
,
3
0
0

トイレ２

アルミ 70

1

800

洗濯場

Ｆ４

すべし出し窓２段

2
,
3
5
5

1
0
0

6
5
0

1
,
0
0
5

6
0
0

アルミ 70

2
,
3
5
0

1
0
0

6
5
0

1
,
0
0
0

6
0
0

600

トイレ１

Ｆ４

すべし出し窓２段

〈建具調整〉

戸車取替、クレセント取替、外れ止め取替

〈建具調整〉 〈建具調整〉 〈建具調整〉

AW

20

AW

21

AW

22

AW

23

2

▽ＦＬ ▽ＦＬ ▽ＦＬ

▽ＦＬ

アルミ

▽ＦＬ

改修前 改修後

1

70

1,730 70 1,730 70 1,730 70 1,730 70 1,730 70 1,730 70 1,730 70 1,730 70 1,730

8
0
0

1
,
0
0
0

1
0
0
4
6
0

2
,
3
6
0

16,130

ＦＬ３ 腰部分：ＰＷ６.８

引違い窓７連＋欄間引違い窓９連

廊下

FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX

FIX FIX FIX FIX FIX FIX

1

70

廊下

アルマイト

〈カバー工法による入替〉〈カバー工法による入替〉

AW

FIX

1,700 100

FIX

1001,700 1,665 100 1,700

FIX

100 1,700

FIX

100 1,700

FIX

100

16,030

8
0
0

1,700100

FIX

1,7001,665 100

FIXFIX

1
0
0

6
0
0

7
6
0

2
,
2
6
0

3
8
0

1
,
8
8
0

4
8
0

1
,
8
8
0

引違い窓
AW

26

改修後改修前

廊下

アルミ

ＦＬ３ 腰部分：アルミ化粧パネル t=3

〈カバー工法による入替〉 〈カバー工法による入替〉

クレセント、網戸（合成樹脂製）、付属金物一式

廊下

アルマイト

1 1

7070

パネル パネル パネル

▽ＦＬ

8
0
0

1,500

1
,
0
0
0

アルミ 70

引違い窓

階段室１

Ｆ４

1

〈建具調整〉

戸車取替、クレセント取替、外れ止め取替

AW

▽ＦＬ

600

すべし出し窓２段

物入、トイレ６ 4

アルミ 70

Ｆ４

〈建具調整〉

AW

ハンドル取替

▽ＦＬ

25

27 28

飛散防止フィルム貼〈新設〉

ハンドル取替、飛散防止フィルム貼〈新設〉 ハンドル取替、飛散防止フィルム貼〈新設〉 ハンドル取替、飛散防止フィルム貼〈新設〉

AW

24
引違い窓＋欄間引違い窓

改修後改修前

1,600 70 1,600 70 1,600

4,940

アルミ

〈カバー工法による入替〉 〈カバー工法による入替〉

アルマイト

4
5
0

1
,
2
4
0

1
0
0

6
0
0

1
,
9
4
0

1,550 1,550

4,840

100 1001,540

5
0
0

1
,
8
4
0

70 70

FIX

70 815815

1,700

9
8
5

1
0
03
1
5

1
,
4
0
0

8
1
5

▽ＦＬ

アルミ

ＦＬ３

70

1

引違い窓＋欄間引違い窓

9
8
5

1
0
03
1
5

1,700

1
,
4
0
0

8
1
5

２階ホール

アルミ 70

1

ＦＩＸ２連＋欄間引違い窓

ＦＬ３

２階ホール 1

ＦＬ３ 腰部分：Ｔ４

100アルミ

遊戯室

引違い戸＋欄間引違い窓＋引違い窓２連

1,750 70 1,750 70 1,750

5,390

4
5

1
,
8
0
0

1
0
0
5
5
5

1
,
0
0
0

1
,
5
0
0

2
,
5
0
0

〈建具調整〉

戸車取替、クレセント取替、外れ止め取替

〈建具調整〉

戸車取替、クレセント取替、外れ止め取替 戸車取替、ハンドル型クレセント取替、クレセント取替、外れ止め取替

〈建具調整〉

FIX

AW AW AW

▽ＦＬ ▽ＦＬ

29 30 31

飛散防止フィルム貼〈新設〉 飛散防止フィルム貼〈新設〉飛散防止フィルム貼〈新設〉 飛散防止フィルム貼〈新設〉 飛散防止フィルム貼〈新設〉

９. 　　　　部は網戸〈新設〉部分を示す。　　　　　部は飛散防止フィルム〈新設〉部分を示す。

1
0
0

8
4
0

9
0
0

FIX FIX FIX FIX FIX FIX

パネル パネル パネル パネル パネル パネル パネル パネル パネル パネル

クレセント、網戸（合成樹脂製）、換気框、飛散防止フィルム〈新設〉、付属金物一式

クレセント、網戸（合成樹脂製）、飛散防止フィルム〈新設〉、付属金物一式

Ｔ４＋Ａ６＋Ｔ４ FIX部：ＴＦ４＋Ａ６＋Ｔ４
最下部：アルミパネル断熱ボード t=18

飛散防止フィルム〈新設〉

ｸ  内 ｸ  内 ｸ  内

ｸ  内ｸ  内 ｸ  内 ｸ  内 ｸ  内 ｸ  内 ｸ  内 ｸ  内ｸ  内

Ａ　　　空気層

クレセント錠

シリンダー錠

サムターン錠

空錠

内/外　 内側/外側

ｸ

ｼ

ｻ

空

７. ガラスビート〈撤去〉ガラスシーリング〈新設〉のとき、ガラス〈残置〉をみること。

Ｔ４＋Ａ６＋Ｔ４ FIX部分：ＴＦ４＋Ａ６＋Ｔ４ 最下部：アルミパネル断熱ボード t=18

Ｔ４＋Ａ６＋Ｔ４ FIX部分：ＴＦ４＋Ａ６＋Ｔ４ 

1
,
7
0
0

1
,
7
0
0

7
0
0

1
0
0

1
,
8
0
01
,
0
0
0

1,700

FIX

ｸ  内

7
0
0

1
0
0

1
0
0

1
,
7
5
05
5
0

3
0
0

1
,
6
5
0

1,600

FIX

パネル

※既存建具メーカー：不二サッシ ※既存建具メーカー：不二サッシ ※既存建具メーカー：不二サッシ ※既存建具メーカー：不二サッシ

※既存建具メーカー：不二サッシ ※物入（　）の寸法とする。
※既存建具メーカー：不二サッシ

※既存建具メーカー：不二サッシ ※既存建具メーカー：不二サッシ ※既存建具メーカー：不二サッシ

保育室９、廊下 2 2保育室９、廊下
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縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

１. 建築金物、ガラスは原則として見本提出の上、係員の承諾を得ること。

２. アルミパネル及びガラス部にはすべてシーリングを施すこと。

３. 建具金物は原則としてステンレス製とする。

４. 外部建具廻りはシーリング（ＭＳ-２）を充填のこと、下部は２回充填とする。

５. すべての建具において建具調整を行うこと。

６. 外れ止め〈新設〉は二重外れ止めとする。

８. 工事着手前に建具検査を行い、その調査結果を元に監督員と協議し、改修すること。

１０. 特記なき限り額縁は下地調整の上ＵＣとする。

１１. クレセント取付位置は、ＦＬ＋1500を基準とし、各々について監督員と協議をすること。

１２. カバー工法によりサッシ巾が小さくなる場合は窓部分で調整するものとし、扉部分の幅は確保すること。窓部分の寸法はサッシ巾の均等割とする。

Ｆ　　　型板ガラス

ＦＬ　　透明ガラス

ＦＷ　　網入り型板ガラス

ＰＷ　　網入り磨きガラス

ＴＦ　　強化型板ガラス

Ｔ　　　強化透明ガラス

建具表４（改修前・改修後）

アルミ

▽ＦＬ

70

引違い戸＋欄間引違い窓＋引違い窓２連

遊戯室

ＦＬ３ 腰部分：Ｔ４

1,770 70 1,770 70 1,770 70 820701,770

8,180

9
5
5

1
,
5
0
0

1
,
8
0
0

1
0
0
5
5
5

2
,
4
5
5

アルミ 70

1,800 70 1,800 70 790 70 1,800

6,400

4
5

1
,
8
0
0

1
0
0
5
5
5

1
,
0
0
0

1
,
5
0
0

2
,
5
0
0

遊戯室

引違い戸＋欄間引違い窓＋ＦＩＸ＋引違い窓２連

ＦＬ３ 腰部分：Ｔ４

〈建具調整〉

戸車取替、ハンドル型クレセント取替、クレセント取替、外れ止め取替

〈建具調整〉

戸車取替、ハンドル型クレセント取替、クレセント取替、外れ止め取替

FIX FIX

AW AW

▽ＦＬ

アルミ

1

70

ＦＬ３ 腰部分：Ｔ４

引違い戸＋欄間引違い窓＋ＦＩＸ＋引違い窓２連

701,770 850 70 701,770 701,770 1,770

8,210

1
,
8
0
0

1
0
0
5
5
5

9
5
5

1
,
5
0
0

遊戯室

▽ＦＬ▽ＦＬ

引違い窓２連＋ＦＩＸ

遊戯室 1

1
,
0
0
0

1
,
5
0
0

2
,
5
0
0

70 1,77070 1,770880

4,560

アルミ 100

ＦＷ６.８

戸車取替、ハンドル型クレセント取替、クレセント取替、外れ止め取替

〈建具調整〉 〈建具調整〉

戸車取替、クレセント取替、外れ止め取替

FIXFIX

AW AW

▽ＦＬ

870 70 870 70 870 70 870

3,690

▽ＦＬ

突き出し窓＋ＦＩＸ

70

1遊戯室（天窓）

アルミ

Ｔ４

7
0
0

改修前

アルミ 70

700

1
,
8
0
0

上部：Ｆ３

トイレ３ 2

片開き戸

改修後

700

1
,
8
0
0

トイレ３

アルマイト 70

2

アルミ

1

両開き戸＋欄間引違い窓

100

Ｔ４ 欄間部分：ＦＬ３

昇降口２

1,635

1
,
8
0
0

1
0
03
4
0

2
,
2
4
0

〈建具調整〉

オペレーター取替

〈建具調整〉

戸車取替、クレセント取替、外れ止め取替

FIX FIX

AW

1

AD

2

AD

▽ＦＬ ▽ＦＬ

アルミ

1昇降口２

Ｔ４ 欄間部分：ＦＬ３

100

引違い戸＋欄間引違い窓

1
0
0

8
0
0

1
,
0
0
0

1,700

4
5
0

2
,
3
5
0

アルミ

片開きフラッシュ戸

－

900

1
,
9
0
0

片引きハンガー框戸

▽ＦＬ

配膳室

アルミ

ＦＷ６.８

1,720

2
,
3
5
0

戸車取替、クレセント取替、引違戸錠取替

〈建具調整〉 〈建具調整〉

ドアクローザー取替

〈建具調整〉

戸車取替、外れ止め取替

3

AD AD

4

AD

5

▽ＦＬ ▽ＦＬ

100アルミ

昇降口１

Ｔ４ 欄間部分：ＦＬ３

引分框戸＋欄間ＦＩＸ

1,225 70 2,000 70 1,225

4,590

1
,
8
0
0

1
0
0
5
8
5

2
,
4
8
5

アルミ

ＦＬ３

廊下

片開き戸

70

2
,
0
0
0

900

▽ＦＬ▽ＦＬ

100

1 1

〈建具調整〉

ドアクローザー取替

FIX FIX FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

AD

6 7

AD

▽ＦＬ

32 33 34 35

36

パネル パネル

上部：ＴＦ４＋Ａ５＋Ｔ４

扉下部：アルミパネル断熱ボード t=18 ドアクローザー取替、飛散防止フィルム貼〈新設〉飛散防止フィルム貼〈新設〉 外れ止め取替、飛散防止フィルム〈新設〉

階段１下物入 1

100

飛散防止フィルム貼〈新設〉

1

100

飛散防止フィルム貼〈新設〉

飛散防止フィルム貼〈新設〉 飛散防止フィルム貼〈新設〉 飛散防止フィルム貼〈新設〉 飛散防止フィルム貼〈新設〉

〈扉入替〉 〈扉入替〉

ＦＩＸ扉として取付

Ａ　　　空気層

クレセント錠

シリンダー錠

サムターン錠

空錠

内/外　 内側/外側

ｸ

ｼ

ｻ

空

９. 　　　　部は網戸〈新設〉部分を示す。　　　　　部は飛散防止フィルム〈新設〉部分を示す。

〈建具調整〉

ドアクローザー取替

飛散防止フィルム貼〈新設〉

アルミ

ＦＬ３ 腰部分：Ｔ４

２階ホール

引違い戸

100

1,800

1
,
8
0
0

1

〈建具調整〉

戸車取替、ハンドル型クレセント取替、外れ止め取替

8

AD

▽ＦＬ

飛散防止フィルム貼〈新設〉

７. ガラスビート〈撤去〉ガラスシーリング〈新設〉のとき、ガラス〈残置〉をみること。

片開きフラッシュ戸 木製ガラリ付

改修前

トイレ４、トイレ５ 4

耐水合板 ＋ ＯＰ 36

ＦＬ３

1
,
8
0
0

700

改修後

1
,
8
0
0

700

〈枠残し扉入替〉 〈枠残し扉入替〉

トイレ４、トイレ５

メラミン化粧合板フラッシュ戸

ＴＦ４

4

36

WD

1

▽ＦＬ

ＦＩＸ扉として取付

1
,
8
0
0

800 400

1,200

1
,
8
0
0

800 400

1,200

70

1

70

1職員室

親子開き戸

アルミ

職員室

アルマイト

ＦＬ３ 腰部分：アルミパネル Ｔ４

〈撤去〉 〈新設〉

パネル パネル

ドアクローザー、開き戸錠、レバーハンドル

改修前 改修後

AD

9

▽ＦＬ

 内

 外

ｻ

ｼ

8
0
0

ガラス〈撤去〉
アルミパネル t=3〈新設〉

1 1

1

AD
ＦＩＸ戸

親子開き戸
AD

9

WD

1
ＦＩＸ戸
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トイレ３、トイレ４

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

１. 建築金物、ガラスは原則として見本提出の上、係員の承諾を得ること。

２. アルミパネル及びガラス部にはすべてシーリングを施すこと。

３. 建具金物は原則としてステンレス製とする。

４. 外部建具廻りはシーリング（ＭＳ-２）を充填のこと、下部は２回充填とする。

５. すべての建具において建具調整を行うこと。

６. 外れ止め〈新設〉は二重外れ止めとする。

８. 工事着手前に建具検査を行い、その調査結果を元に監督員と協議し、改修すること。

１０. 特記なき限り額縁は下地調整の上ＵＣとする。

１１. クレセント取付位置は、ＦＬ＋1500を基準とし、各々について監督員と協議をすること。

１２. カバー工法によりサッシ巾が小さくなる場合は窓部分で調整するものとし、扉部分の幅は確保すること。窓部分の寸法はサッシ巾の均等割とする。

Ｆ　　　型板ガラス

ＦＬ　　透明ガラス

ＦＷ　　網入り型板ガラス

ＰＷ　　網入り磨きガラス

ＴＦ　　強化型板ガラス

Ｔ　　　強化透明ガラス

建具表５（改修前・改修後）

Ａ　　　空気層

クレセント錠

シリンダー錠

サムターン錠

空錠

内/外　 内側/外側

ｸ

ｼ

ｻ

空

９. 　　　　部は網戸〈新設〉部分を示す。　　　　　部は飛散防止フィルム〈新設〉部分を示す。

７. ガラスビート〈撤去〉ガラスシーリング〈新設〉のとき、ガラス〈残置〉をみること。

改修前

トイレブース

メラミン化粧合板フラッシュ t=40

－

改修後

1

880

1
,
7
8
0

310

1
,
7
8
0

掃除具入れ

トイレ３、トイレ４、トイレ５

メラミン化粧合板フラッシュ t=40

－

100 500 110 610

1
,
7
8
0

〈全撤去〉

メラミン化粧合板（ペーパーコア） t=40

－

180 600 300 600 300

1
,
2
0
0

1,020

1
,
2
0
0

770 600

1
,
9
0
0

2,530

1,160

2,700

600 120

×３

〈新設〉
スライド扉機構、表示錠（非常時開放装置付）、戸当り、外掛錠（大人用ブース 上部H＝1500以上）
ステンレス巾木、ステンレス頭ツナギ、アルミエッジ、（出隅扉アールエッジ、指はさみ防止仕様）

13

TB

3 4

TB

×１ ×１×４

〈全撤去〉

▽ＦＬ ▽ＦＬ

1
,
1
5
0

6
3
0

500 400 500 400 500 140

3,670

360175550145

シャワーカーテン〈レール共撤去〉 シャワーカーテン〈レール共新設〉

トイレ５ トイレ５

1
,
9
0
0

外掛錠（FL＋1500以上)〈新設〉

改修前

トイレブース

－

メラミン化粧合板フラッシュ t=40

〈全撤去〉

トイレ３、トイレ４

2

TB

▽ＦＬ

300 500 400 500 400 500 400 500 120

3,620

880

1
,
1
5
0

6
3
0

1
,
7
8
0

×４

シャワーカーテン〈レール共撤去〉

改修後

メラミン化粧合板（ペーパーコア） t=40

－

180 600 300 600 300

1
,
2
0
0

1,020

1
,
2
0
0

770 600

1
,
9
0
0

2,530

1,160

2,700

600 120

×３

〈新設〉
スライド扉機構、表示錠（非常時開放装置付）、戸当り、外掛錠（大人用ブース 上部H＝1500以上）
ステンレス巾木、ステンレス頭ツナギ、アルミエッジ、（出隅扉アールエッジ、指はさみ防止仕様）

2

シャワーカーテン〈レール共新設〉

外掛錠（FL＋1500以上)〈新設〉

1
,
9
0
0

改修後改修前

片開きフラッシュ戸

トイレ３、トイレ４、トイレ５ 6

210

-

トイレ３、トイレ４、トイレ５

〈扉新設〉

6

2
0
0

6
0
0

2
0
0

1
,
8
0
0

700

700

400 2
0
0

1
,
8
0
0

▽ＦＬ

WD

5
ＳＵＳ枠

ＳＵＳ

Ｔ４

ドアクローザー、アルミガラリ（開口率35％）

丁番、レバーハンドル、シリンダー錠(上部H＝1500以上）

LSD

3

〈ＳＵＳ枠・木枠撤去〉

36

 内ｻ

ｼ  外

改修後

ＦＬ３

引違い窓＋両袖引違いフラッシュ戸＋欄間引違い窓３連

改修前

70 1,600 701,600 1,600

4,940

1
,
8
0
0

8
0
0

1
,
0
0
0

2
,
3
6
0

5
0
0

6
0

2

36

保育室７、保育室８

ラワン合板 ＋ ＯＰ

スチール製パーテーション

2
,
2
7
5

額縁アングル、ＳＵＳレール、付属金物一式

2

90

保育室７、保育室８

Ｔ４

WD

3

▽ＦＬ

保育室９ 保育室９

ラワン合板 ＋ ＯＰ

ＦＬ３ Ｔ４

戸車、クレセント、引違戸錠、掘込引手、戸先ゴム

1 1

36 90

改修前 改修後

WD

4

1,645

1
,
8
0
0

1
0
03
9
0

2
,
2
9
0

▽ＦＬ

〈カバー工法による入替〉 〈カバー工法による入替〉

スチール製ドア引違い戸＋欄間引違い窓
1

LSD LSD

2

1
,
8
5
0

5
53
0
0

2
,
2
0
5

1,645

〈撤去〉 〈新設〉

ｸ  内

 内

 内

ｻ

 外ｻ

ｻ

 外空
1
,
8
0
0

800

2
片引フラッシュ戸

WD

改修前 改修後

▽ＦＬ

物入 1 物入 1

ラワンベニア＋ＯＰ　片面：化粧プリント合板 36 メラミン化粧合板フラッシュ戸 36

Ｆ３

1
,
8
0
0

800

〈枠残し扉入替〉 〈枠残し扉入替〉

ＴＦ４

片引フラッシュ戸

1
,
7
0
0

1,230

トイレ２

〈扉新設〉

戸車、引き戸錠（上部H=1500以上）

▽ＦＬ

Ｔ４

引手、ＳＵＳレール、アルミガラリ（開口率35％）

1

LSD

4

38

 内ｻ

ｼ  外

改修後

200 985

1,740

1
,
9
0
0

1,740

100 550 1,090

1

メラミン化粧合板フラッシュ t=40

－

トイレ２

トイレブース

1
,
8
8
5

7
3
5

1
,
1
5
0

1,740

985265500200500275

改修前

▽ＦＬ
×１×１

〈全撤去〉 〈新設〉

ステンレス巾木、ステンレス頭ツナギ、アルミエッジ、（出隅扉アールエッジ、指はさみ防止仕様）
グラビティヒンジ（中央吊）、表示錠（非常時開放装置付）、戸当り、外掛錠（大人用ブース 上部H＝1500以上）

TB

1

トイレ２

メラミン化粧合板（ペーパーコア） t=40

－

シャワーカーテン
〈レール共撤去〉

シャワーカーテン〈レール共新設〉

600 165175 600

外掛錠（FL＋1500以上)〈新設〉

1
,
8
5
5

額縁アングル、ＳＵＳレール、付属金物一式

WD

-

6
開き戸

下足室

ＳＯＰ塗

800

▽ＦＬ

1
,
6
0
0

36

1 1

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

2

9
0
0

1
,
8
9
5

9
9
5

3
0
0

8
0

4,820

1,610 1,600 1,610

ｸ  内 ｸ  内 ｸ  内

戸車、クレセント、引違戸錠、掘込引手、戸先ゴム、フランス落とし

 内

 外ｼ

空

8
0
0

1
,
5
0
0

2
0
0

1
,
5
0
0

2
0
0

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

 内ｻ

 外ｼ

 内ｻ

 外ｻ

 内ﾌ

 内

 内

ｻ

 外ｻ

ｻ

 外空

スチール粉体焼付塗装 スチール粉体焼付塗装

スチール粉体焼付塗装 スチール粉体焼付塗装

既設木枠（上部）をＲＣ壁へ補強取付（ｺﾝｸﾘｰﾄﾋﾞｽ@500）すること。

シャワーカーテン：W700×H1700（ブース上部メッシュカーテン）×2〈レール共新設〉

シャワーカーテン：W700×H1800（ブース上部メッシュカーテン）×3〈レール共新設〉

2
片引フラッシュ戸

WD

〈建具調整〉

下地調整の上　ＳＯＰ塗替

トイレブース
TB

1

トイレブース
2

TB
トイレブース

4

TB

シャワーカーテン：W700×H1800（ブース上部メッシュカーテン）×3〈レール共新設〉

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-53
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工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

見 込

室 名 数 量

仕 上

ガ ラ ス

改修内容

符号・名称

１. 建築金物、ガラスは原則として見本提出の上、係員の承諾を得ること。

２. アルミパネル及びガラス部にはすべてシーリングを施すこと。

３. 建具金物は原則としてステンレス製とする。

４. 外部建具廻りはシーリング（ＭＳ-２）を充填のこと、下部は２回充填とする。

５. すべての建具において建具調整を行うこと。

６. 外れ止め〈新設〉は二重外れ止めとする。

８. 工事着手前に建具検査を行い、その調査結果を元に監督員と協議し、改修すること。

１０. 特記なき限り額縁は下地調整の上ＵＣとする。

１１. クレセント取付位置は、ＦＬ＋1500を基準とし、各々について監督員と協議をすること。

１２. カバー工法によりサッシ巾が小さくなる場合は窓部分で調整するものとし、扉部分の幅は確保すること。窓部分の寸法はサッシ巾の均等割とする。

Ｆ　　　型板ガラス

ＦＬ　　透明ガラス

ＦＷ　　網入り型板ガラス

ＰＷ　　網入り磨きガラス

ＴＦ　　強化型板ガラス

Ｔ　　　強化透明ガラス

建具表６（改修前・改修後）

Ａ　　　空気層

クレセント錠

シリンダー錠

サムターン錠

空錠

内/外　 内側/外側

ｸ

ｼ

ｻ

空

９. 　　　　部は網戸〈新設〉部分を示す。　　　　　部は飛散防止フィルム〈新設〉部分を示す。

改修後改修前

▽ＦＬ

TB

5
トイレブース

480 600 100

1
,
9
0
0

1,180

職員トイレ

メラミン化粧合板フラッシュ t=40

－

〈撤去〉

480 600 100

1
,
9
0
0

1,180

職員トイレ

メラミン化粧合板（ペーパーコア）t=40

〈新設〉

表示錠（非常時開放装置付）、ステンレス巾木

ステンレス頭ツナギ

11

改修後改修前

▽ＦＬ

－

〈撤去〉 〈新設〉

SD

1

スチール＋ＯＰ

－

片開き戸

70 70

450

1
3
0

1
,
6
7
0

スチール＋ＤＰ

丁番、分電盤錠、ケースハンドル

７. ガラスビート〈撤去〉ガラスシーリング〈新設〉のとき、ガラス〈残置〉をみること。

TB

5
トイレブース

SD

1
片開き戸

300

トイレ２

1
,
2
3
0

4
5
0

450

トイレ３

1
,
2
3
0

3
0
0

2トイレ２、トイレ３ トイレ２、トイレ３ 2

〈建具調整〉

トイレ４、トイレ５

70

2

スチール＋ＤＰ

－

SD
片開き戸

1
3
0

520

1
,
6
5
5

下地調整の上　ＤＰ塗替（両面）

3
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工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

昇降口１

テラス

洗濯場

保育室２

保育室１

配膳室

トイレ２
保育室３

職員トイレ

倉庫 職員室

保健室

保育室４ 保育室５

トイレ１

PS
湯沸

食器物入

Ｎ

昇降口２

トイレ３

下足室

多目的
トイレ

ルーム
コミュニティ

階段下
収納

トイレ６

ホール

保育室６ 保育室７ 保育室８ 保育室９

廊下

トイレ５トイレ４

遊戯室

ステージ

屋外
階段

パントリー

バ
ル

コ
ニ
ー

２

バ
ル
コ
ニ
ー
１

階段室２階段室１

物入１
物入２

物入３

１

２

３

４ ５

６

７ ８ ９ 10

11

11

11

13

12

20

19

18

17

16

15

14

23

22

21 28

27

26

25

24

33

32

31

30

29

１

２

３

４ ５

６

７

８

９ 10 11

12

13 14

15

16

1717

22

21

20

19

18

23

24

25

26

27

35

36

37

38

39

34

33

30

29

28

32

31

備品リスト（１階）

3301200 900

900430900

900420600

13308201510

900600600

900450940

900420600

970400900

790310890

900450480

790310890

9003301200

9003001200

880400880

900430900

13308201510

400400800

800500920

9001100400

480

1800355850

1540380900

1800520900

1800500890

1040340520

1600280620

9003801200

900420600

7502501300

9003301200

900450480

790310890

900600600

900450

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

スチール

木製

スチール

木製

木製

スチール

木製

木製

木製

その他

木製

木製

その他

木製

スチール

その他

その他

その他

木製

木製

木製

木製

木製

スチール

木製

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

撤去（粗大ごみ）

移設・復旧

撤去（粗大ごみ）

移設・復旧

撤去（粗大ごみ）

移設・復旧

移設・復旧

撤去（粗大ごみ）

移設・復旧

移設・復旧

撤去（粗大ごみ）

移設・復旧

撤去（粗大ごみ）

移設・復旧

撤去（粗大ごみ）

撤去（粗大ごみ）

撤去（粗大ごみ）

撤去（粗大ごみ）

撤去（粗大ごみ）

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

撤去（粗大ごみ）

移設・復旧

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

３

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

絵本棚

棚

画用紙棚

ピアノ

棚

棚

棚

棚

タオル掛け

整理たんす

タオル掛け

絵本棚

ままごと棚

スチールロッカー

棚

ピアノ

棚

ワゴン

棚

整理たんす

食器棚

棚

ロッカー

書庫

ＣＤラック

薬品棚

棚

棚

電子オルガン

整理たんす

絵本棚

タオル掛け

棚

ＨＤＷ方法 素材品名 数量番号

33

32

31

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

９

８

７

６

５

４

３

２

１

１階平面図（改修前）　S=1/200

２階平面図（改修前）　S=1/200

既設備品リスト

備品リスト（２階）

9004501240

13308201510

970400900

900600600

8004401200

1200380430

9003801200

900320290

900600600

790310890

900450480

900600600

9004001100

790310890

400400800

900330940

8004401200

900430900

9003801200

13308201510

830430900

900420900

900450480

13308201510

900430900

900450880

9003001200

880400880

790310890

900300440

9004001100

790310890

400400800

1200380430

900320290

9003201200

970400900

900600600

13308201510

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

スチール

スチール

スチール

スチール

木製

木製

スチール

木製

木製

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

撤去（粗大ごみ）

移設・復旧

撤去（粗大ごみ）

移設・復旧

撤去（粗大ごみ）

移設・復旧

移設・復旧

撤去（粗大ごみ）

撤去（粗大ごみ）

撤去（粗大ごみ）

撤去（粗大ごみ）

撤去（粗大ごみ）

撤去（粗大ごみ）

撤去（粗大ごみ）

撤去（粗大ごみ）

撤去（粗大ごみ）

撤去（粗大ごみ）

移設・復旧

移設・復旧

撤去（粗大ごみ）

撤去（粗大ごみ）

移設・復旧

移設・復旧

移設・復旧

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

棚

ピアノ

棚

棚

絵本棚

ままごと棚

棚

棚

棚

タオル掛け

整理たんす

棚

整理棚

タオル掛け

棚

棚

絵本棚

整理棚

棚

ピアノ

製作ワゴン

棚

整理たんす

ピアノ

棚

絵本棚

ままごと棚

スチールロッカー

タオル掛け

３段棚

整理棚

タオル掛け

棚

ままごと棚

棚

棚

棚

棚

ピアノ 移設・復旧

ＨＤＷ方法 素材品名 数量番号

39

38

37

36

35

34

33

32

31

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

９

８

７

６

５

４

３

２

１

1/200
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保
育
室
３

保
育
室
４

保
育
室
５

保
育
室
６

保
育
室
７

保
育
室
８

保
育
室
９

職
員
室

※「方法」欄の「移設・復旧」は本工事に含む（移設場所（同階）は施設管理者の指示による）

※ピアノの「移設・復旧」は、移設時の床固定金物撤去（１台あたり２箇所）を含む

移設・復旧



名 称 材 質･仕 様

本 体

棚 板

扉

天井幕板

t20 両面低圧ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

t20 両面低圧ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

木口:t2 ｾｰﾌﾃｨｴｯｼﾞ(ABS樹脂)

全可動面付棚柱･ﾀﾞﾎﾞ

棚板ｽﾞﾚ防止棚受け

t20 両面低圧ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

木口:t2 ｾｰﾌﾃｨｴｯｼﾞ(ABS樹脂)

化粧合板貼

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

家具Ｂ 保育室４～９　幼児用ロッカー・掃除道具入〈新設〉

7
0
0

1
,
6
0
0

6
0

2
,
3
6
0

2015 20

900

442.5 442.5

家具Ｃ トイレ２～５ 吊戸棚〈新設〉

20 1520

900

442.5442.5

Ｃ-1：手洗い上部

7
0
0

1
,
6
0
0

6
0

2
,
3
6
0

2015

442.5 442.5

900 900 900

20 20

450 450

20 20

442.5 442.5

1520

2,700

Ｃ-2：小便器上部

7
0
0

1
,
6
0
0

6
0

2
,
3
6
0

15 20 20 15

850

410 410

Ｃ-3：汚物流し上部

耐震ﾗｯﾁ

ｽﾃﾝﾚｽ棚柱(面付)
L=400(番号付き）

名 称 材 質･仕 様

天 板

背 板

棚 板

側 板

台 輪

t20 ﾋﾉｷ間伐成材 UC（木口R加工）

t20 両面ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板

t20 両面ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

20 575 20 575 20 575 20

2,400

575 575 20 575 20 575 20 575 20

2,400

20 20

Ｅ-1

9
6
0

36 36

R10

2
8
0

2,410 2,400

計１組

計１組トイレ２：Ｃ-1 １個、トイレ３～５：各１組

家具Ａ 保育室３ 幼児用ロッカー・掃除道具入れ〈新設〉

2
0

1
,
5
4
0

5
6
0

2
0

36

R10

2
8
020 430

450

7
0
0

1
,
6
0
0

6
0

4
5
0

4
5
0

4
5
0

4
5
0

家具Ｅ 下足室 下足入れ〈新設〉

荷物転落防止材
設置範囲を示す

荷物転落防止材
設置範囲を示す

1,5401,540 1,160

倒れ止め用ﾍﾞﾙﾄ

1,200 620 1,200

4
5
0

7,260

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

20 430

6
0

6
0

1
,
2
4
0 1
,
7
2
0

6
0

1
,
3
0
0

20 430 20 430

ﾊﾝｶﾞｰﾊﾟｲﾌﾟ25Φ
S管(5個）

雑巾掛：ｽﾃﾝﾚｽ製

水受皿：ｽﾃﾝﾚｽ製

倒れ止めﾍﾞﾙﾄ
収納物等打合せにより決定

450
1
,
1
2
0

1
,
2
0
0

3
4
7

荷物転落防止材
設置範囲を示す

20 430

6
0

6
0

1
,
2
4
0 1
,
7
2
0

6
0

1
,
3
0
0

20 430 20 430

ﾊﾝｶﾞｰﾊﾟｲﾌﾟ25Φ
S管(5個）

雑巾掛：ｽﾃﾝﾚｽ製

水受皿：ｽﾃﾝﾚｽ製

Ａ-1 Ａ-2

450

1
,
0
4
0

1
,
1
2
0

3
2
0

530800 800

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

荷物転落防止材
設置範囲を示す

5
0

1
,
0
5
0

2
,
4
0
0

44010

450

5
0

5
7
0

2
,
4
0
0

45020

470

耐震ﾗｯﾁ

5
0

1
,
0
5
0

2
,
4
0
0

450

ｽﾃﾝﾚｽ棚柱(面付)
L=700(番号付き）

ｽﾃﾝﾚｽ棚柱(面付)
L=500(番号付き）

倒れ止め用ﾍﾞﾙﾄ

収納物等打合せにより決定
倒れ止めﾍﾞﾙﾄ

L=700(番号付き）
ｽﾃﾝﾚｽ棚柱(面付)

名 称

背 板

材 質･仕 様

本 体

天 板

見 付

側板見付

引違戸

棚 板

扉

天井幕板

後巾木

台輪

引 出

ﾋﾉｷ台形集成材(UC) t20

t20 両面低圧ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂合板

t20 両面低圧ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

木口:t2 ｾｰﾌﾃｨｴｯｼﾞ(ABS樹脂)

全可動面付棚柱･ﾀﾞﾎﾞ

棚板ｽﾞﾚ防止棚受け

t2 ｾｰﾌﾃｨｴｯｼﾞ (ABS樹脂)

樹脂ｴｯｼﾞ(ABS樹脂)

t20 両面低圧ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

木口:樹脂ｴｯｼﾞ(ABS樹脂)

成形引手(ABS樹脂)

一体成形ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ(PP樹脂)

成形ｿﾌﾄ縦枠Ⅱ型(ABS樹脂)

一体成形Vﾚｰﾙ(ABS樹脂)

t20 両面低圧ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

木口:t2 ｾｰﾌﾃｨｴｯｼﾞ(ABS樹脂)

成形把手(ABS樹脂)

前板:t20 両面低圧ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

前板木口:樹脂ｴｯｼﾞ(ABS樹脂)

側板:ｽﾁｰﾙ製ｽﾗｲﾄﾞﾚｰﾙ L=350

取手:通気孔付取手(ABS樹脂)

底板･向板:t15 ｴｺﾌｧｲﾝﾎﾞｰﾄﾞ

化粧合板貼

化粧合板貼

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板貼

凡例

荷物転落防止材

ﾋﾉｷ台形集成材(UC)

W30xH40

R=5面取加工

鍵付きＡ

消火器消

名 称

背 板

材 質･仕 様

本 体

天 板

見 付

側板見付

引違戸

棚 板

扉

天井幕板

後巾木

台輪

引 出

ﾋﾉｷ台形集成材(UC) t20

t20 両面低圧ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂合板

t20 両面低圧ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

木口:t2 ｾｰﾌﾃｨｴｯｼﾞ(ABS樹脂)

全可動面付棚柱･ﾀﾞﾎﾞ

棚板ｽﾞﾚ防止棚受け

t2 ｾｰﾌﾃｨｴｯｼﾞ (ABS樹脂)

樹脂ｴｯｼﾞ(ABS樹脂)

t20 両面低圧ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

木口:樹脂ｴｯｼﾞ(ABS樹脂)

成形引手(ABS樹脂)

一体成形ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ(PP樹脂)

成形ｿﾌﾄ縦枠Ⅱ型(ABS樹脂)

一体成形Vﾚｰﾙ(ABS樹脂)

t20 両面低圧ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

木口:t2 ｾｰﾌﾃｨｴｯｼﾞ(ABS樹脂)

成形把手(ABS樹脂)

前板:t20 両面低圧ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

前板木口:樹脂ｴｯｼﾞ(ABS樹脂)

側板:ｽﾁｰﾙ製ｽﾗｲﾄﾞﾚｰﾙ L=350

取手:通気孔付取手(ABS樹脂)

底板･向板:t15 ｴｺﾌｧｲﾝﾎﾞｰﾄﾞ

化粧合板貼

化粧合板貼

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板貼

（左図通り）

（左図逆勝手）

凡例

荷物転落防止材

ﾋﾉｷ台形集成材(UC)

W30xH40

R=5面取加工

鍵付きＡ

１Ｆ 保育室４・６・８

１Ｆ 保育室５・７・９

３組

３組

計６組 計１組家具Ｄ テラス 下足入れ〈新設〉

20

2,400

20 57520 5755752057520 20250

270

280

R10

1
2
0

1
4
0

1
4
0

1
4
0

1
4
0

2
0

名 称 材 質･仕 様

天 板

背 板

棚 板

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板

側 板

台 輪

t20 両面ﾒﾗﾐﾝ化粧PVCﾎﾞｰﾄﾞ

t20 両面ﾒﾗﾐﾝ化粧PVCﾎﾞｰﾄﾞ

ﾒﾗﾐﾝ化粧PVCﾎﾞｰﾄﾞ

見 付 樹脂エッジ（ABS樹脂）

t20 両面ﾒﾗﾐﾝ化粧PVCﾎﾞｰﾄﾞ(木口R加工）

木口：t=2 セーフティエッジ（ABS樹脂）

2
8
0

2,400

6
3
0

2
0

6
5
0

モルタル金コテ t=50〈新設〉

5
0

24

375 20 575 20 575 20 575 20 575 20

2,775

9
6
0

2
0

9
8
0

4
5
0

1,920 1,920

2,130

1
2
0

1
4
0

1
4
0

1
4
0

1
4
0

1
4
0

1
4
0 R10

280

1
2
0

1
4
0

1
4
0

1
4
0

1
4
0

1
4
0

1
4
0

2
8
0

2
8
0
2
0

R10

1
,
8
0
0

4302020

470

450

1
0
0

1
,
7
0
0

1
0
0

1
,
7
0
0

水受皿：ｽﾃﾝﾚｽ製

1
,
8
0
0

450

Ｅ-3

ﾊﾝｶﾞｰﾊﾟｲﾌﾟ25Φ
S管(5個）

雑巾掛：ｽﾃﾝﾚｽ製

t20 両面低圧ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

木口:t2 ｾｰﾌﾃｨｴｯｼﾞ(ABS樹脂)

成形把手(ABS樹脂)

扉

2,785

R10

4
7
0

250

320270

300

5050

330

10 20

250 2010

23020 20 70

Ｅ-2

5
0

1
,
0
5
0

2
,
4
0
0

5
0

5
7
0

2
,
4
0
0

5
0

1
,
0
5
0

2
,
4
0
0

ｽﾃﾝﾚｽ棚柱(面付)
L=700(番号付き）

ｽﾃﾝﾚｽ棚柱(面付)

耐震ﾗｯﾁ

L=700(番号付き）

ｽﾃﾝﾚｽ棚柱(面付)
L=500(番号付き）

45020

470

44010

450 450

5
0

梁取合い（保育室５・６・９）

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-56

1/30家具詳細図



＋ＯＳＷ〈残置〉

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

面台〈切断撤去〉

（外部）（内部）

〈改修前〉

モルタル金コテ＋ＥＰ

4
3
0 3
3
07
5
5

3
2
5

3
0

11036070

1
4
0

モルタル金コテ＋ＥＰ

4
3
0 3
3
07
5
5

3
2
5

3
0

11036070
ＳＵＳ304製 t=1.2加工（ＨＬ）

裏面 ポリウレタン充填

鏡〈撤去〉(管工事)

蛇口・石鹸口〈撤去〉(管工事)

ＣＢ t=100

ＳＵＳ304製 t=1.2加工（ＨＬ）
裏面 ポリウレタン充填

蛇口・石鹸口〈撤去〉(管工事)

ＣＢ t=100

鏡〈撤去〉(管工事)

2
0
0

床 外壁
ガラリ撤去改修

内壁・額縁 内壁・額縁 床

手洗い流し台改修

（トイレ２、トイレ３、トイレ４、トイレ５） （階段室２）

階段手摺改修

（保育室４、保育室５、保育室６、保育室７、保育室８、保育室９）

家具撤去部分 床改修
（トイレ２、トイレ３、トイレ４、トイレ５）

額縁廻り額縁廻り

（保育室４、保育室５、保育室６、保育室７、保育室８、保育室９）

（保育室３、保育室４、保育室５、保育室６、保育室７、保育室８、保育室９）（トイレ２、トイレ３、トイレ４、トイレ５）

床改修

3
5
0

Ｆ
Ｌ
ま
で
4
5
0

Ｆ
Ｌ
ま
で
 
8
0
0

5034

8
0
～
1
0
0

半硬質樹脂（木目）Φ34

アルミ押出形成ブラケット＠1000
（メーカー仕様）

2
5

10

30

アルミ製建具〈カバー工法〉

陶器質100角タイル貼〈残置〉
モルタル金コテ〈残置〉

アルミ製建具〈カバー工法〉

34

10

チリ 5mm以上の場合
木製額縁：ＳＯＰ塗替え（欠損部等補修の上）
チリ 5mm以下の場合

メラミン化粧板 t=3〈新設〉
接着テープ t=1〈新設〉
（モルタル面は接着テープ t=4
　塗装面はケレン掛けにより除去を行う）

既設仕上げ部分〈クリーニング〉
※既設仕上げ部分にクラック及び浮きがあるか
　事前に調査をすること。

既存額縁小口補修の上 額縁追加（接着）
＋ＳＯＰ〈新設〉

2
5

2
5

園児ロッカー〈撤去〉

10

30

アルミ製建具〈カバー工法〉

10

40

2
5

木下地 石膏ボード t=12.5＋12.5
＋ 複層塗材Si〈新設〉

アルミ製建具〈カバー工法〉

既存額縁小口補修の上 額縁追加（接着）
＋ＳＯＰ〈新設〉

園児ロッカー〈撤去〉

60

木下地 石膏ボード t=12.5＋12.5
＋ 複層塗材Si〈新設〉

木製巾木 H=100＋ＳＯＰ〈新設〉

1/5 1/5 1/5

1/10

1/10

1/20

1/20

〈改修前〉 〈改修後〉 〈改修前〉 〈改修後〉 〈改修前〉 〈改修後〉

（トイレ２足洗い）（トイレ２手洗い）（トイレ３、トイレ４、トイレ５）

〈改修前〉

モルタル金コテ＋ＥＰ

鏡〈撤去〉(管工事)

5
2
0

2
7
0

1
5
0

1
0
0

フラッシュパネル t=20
脱着式メラミン＋合板 L-30×30×3

ＬＧＳ65型

シーリング

シーリング

31050

100
蛇口〈新設〉(管工事)

面台：ＳＵＳ304製 t=1.5加工（ＨＬ）

※手洗流し台仕様

正面・側面：メラミン化粧貼（下地：合板 t=5.5）

シンク　　：ＳＵＳ304 t=1加工 ＃400
　　　　　　裏面 発泡ウレタン吹付 t=10
　　　　　　コーナー（出隅）部は全て50R加工とする

補強枠材　：L-30×30×3 ＳＵＳ製
　　　　　　据付部 アジャスター取付け
排水口　　：ＳＵＳ製目皿及び排水トラップ50Φ
　　　　　　（管工事より支給）

7
2
0

2
5

（共通）

〈改修後〉

床：モザイクタイル 50×50〈撤去〉

モルタル金コテ〈撤去〉
▽１ＦＬ
▽トイレＦＬ
▽ＳＬ

床：防汚・防滑性ビニルシート t=2〈新設〉

モルタル金コテ〈新設〉
▽改修後ＦＬ

▽ＳＬ 6
0

3
0

3
0

〈改修前〉 〈改修後〉

部分詳細図１

周囲シーリング（ＭＳ-２)〈新設〉

コンクリートビス ４ヶ所〈新設〉
金属・コンクリート用接着剤の上

＋ 複層塗材Si〈新設〉
木下地 石膏ボード t=12.5＋12.5

（外部）（内部）

アルミ複合パネル t=3〈新設〉

〈改修後〉

スチール製ガラリ〈残置〉

1/5 ライニング

面台：ＳＵＳ304製 t=1.5加工（ＨＬ）

ライニング：ＬＧＳ65下地
メラミン化粧合板 t=3

耐水合板 t=12の上

モルタル金コテ＋ＥＰ

モルタル金コテ＋陶器質100角タイル

▽トイレＦＬ ▽改修後ＦＬ

1
,
2
0
0

1
,
3
0
0

10

120

2
5

モルタル金コテ＋ＥＰ

鏡〈撤去〉(管工事)

蛇口・石鹸口〈撤去〉(管工事)

人造石研出し流し台〈撤去〉

既設コンクリート下地〈撤去〉

450

2
5
0

4
0
0

1
3
0

＋水性ポリウレタン樹脂塗装
　３回塗り（最終２液）

サンダー掛け
＋水性ポリウレタン樹脂塗装
　３回塗り（最終２液）

（１階）：フローリングブロック t=15
（２階）：フローリングボード t=15

（２階）:フローリングボード〈新設〉
（１階）:無垢フローリングブロック〈新設〉

（１階）モルタル金コテ t=30〈残置〉
（２階）大引 90×90＠900 根太 45×40＠300〈残置〉（２階）大引 90×90＠900 根太 45×40＠300〈残置〉

（１階）モルタル金コテ t=30〈残置〉

A-57安城こども園中規模及び保全改修主体工事

1/5・1/10・1/20



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

壁仕上げ改修

（保育室３～９）
1/20 1/5

（保育室３～９、職員室）

室名札　参考図

特記事項
フレーム：アルミ型材 焼付塗装
本　　体：メープル材練付板 t=15 ＣＬ仕上
表　　示：表示カッティングシート貼

21 200

1
5

※保育室室名入替え可とする
※既設室名札は〈撤去〉とする

※絵柄はサンプル図とする。

室名 タイプ

保育室３

保育室４

保育室５

保育室６ 持出し

平付け

平付け

平付け

アルミ型材 焼付塗装

2
0
0

21 200

メープル材練付板 t=15 ＣＬ仕上

2
0
0

200 12 3

といれ

メープル材練付板 t=15 ＣＬ仕上

といれ

表示カッティングシート貼

といれ

表示カッティングシート貼 表示カッティングシート貼

持出しタイプ（メープル材） 平付けタイプ（メープル材） 平付けタイプ（ABS樹脂）

210

2
1
0

15

数量 備考

１

１

１

１

りす

あか

みどり

もも

素材

ABS樹脂

ABS樹脂

ABS樹脂

メープル材

表示方法：こども園と協議の上、決定すること

掃除用具フック 1/5 保育室３ 既設物入

ステンレス製フック　5箇所

タモ集成材ＯＳＣＬ塗装
※取付位置は協議による。
※必要に応じて、下地補強のこと。

数量
・１Ｆトイレ２：１箇所
・１Ｆトイレ３：１箇所
・２Ｆトイレ４：１箇所
・２Ｆトイレ５：１箇所

600

1
0
0

40

350

500

750

ラワンベニア t=15〈撤去・新設〉

ラワンベニア t=15〈撤去・新設〉

40×45＠360〈撤去・新設〉

45×90〈撤去・新設〉

天井：木下地40×45＠450〈撤去・新設〉
　　　ラワンベニア t=4〈撤去・新設〉

壁：木下地20×40＠300〈撤去・新設〉
　　ラワンベニア t=5.5〈撤去・新設〉

〈物入棚 改修前・改修後〉

4
0
0

4
0
0

8
5
0

1/20

〈ホワイトボード新設〉

壁仕上げ面＞

特殊塗装
本枠組下地鋼板 t=0.5
アルミニウム枠 既製品
壁掛け平面ホワイトボード

1
,
2
0
3
.
5

木枠 30×45＋ＷＰ〈新設〉

木枠 30×115＋ＷＰ〈新設〉

＋掲示用壁紙〈新設〉

木下地 30×40＠300

既設掲示板〈下地共撤去〉

木製巾木 下地調整の上 ＳＯＰ塗替木製巾木 H=100〈残置〉

2
,
2
4
0

1
,
7
7
0

3
0

4
7
0

1
0
0

3
0

3
0

1
0
0

3
0

〈改修後（掲示板)〉〈改修前（掲示板)〉

木枠 30×75〈撤去〉

木枠 30×75〈撤去〉

（タテヨコ）〈新設〉
石膏ボード t=9.5

壁：モルタル金コテ＋ＡＥＰ
〈残置〉

〈改修前（黒板・掲示板)〉

〈撤去〉
壁：モルタル金コテ＋ＡＥＰ

（タテヨコ）〈新設〉
石膏ボード t=9.5

4
7
0

1
,
7
7
0

3
0

既設掲示板〈下地共撤去〉

木枠 30×120〈撤去〉

木製巾木 H=100〈撤去〉

1
0
0

3
0

木枠 30×75〈撤去〉

3
0

3
0

1
,
1
4
0

1
,
2
0
0

木下地 30×40＠300

〈改修後（掲示板・家具)〉

家具〈新設〉

木枠 30×45＋ＷＰ〈新設〉

＋掲示用壁紙〈新設〉

木枠 30×45＋ＷＰ〈新設〉

木製巾木 H=100〈撤去〉

既設掲示板〈下地共撤去〉

既設黒板〈下地共撤去〉

1
0
0

3
0

7
1
0

3
0

1
,
5
0
0

3
0

木枠 30×120〈撤去〉

木枠 30×75〈撤去〉

木枠 30×75〈撤去〉

室名 タイプ

保育室７

保育室８

保育室９

職員室

持出し

持出し

持出し

平付け

数量 備考

１

１

１

１

しょくいんしつ

だいだい

きい

あお

素材

メープル材

メープル材

メープル材

ABS樹脂

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-58

部分詳細図２ 1/5・/20

引き戸〈一時取外し復旧〉



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

5
0

既設飼育小屋 撤去図

平面図 S=1/50 立面図 S=1/50

1,690

1
,
4
0
0

1
,
4
0
0

9
0
0

3
,
7
0
0

2
0
0

2
,
0
5
0

2
,
2
5
0

500 1,690 700

2,8902,890

300 3,700 300

4,300

700 1,690 500

2,890

東 北 西 南

竪樋：硬質塩ビ製65Φ（カラー）

屋根：ルーフデッキ t=0.5（カラー）

アルミ引違い戸
外壁：ＣＢ t=100＋両面複層塗材RE

外壁：ＣＢ t=100＋両面複層塗材RE

ステンレス金網

3
0
0

300

6
0
0

▽基礎天端

▽ＧＬ

1/50

棚：ラワン合板（２段）

棚：L型鋼＋エキスパンドメタル（１段）

床：土間コンクリート t=100
　　ﾀﾃﾖｺD10＠300
　　砕石 t=100

FB-50×3.2L-50×50×4

FB-50×3.2

FB-50×3.2

FB-50×3.2

FB-50×3.2

FB-50×3.2

FB-50×3.2FB-50×3.2

FB-50×3.2 FB-50×3.2

L-100×100×7 L-100×100×7L-100×100×7 L-100×100×7

L-100×100×7 L-100×100×7 L-100×100×7
L-100×100×7 L-100×100×7

L-50×50×4
FB-50×3.2

ロ-100×100×3.2

※基礎共撤去

2
0
0

1
0
0

1
0
0

2
0
0

400

100

300 3,700 300

4,300

120 2,260 120

2,500

1
2
0

4
,
7
6
0

1
2
0

5
,
0
0
0

平面図（改修前） S=1/60

コンクリート〈撤去〉

▽ＧＬ

200

5
0
3
0

平面図（改修後） S=1/60

空練りモルタル t=30
再生砕石 t=50

再生砕石 t=40〈新設〉

▽ＧＬ

200

5
0
3
0

レンガブロック W210×D100×H60〈新設〉

100 3,000 100

3,200

1
0
0

1
0
0

4
,
0
0
0

4
,
2
0
0

レンガブロック W210×D100×H60〈新設〉

コンクリート〈撤去〉

花壇用土 H60〈再利用〉
再生砕石 t=40〈撤去〉

空練りモルタル t=30〈撤去〉
再生砕石 t=50〈撤去〉

120

畑断面詳細図（改修前）　S=1/10 畑断面詳細図（改修後）　S=1/10

花壇用土 H60〈再利用〉

花壇用土〈再利用〉花壇用土〈再利用〉

※既設状況が図面などで不明のため、想定で記載する。

畑詳細図 1/60・1/10 1/20

2
0
0

5
0
0

1,000

割栗石 t=500

砕石30 t=100～200

砂場詳細図　3000×3000

4
0
0

175

5
0

175

250

150

1
7
4
2
62
5

2
51
0
0

2
0
0

5
0

1
0
0 1
0
0

2
5
0

3,000

3,350

250

15050 5050 50

▽ＧＬ

再生砕石 t=100
捨てコンクリート t=50

砂場ウォールガードW150（NDM-9201L）東海遊具　同等品 洗砂（細目）〈新設〉

A-59

仮設出入口　詳細図 1/20・1/50

外構詳細図１ 1/10・1/20
1/50・1/60

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

スチールフェンス支柱
〈基礎共撤去・新設〉

スチールフェンス H=1800
〈撤去・新設〉

縁石ブロック〈撤去・新設〉

〈基礎共撤去・新設〉
ガードレール支柱

7,850

7,000 850

1
5
0

5
8
5

1
6
0

1
,
4
7
2

1
5
0

歩道

車道

▽道路境界線

ガードレール H=800

〈撤去・新設〉
横桟パイプ 2本式

150

1
5
0

平面図（改修前・改修後）　S=1/50

2
5
0

側溝

150

スチールメッシュフェンス H=1800
〈基礎共撤去・新設〉

3
0
0

側溝

歩道車道

150 1,472 160 585 150

断面詳細図（改修前・改修後）　S=1/20 断面詳細図（工事期間中）　S=1/20

土〈撤去・復旧〉

▼ ：ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ位置を示す

▼
道
路
境

界
線
▽

敷鉄板〈新設〉

道
路
境
界
線
▽

段差解消ジョイントマット〈新設〉

▼

縁石ブロック

〈撤去・新設〉

ガードレール H=800 横桟パイプ 2本式
〈基礎共撤去・新設〉

コンクリート〈撤去・復旧〉

150 1,472 160 585 150歩道車道

撤去：ﾀﾃﾖｺ D10＠200

コンクリート〈撤去・新設〉
撤去：ﾀﾃﾖｺ D10＠200

復旧：ﾖｺ D13　ﾀﾃ D10＠200

復旧：ﾖｺ D13　ﾀﾃ D10＠200

ﾀﾃﾖｺ あと施工ｱﾝｶｰ D10＠200

ﾀﾃﾖｺ あと施工ｱﾝｶｰ D10＠200

遊具①：複合遊具（参考図） 遊具②：雲梯（参考図）

株式会社 東海遊具製作所：D-F44　同等品株式会社 都村製作所：FU-160　同等品

2,800

2,800 600

400 400
500 500

6
0
0

1
,
3
0
0

6
0
0

4
0
0

2
7
0 2
7
0

6
0
0

1
0
04
0
01
0
0

400
500

400
500

9
0
0

1
,
0
0
0

1
,
1
0
0

1,800 1,800 1,800

5,400

1
0
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

立面図 S=1/50

平面図 S=1/50

側面図 S=1/50 立面図 S=1/50

平面図 S=1/50

側面図 S=1/50

1
,
2
0
0

1
,
0
0
0

1
,
2
1
0

1
,
0
0
0

4
,
4
1
0

1,170 1,000 1,910

7
0
0

450

1
,
2
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
2
0
0

φ27.2ｘ2.8

φ60.5ｘ3.8

φ27.2ｘ2.8

φ12

地際補強管φ70ｘ4
（L＝300）

地際補強管
φ70ｘ4（L＝300）

φ12

φ28SUSシャフト
（ピーリング材）

鋳鉄

φ60.5×3.8

H1000

H1200

柵パネル

アーチライダー

屋根

ゲート
支柱キャップ

クライム手摺ダブルスライダー

ロッククライム

ゲート

デッキ

安全マット

安全マット

階段踏板

支柱

階段手摺

遊具③：鉄棒（参考図）

株式会社 東海遊具製作所：H-1BS　同等品

平面図 S=1/50

立面図 S=1/50



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

5
,
0
0
0

Y3’

4,5001,000

7,380

6,000

1,800420

5
0
0

1
,
8
5
0

スロープ

2
,
5
4
0

道路

歩道

駐車場

+140

+230

-360-390

-420

-310

+160

+260

+180

-300

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

8
,
0
0
0

+210

雨水配管天端（-350）

▽敷地境界線

5
,
0
0
0

Y3’

4,5001,000

7,380
420

5
0
0

1
,
8
5
0

スロープ

道路

歩道

駐車場

+140

+230

-360-390

-420

-310

+160

+260

+180

-300

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

8
,
0
0
0

+210

雨水配管天端（-350）

▽敷地境界線

ＣＢ２段＋スチールメッシュフェンス〈一部撤去〉
土間コンクリート〈一部撤去〉

4780×1855
SUV

4780×1855
SUV

8,020

改修前 改修後

約
3
00

5
6
0

4,000

雨水埋設管

スチールメッシュフェンス H600
〈１枚分撤去〉

スロープ断面詳細図（改修前）　S=1/30

コンクリート立上り＋ＣＢ２段積
〈一部撤去〉

▽駐車場ＦＬ

スロープ断面スロープ断面

1,220 2,780

1,220

既設側溝天端へすりつけ
コンクリート金コテ仕上げ

スチールメッシュフェンスH600×W800〈新設〉

2
,
5
4
0

約
3
00

5
6
0

4,000

雨水埋設管
既設側溝天端へすりつけ

スロープ断面詳細図（改修後）　S=1/30

▽駐車場ＦＬ

スチールメッシュフェンス H600
〈既設のまま〉

モルタル補修

歩道

スチールメッシュフェンス H600×W800〈新設〉

モルタル補修

1,220 2,780

5
6
0

すりつけ部詳細図（改修後）　S=1/30

駐車場

スチールメッシュフェンス H600×W800〈新設〉

+310 +310

園舎

鉄筋コンクリート造２階建

1FL＝GL+630（居室）

園舎

鉄筋コンクリート造２階建

1FL＝GL+630（居室）

7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700

X10X9X8X7X6X5X4

ＮＮ

7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700

X10X9X8X7X6X5X4

ＮＮ

凡例

〈新設〉部分を示す

〇〇 現況地盤（GL±0からの高さ）

凡例

〇〇 現況地盤（GL±0からの高さ）

〈撤去〉部分を示す

北側駐車場平面図（改修前）　S=1/100 北側駐車場平面図（改修後）　S=1/100

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-60

1/30・1/100外構詳細図２



コンクリート舗装 D10＠200（タテヨコ)〈新設〉

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

改修前 改修後

以
上

必
要

既設両開き門扉〈撤去〉

既設塀（ＲＣ＋タイル）〈撤去〉

5
0

5,833

1,9603,900

4,200 1,660

ＮＮ ＮＮ

縦型郵便受〈新設〉

整地

〈撤去〉部分を示す

凡例 凡例

コンクリート舗装〈既設のまま〉

1
8
0

歩道

園庭

歩道

園庭

四国化成（CR1F-14R-S39S）同等品

既設片開き門扉〈撤去〉
インターホン〈取外し〉(電気工事）

アルミ製門柱〈基礎共撤去〉

既設塀（ＲＣ＋タイル）〈撤去〉

電気錠開錠装置板〈取外し〉(電気工事）

670

〇〇 現況地盤（GL±0からの高さ）

-170
-240

-120
-120

-240
-170

ＲＣ壁 外装タイル仕上げ H=1600〈新設〉

ＲＣ壁 外装タイル仕上げ H=1600〈新設〉

〇〇 現況地盤（GL±0からの高さ）

正門 立面図（改修前）　S=1/50

スチールメッシュフェンス
H=800〈撤去〉

スチールメッシュフェンス
H=600〈撤去〉

5
0
0

8
0
0

1
,
3
0
0

1
,
3
6
5

6
0
0

1
,
9
6
5

1
,
3
6
5

1
,
3
6
5

6
0
0

1
,
9
6
5

スチールメッシュフェンス
H=600〈撤去〉

ＳＵＳ製両開き門扉〈撤去〉

3,170 2,310 1,6604,200 3,900 1,960

1
,
4
0
0

アルミ製片引き門扉

D13＠200（タテヨコ）

土間コンクリート
捨てコンクリート t=50
再生砕石 t=100

1
5
0
3
0
0

1
,
8
0
0

250 150 750 250

1,400

1,000

コンクリート刷毛引き仕上
D10＠200（タテヨコ）

再生砕石 t=150

1
5
0
1
5
0

D13＠200（タテヨコ）

ＲＣ壁 詳細図　S=1/30

コンクリート舗装 詳細図　S=1/30

正門 立面図（改修後）　S=1/50 正門 立面図（改修後）　S=1/50

既設屋外階段手摺壁

H=1400〈新設〉
四国化成（CR1F-14R-S39S）同等品

園名札　S=1/10

アルミ製片開き門扉 H=1400 W=1000〈新設〉

縦型郵便受〈新設〉
アルミ製片引き門扉 H=1400〈新設〉
四国化成（CR1F-14R-S39S）同等品

インターホン〈再取付〉(電気工事）

670

1
,
6
0
0

1
,
6
0
0

片引き門扉 H=1500〈新設〉

〈新設〉部分を示す

5
0

9
6
5

ＳＵＳ（ＨＬ）t=3

スペーサー

ＳＵＳピン 3mm
L=30 接着

6
0
0

250

R10

シルク印刷（文字80角程度）

アスファルト舗装 t=50　砕石 t=50〈撤去〉

4
6
5

1
,
0
0
0

900

アルミ製門柱 H=1600〈基礎共新設〉
電気錠開錠装置板〈再取付〉(電気工事）

すり抜け防止金物：L-50×75×6生垣 H=2600〈撤去〉

縁石ブロック〈新設〉

園名札：ＳＵＳ板〈新設〉

ＲＣ壁外装二丁掛タイル仕上げ〈新設〉

園名札：ＳＵＳ板〈新設〉

ＲＣ壁外装二丁掛タイル仕上げ〈新設〉

ＲＣ壁外装二丁掛タイル仕上げ〈新設〉

外装二丁掛タイル仕上げ

コンクリート刷毛引き仕上
D10＠200（タテヨコ）

門扉鍵門扉電子錠

「防犯カメラ作動中」看板〈移設〉

表札：御影石〈撤去〉※移設位置は監督員の指示による 基礎：D13＠200ﾀﾃﾖｺ（基礎下端：GL-500）
捨てコンクリート t=50　砕石 t=100 ※基礎部分は新設壁同等

ＲＣ壁外装タイル仕上げ〈基礎共撤去〉

「一時避難地」看板〈移設〉
※移設位置は監督員の指示による

ＲＣ壁外装タイル仕上げ〈基礎共撤去〉

片開き門扉 H=1400 W=1000〈基礎共新設〉

外構詳細図３
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1/30・1/50

安城こども園中規模及び保全改修主体工事



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761
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8,000
4,0004,000

6
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0
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6
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9

保健室

職員トイレ

昇降口１

テラス

作業員駐車場

洗濯場

保育室２

保育室１

配膳室

保育室３ 倉庫 職員室 保育室４ 保育室５

トイレ１

PS
湯沸

食器物入

リフト

昇降口２

室外機置場 プラットホーム

避難用ｽﾍﾞﾘ台

コミュニティ
ルーム

トイレ
多目的

道路縁石・ガードレール〈撤去〉

物入 トイレ６
物入

ホール

保育室６ 保育室７ 保育室８ 保育室９

廊下

遊戯室

ステージ

物入

避難用ｽﾍﾞﾘ台

パントリー

バ
ル

コ
ニ

ー
２

バ
ル

コ
ニ

ー
１

屋外
階段

２階平面図　S=1/250

公道

道路境界線

道
路
境
界
線

道
路

境
界

線

道
路
境
界
線

道路境界線

隣
地

境
界

線

公
道

公道

(S造)

倉庫１

正門

畑

花壇

ポンプ
保管庫

倉庫②

敷鉄板

Ｎ

施設利用者エリア
作業員駐車場
資材置場等

倉庫①

下足箱〈撤去〉

ＣＢ＋ネットフェンス〈撤去〉

【凡　例】

：仮囲い（パネルフェンス H=1.8m）

：仮囲い（ガードフェンス H=1.8m）

：各工区工事対象室

：アルミキャスターゲート（W=6.0m、H=1.8m）

：仮囲い（プラスチックフェンス H=1.2m）

：足場 くさび緊結式、ネット状養生シート
　（下面１段はパネルフェンス設置）

：仮設間仕切り

：工事車両導線

：施設利用者・職員導線

：出入口確保箇所を示す

：工事用出入口

：アルミキャスターゲート（W=3.0m、H=1.8m）

トイレトイレ
４

トイレ
トイレ

３
２

５

遊具〈撤去〉
雲梯〈撤去〉

鉄棒〈撤去〉

飼育小屋

仮設計画図１

A-62

1/250

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

保育室４/５/８/９・廊下

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ２月１月 ３月

階段室・テラス

保育室３/６/７・廊下

① 工区

② 工区

③ 工区

正門改修

倉庫新設・遊具復旧

乗入口復旧

園行事

仮設、乗入口整備

Ｒ８（２０２６） Ｒ９（２０２７）

足場設置 足場撤去
外壁改修・屋根改修

▽入園式 卒園式▽▽運動会 ▽生活発表会

１階平面図　S=1/250

準備期間

△
第１回

部分使用検査

△
第２回

部分使用検査

△
第３回

部分使用検査

△
第４回

部分使用検査

△
本検査

複合遊具

引越 引越

１．施工条件

　　　④工区　　正門
　　　⑤工区　　倉庫、遊具、外構
　　　時期指定なし　外壁改修、屋根改修、２階バルコニー改修、保育室棟建具改修

　　・仮設間仕切りは軽量鉄骨（ＬＧＳ65）壁下地石膏ボード t=9.5＋フィルムシート t=0.15＋目張りテープ、扉１ヶ所鍵付（アルミ既製品）とする。

　　・③工区施工時は職員室内に仮設間仕切りを設置すること。（位置は施設管理者と協議すること）

　　・昼寝の時間帯（12：30～14：15）は、斫り工事等の騒音・振動を伴う作業は中止とすること。
　　・10/15(木)の音楽会保育参観、12/1(火)の生活発表会予行練習、12/5(土)の生活発表会は、午前中の休工を基本とし、工事着手前に監督員と協議の上決定すること。

２．仮設工事
　　・足場は建物外周設置を基本とする。（くさび緊結式 W=900）

　　・足場については「手すり先行等に関するガイドライン」（厚生労働省平成21年4月）により、「働きやすい安心感のある足場

　　　に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立、解体又は変更の作業は「手すり先

　　　行工法による足場の組立等に関する基準」の2の（2）手すり据置き方式又は（3）手すり先行専用足場方式により行うこと。

　　・足場は園舎外周四方全てに設置すること。
　　・足場外周はネット状養生シート（防炎1類）設置し、下部には仮囲いを設置すること。
　　・ガラス面は窓養生を行う。（シート材等）
　　・仮囲いはパネルフェンスＨ1800とし、位置、形状については、監督員・施設管理者と協議を行うこと。（仮設用地及び足場外周）

３．樹木撤去

４．その他
　　・工事中の利用者への安全対策は十分に注意すること。
　　・工事中の臭い、材料の飛散、騒音等には特に留意して養生を行うこと。（特に既設フェンス面の養生）
　　・ひび割れ補修及び爆裂補修について、設計図中の数値は参考値とする。施工に先立ち実測による調査を行い報告書を提出すること。

　　・工事用地外における荷揚げ用クレーン周囲及び作業員駐車場は、カラーコーン等の保安施設により区画をして、

　　　利用者の安全確保に十分配慮すること。
　　・監督員の指示する工事は休園日に行うこと。
　　・足場の位置は参考図とし、監督員及び施設管理者と協議すること。
　　・図中の作業員駐車場内は駐車可能とするが、その他で駐車場が必要な場合は、受注者の責において確保すること。

　　・工事用車両及び作業員車両の駐車は作業員駐車場内とし、スペースが不足する場合は送迎・乗り合わせ等対応を計画すること。

　　・借地や貸駐車場の利用について、事務及び必要経費は受注者の責任・負担とする。
　　・傘立て、時計、家具は、施設管理者と協議の上、移設・復旧すること。（転倒防止措置共）
　　・車両入出時は、必ず誘導員を付けること。

【電気工事については下記とする】(別途工事：以下参考)
　工事中の既設設備
　　・工事範囲外の部屋は工事期間内も使用する為、機器及び配線撤去の際には事前に施工前調査で既設配線ルート等の調査を行い、

　　　工事範囲外の部屋の電気設備の影響の有無を確認の事。
　　・既設電気設備の影響が有る場合は監督職員と協議の上、配線迂回、仮電源の準備等の必要と思われる仮設備工事を行う事。

　　・外壁改修に伴い支障となる樹木は、施設管理者と協議の上伐採を行うこと。

　　　又、子供達のけが・手ばさみ防止として、パネルフェンスの隙間は全てシート養生又は養生テープ等にて目張りすること。

【管工事については下記とする】(別途工事：以下参考)
　工事中の既設設備
　　・工事範囲外の部屋は工事期間内も使用する為、機器及び配管撤去の際には事前に施工前調査で既設配管ルート等の調査を行い、工事

　　　範囲外の部屋の機械設備の影響の有無を確認の事。既設機械設備の影響が有る場合は監督職員と協議の上、配管迂回、仮水道の準備

　　　等の必要と思われる仮設備工事を行う事。
　　・断水等は園の運営に支障とならぬように、十分な協議を行う事。

　　・停電を伴う調査、工事は原則休園日に行うこと。

　　　②工区　　１階 下足室、テラス　２階 階段室

　　・以下の通り工区分けを行い、各工区ごとに工事を行うこと。なお、各部の使用開始前には部分使用検査を受検すること。

　　　③工区　　１階 保育室３、湯沸、職員トイレ、倉庫、保健室、テラス　２階 保育室６、保育室７、廊下

　　　①工区　　１階 保育室４、保育室５、テラス　２階 保育室８、保育室９、廊下　既設飼育倉庫、既設屋外倉庫、既設遊具

　　　また、トイレ４の床スラブ下（職員室天井ふところ）施工時は、テラスから出入りすること。

　　　また、プラットホーム周辺及びバルコニー１周辺は早期に足場が撤去できるように工程計画を立てること。

　　・6/2(火)の園開放(ピエロショー)、11/4(水)の園開放(人形劇）は、午前中の音の出る作業を控えること。

　　・6/未定の歯科検診、9/未定のデンタルケア教室、10/未定の健康診断は、午後の音の出る作業を控えること。
　　・上記の工程を基本とし、監督員及施設管理者と協議の上で計画すること。

　　・園庭仮囲い盛替えの際は施設管理者及び監督員により園庭利用に支障がないことを確認すること。

　　・遊戯室を仮保育室として使用する際の仮ﾛｯｶｰの往復運搬（安城市整備工場内に保管）､取付を工事で見込むこと｡(※仮ﾛｯｶｰW1550×D450×H900 ３台)

　　・仮設出入口設置に伴う道路占用許可ほかの必要な官庁手続きは本工事に含む。
　　・仮設出入口設置中は、敷き鉄板と既設歩道とのすりつけ、夜間照明等の対策を行い歩行者等の安全な通行に最大限配慮すること。

　　　なお、プラットホーム周辺は給食配送車の出入りに干渉しないように位置及び幅を調整すること。
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(S造)正門

花壇

敷鉄板

Ｎ

（使用不可）

仮職員室

作業員駐車場
資材置場等

仮設計画図２

【凡　例】

：仮囲い（パネルフェンス H=1.8m）

：仮囲い（ガードフェンス H=1.8m）

：各工区工事対象室

：アルミキャスターゲート（W=6.0m、H=1.8m）

：仮囲い（プラスチックフェンス H=1.2m）

：足場 くさび緊結式、ネット状養生シート
　（下面１段はパネルフェンス設置）

：仮設間仕切り

：工事車両導線

：施設利用者・職員導線

：出入口確保箇所を示す

：工事用出入口

：アルミキャスターゲート（W=3.0m、H=1.8m）

トイレ
４

トイレ
５

２ トイレ
３

A-63

1/250

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

畑
飼育小屋

２階平面図　S=1/250

河村康弘

保育室４/５/８/９・廊下

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ２月１月 ３月

階段室・テラス

保育室３/６/７・廊下

① 工区

② 工区

③ 工区

正門改修

倉庫新設・遊具復旧

乗入口復旧

園行事

仮設、乗入口整備

Ｒ８（２０２６） Ｒ９（２０２７）

足場設置 足場撤去
外壁改修・屋根改修

▽入園式 卒園式▽▽運動会 ▽生活発表会

準備期間

△
第１回

部分使用検査

△
第２回

部分使用検査

△
第３回

部分使用検査

△
第４回

部分使用検査

△
本検査

作業員駐車場

ポンプ
保管庫

複合遊具

引越 引越

倉庫②

倉庫①

倉庫１

１．施工条件

　　　④工区　　正門
　　　⑤工区　　倉庫、遊具、外構
　　　時期指定なし　外壁改修、屋根改修、２階バルコニー改修、保育室棟建具改修

　　・仮設間仕切りは軽量鉄骨（ＬＧＳ65）壁下地石膏ボード t=9.5＋フィルムシート t=0.15＋目張りテープ、扉１ヶ所鍵付（アルミ既製品）とする。

　　・③工区施工時は職員室内に仮設間仕切りを設置すること。（位置は施設管理者と協議すること）

　　・昼寝の時間帯（12：30～14：15）は、斫り工事等の騒音・振動を伴う作業は中止とすること。
　　・10/15(木)の音楽会保育参観、12/1(火)の生活発表会予行練習、12/5(土)の生活発表会は、午前中の休工を基本とし、工事着手前に監督員と協議の上決定すること。

２．仮設工事
　　・足場は建物外周設置を基本とする。（くさび緊結式 W=900）

　　・足場については「手すり先行等に関するガイドライン」（厚生労働省平成21年4月）により、「働きやすい安心感のある足場

　　　に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立、解体又は変更の作業は「手すり先

　　　行工法による足場の組立等に関する基準」の2の（2）手すり据置き方式又は（3）手すり先行専用足場方式により行うこと。

　　・足場は園舎外周四方全てに設置すること。
　　・足場外周はネット状養生シート（防炎1類）設置し、下部には仮囲いを設置すること。
　　・ガラス面は窓養生を行う。（シート材等）
　　・仮囲いはパネルフェンスＨ1800とし、位置、形状については、監督員・施設管理者と協議を行うこと。（仮設用地及び足場外周）

３．樹木撤去

４．その他
　　・工事中の利用者への安全対策は十分に注意すること。
　　・工事中の臭い、材料の飛散、騒音等には特に留意して養生を行うこと。（特に既設フェンス面の養生）
　　・ひび割れ補修及び爆裂補修について、設計図中の数値は参考値とする。施工に先立ち実測による調査を行い報告書を提出すること。

　　・工事用地外における荷揚げ用クレーン周囲及び作業員駐車場は、カラーコーン等の保安施設により区画をして、

　　　利用者の安全確保に十分配慮すること。
　　・監督員の指示する工事は休園日に行うこと。
　　・足場の位置は参考図とし、監督員及び施設管理者と協議すること。
　　・図中の作業員駐車場内は駐車可能とするが、その他で駐車場が必要な場合は、受注者の責において確保すること。

　　・工事用車両及び作業員車両の駐車は作業員駐車場内とし、スペースが不足する場合は送迎・乗り合わせ等対応を計画すること。

　　・借地や貸駐車場の利用について、事務及び必要経費は受注者の責任・負担とする。
　　・傘立て、時計、家具は、施設管理者と協議の上、移設・復旧すること。（転倒防止措置共）
　　・車両入出時は、必ず誘導員を付けること。

【電気工事については下記とする】(別途工事：以下参考)
　工事中の既設設備
　　・工事範囲外の部屋は工事期間内も使用する為、機器及び配線撤去の際には事前に施工前調査で既設配線ルート等の調査を行い、

　　　工事範囲外の部屋の電気設備の影響の有無を確認の事。
　　・既設電気設備の影響が有る場合は監督職員と協議の上、配線迂回、仮電源の準備等の必要と思われる仮設備工事を行う事。

　　・外壁改修に伴い支障となる樹木は、施設管理者と協議の上伐採を行うこと。

　　　又、子供達のけが・手ばさみ防止として、パネルフェンスの隙間は全てシート養生又は養生テープ等にて目張りすること。

【管工事については下記とする】(別途工事：以下参考)
　工事中の既設設備
　　・工事範囲外の部屋は工事期間内も使用する為、機器及び配管撤去の際には事前に施工前調査で既設配管ルート等の調査を行い、工事

　　　範囲外の部屋の機械設備の影響の有無を確認の事。既設機械設備の影響が有る場合は監督職員と協議の上、配管迂回、仮水道の準備

　　　等の必要と思われる仮設備工事を行う事。
　　・断水等は園の運営に支障とならぬように、十分な協議を行う事。

　　・停電を伴う調査、工事は原則休園日に行うこと。

　　　②工区　　１階 下足室、テラス　２階 階段室

　　・以下の通り工区分けを行い、各工区ごとに工事を行うこと。なお、各部の使用開始前には部分使用検査を受検すること。

　　　③工区　　１階 保育室３、湯沸、職員トイレ、倉庫、保健室、テラス　２階 保育室６、保育室７、廊下

　　　①工区　　１階 保育室４、保育室５、テラス　２階 保育室８、保育室９、廊下　既設飼育倉庫、既設屋外倉庫、既設遊具

　　　また、トイレ４の床スラブ下（職員室天井ふところ）施工時は、テラスから出入りすること。

　　　また、プラットホーム周辺及びバルコニー１周辺は早期に足場が撤去できるように工程計画を立てること。

　　・6/2(火)の園開放(ピエロショー)、11/4(水)の園開放(人形劇）は、午前中の音の出る作業を控えること。

　　・6/未定の歯科検診、9/未定のデンタルケア教室、10/未定の健康診断は、午後の音の出る作業を控えること。
　　・上記の工程を基本とし、監督員及施設管理者と協議の上で計画すること。

　　・園庭仮囲い盛替えの際は施設管理者及び監督員により園庭利用に支障がないことを確認すること。

　　・遊戯室を仮保育室として使用する際の仮ﾛｯｶｰの往復運搬（安城市整備工場内に保管）､取付を工事で見込むこと｡(※仮ﾛｯｶｰW1550×D450×H900 ３台)

　　・仮設出入口設置に伴う道路占用許可ほかの必要な官庁手続きは本工事に含む。
　　・仮設出入口設置中は、敷き鉄板と既設歩道とのすりつけ、夜間照明等の対策を行い歩行者等の安全な通行に最大限配慮すること。

　　　なお、プラットホーム周辺は給食配送車の出入りに干渉しないように位置及び幅を調整すること。
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作業員駐車場
資材置場等
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Ｎ

③工区終了後撤去

【凡　例】

：仮囲い（パネルフェンス H=1.8m）

：仮囲い（ガードフェンス H=1.8m）

：各工区工事対象室

：アルミキャスターゲート（W=6.0m、H=1.8m）

：仮囲い（プラスチックフェンス H=1.2m）

：足場 くさび緊結式、ネット状養生シート
　（下面１段はパネルフェンス設置）

：仮設間仕切り

：工事車両導線

：施設利用者・職員導線

：出入口確保箇所を示す

：工事用出入口

：アルミキャスターゲート（W=3.0m、H=1.8m）

トイレ
４

トイレ

トイレ
３

５

トイレ
２

1/250仮設計画図３

安城こども園中規模及び保全改修主体工事 A-64

畑
飼育小屋

２階平面図　S=1/250

１階平面図　S=1/250

河村康弘

保育室４/５/８/９・廊下

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ２月１月 ３月

階段室・テラス

保育室３/６/７・廊下

① 工区

② 工区

③ 工区

正門改修

倉庫新設・遊具復旧

乗入口復旧

園行事

仮設、乗入口整備

Ｒ８（２０２６） Ｒ９（２０２７）

足場設置 足場撤去
外壁改修・屋根改修

▽入園式 卒園式▽▽運動会 ▽生活発表会

△
第１回

部分使用検査

△
第２回

部分使用検査

△
第３回

部分使用検査

△
第４回

部分使用検査

△
本検査

作業員駐車場

ポンプ
保管庫

複合遊具

引越 引越

倉庫②

倉庫①

倉庫１

１．施工条件

　　　④工区　　正門
　　　⑤工区　　倉庫、遊具、外構
　　　時期指定なし　外壁改修、屋根改修、２階バルコニー改修、保育室棟建具改修

　　・仮設間仕切りは軽量鉄骨（ＬＧＳ65）壁下地石膏ボード t=9.5＋フィルムシート t=0.15＋目張りテープ、扉１ヶ所鍵付（アルミ既製品）とする。

　　・③工区施工時は職員室内に仮設間仕切りを設置すること。（位置は施設管理者と協議すること）

　　・昼寝の時間帯（12：30～14：15）は、斫り工事等の騒音・振動を伴う作業は中止とすること。
　　・10/15(木)の音楽会保育参観、12/1(火)の生活発表会予行練習、12/5(土)の生活発表会は、午前中の休工を基本とし、工事着手前に監督員と協議の上決定すること。

２．仮設工事
　　・足場は建物外周設置を基本とする。（くさび緊結式 W=900）

　　・足場については「手すり先行等に関するガイドライン」（厚生労働省平成21年4月）により、「働きやすい安心感のある足場

　　　に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立、解体又は変更の作業は「手すり先

　　　行工法による足場の組立等に関する基準」の2の（2）手すり据置き方式又は（3）手すり先行専用足場方式により行うこと。

　　・足場は園舎外周四方全てに設置すること。
　　・足場外周はネット状養生シート（防炎1類）設置し、下部には仮囲いを設置すること。
　　・ガラス面は窓養生を行う。（シート材等）
　　・仮囲いはパネルフェンスＨ1800とし、位置、形状については、監督員・施設管理者と協議を行うこと。（仮設用地及び足場外周）

３．樹木撤去

４．その他
　　・工事中の利用者への安全対策は十分に注意すること。
　　・工事中の臭い、材料の飛散、騒音等には特に留意して養生を行うこと。（特に既設フェンス面の養生）

　　・ひび割れ補修及び爆裂補修について、設計図中の数値は参考値とする。施工に先立ち実測による調査を行い報告書を提出すること。

　　・工事用地外における荷揚げ用クレーン周囲及び作業員駐車場は、カラーコーン等の保安施設により区画をして、

　　　利用者の安全確保に十分配慮すること。
　　・監督員の指示する工事は休園日に行うこと。
　　・足場の位置は参考図とし、監督員及び施設管理者と協議すること。
　　・図中の作業員駐車場内は駐車可能とするが、その他で駐車場が必要な場合は、受注者の責において確保すること。

　　・工事用車両及び作業員車両の駐車は作業員駐車場内とし、スペースが不足する場合は送迎・乗り合わせ等対応を計画すること。

　　・借地や貸駐車場の利用について、事務及び必要経費は受注者の責任・負担とする。
　　・傘立て、時計、家具は、施設管理者と協議の上、移設・復旧すること。（転倒防止措置共）
　　・車両入出時は、必ず誘導員を付けること。

【電気工事については下記とする】(別途工事：以下参考)
　工事中の既設設備
　　・工事範囲外の部屋は工事期間内も使用する為、機器及び配線撤去の際には事前に施工前調査で既設配線ルート等の調査を行い、

　　　工事範囲外の部屋の電気設備の影響の有無を確認の事。
　　・既設電気設備の影響が有る場合は監督職員と協議の上、配線迂回、仮電源の準備等の必要と思われる仮設備工事を行う事。

　　・外壁改修に伴い支障となる樹木は、施設管理者と協議の上伐採を行うこと。

　　　又、子供達のけが・手ばさみ防止として、パネルフェンスの隙間は全てシート養生又は養生テープ等にて目張りすること。

【管工事については下記とする】(別途工事：以下参考)
　工事中の既設設備
　　・工事範囲外の部屋は工事期間内も使用する為、機器及び配管撤去の際には事前に施工前調査で既設配管ルート等の調査を行い、工事

　　　範囲外の部屋の機械設備の影響の有無を確認の事。既設機械設備の影響が有る場合は監督職員と協議の上、配管迂回、仮水道の準備

　　　等の必要と思われる仮設備工事を行う事。
　　・断水等は園の運営に支障とならぬように、十分な協議を行う事。

　　・停電を伴う調査、工事は原則休園日に行うこと。

　　　②工区　　１階 下足室、テラス　２階 階段室

　　・以下の通り工区分けを行い、各工区ごとに工事を行うこと。なお、各部の使用開始前には部分使用検査を受検すること。

　　　③工区　　１階 保育室３、湯沸、職員トイレ、倉庫、保健室、テラス　２階 保育室６、保育室７、廊下

　　　①工区　　１階 保育室４、保育室５、テラス　２階 保育室８、保育室９、廊下　既設飼育倉庫、既設屋外倉庫、既設遊具

　　　また、トイレ４の床スラブ下（職員室天井ふところ）施工時は、テラスから出入りすること。

　　　また、プラットホーム周辺及びバルコニー１周辺は早期に足場が撤去できるように工程計画を立てること。

　　・6/2(火)の園開放(ピエロショー)、11/4(水)の園開放(人形劇）は、午前中の音の出る作業を控えること。

　　・6/未定の歯科検診、9/未定のデンタルケア教室、10/未定の健康診断は、午後の音の出る作業を控えること。
　　・上記の工程を基本とし、監督員及施設管理者と協議の上で計画すること。

　　・園庭仮囲い盛替えの際は施設管理者及び監督員により園庭利用に支障がないことを確認すること。

　　・遊戯室を仮保育室として使用する際の仮ﾛｯｶｰの往復運搬（安城市整備工場内に保管）､取付を工事で見込むこと｡(※仮ﾛｯｶｰW1550×D450×H900 ３台)

　　・仮設出入口設置に伴う道路占用許可ほかの必要な官庁手続きは本工事に含む。
　　・仮設出入口設置中は、敷き鉄板と既設歩道とのすりつけ、夜間照明等の対策を行い歩行者等の安全な通行に最大限配慮すること。

　　　なお、プラットホーム周辺は給食配送車の出入りに干渉しないように位置及び幅を調整すること。
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（使用不可）

施設利用者エリア

正門〈撤去・新設〉

【凡　例】

：仮囲い（パネルフェンス H=1.8m）

：仮囲い（ガードフェンス H=1.8m）

：各工区工事対象室

：アルミキャスターゲート（W=6.0m、H=1.8m）

：仮囲い（プラスチックフェンス H=1.2m）

：足場 くさび緊結式、ネット状養生シート
　（下面１段はパネルフェンス設置）

：仮設間仕切り

：工事車両導線

：施設利用者・職員導線

：出入口確保箇所を示す

：工事用出入口

：アルミキャスターゲート（W=3.0m、H=1.8m）

仮設計画図４
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４ ５

３
２

畑

作業員駐車場
資材置場等

A-65

1/250

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

敷鉄板
畑

飼育小屋

２階平面図　S=1/250

１階平面図　S=1/250

河村康弘

保育室４/５/８/９・廊下

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ２月１月 ３月

階段室・テラス

保育室３/６/７・廊下

① 工区

② 工区

③ 工区

正門改修

倉庫新設・遊具復旧

乗入口復旧

園行事

仮設、乗入口整備

Ｒ８（２０２６） Ｒ９（２０２７）

足場設置 足場撤去
外壁改修・屋根改修

▽入園式 卒園式▽▽運動会 ▽生活発表会

△
第１回

部分使用検査

△
第２回

部分使用検査

△
第３回

部分使用検査

△
第４回

部分使用検査

△
本検査

ポンプ
保管庫

複合遊具

引越 引越

倉庫②

倉庫①

倉庫１

１．施工条件

　　　④工区　　正門
　　　⑤工区　　倉庫、遊具、外構
　　　時期指定なし　外壁改修、屋根改修、２階バルコニー改修、保育室棟建具改修

　　・仮設間仕切りは軽量鉄骨（ＬＧＳ65）壁下地石膏ボード t=9.5＋フィルムシート t=0.15＋目張りテープ、扉１ヶ所鍵付（アルミ既製品）とする。

　　・③工区施工時は職員室内に仮設間仕切りを設置すること。（位置は施設管理者と協議すること）

　　・昼寝の時間帯（12：30～14：15）は、斫り工事等の騒音・振動を伴う作業は中止とすること。
　　・10/15(木)の音楽会保育参観、12/1(火)の生活発表会予行練習、12/5(土)の生活発表会は、午前中の休工を基本とし、工事着手前に監督員と協議の上決定すること。

２．仮設工事
　　・足場は建物外周設置を基本とする。（くさび緊結式 W=900）

　　・足場については「手すり先行等に関するガイドライン」（厚生労働省平成21年4月）により、「働きやすい安心感のある足場

　　　に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立、解体又は変更の作業は「手すり先

　　　行工法による足場の組立等に関する基準」の2の（2）手すり据置き方式又は（3）手すり先行専用足場方式により行うこと。

　　・足場は園舎外周四方全てに設置すること。
　　・足場外周はネット状養生シート（防炎1類）設置し、下部には仮囲いを設置すること。
　　・ガラス面は窓養生を行う。（シート材等）
　　・仮囲いはパネルフェンスＨ1800とし、位置、形状については、監督員・施設管理者と協議を行うこと。（仮設用地及び足場外周）

３．樹木撤去

４．その他
　　・工事中の利用者への安全対策は十分に注意すること。
　　・工事中の臭い、材料の飛散、騒音等には特に留意して養生を行うこと。（特に既設フェンス面の養生）
　　・ひび割れ補修及び爆裂補修について、設計図中の数値は参考値とする。施工に先立ち実測による調査を行い報告書を提出すること。

　　・工事用地外における荷揚げ用クレーン周囲及び作業員駐車場は、カラーコーン等の保安施設により区画をして、

　　　利用者の安全確保に十分配慮すること。
　　・監督員の指示する工事は休園日に行うこと。
　　・足場の位置は参考図とし、監督員及び施設管理者と協議すること。
　　・図中の作業員駐車場内は駐車可能とするが、その他で駐車場が必要な場合は、受注者の責において確保すること。

　　・工事用車両及び作業員車両の駐車は作業員駐車場内とし、スペースが不足する場合は送迎・乗り合わせ等対応を計画すること。

　　・借地や貸駐車場の利用について、事務及び必要経費は受注者の責任・負担とする。
　　・傘立て、時計、家具は、施設管理者と協議の上、移設・復旧すること。（転倒防止措置共）
　　・車両入出時は、必ず誘導員を付けること。

【電気工事については下記とする】(別途工事：以下参考)
　工事中の既設設備
　　・工事範囲外の部屋は工事期間内も使用する為、機器及び配線撤去の際には事前に施工前調査で既設配線ルート等の調査を行い、

　　　工事範囲外の部屋の電気設備の影響の有無を確認の事。
　　・既設電気設備の影響が有る場合は監督職員と協議の上、配線迂回、仮電源の準備等の必要と思われる仮設備工事を行う事。

　　・外壁改修に伴い支障となる樹木は、施設管理者と協議の上伐採を行うこと。

　　　又、子供達のけが・手ばさみ防止として、パネルフェンスの隙間は全てシート養生又は養生テープ等にて目張りすること。

【管工事については下記とする】(別途工事：以下参考)
　工事中の既設設備
　　・工事範囲外の部屋は工事期間内も使用する為、機器及び配管撤去の際には事前に施工前調査で既設配管ルート等の調査を行い、工事

　　　範囲外の部屋の機械設備の影響の有無を確認の事。既設機械設備の影響が有る場合は監督職員と協議の上、配管迂回、仮水道の準備

　　　等の必要と思われる仮設備工事を行う事。
　　・断水等は園の運営に支障とならぬように、十分な協議を行う事。

　　・停電を伴う調査、工事は原則休園日に行うこと。

　　　②工区　　１階 下足室、テラス　２階 階段室

　　・以下の通り工区分けを行い、各工区ごとに工事を行うこと。なお、各部の使用開始前には部分使用検査を受検すること。

　　　③工区　　１階 保育室３、湯沸、職員トイレ、倉庫、保健室、テラス　２階 保育室６、保育室７、廊下

　　　①工区　　１階 保育室４、保育室５、テラス　２階 保育室８、保育室９、廊下　既設飼育倉庫、既設屋外倉庫、既設遊具

　　　また、トイレ４の床スラブ下（職員室天井ふところ）施工時は、テラスから出入りすること。

　　　また、プラットホーム周辺及びバルコニー１周辺は早期に足場が撤去できるように工程計画を立てること。

　　・6/2(火)の園開放(ピエロショー)、11/4(水)の園開放(人形劇）は、午前中の音の出る作業を控えること。

　　・6/未定の歯科検診、9/未定のデンタルケア教室、10/未定の健康診断は、午後の音の出る作業を控えること。
　　・上記の工程を基本とし、監督員及施設管理者と協議の上で計画すること。

　　・園庭仮囲い盛替えの際は施設管理者及び監督員により園庭利用に支障がないことを確認すること。

　　・遊戯室を仮保育室として使用する際の仮ﾛｯｶｰの往復運搬（安城市整備工場内に保管）､取付を工事で見込むこと｡(※仮ﾛｯｶｰW1550×D450×H900 ３台)

　　・仮設出入口設置に伴う道路占用許可ほかの必要な官庁手続きは本工事に含む。
　　・仮設出入口設置中は、敷き鉄板と既設歩道とのすりつけ、夜間照明等の対策を行い歩行者等の安全な通行に最大限配慮すること。

　　　なお、プラットホーム周辺は給食配送車の出入りに干渉しないように位置及び幅を調整すること。
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正門

花壇

Ｎ

（使用不可）

ＣＢ＋ネットフェンス〈新設〉

道路縁石・ガードレール〈新設〉

施設利用者エリア

【凡　例】

：仮囲い（パネルフェンス H=1.8m）

：仮囲い（ガードフェンス H=1.8m）

：各工区工事対象室

：アルミキャスターゲート（W=6.0m、H=1.8m）

：仮囲い（プラスチックフェンス H=1.2m）

：足場 くさび緊結式、ネット状養生シート
　（下面１段はパネルフェンス設置）

：仮設間仕切り

：工事車両導線

：施設利用者・職員導線

：出入口確保箇所を示す

：工事用出入口

：アルミキャスターゲート（W=3.0m、H=1.8m）

仮設計画図５

トイレ
トイレ

トイレトイレ
４ ５

３
２

畑

倉庫２

遊具〈新設〉

雲梯〈新設〉

鉄棒〈新設〉

作業員駐車場
資材置場等

生垣〈新設〉

A-66

1/250

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

倉庫〈撤去〉

スチールメッシュフェンス〈新設〉

砂場〈新設〉

倉庫〈新設〉

２階平面図　S=1/250

１階平面図　S=1/250

河村康弘

保育室４/５/８/９・廊下

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ２月１月 ３月

階段室・テラス

保育室３/６/７・廊下

① 工区

② 工区

③ 工区

正門改修

倉庫新設・遊具復旧

乗入口復旧

園行事

仮設、乗入口整備

Ｒ８（２０２６） Ｒ９（２０２７）

足場設置 足場撤去
外壁改修・屋根改修

▽入園式 卒園式▽▽運動会 ▽生活発表会

準備期間

△
第１回

部分使用検査

△
第２回

部分使用検査

△
第３回

部分使用検査

△
第４回

部分使用検査

△
本検査

作業員駐車場

ポンプ
保管庫

複合遊具

▼

引越 引越

倉庫②

倉庫①

倉庫１

１．施工条件

　　　④工区　　正門
　　　⑤工区　　倉庫、遊具、外構
　　　時期指定なし　外壁改修、屋根改修、２階バルコニー改修、保育室棟建具改修

　　・仮設間仕切りは軽量鉄骨（ＬＧＳ65）壁下地石膏ボード t=9.5＋フィルムシート t=0.15＋目張りテープ、扉１ヶ所鍵付（アルミ既製品）とする。

　　・③工区施工時は職員室内に仮設間仕切りを設置すること。（位置は施設管理者と協議すること）

　　・昼寝の時間帯（12：30～14：15）は、斫り工事等の騒音・振動を伴う作業は中止とすること。
　　・10/15(木)の音楽会保育参観、12/1(火)の生活発表会予行練習、12/5(土)の生活発表会は、午前中の休工を基本とし、工事着手前に監督員と協議の上決定すること。

２．仮設工事
　　・足場は建物外周設置を基本とする。（くさび緊結式 W=900）

　　・足場については「手すり先行等に関するガイドライン」（厚生労働省平成21年4月）により、「働きやすい安心感のある足場

　　　に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立、解体又は変更の作業は「手すり先

　　　行工法による足場の組立等に関する基準」の2の（2）手すり据置き方式又は（3）手すり先行専用足場方式により行うこと。

　　・足場は園舎外周四方全てに設置すること。
　　・足場外周はネット状養生シート（防炎1類）設置し、下部には仮囲いを設置すること。
　　・ガラス面は窓養生を行う。（シート材等）
　　・仮囲いはパネルフェンスＨ1800とし、位置、形状については、監督員・施設管理者と協議を行うこと。（仮設用地及び足場外周）

３．樹木撤去

４．その他
　　・工事中の利用者への安全対策は十分に注意すること。
　　・工事中の臭い、材料の飛散、騒音等には特に留意して養生を行うこと。（特に既設フェンス面の養生）
　　・ひび割れ補修及び爆裂補修について、設計図中の数値は参考値とする。施工に先立ち実測による調査を行い報告書を提出すること。

　　・工事用地外における荷揚げ用クレーン周囲及び作業員駐車場は、カラーコーン等の保安施設により区画をして、

　　　利用者の安全確保に十分配慮すること。
　　・監督員の指示する工事は休園日に行うこと。
　　・足場の位置は参考図とし、監督員及び施設管理者と協議すること。
　　・図中の作業員駐車場内は駐車可能とするが、その他で駐車場が必要な場合は、受注者の責において確保すること。

　　・工事用車両及び作業員車両の駐車は作業員駐車場内とし、スペースが不足する場合は送迎・乗り合わせ等対応を計画すること。

　　・借地や貸駐車場の利用について、事務及び必要経費は受注者の責任・負担とする。
　　・傘立て、時計、家具は、施設管理者と協議の上、移設・復旧すること。（転倒防止措置共）
　　・車両入出時は、必ず誘導員を付けること。

【電気工事については下記とする】(別途工事：以下参考)
　工事中の既設設備
　　・工事範囲外の部屋は工事期間内も使用する為、機器及び配線撤去の際には事前に施工前調査で既設配線ルート等の調査を行い、

　　　工事範囲外の部屋の電気設備の影響の有無を確認の事。
　　・既設電気設備の影響が有る場合は監督職員と協議の上、配線迂回、仮電源の準備等の必要と思われる仮設備工事を行う事。

　　・外壁改修に伴い支障となる樹木は、施設管理者と協議の上伐採を行うこと。

　　　又、子供達のけが・手ばさみ防止として、パネルフェンスの隙間は全てシート養生又は養生テープ等にて目張りすること。

【管工事については下記とする】(別途工事：以下参考)
　工事中の既設設備
　　・工事範囲外の部屋は工事期間内も使用する為、機器及び配管撤去の際には事前に施工前調査で既設配管ルート等の調査を行い、工事

　　　範囲外の部屋の機械設備の影響の有無を確認の事。既設機械設備の影響が有る場合は監督職員と協議の上、配管迂回、仮水道の準備

　　　等の必要と思われる仮設備工事を行う事。
　　・断水等は園の運営に支障とならぬように、十分な協議を行う事。

　　・停電を伴う調査、工事は原則休園日に行うこと。

　　　②工区　　１階 下足室、テラス　２階 階段室

　　・以下の通り工区分けを行い、各工区ごとに工事を行うこと。なお、各部の使用開始前には部分使用検査を受検すること。

　　　③工区　　１階 保育室３、湯沸、職員トイレ、倉庫、保健室、テラス　２階 保育室６、保育室７、廊下

　　　①工区　　１階 保育室４、保育室５、テラス　２階 保育室８、保育室９、廊下　既設飼育倉庫、既設屋外倉庫、既設遊具

　　　また、トイレ４の床スラブ下（職員室天井ふところ）施工時は、テラスから出入りすること。

　　　また、プラットホーム周辺及びバルコニー１周辺は早期に足場が撤去できるように工程計画を立てること。

　　・6/2(火)の園開放(ピエロショー)、11/4(水)の園開放(人形劇）は、午前中の音の出る作業を控えること。

　　・6/未定の歯科検診、9/未定のデンタルケア教室、10/未定の健康診断は、午後の音の出る作業を控えること。
　　・上記の工程を基本とし、監督員及施設管理者と協議の上で計画すること。

　　・園庭仮囲い盛替えの際は施設管理者及び監督員により園庭利用に支障がないことを確認すること。

　　・遊戯室を仮保育室として使用する際の仮ﾛｯｶｰの往復運搬（安城市整備工場内に保管）､取付を工事で見込むこと｡(※仮ﾛｯｶｰW1550×D450×H900 ３台)

　　・仮設出入口設置に伴う道路占用許可ほかの必要な官庁手続きは本工事に含む。
　　・仮設出入口設置中は、敷き鉄板と既設歩道とのすりつけ、夜間照明等の対策を行い歩行者等の安全な通行に最大限配慮すること。

　　　なお、プラットホーム周辺は給食配送車の出入りに干渉しないように位置及び幅を調整すること。



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

▽G.L

平面図

正面図 側面図

2
6
3
0

26302630

5
5

6
X
4
2
0
=
2
5
2
0

5
5

55 6X420=2520 110 6X420=2520 55

5260

5260 5555

5370

1000

37

2
0
9
0

2
3
3
0

2630100

2810

1
5
2

80

2
3
8
5

5
0

有
効
開
口
部
高
サ
2
0
2
3

4
9
4
.
5

2154

8
0有効開口部間口

1246

16

扉

正面パネル

15

根太

床パネル

SZAC400,SZACC：溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)

13

14

6

7

8

鼻隠シ前後

屋根パネル

壁パネル

11

妻板左右

5

桁後

桁前

柱

土台

部　　品　　名

3

4

2

1

品番

SGC400 F12 1.2

SZAC400 Y10 1.0

SGCC    F12

SGC400 F12

SGCC    F12

1.2

1.2

1.0

SZAC400 Y10

SZAC400 Y10

SZACC    Y10

1.0

0.7

0.7

SZAC400 Y10 0.5

SGC400 F12

SGC400 F12 0.7

SGCC    F12 0.8

板厚(mm)材料 (材質)

9

17

SGC400,SGCC,SGH400：溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)

梁中(奥行2630mm)

壁面扉鴨居

壁面扉敷居

壁面扉枠左右 SGC400 F12 1.0

SGCC    F12 1.0

SGC400 F12 0.7

18

19

20

10

土台取付板 SGMH400 K27 2.3

SGMH400：溶融亜鉛-アルミニウム-マグネシウム合金めっき鋼板 (JIS G 3323)

SZAC400 Y10

SGC400 F12

SGH400 F12

1.0

1.0

1.6

梁中補強パネル SGC400 F12 1.0

21

1.2SGC400 F12一般型

多雪型

SGC400 F12 1.2

SGC400 F12 1.2

コーナー金具

火打ち

0.7

内壁 発泡ポリプロピレン

天井 発泡ポリプロピレン

22

23

SGH400 F12 2.3
12

母屋中

(間口2630mm)

新設倉庫詳細図（参考図）
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※稲葉製作所：ＦＰ－５２２６ＨＴ 同等品



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

基礎詳細

基礎断面 A-A'断面

▽G.L

D10@300

D10@300

D10
D13

D13

金コテ押エ

基礎天は面取しないこと

・・・アンカーボルト位置を示す。

C.B

▽G.L

※アンカーボルト

※ワッシャー1枚

　ナット2個

M10+00D7160以上

(M12でも可)

D10

120

180

200

5
4
0

300

1
5
0

50

出
3
5
～
4
0

70

A
'

(a=40,b=85,c=65)

※a,b,cは屋根の出幅

屋根の外寸

アンカーボルト

(8ヶ所)

C.B

床下換気口

扉位置 (2180x80)

基礎形状は扉の位置に合わせる

A

120

50 502555 2555

5290

5
0

5
0

2
6
6
0

2
5
6
0

a

c
b

a

80

180

914809 832

1
2
0

8
8
5

8
9
0

8
8
5

832 809914

扉の幅 2180450

扉
の
出
8
0

5921.1

2
0
0

新設倉庫基礎伏図（参考図）

安城こども園中規模及び保全改修主体工事
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工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

1/5・1/60スチールパーテーション（LSD-1）　参考図

粉体焼付塗装鋼板(ゼロVOC不燃仕様)

粉体焼付塗装鋼板(ゼロVOC不燃仕様)

部材名 材質・規格 板厚

1.2mm

1.6mm

上枠・縦枠

額縁

エッジレスフラット明り窓

SUS304HL

ペーパーコア

沓摺 Ｕ型ステンレール

面材

芯材

1.5mm

0.5mm木目調粉体焼付塗装鋼板(ゼロVOC不燃仕様)

戸先ゴム 硬質・軟質 塩化ビニル

エッジレスフラットガラリ

枠

引戸

鋼板：国土交通大臣認定材料 NM-3033

YKSウォール

金物

備考

*鋼製学校間仕切　仕様表

高さ調整式引戸戸車、引棒、錠前、振れ止め、外れ止め、YKSスローリークローザー

アルミ押出形材（近似色粉体焼付塗装）

3
8

2
6

保育室３

横断面図　S=1/5トイレ２

Ｗ　(有効開口W×2+280)

25(有効開口W+160)25

DW 35 120110 有効開口W

(有効開口W+120)

1
7

4
0

Ｈ

38 2616

80

3

1
7

4
0

Ｈ

Uステンレール：SUS304HL

枠：粉体焼付塗装鋼板
(ゼロVOC不燃仕様)

38

90

26 26

芯材：ペーパーコア

(ゼロVOC不燃仕様)
国土交通大臣認定不燃材料 NM-3033

面材：木目調粉体焼付塗装鋼板

国土交通大臣認定不燃材料 NM-3033

縦断面図　S=1/5

1
4
8

錠前

１

3
0

1
0

3
0 1
0

3
0

フランス落し

２

３

上部戸当り

引き残しストッパー

４

５

戸先ゴム

国土交通大臣認定不燃材料 NM-3033

枠：粉体焼付塗装鋼板
(ゼロVOC不燃仕様)

６

3030

60

158
引き残し

有効開口W1

Ｗ

158

引き残し
30 30

60

廊　下 横断面図　S=1/5

DW

DW

DWDW

DW

8

90

5

5

5

90

31

5

5

90

DW

5

90

58

1/5・1/60

1/5・1/60

スチールドア（LSD-4）　参考図

30

2
6

7
6

1
4
8

2
3

2
3

2
6

2
6

4

75

Ｗ

障子戸当りクレセント

5SW

30

SW5幼児室

1
,
7
0
0

1,230

1
,
5
0
0

〈改修後〉

板厚

1.6mm

1.5mm

0.5mm

1.6、0.8mm

粉体焼付塗装鋼板(ゼロVOC不燃仕様)

SUS304HL

材質・規格

ペーパーコア

硬質・軟質 塩化ビニル

高さ調整式障子戸車、クレセント、障子戸当り、落下防止ピン

粉体焼付塗装鋼板(ゼロVOC不燃仕様)

高さ調整式引戸戸車、堀込引手、引違戸用鎌錠、振れ止め、外れ止め

フランス落し、上部戸当り、引き残しストッパー

鋼板：国土交通大臣認定不燃材料 NM-3033

耐久性能：開閉繰り返し試験(JISA5545)20万回合格

耐衝撃性：耐衝撃性試験(JISA1518)35等級合格

木目調粉体焼付塗装鋼板(ゼロVOC不燃仕様)

アルミ押出形材（扉近似色　単色焼付塗装）

アルミ押出形材（扉近似色　単色焼付塗装）

部材名

上枠・縦枠・無目・引戸レール

沓摺 Ｕ型ステンレール

*鋼製学校間仕切　仕様表(SA-多連引きR)

枠

エッジレスフラット明り窓

面材

芯材

戸先ゴム

備考

障子
障子レール

縦框・横框

金物

引戸

YKSウォール

70 1,600 701,600 1,600
4,940

1
,
8
0
0

8
0
0

1
,
0
0
0

2
,
3
6
0

5
0
0

6
0

〈改修前〉

〈改修後〉

2
,
2
7
5

9
0
0
1
,
8
9
5
9
9
5

3
0
0

8
0

1
,
5
0
0

2
0
0

4,820
1,610 1,600 1,610

26 26

4

4646

148

30301019 193010

6
0

8
0

3
0
3
0

Ｈ

9

1

S
H

7

落下防止ピン

１ ２ ３

2 144 2

４５６

D
H

5
3

Uステンレール：SUS304HL

芯材：ペーパーコア

国土交通大臣認定不燃材料 NM-3033

1
7

(ゼロVOC不燃仕様)
面材：木目調粉体焼付塗装鋼板

縦断面図　S=1/5

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

1/5・1/60

サッシ芯

120
7025 25

1
5

既
設
サ
ッ
シ
H

4
53
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1
0

4
2

2
0

4
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1
1
3

5
.
5

5
4
.
5

4
2

7
3

1
0
0

70 55

2929

SUS1.0t

SUS1.5t

1
0
8

5 33

既設サッシW15
40
35 5 47

2
5

7
0

2
5

20 35 80
47

100

内　部

外　部

4,940

8
0
0

1
,
0
0
0

1
0
04
9
0

2
,
3
9
0

1,600 70 1,600 70 1,600

2
,
2
9
0

1
0
03
0
0

1
,
8
9
0

4,840

9
0
0 1
,
5
0
0

2
0
0

1,8001001,800 100 1,040

パネル

〈改修後〉

〈改修前〉

カバー工法アルミ製建具詳細図　参考図

建具詳細図（参考図）
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3.295

1

2

3

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

敷地求積表

28ﾟ27'53.81"

P2 62.676

3.
08
4

P1

P6

P5
P4

P3

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号 河村康弘

一級建築士334761
2025.12

安城市相生町１８番７号

11,085

4
,
2
3
7

3
9
,
7
4
5

3
7
,
3
0
0

53,984

36.950

2.680

40.325

38.893

10.6
30

66
.7
76

69
.3
59

28.726

50.616

39
.
8
9
5

3.497

3
.
8
1
8

3,510

3
,
8
3
0

1

面積一覧表

地番 面積 登記簿地積 差

2,846.05㎡

合       計

敷 地 面 積

4

5

6

7

38.893 10.630

40.325 2.680

66.776

69.359 3.295

69.359 28.726

50.616 3.818

39.895 3.497

413.43259

108.071

228.537905

193.251888

139.512815 69.7564075

96.625944

996.203317

114.2689525

54.0355

206.716295

1,992.406634

A
B

C D

E
F

Ｘn(m) Ｙn(m)座標点

P1 0.000

P2 2.286 2.070

P3 64.963 2.070

0.000

座標一覧表

距離・

3.084

62.676

B

F

E

D

C

A

65.004

39.745

-37.674

-37.67461.493

61.493 -41.504

3.830

-41.535

53.984

11.024

11.024

4.237

-37.297

-37.2970.060

11.085

37.300

3

1

2

4

5

6

7

36.950 2,467.3732 1,233.6866

2,771.293016

2771.29㎡

2,771.29㎡ -74.76㎡

3.510

敷地求積図

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

1/200

A-70



工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

プラットホーム室外機置場
駐車場

Y3

PS  Y3'

湯沸

リフト
職員トイレ

コミュニティルーム
食器物入

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

8
,
1
0
0

2
,
1
0
0

トイレ２

倉庫
保育室３ 職員室 保育室４ トイレ３

多目的
トイレ

保健室
洗濯場

昇降口２

Y2 Y2

テラス
 Y2'

保育室２

2
7
,
0
0
0

避難用ｽﾍﾞﾘ台

昇降口１Y1
トイレ１

保育室１

Y0

Ｎ

１階平面図　S=1/100

1
,
6
8
0

7,220

2,360

2
,
2
9
0

2,190

1
,
3
3
0

2,
32
0

11,3
70

10
,8
90

特

消

▽道路中心線

▽
道
路
中
心
線

4
,
0
0
0

4,000

▽
延

焼
ラ

イ
ン
（

3
ｍ

）

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X9 X10 X11X8

5,500 5,500 3,200 4,000 7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700 7,200

56,400

消

準耐火構造の区画貫通部措置:給水管等の配管

(a)貫通部において保温が必要ない配管

1,000 1,000

ロックウール保温材
又はモルタルを充填

不燃材料の配管

(b)貫通部において保温が必要な配管

1,000 1,000

ロックウール保温材ロックウール保温材
又はモルタルを充填

不燃材料の配管
保温材

不燃材料以外の配管が防火区画を貫通する場合は、

大臣認定の防火区画貫通部耐火処置部材を使用する事。

令112条20項及び令129条の2の4の規定による

■認定番号　壁：PS060WL-0293　床：PS060FL-0791

保育室５

配膳室

消

消

消 消

道路境界線

道
路
境
界
線

道
路

境
界

線

隣
地
境
界
線

1534.56-36.62

面積区画

＝1497.94㎡＜1500㎡

避難階 歩行距離（ｍ）

＋

＋ ＋ ＋

＋ ≦50＝

＝

＝ ≦100

≦100＝

≦100

屋内階段１　　　～出口

屋内階段２　　　～出口

保育室１　　　　～出口

配膳室　　　　　～出口

1,330 2,190 1,680

2,320

5.200

2.320

11,370 11.370

7,220 2,290 2,360 2,190 1,680＋ 15.740

消

消 消

法チェック図１

9
5
0

4,505

防火上主要な間仕切り壁（令１１４条２項・告示１３５８号）

耐火構造（ＬＧＳ：ＧＢ－Ｆ t=12.5＋12.5 両面張/認定番号：FP0600NP-0174）

凡　例

・面積区画（令１１２条２項）≦1,500㎡
防火区画

特 ※上記壁の開口部:特定防火設備(常時開放式又は煙感連動閉鎖式)…告示１３６９号

防 防火設備

※界壁・防火上主要な間仕切り壁貫通部は、令１２９条の２の４第７項による。

※間仕切（防火区画）を給排水管・配電管等が貫通する場合の措置は、

　令１１２条第２０項の規定による。
※間仕切（防火区画）を排気管のダクトがが貫通する場合の措置は、

　令１１２条第２１項の規定による。

※床・開口上端から、上階床下端もしくは屋根下端まで。

消 消火器(ABC10型)を示す。※埋込消火器ＢＯＸ

消

消

消

消火器(ABC10型)を示す。〈再取付〉※壁付け消火器金物

既設消火器(ABC10型)を示す。〈取外し〉※壁付け消火器金物

消火器(ABC10型)を示す。〈新設〉※壁付け消火器金物〈新設〉

安城こども園中規模及び保全改修主体工事
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5.427㎡

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス

一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号
2025.12

河村康弘

一級建築士334761

防火上主要な間仕切り壁（令１１４条２項・告示１３５８号）
耐火構造（ＬＧＳ：ＧＢ－Ｆ t=12.5＋12.5 両面張/認定番号：FP0600NP-0174）

凡　例

・面積区画（令１１２条２項）≦1,500㎡
防火区画

特 ※上記壁の開口部:特定防火設備(常時開放式又は煙感連動閉鎖式)…告示１３６９号

防 防火設備

10
,8
90

消

▽道路中心線

▽
道
路
中
心
線

4
,
0
0
0

準耐火構造の区画貫通部措置:給水管等の配管

(a)貫通部において保温が必要ない配管

1,000 1,000

ロックウール保温材
又はモルタルを充填

不燃材料の配管

(b)貫通部において保温が必要な配管

1,000 1,000

ロックウール保温材ロックウール保温材
又はモルタルを充填

不燃材料の配管
保温材

不燃材料以外の配管が防火区画を貫通する場合は、

大臣認定の防火区画貫通部耐火処置部材を使用する事。

令112条20項及び令129条の2の4の規定による

■認定番号　壁：PS060WL-0293　床：PS060FL-0791
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２階平面図　S=1/100
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避難階 歩行距離（ｍ）

＋ ＋ ≦50＝

＝

5,500 5,500 3,200 4,000 7,200 2,700 7,200 4,000 7,200 2,700 7,200
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境
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消 消 消 消

※界壁・防火上主要な間仕切り壁貫通部は、令１２９条の２の４第７項による。

※間仕切（防火区画）を給排水管・配電管等が貫通する場合の措置は、

　令１１２条第２０項の規定による。
※間仕切（防火区画）を排気管のダクトがが貫通する場合の措置は、

　令１１２条第２１項の規定による。

※床・開口上端から、上階床下端もしくは屋根下端まで。

消 消火器(ABC10型)を示す。※埋込消火器ＢＯＸ

消

消

消

消火器(ABC10型)を示す。〈再取付〉※壁付け消火器金物

既設消火器(ABC10型)を示す。〈取外し〉※壁付け消火器金物

消

保育室９　　～屋内階段２

遊戯室　　　～屋内階段１ ＋ ＋ ≦50

10.890 13.010 5.370

21.920 6.060 2.670

29.270

30.650

消火器(ABC10型)を示す。〈新設〉※壁付け消火器金物〈新設〉

法チェック図２
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南側立面図　S=1/100

西側立面図　S=1/100

A柱展開

庇上裏

奥壁

既存部増築部

奥壁

増築部

A柱

Bb1

工事名

図面名

日　付

図面番号

設　計縮　尺

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

株式会社デザインボックス名古屋オフィス
一級建築士事務所　愛知県（いー３）第13966号

2025.12
河村康弘

一級建築士334761

安城こども園中規模及び保全改修主体工事

外壁劣化調査図１

B-01

1/100

F1

Ab1 Ab：ひび割れ(巾0.2㎜以上～1.0㎜未満)

Cb1 C：欠損･小

D1 D：爆裂･小

G1 G：塗膜剥がれ

Ba1 Ba：ﾓﾙﾀﾙ浮き

Bb1 Bb：ﾓﾙﾀﾙ浮き･狭幅部(巾200㎜以下)

Ac1 Ac：ひび割れ(巾1.0㎜以上)

F1 F：ﾀｲﾙ浮き

H1 H：ｱﾝｶｰ跡

凡　　例 想定数量調査数量

24.2 ｍ

想定倍率1.8倍

　0.1 ｍ

　2.5 ㎡

6.2 ｍ

1 箇所

1 箇所

　0.7 ㎡

　8.3 ㎡

1 箇所

43.6 ｍ

　0.2 ｍ

　4.6 ㎡

11.1 ｍ

2 箇所

2 箇所

　1.3 ㎡

　14.9 ㎡

2 箇所

外壁（全面合計）



Ab1 Ab：ひび割れ(巾0.2㎜以上～1.0㎜未満)

Ac1 Ac：ひび割れ(巾1.0㎜以上)

Cb1 C：欠損･小

D1 D：爆裂･小

Ab1

Cb1

Ab2Ab3Ab4Ab5Ab6
Ab7

Ab1

Ba1 Ba：ﾓﾙﾀﾙ浮き

Bb1 Bb：ﾓﾙﾀﾙ浮き･狭幅部(巾200㎜以下)

Bb1Bb2

Bb3

Bb4
Bb5

Bb6

F1 F：ﾀｲﾙ浮き

G1 G：塗膜剥がれ

G1

G1

H1

H1 H：ｱﾝｶｰ跡

東側立面図　S=1/100

既存部増築部 既存部

増築部既存部

北側立面図　S=1/100
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外壁劣化調査図２
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内壁劣化調査図１

B-03

C1 C：塗膜剥がれ

凡　　例 想定数量調査数量

想定倍率1.0倍

　0.3 ㎡ 　0.3 ㎡

保育室４
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安城こども園中規模及び保全改修主体工事 B-04

内壁劣化調査図２Ab1 Ab：ひび割れ(巾0.2㎜以上～1.0㎜未満)

Ba1 Ba：ﾓﾙﾀﾙ浮き

Bb1 Bb：ﾓﾙﾀﾙ浮き･狭幅部(巾200㎜以下)

C1 C：塗膜剥がれ

E1 E：ﾀｲﾙ浮き

保育室６：0.4 ｍ

保育室７：0.1 ㎡、保育室８：1.1 ㎡

想定数量（調査数量×1.0）凡　例

トイレ３：0.4 ㎡、保育室７：0.4 ㎡、保育室８：0.6 ㎡

トイレ３：1.1 ㎥

保育室８：0.3 ｍ
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内壁劣化調査図３

B-05

凡　　例
保育室９ トイレ４ トイレ５

想定数量（調査数量×1.0）

　1.5 ｍ 　3.7 ｍ 　4.2 ｍ

　0.4 ㎡ 　0.1 ㎡ 　ー　

　0.4 ㎡ 　ー　　ー　

　0.6 ㎡ 　0.9 ㎡ 　0.8 ㎡

　3.1 ｍ 　1.9 ｍ

　2.7 ㎡ 　1.7 ㎡

　ー　

　ー　

　( 31 枚 ) 　( 19 枚 )

　( 270 枚 ) 　( 170 枚 )

　※タイル寸法：100×100
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内壁劣化調査図４

B-06

凡　　例 想定数量調査数量

想定倍率1.0倍

　0.8 ㎡ 　0.8 ㎡

廊下

Ab1 Ab：ひび割れ(巾0.2㎜以上～1.0㎜未満)

Ba1 Ba：ﾓﾙﾀﾙ浮き

Bb1 Bb：ﾓﾙﾀﾙ浮き･狭幅部(巾200㎜以下)

C1 C：塗膜剥がれ

　1.2 ㎡ 　1.2 ㎡

2.3 ｍ 2.3 ｍ

2.5 ｍ 2.5 ｍ
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内壁劣化調査図５

B-07

凡　　例 想定数量調査数量

想定倍率1.0倍

　0.9 ㎡ 　0.9 ㎡

階段・階段下

Ab1 Ab：ひび割れ(巾0.2㎜以上～1.0㎜未満)

Ba1 Ba：ﾓﾙﾀﾙ浮き

C1 C：塗膜剥がれ

　0.2 ㎡ 　0.2 ㎡

5.8 ｍ 5.8 ｍ


